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こ
の
度
、
群
馬
県
柔
道
連
盟
創
立
五
十
周
年
を
期
し
て
、
「
ぐ
ん
ま
柔
道
」
縮
刷
版
第
二
巻
を
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
で
き
る
こ
と
を
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

当
「
ぐ
ん
ま
柔
道
」
を
創
刊
し
ま
し
た
の
は
昭
和
四
十
六
年
、
群
馬
県
柔
道
連
盟
第
二
代
会
長
、
関
口
林
五
郎
先
生
の
時
代
で
し
た
。
組
織
の
充
実
、
発
展
を
期

し
て
全
国
に
先
駆
け
て
機
関
誌
を
発
刊
し
た
当
時
の
先
見
の
明
を
感
じ
ま
す
。

七
十
号
に
達
し
た
時
点
で
最
初
の
「
縮
刷
版
」
を
発
刊
し
、
各
位
に
お
配
り
し
ま
し
た
。
平
成
六
年
五
月
で
ご
ぎ
い
ま
し
た
。

今
回
、
群
馬
県
柔
道
連
盟
創
立
五
十
周
年
行
事
を
執
り
行
う
に
際
し
、
百
号
記
念
と
併
せ
て
第
二
巻
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
号
か
ら
通
読
し
ま
す
と
、
本
連
盟
の
歴
史
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
の
「
あ
か
ぎ
国
体
」
を
迎
え
る
頃
は
、
第
三
代
会
長
、
関
口
恒
五
郎
先
生
の

も
と
で

一
致
団
結
し
て
い
た
躍
動
感
、
緊
張
感
が
如
実
に
表
れ
て
お
り
ま
す
。
本
県
と
し
て
史
上
初
の
総
合
優
勝
も
故
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

第
四
代
関
口
孝
義
会
長
、
第
五
代
大
林
宥
範
会
長
の
代
に
な
っ
て
個
人
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
国
体
に
お
い
て
は
本
県
選
手
団
の
活
躍
は
低
迷
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
個
人
を
見
ま
す
と
篠
崎
悠
、
横
澤
由
貴
選
手
が
全
国
優
勝
を
複
数
回
勝

ち
取
っ
て
お
り
ま
す
し
、
続
く
若
手
選
手
が
全
国
の
場
で
優
秀
な
成
績
を
の
こ
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
登
録
人
口
の
減
少
す
る
中
で
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
、
小
学
生
総
体
等
は
五
百
余
名
の
選
手
の
参
加
を
得
て
大
盛
況
を
呈
し
て
い
る

こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
私
た
ち
現
在
の
役
員
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
こ
の
盛
況
を
い
か
に
持
続
、
発
展
さ
せ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。「
ぐ
ん
ま
柔
道
」

創
刊
以
来
三
十
年
、
往
時
に
活
躍
し
た
少
年
選
手
達
は
す
で
に
壮
年
の
域
に
達
し
、
立
派
な
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
一
人
の
少
年
が
小
学
生
選
手
と

し
て
登
場
し
、
大
学
、
社
会
人
と
し
て
円
熟
し
た
好
成
績
を
の
こ
し
、
更
に
指
導
者
と
し
て
本
県
柔
道
に
貢
献
し
て
い
る
軌
跡
が
本
誌
に
歴
然
と
し
て
記
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
素
人
集
団
の
弱
さ
で
、
記
事
に
不
備
な
箇
所
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
ど
う
か
ご
指
摘
、
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
小
紙
第
二
巻
発
刊
を
機
に
、
本
連
盟
と
各
位
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

群
馬
県
柔
道
連
盟
会
長

縮
刷
版

I
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

平
成
十
三
年
十
一
月

角
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年

平
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七

年

平

成

七

年

平
成

平
成

六
年

刊
行
の
こ
と
ば

六
月

三
月
三
十
一
日
（
第
八
二
号
）

一
月
三
十
一
日
（
第
八
一
号
）

六
月

三
十
日
（
第
八
四
号
）

三
十
日
（
第
八
三
号
）

三
十
日
（
第
八
0
号）

三
十
日
（
第
七
九
号
）

三
月
三
十
一
日
（
第
七
八
号
）

三
十
日
（
第
七
六
号
）

一
月
三
十
一
日
（
第
七
七
号
）

九
月

六
月

一
月

六

年

九

月
六
月

三
十
日
（
第
七
五
号
）

三
月
三
十
一
日
（
第
七
四
号
）

三
十
日
（
第
七
三
号
）

三
十
日
（
第
七
二
号
）

三
十
日
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第
七
一
号
）
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九
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七
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八
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年
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二
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平
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二
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平
成
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三
十
日
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一
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十
月
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十
八
日
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第
九
三
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三
月
三
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一
日
（
第
九
0
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十
五
日
（
第
九
一
号
）

三
十
日
（
第
九
二
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九
日
（
第
九
五
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）

十
七
日
（
第
九
七
号
）

二
十
日
（
第
八
九
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平
成
十
年
十
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四
日
（
第
八
八
号
）
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(1) 平成6年6月30日 第71号
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9
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力
4』
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す
効
に
使
用
す
る
道
で
あ

る
そ
の
峠
棠
は
攻
撃
防

累
の
諫
苔
に
由
っ
て
身
体

情
神
を
鍛
純
峠
棠

L
斯
道

の
神
髄
を
停
得
す
る
事
一
J

あ
る
さ

•
F
L

て
北
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捕
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柔

追

g
業
の
究
兌
の
目
的
＿
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第
二
十
八
luIIll口
杯
支
部
対

抗
柔
氾
人
＾
点
が
四
月
卜
日
．
媒

武
氾
館
で
皿
催
さ
れ
た
。
大
会

に
先

t
っ
て
第
三
皿
園
口
飢
五

郎
打
受
霞
式
が
行
わ
れ
．
常
鍔

贔
校
の
艇
岸
本
教
諭
と
佐
峰
追

出
が
必
縣
さ
れ
た
“
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来
年
の
活
躍
躙
持

↓
妥
瓜
六
年
の
関
東
柔
迫
選
手
本
凩
選
手

チ
枷
大
会
（
兼
）
全
日
本
柔
道
選
一
写
真
）
の
試

手
櫛
関
東
ヤ
道
大
会
が
、

一二
月
合
成
組
は
次
の

橋前O,
t
E
l．
神
奈
川
県
立
武
辺
館
遥
り

“

で

開

か

れ

な

罰

一

登

段

関
東
各
臥
四
名
ず
つ
二
十
八
碩
害
懐
皿
隊
）

名
の
選
手
が
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ー
回
戦

で
戦
っ
た
。

Ill口
砧
有
四
段

勝
敗
は
僻
疫
判
定
の
た
め
、
（
い
噌
機
動
墜

試
合
の
か
け
ひ
き
が
大
き
な
ウ

ー
掴
暉

エ
イ
ト
を
し
め
た
。
こ
の
大
会
小
山
勝
由
四
殷

で
も
、
組
ま
な
い
攻
め
な
い
で
（
渋
川
酉
蕊
教

反
則
を
と
ら
れ
る
者
が
多
か
っ

g
二
回
戦

た
。
全
般
的
に
得
意
技
を
か
け
小
林
平
男
三
段

る
選
手
が
少
な
く
｀
や
や
気
力
（
上
武
大
学
学

に
欠
け
る
感
が
あ
っ
た
。

生

）

結
果
は
、
神
奈
川
二
名
、
茨

一
回
戦

城

一
名
計
三
名
が
、
関
東
代
表
（
鈴
木
記
）

と
な
っ
た
。＼

 
J
"
'
 

＇

鼠

孟

番

翡

一
眼
武
盪
で
憫
か
茫
゜

東
柔
辺
選
手
権
大
会
群
謁
県
＿
．
小
山
騰
rli
（
前
商
教
）
が
小

選
が
、
平
成
六
年
二
月
ニ
―
-
＿

林
衣
男
（
上
武
大
）
を
僅
座
で

脊
優
勝
し
た
。
結
果
は
次
の

通
り
。
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こころは
いつも家族です。
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＾
直
｝
桜
選
手
櫛
人
公
群
馬
成
絨
は
次
の
血
り

臥
大
会

f
選
会
が
平
成
六
年

一

▽
叩
々
決
勝

H
士
ハ
Fl、
製

醤

で

皿

佃

訂

総

〇
・
一人
双
興

さ
れ
た。
勝
ち
抜
き
戦
で
、
決
樹
認
0

1・
~人
賎
戯

日

゜
3
勝

は

白

巻

桜

と

腐

の

代

＆

常

呼

0
i1人
残
利
愚
匹

月

戦

に

な

り

、

醤

（

奥

）

と

前

暉

〇

四

人

残

紅

崎

6
盗
橋
涌
商
）
で
を
わ
れ
た
が
孟
扁

年

贅

い

に

決

め

手

な

く

、

僅

恙

育

英

〇

三
人
践
樹

6
で

嘉

の

醤

が

勝

ち

四

年

巡

常

鍔

一人
残
〇
帷

成

磨

肝
5

の
儀
勝
に
輝
い
た
。

X
諭

平 ぐ ん ま 柔道 {2) 

育英

繭樋 ．匹

灯

英

ー

間

暉

木

村

引

分

け

益

栖

町

111
反

皿

行

片

恨

lit
引

効

0
久
郎

m

露

檎

引

分

け

＂

研

井

〇

饂

勢

小

ILl

＂

引

分

け

麻

井

▽
代
表
戦

麻

檎

〇

饉

辺

m
橋

吝
且
訟
店
1

口"[h3-
団
起
叫

l

繭
繭
わ
ず
か
に
及
ば
ず

判
｀
＿
―-
百
二
十
i
'
）
を
発
行
し

た
。
四
半
世
紀
に
及
ぶ
県
柔
道

界
の
靡
史
を
網
羅
し
て
お
り
、

阿
逃
盟
も
「
郎
柔
迫
界
の
歩
み

が
一
門
で
わ
か
る
」
と
満
足
し

て
い
る
。

「
ぐ
ん
ま
柔
道
」
は
昭
和
四

tハ
年
の
間
。
墾

＿
T
闊

発
行
し
、
平
成
Ii年
十
月
で
七

k”
を
数
え
た
。
眼
体
百
協
会

の
所
屈
団
体
で
「
新

un」
を
発

行
し
て
い
る
の
は
珍
し
く
、
「
ま

と
ま
っ
た
形
で
残
す
べ
き
」
と

の
山
が
邸
ま
り
、
縮
閾
版
の
発

行
が
決
ま
っ
た
。

貼
采
辺
界
の
＾
k
l
l
q
で
の
研
蹄
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
請
外
旧
と
の

父
流
、
昭
和
ILト
八
年
の

「あ

か
ぎ
国
体
」
を
11ね
に
訓
練
を

弧
化
し
、
阿
体
以
降
も
ハ
イ
レ

県
黍
甜
箇
（
森
在
緊
邑
ベ
ル
の
力
を
維
持
し
て
い
る
様

は
先
月
＝
＿
十
日
、
巡
盟
紙
「
ぐ

f
な
ど
が
、
以
体
的
に
祀
録
さ

ん
ま
柔
辺
」
の
縮
刷
版

(
A
4

れ
て
い
る
。

「ぐんま柔道」
縮刷版完成

筈
一
十
一
阿
群
＂
碩
民
体
白

大
会
秋
季
大
会
（
柔
辺
の
部
）

が
平
成
五
年
十
一
月
七
日
、
郎

武
道
館
で
開
佃
さ
れ
た
。
チ
ー

ム
“
成
は
先
昨
十
九
歳
以
下
・

次
鋒
二
十

s=
-＋磁
・
巾
幣
二

十
五

s
-〒＿十
五
磁

・
副
将

l=+

s四
十
磁
・
大
将
―――
十
天
磁
以

上
・
監
四

一
名
の
計
六
名
と
し

参
加
白
格
は
都
市
の
在
住
者
＆

ぴ
瓜
内
の
学
校
に
在
窟
し
て
い

る
も
の
で
競
わ
れ
た
。
又
同
時

に
第
四
回
貼
女
子
柔
辺
団
体
艇

勝
大
会
も
叫
佃
し
た
。

成
組
は
次
の
熾
り

需

の

部

▽
一
回
戦

館

焚

}
_
1伊
勢

崎

渋

山

}
i
_
1
沼

田

丙

容

闊

店

崎

1
ー

2
0
太

▽

二

凰

桐

§
_
o館

富

岡

0
1
5
0旧

饂

岡

0
_
A
巌

太

只

）

3
ー
＆

▽
準
決
勝

桐

乍

18前

渋

山

3
4
l
l太

マ
決
睛

前

鰻

）
4
ー
品

●
郡
の
部

▽
一閾

邑

変

3
3_0祈

多

甘

1
3
0
"

▽
-＿
回
戦

利

＄

ー

1
邑

（

内

容

堕

勢

多

2_ス
渥

群

災
2ー

2
ロ

（
内
室

勝

甘

稟

0
1
4
0北
群

屈

▽
準
決
勝

利

ダ
0
佐

波

l'fl 

波 翠 虫 I'" JII ul檎 小川檎林

5 32 2 "J;;,佼はい必 二 希した脳界 1この深としとび
: 7教 の‘ す̂ T・ 9lてい発を‘活いなてしつ新

諭 II I 1)iJ る l'し1者 ......l巖よ瓜躍 °ど い て ・・子井
-＊栖ゎ。で 1こし‘とさり 禾を先感る活．選 m

5 ・ 0"』トせ l11JI版は ・0,IIせ ー 逍糧掌慨....躍手次

i昔--:,
は 長
指 は
導―`
1ち

仕
上
が
っ
た
繍
刷
版
を
手
に

す
る
新
弁
環
置
（
左
）
ら

平
成
五
年
十
月
＝―
ト

一
日
貼

武
辺
館
で
弧
化
選
手
選
考
会
が

行
わ
れ
、
次
の
二
十
万
名
が
選

ば
れ
た
。

弧
化
選
手

V
6
0
*a級
沢
木
岬
和
（
白
英

二
年
）
柿
沼
秀
直
（
伊
勢
崎
商

二
年
）
伍
井
秀
磁
蕊
崎
二
年
）

凪
野
品
二
（
育
英
二
年
）
雌
辺

訊
一
（
桐
生
第
一
・
一
年
）
佐

藤

lEt
―
傭
栂
商
二
年）

▽
7
1
記
諏
若
井
修

（前
栖
廂

二
年
）
漿
義
光

（白
袈

一
年）

で
十
嵐
要
（
樹
穂
二
年
）
片
柳

孝

洋

蕊

崎
二
年）

111本
智
足

（
前
橋
商
二
年）

m村
紀
れ
（
育

英
二
年）

▽

86£
叙
木
村
勝
茂
（
百
英

二
年
）
尿
敷
延
久
（
哀
崎

一
年）

斎
藤
iE行
祠

繭

二
年
）
久
促

田
明
広
（
前
欝
二
年）

▽
95
*a級

―-＿
森
啓
太
（
口
炎

二
年
）
品
井
克
真
涌
横
僻
ニ

年
）
凶
口
純

一
（
育
英

一
年）

小
山
盛
（
前
欝
―

＿年）

▽
95
ゎ
超
級
麻
椙
秀
太
郎

（
育
英
二
年
）
宮
沢
進
悩
（
興
阻

二
年
）
町
＂
正
（
百
英
一
年
）

硲
栖
学

(nu橋
商
二
年
）
板
岸

門
和
（
白
英
二
年）

* 

禾
氾
の
発
祥
坤
で
あ
る
日
本

で
技
紺
を
学
ぽ
う
と
、
咋
年
十

二
月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
五
人
が
来
肌
し
た
。

い
ず
れ
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

入
り
を
目
指
す
弧
脊
た
ち
で
、

本
貼
の
涸
校
生
や
大
学
生
、
実

棠
団
、
貼
曹
の
選
手
ら
と
の
綽

密
に
励
ん
だ
。

来
眼
し
た
の
は
、
ア
ン
テ
イ

ー
レ
ン
コ
｀
ヤ
ン
・
ニ
ー
マ
ン
、

ヤ
ン
ネ
・
ク
ル
キ
、
パ
シ
・
ル

ー
ッ
カ
イ
ネ
ン
、
ユ
ハ
・
ヴ
ェ

ネ
ト
ヨ
キ
さ
ん
。
全
只
二
十
歳

選
書
会
で

25
人

群

災

ツ

ー

1

北

群

"T

▽
決
勝

県
民
体
育
大
会

郡
で
は
利
根
が
＞

利

銀

3

、_l群

◆
斧
同
綸

▽
一
阿
戦

館

焚

ツ

ー

1
沼

m

人

m
§
_
0飢
檎

D

前

隣

B
l
_
1
硲

崎

（
代
表
堕

嗣
失
ツ
ー
ー
陳
縞

c

▽二闊

OiJ
植

A
Yー

0
飢

林 罵

太

田

§
_
0勢
多

a

災
ツ
ー
0
縣

崎

桐

生

0
1
え
汲
I
I
I
A

▽直
旧

植

A
0
l
人
u太

U
I
B

邑

突

〇

と

l
太

0
1
A

裟
勝

崩

栖

A
0乙人
u邑
楽

刃
子
の
部
と
女
子
は
前
檎
が

篇
し
た
。

を学ぼう

フィンランドから兜晨

▽
準
決
勝

益
欝

U
邑
．

ジ
ュ
―
〒
指
爾

茎
同
戦

砂
眉
0
内
饂
し
祖
一

(rlI
旧

高
橋
俊
将

3
位

に

輝

く

全
日
本
ジ
ュ
＿
＿
ア
攣
撫

第
二
十
五
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
柔
迎
体

m別
逸
了
櫂
大
会
が

平
成
li年
十

一
月
二
十
八
日
、

講
追
館
で
叫
備
さ
れ
た
。
群
屈

県
か
ら
白
総
邸
佼
の
磁
栖
俊
将

遺
了
が
60
i
級
に

111場
し

m
-＿-

位
の
栄
冠
r品
匹
叫
し
た
。

成
紐
は
次
の
通
り

▽二閾9
0r叫位
層

（北
追
）

．．．
 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
這
手
た
ち

．
．
 

前
後
の
打
手
だ

総
介
力
で
は
、
本
場
の
技
硝

に
一
歩
＆
ば
な
い
が
、
立
技
な

ど
の
関
節
技
は
レ
ペ
ル
が
益
い
。

今
後
の
研
躍
に
JOJ符
が
か
か
る
。

r偲月資みテレポンカード」をビスタ圃h
ーアジア少曾界欝賓帽君働にこ饂力ください一

親在｀トヨタピスク尋属ではポランティア団体

rATCんの活動を支撮するためにr饒用済み

テレホンカード』の収●を行ってい皇す.rAT

CA』では、主にドイツの●看を遍じてテレホン

カードを売蝸L、その収入で医璽晶、その値の

鑽肋輸賣を麟入して、フィリピンなビアジア各

国の少戴民箪支撮を行っています。r饒屠済み
．L 9 9 9 9 9 9 9 999 n」こ

テレホンカード麒●酒動に曽機方のこ菖力を

是非ともお■い甲 L.I:.If且す。

1謝資みテレホンカードはこ帆鄭：役立ちます。
● l叫で●入できるもの••子倶一人の一年9のミルク代

●1聞漱遭入でiるもの•••マラリア予駒の菫爾35．聞遭

9紐ペニシリン筐爾7.SOOI
11 4道) ヶ...＊ンカー r1: .!I ー ロ ，， “ 1i.111~""し＊のあ

，．，：て釦£れて“り．鮒川1済て，，...て b"9・予がぃ......

カードのデザイン によ•Aうしが員な9●n1"t....ポーツ

●動掬• ヽ 9 9 .. ， .*a グ9 ム 等のM栖は特 ,: J,..)¥が

“ (．｀i塾峯のあ 1 • 9：てl1（う l さ 91て 1 ・』す．

『1111i11みテレホンカードJを書冒卿＇のテレ拿ンカ ード・
ポランティア員皇でお書せくだ訊し

トヨタビスタ群馬

rテレホンカード・ポランティア」躙鱈
〒370高崎市緑町4-1-6
TEL0273-64-1717 

寇ーテ屎0決算蓮一肋
タ ー

施

ピアノ•エレクトー；；
200台震示

（柔 2展，F頃含し）

⑯ 金配暉饂暉付
R震囀心送謁檀付属lilセット

⑪ 
OK ►暉詰で邸D-ン ・リース肩

、軍る ►靡にて下取り·躙り

l拿 畠 課II付

世界のピPノと
をお届けす

rキ戸生が・
高崎市f11111町酉一丁目3-10
B0273-63-1262囮
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(3) 平成6年6月30日 ぐ ん ま 柔道

平
成
五
年
度
の
第
二
士
＿
＿
回

日
本
実
業
柔
氾
個
人
選
手
権

一一 胃
1全日本実業柔道個人選手権l

平
成
li年
ぼ
県
女
子
選
手
櫛
上

g厄
（
常
磐
）

0
頁
投

大
会
渾
幽
東
大
会
予
選
会
が
、
睛
田
美
鈴
（
松
沢
氾
場
）

平
成
六
年

一
月一
ーギ
・日
．
県
武
出
沢
知
美
（
関
学
大
）
有
畑

泣
館
で
囮
催
さ
れ
．
丸
山
磁
子

0

長
沼
千
脊
（
常
磐）

-
（
あ
さ
ひ
銀
行
）
が
昨
年
に
続
木
村
畠
代
（
常
懲
）
〇
齋
塔
箇

き
優
勝
し
た
。

森
田
ち
は
る
（
邑
楽
中
）

成

組

は

次

の

通

り

益

田

知

恵

子

（

便

回）

有
効

＝

酉

戦

c

杢

家

享

（

喜

胤

子

（

あ

さ

砿

登

〇

呈

莫

罷

厄

警

＿

璽

扉

姦

巡

（

常

磐

）

〇

愁

贔

屋

手

（

＝

器

琶

璽

槃

念
み
（
三
爵
機
）

0
漿

欝

（

常

磐

）

盤

0
a墨
（

薔

..、

.r. 

咀
公
pら
註

4
[
zぉ
"̂
-gPr5-

大
会
が
八
月
二
十
八
日
（
土
）

＼
二
十
九
日
（
日
）
大
阪

・
枚

方
市
ダ
イ
コ
ロ
武
友
館
で
全
闊

か
ら
参
加
百
十
余
の
企
棠
・
公

社
等
か
ら
各
実
業
団
チ
ー
ム
か

ら
過
去
屈
店
の
五
百
四
十
余
名

の
選
手
が
参
加
し
て
盛
大
に
行

わ
れ
た
。

試
合
は

一
部
か
ら
八
部
が
見

子
の
部
で
九
部
か
ら
士
―一
部
が

女
子
の
部
で
、
そ
れ
ぞ
れ
体
重

及
び
年
齢
区
分
に
分
け
試
合
が

行
わ
れ
た
。

こ
の
大
会
に
一
＿＿
洋
東
京
柔
道

部
か
ら
は
一
部
・
ニ
部
・

一＿―

部

・
四
部

・
五
部
・
七
部
（
男

子
の
部
）
、
九
部
・
十

一
部・

十

＿一
部
（
女
子
の
部
）
に
叶
十
l
-

名
の
選
手
が
出
鳩
し
た
。
全
国

か
ら
全
日
本
ク
ラ
ス
の
弧
牽
選

手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
そ
の

中
で
五
部

(71
よ
凡
ぞ
下
）
に
出
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‘、_
事 時 間 会 場

3 日 全l叱1少年大会予選 9: 00 I JI；↓武道館
3 日 l関東女子選乎権予選（体重別） 9:00 貼武氾館

10 El I tlll口杯支郡対抗 10:00IJli!武辺館
I 7 日 本部寄査（現3・4段・女子） 9:00 瓜武迅飢
24 日 磁校学年別大会 9: 00 I JI；↓武辺館
24 日 （登録受付） l O: 0 0 貼武近飢

...........．|'"．．．．．．．．．．．．．．..........＂......．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..．．．...．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．....................．．．．．．．．．．．．．．．． 

5 I 1・ 日 柔辺連盟本部総会 15:00 群接会館
1 日 全F1本女子団体予選 9: 0 0 I !Ii!武氾館

l 3 金 硲校総体兼関東予選（見女個人） 9: 0 0 I Jli!武辺館

1 4 土 砧校総体兼OO東予選（団体） 9:001.11;1武道館
22 日 祠潔 • 一般合同大会 9:00 貼武辺館
29 日 麻校選子権大会（昇女個人） 9: 00 I JI;！武辺館
29 日 （登録受付） 10:001.ll;t武辺飢

..................................................................................................................．．．．．．．．．．．……................................. .. 

6 1 5 日 巾学校春和大会（男女団体） 9 ： 00 JI,1武追餡
1 2 日 中学校春季大会（男女個人） 9:00111.l武辺館

1 9 日 磁校選子椛大会（男女団体） 9:00 瓜武辺飢
26 日 中学校I周束大会二次予選 9:00 瓜武近館
26 日 全国教艮大会予選 1 3 : o O I JIぷ武道館

26 日 全国定通澗大会予選 9:00lfliJエì
.．．．．．．．．．．．|．．．．．...．．．．...．．．．..．．．．．..．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．...．.．．．．．.....．．．．...．..．．．．．.．．.．．.．.......．.．．．．．．．．．．．．．．．．....．．..．．．....．．．．.．．．....．．．....．．.. 

7 I 3 El 同体一次予選 9:00 瓜武辺館
9 土 少年健全百成大会 9:00 臥武氾館

l 7 日 1詞体二次予選 9: O O I.11;1武氾館
下 旬 益段者推四委艮会（六段） 未 定未 定
3 ] □ 中学校総体（男女団体） 9:00 瓜武道館

.................................................................................................................................................................... .. 
8 l I n 中学校総体（男女個人） 9 ： 00 犀武辺館

7 日 スポーツ少年団大会 9:00 凩武辺館
8 fJ I ll&I東近県高校交流試合 (~10日） 9: oo I JI,↓武氾館

1 0 水 I.lid東近県潟校交流試合 (~10日） 9: 00 IJI;↓武氾館
2 1 日 壮年大会 9:00 貼武氾館
2 1 B 阻固段名大会 10:00IJI;!武逍館

4
 

2 1 日― ?t年祭大会 10:00 瓜武逆館
28 日 本部密査（現3・4段・女子） 10:00 県武迅館

...........,............................................................................................................................................................ , r』i...i....... ei 迅鳩連合会大会 9 :30 雌武氾町

1 8 日 紙上寄査会（初段～五段） 1 4 : 0 0 駄武迅飢
22 木 管区刑務官新人柔辺大会 未 定 JIふ武逆館
25 日 紅白試合 9: 00 Ill,↓.si:OO館
25 日 定迎制潟校選手権大会 9 : 0 0 I 1liJ工品

1...........,.............................…………••,........................................................................................................... 

l ol 2 日l少年涸化選手選考会 9 : 00 貼武辺館
23 日 小学生総体 9:00 貼武珀館
28 金 警家官大会 9 : 00 JI出武辺館

..．......1............'"．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．".....................．．．．．．．．．．..．．．．．．．......．．．........,……,.........................．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

1 I I 3 木 中学校新人大会 9:00 太l'11武館
6 日 県民体育大会 10:00 叫武迫館
6 日 凩女子団体優勝大会 10:00 邸武迫館

I 3 日 為校新人大会 9:00 県武近館
1 9 土 関東地区盲学校柔辺大会 9:00 県武辺館
中 旬 北関東五大学 9:00 硲崎武館
20 日 実業団大会 10:00 瓜武迅館
23 水 群馬学生柔道フェステイバル 9:00 リit武氾館

l........... t....................... ....................................…………………………,........ ............9•…………•••......"............... 
1 2 I 4 日 対東北柔道芍試合 13 : 00 JI,t武辺館

I 8 日 本部害査（現3・4段，女子） 10:001.U,!武辺館
1 8 日 い女子選手権大会 9:00 貼武迅館

...．．．..．．I..．．．．．．．．．．．．.．．...．．． ．．．．．..．．．．．．．..．．．．.．..．．．.．.．..．..．..．.．.......．．...．．..．.．．．．．......．...，....．.．．．．．．．．....．.....．.．．..．..．..........．．．．.．． 

1 I 1 4 土 麻校選手権予選（男女個人） 9 : 1 5 貼武辺館
15 日 t玉校選手権予選（団体） 9 : I 5 県武氾館
22 日 J1,l女子体重別選手権大会 1 0 : 00 駄武追館
29 日 段jJIJ選手権大会 l O: 0 0 阻武辺館

..................................................................................................................................................................... 
2 | 5 日 新年会・昇段祝賀会 15 : 00 ＊ 定

1 2 El 貼道手権大会 10:00 貼武辺館
1 9 日 スポーツ少年団交流大会 9:00 県武辺館
26 日 本部寄査（現3・4段・女子） 10:00 県武辺館

.................................................................................................................................................................... .. 
3 | 19 日 スポーツ少年女子交流大会 9 : 00 郎武辺館

--w^／ED̂  本部／太田市浜町26-21
80276(48)1572 

＿ 

■■ 
■■ 

館林校／C0276(74)5515
大泉校／四0276(63)4911
千代田校／D0276(86)6008

伊勢崎校／ff0270(21)6121
浜町校／ff0276(48)1560

※お気軽にお問い合わせ下さい。
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は
次

e
篠
崎
悠
（
佐
）

の
通
り
。

②

竹
似
れ
樹
（
佐
）

▽

裳

四

開

喉

．

餅

級

③

本

川

数

IUl
（
選

①

Ui
-（堤
）

大

蘊

雄
人
（
佐
）

②

111材
竺

堤

）

＞

小
＂
で
ハ
年
乍
刃

f.iflば
級

③

得

泊

一

災

）

①

壌

れ

機

（

佐

）

羽
）
反
叫
（
櫻
）

②

潤
11兄
（
佐
一

▽
小
学
四
閉
拳
・
煎

m級

③

必
木

一
也
（
鎌
）

e
松
烈
紺

（

佐

）

小

町

順

邸

（

櫻

）

②

町
川
必
ぷ
（
佐
）
▽
巾
学
一
年
生
YJ子
・軽
恨
級

③

閲
盆
竺
鎌
）

e
I-'
藤
隕
哨
（
槌
）

謄

背

蒋

（

鎌

）

②

本

猥

位

（

組

）

▽
集
五
閤
男
子
・
軽
屈
威
③
＾
ポ
UI和
人
（
組
）

e
沼
閲
人
（
お
村
）

▽
閥
mht級

e
屋

9

行

(Ii付
宗
教
）

玉
村
町
民
柔
道
大
会

北
沢
遵

□
V
2
 コ

e叩
取
製
約
行
川
）

②

函
翡
典
（
磁
町
）

③
水
井
順
子
(

I

I

)

煕
幕
慈
宕
川
＿

e
北
沢
迫
坦

②

餅
且
咎
B

③

面

、

久

方

柔

道

以
上
の
成
組
で
団
体
戦
は
北

沢
迎
出
の

V
2
で
絡

r、
参
加

遠
手
は
一ーー
百
四
十
九
名
の
勢
況

で
し
た
。

中学璽量級 群
馬
郡
民
大
会
柔
道
の
部

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

長
野
際
署
長
杯
少
年
柔
剣
道
大
会

第
十
二
回
良
野
原
署
口
杯
少
▽
小
必
産
の
部
6
嵌
年
）

e
＋
E紐
（
紐
忍
匹
~
）

年
柔
懇
癸
会
が
登
収
六
年
五

e
蘭

讃

（

靡

）

②

入

沢

案

竺

"

)

月

八

日

、

れ

埠

町

総

合

体

白

館

②

吉

＂

既

▽

随

叫

瓜

級

で
llH佃
さ
れ
た
。
柔
辺
の
部
の
▽
中
学
生
の
部
・
軽
凩
級
①

rU釦
秀
勝
面
恕
四

倣
は
次
の
皿
り
。

e
盛
山
義
和
（
騒
匹
駆
束
）
②
竹
渕
誠
（
騒
野
原
駁
）

▽

崖

の

部

（

低

学

年

）

②

掲

秘

姐

（

は
恋
西
）

e
湖
川
炊
絹

i(ill)

▽
問
閤
級

第
十
五
回
群
馬
郡
少
年
柔
道
生
の
部
・
軽
lit綾
3

小
谷
野

大
会
が
平
成
五
年
九
月
十
九
日
．
禎
人
郎
（
坦
）
＞
小
学
二
年

箕
郷
町
武
道
館
で
閲
催
さ
れ
た
。
生

・m猷
級

e
布
井
大
典

結
は
次
の
皿
り
。

（

む

●
団
体
漿
3

鎌
塚
辺
場
◆
個
▽
小
学
＝
一
年
生
の
泄
3

広
＂

人
戦
▽
幼
礁
岡
児
の
部

e良
郎
泰
子
（
組
）
＞
小
学
四
年
生
の

大
栂
（
鎌
）
＞
小
学

一
年
生
の
部
・
軽

tit級

e
藤
川
友
美

愚
加
藤
友
樹
国
）
＞
小
国
）
＞
小
学
四
年
生
の
部
・
屯

竺
年
生
の
部
・
女
よ
3

小

瑣

級

e
武
ル
幻
人
（
鎌
）
▽

谷
野
其
希
国
）
▽
小
学
二
年

小

学

5
年
代
の
部

・
軽
凩
級
①

塚
饂
旧
之
（
鎌
）
▽
小
学
れ
年

生
の
郡

・
mht級
9

良
谷
川

允
伸
（
鎌
）
＞
小
学
』
ハ
年
生
の

部
・
軽
瓜
級

e
＊
沢
正
滋

磁
）
▽
小
学
六
年
生
の
部
・
爪

爪
殿
3

関
＾
介
串
＊
（
鎌
）
▽

小
学
校
5
.
6年
生
の
部
・
女

柔

宮
川
郁
枝

（
鎌
）
▽
中

学

一
年
生
の
部
・
軽
鼠
級

e

工
藤
阻
泊
（
中
）
▽
中
学

一
年

の
部
・
爪
駁
靱
9

依

niu樹

（園
）
▽
巾
学

一
年
生
の
部
・
女

.
D
碓
氷
千
印
（
南
）

江
原
太
郎
（
迄

▽
中
学
一
年
生
學
．
僻
級

e
秋
U
甜

l

（佐）

②
武
井
利
之
（
佐
）

③

rr位

（櫻）

麓
紐
介
（
茂
）

▽
小
学
二
年
生
辺
子
．
軽
級

e
見

名

（佐
）

②

両
悧
緑
m

（佐）

③

奔

“
泊

（鎌）

此
憐
（
佐
）

>
塑

一年
化
學
・
問
級

e
似
儀
山
（
佐
）

②

森

堕

屈

（佐）

③
“
北
屈
召

岱

阻

昭

（鎌）

苓
四
年
生
女
子

e
飯
盟
（
櫻
）

②

山
崎
佐
依
子
（
佐
）

③

藤

川
羹
（
堤
）

▽
小
学
校
丘
年
生
女
子

e
心

mm郁
枝
（
鎌
）

②

忠
滋
屈
（
佐
）

罰
翡
（
佐
）

押
切
翔

（佐）

▽
小
学
六
年
姜
子

9
材
猛
磁
（
佐
）

②

丸

山
懃
衷
（
茂
）

③

お

覧

（必）

マ
泉
一
埜
女
子

e

+
2川
飴
学

（邸）

②

漿
か
お
り
（
佐
）

③

4

炸
押
f
（櫻）

松
狂
郎
（
佐
）

▽
泉
二
年
乍
女
f

e
町
11さ
や
か
（
佐
）

②

帳
川
叫
竺
塩
）

③

品
欝
江
（
佐
）

内
臀
夫
国
）

団
体
戦
は
鎌
塚
道
蠣
に
栄
冠

湯どころ6つ
水上温泉

谷川温泉
うのせ温泉

湯桧曽温泉

宝 911温泉

湯の小屋温泉

． 

―-MINAKAMI 

●インフォメーション（観光・ご宿泊）

水上町観光協会
0278-72-2611 

|． 泊I(2貪付皿込猷岬I

●平日ー泊一 7,500111
峯但し日置前日は1.000円増

直
●大人(2峙間｝ー300111

薪中之粂m観音の湯
吾妻郡中之条町大字蟻川字塩平45
U0279-75-2478 
(JR中之条駅より車で10分）

｛
＾
場
の
温
泉
宥
．
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晶
納
師
範
遺
訓

柔
直
は
心
身
の
力
を
最
し

有
効
に
使
用
す
る
這
て
あ

る
そ
の
昨
業
は
攻
撃
防

禦
の
棟
翌
に
由
っ
て
身
体

情
神
そ
』
鍛

9
"業
L
斯
直

の
神
闘
を
体
褐
す
る
事
＿
‘

あ

る

さ

ぅ

L
て
北
に
よ

っ
て
己
ル
』糟
益
す
る
が
柔

這
＂
掌
の
究
量
の
目
的

｛．

あ
る 冨

言
塁
〖一

)
-
―
 

*‘、
認
鑓
ヽ

発行所

発行人

〒370

群馬県柔道連盟

大 林 宥 範

編集宣

高崎市中豊岡町500
茂原勤

電 話 0273(25)8457

-1
劃

~

＂ 
ふ
It

氾
癸
缶
心
群
馬
貼
警
察
．

y-面
戦

般
介
訊
柔
道
人
＾
点
が
五
"
=-
＋

渋

川

0
3
j
l
館

二
ll
．
縣
武
氾
館
に
お
い
て
関
前
橋

2
よ
A
)沼

催
さ
れ
な
腎
寮
署
爪
位
で
．
藤
岡

2
Lス
）
蕊

部
ト
チ
ー
ム
の
せ

一十
チ
ー
ム
煎
橋
束

2
ー
3
3桐

で
fj
四
十
人
の
道
子
が
出
場
し
▽
皿
決
勝

た
”
披

川
2
~

沼

試

合

晨

は

次

の

辿

り

固

崎

0
4ー
1
桐

●

一

部

▽

決

勝

▽
一
回

戦

沼

m
1
L久
）
麻

前

栂

9
b太
田

▽

三

位

決

定

戦

邸

崎

0
6
L
u伊
勢

崎

渋

川

0
4
ょ
n桐

崎 生 田

1
部
置
勝
の
高
鰭
警
察
響
チ
ー
ム
（
上
）
と
2
部
優
鵬
の

雪
霙
轡
チ
ー
ム

成年女子と少年女子は無念

悶

勝

11

大
胡
岡

第
三
位

＂下
仁
田
同

念
勝

品
川
公
博
（
大
胡
一
、
萩
原
伸

一
、
藤
塚
博
幸
、

吉
原
秀
忠

蕊
崎
一
、
安
藤
立
（
下
仁
田
）
、

小
山
武
彦
（
桐
生
）
、
小
山
勝
由

（
渋
川
）
、
大
塚
邦
男
（
沼
田
）
、

鈴
木
伸
弘
（
音
辺
）

第
四
十
九
圃
国
民
体
介
人

会
関
東
プ
ロ

ッ
ク
大
会
柔
辺

競
技
会
が
八

II
二
十．

二
十

.
H
`
T巣
駄
武
道
館
で
開

か
れ
た
，

少
年
男
子
は
、
東
取
、
山
梨
、

栃
木
と
同
じ
A
プ
ロ
ッ
ク
で
予

選
リ
ー
グ
を
戦
い
、

2
腸
1
敗

で
、
決
勝
リ
ー
グ
進
出
を
決
め

な
決
勝
リ
ー
グ
糾
戦
の
埼
K
戦

で
は
1
勝
1
敗
で
接
戦
を
展
叫

し
た
が
、
代
表
戦
で
惜
敗
。
続

い
て
国
体
出
鳩
を
か
け
た
栃
木

戦
で
は
、

2
勝
1
敗
で

5
位
に

な
り
兄
事
、
出
出
権
を
猥
犯
し

こ
。

t
 

少
年
女
子
と
成
年
女
子
は、

残
念
な
が
ら
出
鳩
権
を
柑
ら
れ

な
か
っ
た
。

国
体
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
大
会

生崎田称

●
―
一
部

▽
一
回
戦

長
野
原

2
人

丘

〇

大

胡

大
問
々

0
3人
ヽ

坦

竺
回
戦

安

中

2
人
丘
〇
下
仁
田

大

胡

〇

乙

ー

1
大

泉

松
井
田

2
Aえ
)
大
皿
々

否

尖

〇

代
2
人
え
3

岡

▽
準
決
勝

下
仁
田
1
よ
A
)大

胡

大
闘
々

0
4人
）
吾

▽
決
勝

大

胡

2
4
A
)吾

V
-
＿
＿
後
羅

下
仁
田
0
3
A乙
大

問
々

一
部
儀
勝
＂
固
崎
警
釈
署
チ
ー

ム準
決
勝
11

沼
囚
阿

第
三
位
＂
誤
川
岡

二
部
偏
謄
＂
曰
衷
警
京
署
チ

ー

ム

表

9
人
が
全
勝
賞
に
輝
く

（
 

ー 部）

椛沢、安沢、堀込が10回出場賞

全国柔道高段者大会

平
成
六
年
底
全
国
柔
氾
凶
殷

者
大
会
が
平
成
六
年
四
月
二
十

八
日
、
講
辺
館
に
て
叫
催
さ
れ

た
。
成
組
は
次
の
孤
り

含

段

の
部

（
上
段
は
群
馬
）

小
沼
学
擬
勢
腋
3
岩
姦
妥

木
村
俯
雄

0
"
一
瀬

誠

竹
原
敏
郎
引
分
け
秋
山
秀
博

横

沢

元

0
"
本
凹
器

漿
蒻
内

8
木
整
俊

嶋
田
富
士
馬
綴
費
3
小
匹
洋
一

成
田
布
二
引
分
け
麻
野
良
一

津
久
井
彦
一

＂

下
川
行
雄

坂
田
和
平

”

岡

野
良
雄

9

"関
山
民
男

酉
烈
器
g
内
只
）
井
上
博
滋

吉
田
光
銀
横
四
友
3
新
井
康
雄

川
端
競
隆
優
勢
臆
3
佐

藤

進

平
井
敦
〇
不
幣
暉

柴
田
漉
彦
〇
優
翌
暉
片
岡
美
治

田
部
升
坐
田

O
I
I
今
井
醤
久

大
沢
哲
夫
引
分
け
土
野
茂

森

下

正

刃

＂

宮

陣

紐

桜
井
良
衛
＂
湛
条

川
一
夫

90M固
向
盤
薔

◆
ハ
段
の
部

小
池
勝
範
引
分
け
守
、
武

掘
込
征
西
＂
大
谷
敏
明

楽
原
伝

一
郎
＂
椎
木

釈
辺

牛
込
祥
油

＂

手
塚
定
雄

斎
藤
鬼
四
郎
＂
山
田

＿＿＿
雄

安
沢
武
久
上
四
友
3
赤
磁
利
幸

坂

山

＊

外

幽

3
吉
誤
一
昭

安
沢
嬰
郎
引
分
け
櫛
井
義
立

田
中
武
肌
製
裟
X
宮
国
一蔀

◆
段
の
部

柴
崎
荏
E

跳
贋
3

誼
辺
硝
一

椛
沢
光
雄
引
分
け
嶋
村
勘
一

北
爪
隆
雄
＂
井
上
整

一

光
山
武
砧
＂
林
茂
雄

♦
八
段
の
部

鈴
木
元
一
引
分
け
哀
柳
吉
箇

丹
羽
文
雄
上
四
友
3
佐
藤
宗
作

．本
大
会
に
お
い
て
卜
回
出
出

と
な
り
＆
杉
さ
れ
た
道
子
は
左

出
の
逸
り
で
す
。

椛
沢
光
雄
七
段•
安
沢
武
久
六

段
・
躙
込
征
璧
ハ
段
以
上
の
一＿―

名

光

山

氾

秋覇生曼付中
●一般クラス ・富校生クラス
●英檎クラス ●TOEFLクラス

•中学生・小学生 ・ 幼児クラス
•フランス11 ・スペイン霞 ・中国霞

•ブライペートクラス（債人 ・企露）
■ Ill蠣レッスン（債人・企• •幼帷園）

Iより速く、より確実に、
生きた英語を身につけたい。
■レペル•目的別の少人数クラス編成

■経験豊富な講師のわかりやすいレッスン

■授纂料は月謝制＜授叢の振替•休会ii]' )

■自自に利用できる無料英会話ラウンジ

I 幼児～成人のための外国語学校 I 

ランゲージアカテミー
前橋校1諜需線沿
渋川校1暑昌吾；し2F

匹0272-33-3318
n0279-25—薗78

老後の生活設計にもうひとつの` 安`心、、をプラス

臣

/JOAお叶 l 7、石・，れ四い:：わせは

群馬県国民年金基金
合 0272-23-6776（代表）

＊加入111出守の用紙Ii.,1i町村役場の国民年金係にもあります．
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九戟
県高校選手権

Hと県

!!,:1. 
、女“
f・ 校

武flM道
氾人手
館翌枷
で
行を刃
っ，’'f・
た月 IsJIu+体

▽樹百▽利樹固

協撼英国商穂崎

09 。 ~1

とJも1と
前常 niI平lj常

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

高
段
者
大
会

高
段
奮
大
会

で
熱
職
を
農

開
し
た
榮
崎

七
段
（
右
）

壮
年
柔
道
、

柴
崎
洋
行
七
段
ら
19
人
が
優
秀
賞

ぐんま柔道

ほ

＂ 
彎

，
 

•‘g 
英

0
1
J上
前

商

村
優
勢
興
）
各
紐
m

岸
〇
払
い
腰
莉
井

稿

引

分

け

蕊

栖

l
-

―

森

＂

小

山

町

田

＂

店

井

念
見
戦
醤

茎

回

戦

奈

良

ひ

U
み

官

珊

蓉

奇

〇

払

暉

ぷ

口

原

優

子

木
村
日
代
〇
縦
四
方
岡
部
典
子
後
製
墜
貝
}
鈴
木
麻
佐
枝
是
瀬
久
美
子
〇
縦
四
方
固
▽
郎
決
勝

川
上
ぽ
子
塚
囚
整

~
0
,＃感
固
蕊
久
允
岡
甘
江
匹
木
村

因
代
0
憚
疫
横
沢
瑞
駆

大
外
糾
)
面
が
よ
特
利
関
概
美
幸

I
I
O

森

田

ち

は

る

若

山

い

ず

み

鈴

杢

歴

廷

尺

）

一

本

背

m

太

田

裕

丁

鳩

外

抹

)

椙

沢

美

那

削

山

芙

智

ナ

横

四

”

固

3

鈴

木

麻

佐

子

森

田

ち

は

る

川
田
美
紀
横
四
友
3
関
恨
箪
子

袖
約
1
腰
3
請
IFI美
鈴
塚
田
智
子
払
贋
3
森
田
ち
は
る
▽
決
勝

横
沢
蹴
屈
〇
円
皿
鴨
田
由
紀
ナ
長
祭
川
美
李
森
田
美
鈴
〇
合
せ
技
和
久
井
繭
木
村
阻
代
〇
ケ
サ
固

中絨
0
森

刈

牛

冬

止

子

出

仔

茂

）

和

久

荘

繭

▽

準

々

決

勝

鈴

杢

歴

枝

i
袈
搭

g菅
野

美

香

▽

阻

贔

木

村

日

代

〇
払
腹

関
板
浮

篇

木

村

畠

代

（

常
磐
＿

＇内股羹
3
吉

原

優

子

木

村

具

〇

横

四

カ

横

沢

盟

〇

袈

裟

固

官

珊

芙

香

耶

篇

鈴

木

麻

g-g

息
漿
9息
屈

登

｀

一

笠

僻

屑

蘊

久

翠

―-＿
位

欝

嵐

薗

阿
硲
織
〇
横
四
方
中
村
咲
子

横

沢
美
那
上
四
友
3
関
板
筑
子

大
外
糾
3
鈴
木
麻
佐
枝

II

森
田
ち
は
る
（
常
磐
）

山
且
5

背
負

3
g干
い
ず
み
梢
訟
憲
〇
縦
四
方
巾
砧
梢
森
111ち
は
る

0
大
外
刈

手選岸根たつな
ー
」か

第
四
十
二
國
四
東
邸
等
学
校

▽ー

同
戦

動原

畜
大
会
が
六
月
四
、
五
日
、
樹
徳

9
2
4水
城
・
茨

の優

・大

宮

市

民

体

育

館

に

て

ー
マ

面
戦

鰈
覇
さ
れ
な

．百
英
0
4
6
嬰
•
千

本
貼
か
ら
は
、
前
商
、
樹
褪
、
常
磐
代

2
i
A
)松
陰
・
千

農
二
｀
利
翫
商
、
常
磐
｀
邸
崎
、
樹
穂

0
Lス
）
習
志
野
・

千

翌
英
の
七
校
が
予
選
リ
ー
グ
に
前
商

0
2
6
日
大
・
神

幽
し
｀
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
▽
準
々
決
勝

．

に
は
樹
饂
、
前
橘
暉
訂
英
、
官
英
〇
~
国士
館
・
東

常
磐
の
四
校
が
出
場
し
た
。

試
前
商
〇
~
世
田
含
・
東

合

の

逝

り

憐

し

く

も

準

々

決

勝

で

本

県

第
十

一
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
崎
洋
行
七
段
が
儀
秀
選
手
・
を

壮
年
柔
珀
大
会
と
涵
段
者
大
会
受
買
し
た
。

が
八
月
i
-

＋
-
El
、
県
武
優
秀
者
藤
生
逸
以
（
勢
多
、

辺
館
で
開
催
さ
れ
た

。
五
橋
詰
和
雄
（
新
田
太
田
）
、
助
名

十
三
逗
手
が
出

一云
宅
＾
（
新
Ill太
田
）
｀
近
藤
光

場
し
、
壮
年
柔
雄
（
山
田
）
、
萩
原
次
埠
（
勢
多
）

迫
大
会
か
ら
は
個
沢
晃

一（
蘭
楕
）
、
鈴
木
正
明

十
八
人
の
遺
手
（
陣
憤
）
、
国
檎
廣
（
碓
兆
女
中
）
、

が
置
秀
賞
に
選
生
方
期
（
勢
多
）
、
岡
知
巳
（
陣

ば
れ
、
又
曲
段
橋
）
、
浅
見
晃
（
新
旧
人

m)、

者
大
会
で
は
柴
霰
沢
康
博
（
前
栖
）
、
横
谷
利
夫

函
崎
）
、
安
沢
謙
太
郎
（
佐
波

伊
勢
崎
）
．
小
沢
陸
刃
（
勢
多
）
、

茂
勁
蕊
崎
）
、
井
野
豊
一
涵

崎
）
、
柴
崎
洋
行
（
北
群
馬
殴
川
）

塁

二
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冠
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育
英
が
国
士
館
に
善
戦

村
昌
代
が
準
優
騰

級
勝
の
井
K
康
生
（
東
渾
大
相

校
）
は

一
年
生
で
あ
り
な
が
ら

欝
の
弧
さ
で
あ
っ
た
。

女
子
個
人
戦
軽
紙
級
で
は
、

閲
似
宜
子

（
掌
磐
）
本
多
阻
子

（
百
火
）
が
出
場
。
本
多
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
準
決

勝
で
謳
勝
の
磯
崎
祐
子

（土
澗

日
大
）
に
一
本
負
け
し
た
。

勢
は
姿
を
潤
し
た
が
、
白
英
麻
中
屈
級
で
は
萩
原
夏
季
（
興

が
図
士
館

に

巖

し

た

。

隕

二
日
埼
果
柄
（
常
磐
）

が
予

篇

隈

館

（

東

平

）

道

リ

ー

グ

に

て

俯

敗

。
国
依
級

準
優
勝
世
旧
谷
学
園
函
京
）
は
木
村
昂
代
（
常
磐
）
横
沢
瑞

三
位
東
淘
大
相
校

（神
）
息
（
前
橋
東
）
が
出
場
。
木
村

＂
大
窮
業
（
埼

土）

が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場

學

個
人
戦
で
は
、
新
井
栄
し
準
決
勝
で
岡
安
孝
枝
（
土
補

二

（
常
磐
）
と
久
促

ITl
明
広
日
大
）
を
僻
迫
で
下
し
、
決
勝

（
前
商
）
が
嵐
し
た
が
リ

L
ク
で
は
外
岡
桁
子

（
土
澗
日
大
）

戦
で
情

IHeし
．
決
勝
ト
ー
ナ
メ
に
憐
し
く
も
一
本
負
け
で
敗
れ

ン
ト
に
は
慎
箭
来
な
か
っ
た
。一
な

十
九
か
問
か
ら

l

―百
人
が
で
は
、
本
多
選
手
が

一
回
戦
ペ
ル
ギ
ー
の
テ
ィ
ー
ル
ナ
ン
有
り
」
と
収
り
、
合
わ
せ
技

出
湯
し
た
「
1
9
9
4年
ド
か
ら
大
活
躍
。
危
な
げ
な
い
選
手
。
序
盤
か
ら
一
方
的
な
で
一
本
勝
ち
し
た
。

ィ
ッ
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
柔
道
大
戦
い
ぶ
り
で
、
決
勝
に
臨
ん
試
合
で
、
青
れ
い
投
げ
で
本
多
選
手
の
姉
・
暁
子
選

会
」
が
六
月
二
十
五
、

二
十
だ
。
綴
勝
決
定
戦
の
相
手
は
、
「
有
効
」
、
「
技
布
り
」
、
「
技
手
(21)
も
、
八
月
二
土
ハ
日

六

日

に

ぺ

か

ら

二

て
ホ
ー

且
本
多
姉
妹
、
世
界
で
活
躍
五

た
。
日
本

チ
ミ
ン
市
で
開
か
れ
た
「
ペ

●
囁
i
託＂

か
ら
は
六
人
が
出

場
。
本
眼
の
本
多
阻

屯

ィ
道
手
（
前
栖
白
菜

"

晋
一
年
）
が
、
五
十
＇

ニ
キ
ロ
級
で
儀
勝
す
1

る
な
ど
、
目
ざ
ま
し
・

い
成
果
を
挙
げ
た
。

●

＝
干
九
人
が
出
場
＿

し
た
五
十
ニ
キ
ロ
級

．

～
•一妹
の
陽
子
遺
手
。
将
来

ー

の
浩
躙
が
期
待
さ
れ
る
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体
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「
形
」
攣
拉
会
圃
輝

さ
ら
に
研
必
要

第
十
七
回
全
日
本
女
子
柔
道

体
別
選
手
権
大
会
源
”
広
島

警
本
部
害
京
盲
）
が

111場
し
、
り
」
の
見
せ
場
が
な
く
、
受
の
る
機
会
を
つ
く
り
、
練
費
を

m

投
の
形
が
僅
秀
賞
．
ャ
11
式
の
形
方
か
ら
先
に
扱
げ
ら
れ
る
よ
う
ね
切
醗
琢

mし
｀
正
し
い
「
形
」

が
優
良
穴
を
受
打
し
な
な
、
遊
技
剪
形
に
な
っ
て
い
た
。

を
後
四
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
大

終
了
後
山
口
寄
査
委
只
最
各
輝
大
会
で
常
に
形
を
狐
じ
切
で
あ
る
。
（
鈴
木
元
一

記）

森
下
年
超
‘
‘
：
ー
す

ヒ
JI
十
ヒ
且
神
奈
川
（
千
姻
貼
会
長
）
か
ら
詳
細
な
躙

ロ
カ
紺

貼

t
武
逍
館
で
、
乱
取
練
呼
が
あ
っ
た
。

＊
 

習
と
供
に

m要
な
各
種
「
柔
逆
出
鳩
選
手
は
そ
れ
ぞ
れ
長
い

1
9
5

次
予
選

学
年
別
柔
道
大
会

醤
十
九
闊
民
体
百
大
会
▽
7
1
*
m
級
の
勝
者
(
-―
―
匝
戦
）
▽
-扁
戦
の
勝
者
罰
朱
二
｀
マ
6
0
尋淑
＂
右
橋
像
将

（武
形
」
の
研
究
研
鑽
を
図
る
目
的

JUInu練
習
を

mね
、
そ
れ
な
り

善

競

技

群

屈

翡

一
次
予
選
田

igm、
井
上
廷
生
、
山
本
町
田
正
、
欝
蘭
、
醤
秀
迫
さ

で
第
十
回
関
東
柔
辺
巡
合
会
に
二
人
の
呼
吸
は
合
っ
て
い
る

平
成
六
年
庄
貼
邸
等
学
校
学

ー
が
七

H
-―
-u
．
二
次
予
智
是
、
周
東
利
至
、
狩
野
光
昭
、
太
郎
、
三
回
戦
勝
名
が
二
次
予
▽
＂

キB
級

11大
井
貴
志
「
形
」
の
競
技
会
が
開
価
さ
れ
た
。
よ
う
に
み
ら
れ
た
。

年
別
柔
迂
大
会
が
四
月
二
十
四

と
女
子
の
予
道
が
詞

n
+＿
醤
功
治
、
小
林
和
彦
、
柿
沼
選
へ

（三
洋

電

塑

奇

か

ら

は

、

投

の

形

で

収

し

か

し

、

似

れ

合

い

の

「

形

」

目
瓜
武
氾
館
で
開
佃
さ
れ
た
。

七

日

に

懸

醤

館

で

開

佃

さ

れ

文

夫

▽

同

級

四

回

戦

の

勝

者

◆

成

年

の

部

▽

8

6

＊口級

11田
口
甚
有
小
安
弘
行
四
段

(m岡
南
中
教
い
）
と
な
り
実
践
味
が
な
く
、
白
然
さ

一
学
年
は
体

m別
で
＿
r
=
一年

た。

m杖
幸
、
山
本
智
母
狩
野
V
8
*n級

一
回
戦
の
勝
者
菜

一臥
誓
）

受
新
翡
翌
段
＿
甘
楽
二
中
に
欠
け
て
い
を
岱
且
ら
を
。

は
無
斑
別
で
戦
っ
た
。

一
次
設
燦
堂
は
次
の
迎
り
光
昭
、
柿
沼
文
夫
、
四
回
戦
勝
原
静
冠
、
町
田
阻
弘
｀
須
裔
▽
無
差
別
級

11吉
田

一
夫
教
い
）
と
、
古
式
の
形
で
、
収
特
に
「
設
の
形
」
に
お
い
て

▽
一
年
6
0
専°級

e八
山
硝
継

念

生年
の
部
V
6
0
*8
級
、
沢
若
が
二
次
予
這
へ
＞
翌
級
の
太
郎

（県
警
）
、
小
山
勝
由

（渋
川
鈴
木
元
一
八
段
匝
警
本
部
警

m
は
、
凪
も
大
切
な
「
lilし
」
「
揖

（
前
商
）

②
飯
塚
叫
平
ー
百
巻

木
輝
和
＞
召
級
、
若
井
修
▽
勝
者
（
三
回
戦
）
木
村
農
｀
▽
同
級
二
回

戦

の

勝

者

醤

器

教

諭

）

古
）
受
石
な
臥
七
段
一
瓜
け
」
の
嬰
が
不
十
分
で
、
「
作

8
6
武
威
久
促
固
叩
宏
V
9
5
令椒
、
小
池
友
邦
、
広
田
金
次
郎
、
峠
俊
将
、
紅
沢
満
利
、
町

m叫
弘
‘
少
年
児
子
の
二
次
予
逃
の
結

平
成
六
年
ぼ
関
東
柔
氾
剣
特
和
彦
x
ー
X

果
阻
止
隙
千

茎
喜
太
▽
無
痒
別
級
、
醤
村
和
平
、
尿
敷
延
久
、
切
水
述
嬰
紐
太
郎
、

二
回
戦
勝
者
が
果
、
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

学

生

、

吉
田
羹
｀
斉
藤
IE行
▽

二
次

孟

へ

肌

冨

欝

者

は

羨

の

迪

り

゜

嘗

J

l

g
文

＾

点

が

ヒ

月

内

費

二
郎

ら

罰

盈

・

栃

手
＂
日
＂
戸
“
P
I
r
"

＇磋釜^神

震
年
の
部
V
6
0
*
"
‘
級
鶴
同
級
四
回
戦
の
勝
者
木
村
勝
▽
在
級
二
回

戦

の

欝

内

V

6

0

令°級

11沢
木
輝
和

息
▽7
1
詑
級
、
塩
田
欝
茂
広
田
金
次
郎
、
尻
敷
延
久
、
田
製
、
井
上
和
己
、

m島
平

（守
英
）

且
』
＂
＞
月
＂
べ
四
回
戦
勝
利
者
が

E
E
i
5

彗
[
h
[
-5口
、1

1

田
村
紀
字
直
遷—

_＿名の
選手が
出
出
し
璽
秀
選
蘭一
〇
ー岱
I
l
l
健

由•吉
田一夫
▽
翌
級
の
勝
者
（
三回
戦
）
迂
志
▽
8
6

*a緻1
1木村
勝
茂
馨”
O
H
"
原
｀
凶
屈
両六

段
が
に
：
＇iE埼

以
上
十
名
が
シ
ー
ド
さ
れ
l

l

小
山
武
彦
、
磁
篇
司
、
宮
沢
▽
阿
級
＝＿
回
戦
の
勝
者
悲

i-g

大

成

紐

は

次

腐

り

4

函
八
彦
〇
↓

履

・

茨

信

枇

誓

。

進

慨

関
口
純
一
、

椎

屠

、

翌

、

田

島

n充
｀
茂
査
典
、
マ
9
5
*＂級

11小
山
武
彦

一

』

臓

者

▽
五
段
の
部
（
上
段

が

開
）

鎌
塚
IE良
よ
3
孟

叩

・

茨

v

段
小
沼
学C
開
稿
・
栃
大
前
序
—
x
樋
浩

一栃

一
次
予
這
成
組
は
次
の
孤
り
松
奇
紀
、

三
木
磁
洋
、
硲
井
大
井
は
志
｀
＿
＿＿
回
戦
勝
者
は
二
（
前
商
）

息
羅
Q
'梵
暉

勝

・

神

篠

勁

0
_
佐
翼
弘
・
埼

念

年

の

部

柑

恣

盃

ヘ

マ

無

羞

別

級

＂
新
井
栄
二

．
＊
＂
＂

▽
6
0
B
級
の
勝
者
（
三
回
戦
）
＞
同
級
四
回
戦
の
勝
行
小
山
▽
8
6
*a級
二
回
戦
の
勝
者
田

一匿

裏

欝

進

人

凱

覆

・

栃

武

豊

災
.
J
火
小
谷
嬰
也
神

製
蕊
光
、
票
原
広
明
、
柿
沼
武
彦
、
関
口
純

一
、

隠

閾

口

基

有

、

池

沢

贔

、

小

野

坦

少

年

女
子
の
予
逍

の

結

果

、

目

東

平
翡

x
ー
X

奥

恨

夫

・
神

＂

刊

戸

＂

＂

日

"

"

"

"

"

＂

”

ぃ

り

1
関

佐

欝

一

9
塁

崩

・神

金

開

警

ー
爵

翁

茨

長
谷
川
実
x

↓
闊
iH人
茨

食

給

男

人
―
-^

食
森
一
神

匿

喝

髪

欠

岱

山

本

仁

・埼

薯
利
夫

x
ー
X

大
111陣
・茨

正
穂
▽
同
級
四
回
戦
の
勝
者
の
讐
新
荘
空

一、
邸
山
徹
、
▽
同
級
＿―
-
回
戦
の
勝
者
田
口
▽
5
2
*”級

11本
多
陽
子

漿
磁
光
、
柿
沼
秀
直
、
泄
辺
塚
越
李
行
、
町
田
正
、
狼
岸
廿
砧
有
、
小
野
坦
明
宏
、
大
谷
心
火

（育
英
）

開
祖
明
x
_
x
山
来
紐
夫
千
＞
七
殿
の
部

茂

日

嬰

人

深

罹

造

埼

椛

沢

蓋

x
_
x
飯
田
袋
茨

訊
一
、
蹟
田
正
認
、
四
国
戦
勝
和
、
木
村
好
久
｀
大
塚
斧
康
、

m、
小
畑
順

一
、
三
回

戦

勝

者

マ

62
キn
級

11萩
原
夏
季

烈

が

二

次

予

這

へ

誠

蒻

太

郎

が

二

次

孟

へ

（興
陽
）

▽
8
6
キ面
、
無
疫
別
級
二
回
戦
＞
無
差
別
級

11木
村
品
代

の
勝
者
須
藤
真
一
、
須
田
煤

（常
磐
）

*i"ピり
"

”

”

”

に

全

国

で

も

う

一

歩

平

、

赤

麿

太

権

猫

嬰

は

は

次

の

皿

り

。

篇

級

三

回

戦

の

勝

者

須

藤

＞

翌

級

＂

右

田

知

恵

子

言

委

迂

器

グ

を

行

い

、

秋

田

に

は

4
J
醤

毯

屈

攀

興

麿

真

一

、

睛

田

泰

撼

．

大

藁

行

（

帝

京

大

）

と

大

勝

し

た

が

一

――

m県
に
は
岱
次
鋒
長
沼
士
守
群
m汎
曾

赤
沢
良
太
、
三
回
戦
勝
者
が
ニ
マ

66
争口級

11鈴
木
恵
美
第
十
回
全
日
本
女
子
柔
し
く
も
2
ー
0
で
g
け

、

決

勝

貨

本

条

學

湖

褒

疑

禽

盗

へ

。

（

国

士

館

大

）

氾

団

体

優

勝

大

会

が

六

月

リ

ー

グ

進

出

は

果

た

せ

な

か

つ

成
年
男
子
の
二
次
予
選
の
結
＞
無
差
別
級
＂
丸
山
穂
子
十
九
日
、
岡
山
眼
武
道
館
で
圃
た
。

琴
団
体
出
出
櫂
痕
得
者
は
次

（

あ

さ

ひ

欝

）

誓

角

嵐

鑽

の
通
り
“

群
馬
県
は
第
一
試
合
場
で
、
大
将
丸
山
徳
子
あ
さ
ひ
銀
行

三
重
郎
、
秋
田
臥
で
予
選
リ
ー
副
将
鈴
木
恵
美
国
士
箪
石
子

別

③

具

源

(

I

I

)

、
商
嬰
彦

匝
央
）

▽
一
年
力
寿＂級

e竹
吉
弘
樹

（
烈
巻

②
剣
持
聡
人
（
前
商
）

③
田
中

一
敏
（
槌
也
、
茂
木
成

樹

（

音

▽
一
年
8
6
中品
緊
3
今
井
裕
介

（
郎
）

②
新
翡
（
豆
英
）

③

安
藤
臼
—m
岡
）
、
鈴
木
オ
樹

（麻崎）

▽
一
年
9
5
尋ふ

ie根
比
孝
治

（
常
磐
）
②

m村
大
輔

（樹
撼
）

③
原
鯖
田

（比
二
）
、
展
盆

樹
(

I
I
)

▽
一
年
9
5

命血
e森
下
宏
之

百

巻

②
池
田
既
（
利
商
）

③

山
口
哲
也

（百
英
）、

松
井
俊
典

（樹
徳
）

▽
二
年
の
部
①
関
口
純
一（
白

巻

②
艮
谷
川
和
也
(

I

I

)

③

永
正
人
（
伊
商
）
、
竹
木
義
人

（興叫）

茎

一年
の
蹄

3
砂
稟
（
前
商
）

②
邸
縞
秀
太
郎
（
百
巻
③
斉

藤
正
行
（
興
叫
）
、

三
森
啓
太

（育英）

ア
ジ
ア
競
技
大
会
磁
終
選
考
会

が
日
本
武
逍
館
で
五
月
十
五
日

（
日
）
に
圃
催
さ
れ
た
。
群
馬
か

ら
は
丸
山
徳
子
（
あ
さ
ひ
銀
行
）

が
出
出
し
た
が
憐
し
く
も
一
回

戦
で
敗
退
し
た
。

群
馬
出
出
の
北
爪
弘
子
（
あ

さ
ひ
銀
行
）
は

61£
成
で
埼
玉

代
表
と
し
て
出
坦
し
決
勝
戦
で

恵
本
裕
子
（
住
友
海
上
•
福
凸

代
衰
）
に
憐
し
く
も
判
定
負
を

契
し
た
。

信頼と真心でお応えします。

松原店／匹0276(75)6006
高林店／ft0276(38)4409
新井店／ft0276(46)9008 本店／四0276(45)1477
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平成6年9月30日 ぐ

第
四
匝
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯

ま
＿
関
東
少
年
柔
翌
＾
会
が

六

月
五
日
東
京
武
逆
館
に
応
い
て

開
催
さ
れ
た
。
毛
E
5
道
坦
（
心
乙

の
部
）
が
優
瞼
よ
廷
窃
扇
は
＿
―
―

ん 柔道 (4) 

第
十
四
回
全
国
少
年
柔

下
大
会
が
五
月
五
日
．
講

迎
館
の
大
氾
出
に
お
い
て
盛
大

に
圃
佃
さ
れ
た
。
本
邸
か
ら
は

毛
呂
辺
鳩
が
選
出
さ
れ
出

出

し

た

が

、

準

々

決

勝

七
月
二
十
五

[‘
牡
い

一
日

が
始
ま
そ
っ
と
す
る
午
前
九
時
、

瓜
柔
連
呼
譴
且
・
北
爪
紐
次
七

段
の
お
宅
を
訪
ね
る
。
勢
多
郡

裔

町

屈

甑

。
幻
兄
砥
川
の
東
、

絲
に
囲
ま
れ
た

n宅
と
接
竹
院
。

,
 
JS,息
｀
臥
柔
連
幹
監

m、
降

雄
七
殿
の
趣
味
（
趣
味
と
い
う

よ
り
迫
楽
か
？
）
で
廷
て
た
蔵

が
庭
の
端
に
あ
る
。
誠
辺
館
柔

迫
出
の
跡
坤
に
記
念
碑
。

で
馘
勝
チ
ー
ム
の
下
町
体
協

酋
部
（
茨
城
）
に
敗
れ
た
。

個
人
で
は
竹
沢
稔
裕
一
五

年
生
）
が
郎
々
決
勝
進
出
し
た
。

試
貪
底
組
は
次
の
iiDり

▽
二
回
戦

先
生
と
奥
様
、
際
雄
七
段
と

広
い
緑
側
の
テ
ー
プ
ル
を
囲
み
、

先
生
の
語
を
皿
く
。
驚
く
ほ
ど

の
氾
磁
力
と
か
く
し
ゃ
く
と
し

た
態
邸
、
明
治
―――上―

-iii
（
一

九
0
0年
）
生
ま
れ
の
九
士
―
―

磁
と
は
誰
も
信
じ
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
。
腕
・
指
の
骨
の
人
さ
は

t
11
鍛
え
た
こ
と
を
物
暉
っ
て
い

る
。先

生
は
大
生
七
年
、

峨
槙
の

北
爪
健
次
七
段
（
上
）

マルちゃん
杯少年柔道

つ
づ
く

[a」
岱
四f
む-加
’5"̂
i[

唇

凪

3
Jl
川

n
氾
出
竹
沢
稔
裕
引
分
け
稲

茎

回

戦

木

村

氾

之

〇

追

し

技

甘

柳

唇

氾

坦

2
人
3

羽
島
珀
出
萩
瓜
誠
恵
枷
四
社
殿
）

一戸
な

▽
準
々
決
勝
内
木
泣
ー
—
—

0
門
井

毛
呂
辺
坦

1
J石
ト
体
協
柔

崖払
lul製
裟

包

鍋

島

第
＝一
十
回
群
属
臥
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
大
会
柔
氾
競
技
が

八
月
七

El
．
県
武
氾
館
で

位
に
人
由
し
た
。
群
馬
貼
か
ら

皿
催
さ
れ
た
。

は
七
チ
ー
ム
が
参
加
。
中
学
の

部
は
田
島
祖
場
が
二
回
戦
で
俯
一
篇
予
ム
は
次
の
迪
り

示
菰
男
女
の
部

敗
し
た
。

の
あ
し
あ
と
I

コニ
_'Em-↓
↑
.
“
社
西
”

武
褪
殿
（
現
在
貼
庁
北
の
検

霰
庁
の
所
に
あ
っ
た
）
で
開
佃

さ
れ
た
第

一
回
群
属
貼
切
年
大

巡
勁
会
を
見
物
に
行
き
、
そ
こ

で
柔
迫
の
試
＾
11
を
初
め
て
見
た
。

前
の
眺
辺
褐
K
、
ilf沢
伝
八
、

碓
氷
の
田
中
良
＝―
、
伊
勢
崎
の

根
岸
本
二
名
氏
の
技
に
魅
せ
ら

れ
、
講
辺
館
柔
辺
を
修
行
し
よ

う
と
決
心
し
た
。
当
時
、
気
楽

流
や
天
神
其
祖
流
等
の
柔
硝
が

▽
A
プ
ロ
ッ
ク
塚
沢
柔
訊

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
B
ブ
ロ
ッ
ク
伊
勢
崎
柔
辺

ク
ポ
ー
ツ
少
年
団

◆
の
部

▽
A
ブ
ロ
ッ
ク
塚
沢
一
占
＿道

あ
り
、
先
生
の
生
ま
れ
た
勢
多

郡
宮
城
村
で
も
柔
術
を
学
ぶ
若

者
が
多
か
っ
た
。
（
柔
衛
で
は
関

節
技
と
締
薩
が
主
流
だ
っ
た
）

先
生
は
村
内
の
仲
皿
と
冴
付

を
紅
り
、
浄
財
五
十
lCJを
元
手

に
二
十
枚
の
代
を
購
入
し
、
立

城
IJ字
校
の
裁
組
宜
に
「
宜
城

村
甘
年
柔
泣
愛
好
会
」
が
誕
生

し
た
。
新
阻
村
の
岩
崎
瑯
作

一

級
（
後
に
七
段
）
が
指
巧
に
来

ら
れ
た
。
当
時
、
柔
辺
衣
は
四

円
ニ
ト
銭
（
米
一
儀
＂
六
十

＊ロ

が
五
円
の
時
代
）
、
東
車
で
手
に

目

ヵゞ

勝

第
四
回
百

柔
杯
争
奪
少

年
柔
道
大
会

道柔年
が
平
成
六
年

少
五
月
五
日
、

奪
懸
醤
館
で

盛
大
に
行
わ

争杯柔

れ

た

。
参
加

育
巾
学
は
一
ニ
ャ

七
校
。

艇
勝
11

斑
崎

人
類
中
学
、
準
饂
勝
11

前
縞
第

五
巾
学
、

三
位
＂
太

m5ょ
泉
中

学
、
邸
崎
麻
沢
巾
学

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
B
プ
ロ
ッ
ク
芳
双
柔
迫

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◆
中
学
生
女
子
の
部
大
胡

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

い
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
正
九
年
、
二
十
ー
オ
の
時
、

兵
隊
検
査
で
甲
稲
合
格
、
近
衛

兵
と
し
て
二
年
間
甲
役
に
服
し
、

故
郷
に
帰
っ
た
。
（
ま
た
、
昭
和

十
二
年
の
支
郡
屯
紐
の
折
に
は

陸
平
歩
兵
と
し
て
一
年
半
に
わ

た
り
南
出
や
離
瑚
の
治
女
に
J
-

た
っ
た
）
家
業
の
＂
米
果
が
忙

し
く
、
五
年
皿
柔
追
に
接
す
る

機
会
が
な
か
っ
た
。
尉
殴
が
手

の
指
を
付
折
し
た
折
、
前
縞
の

石
0
に
接
＂
業
を
開
業
し
て
い

た
臼
沢
伝
八
先
生
の
所
へ
の
治

第

十

八

匝

柔

道

ま

つ

り

▽

二

回

戦

金

山

叩

水

〇

舵

m
岩

崎

武

大
会
が
五
月
＝―

-日
、
講
氾
田
島
氾
出
ー
~
束
柔
道
ク
佐
々
木
武
明
引
分
小
川
伸
弘

館
で
叫
佃
さ
れ
た
。
打
段
者
の
金
山
明
水
〇
袖
釣
込
天
瀬
屯
也
松
井
利
品
〇
払
腰
松
沢
竺

部
で
十
二
年
ぶ
り
に
田
凸
迫
場
佐
々
木
武
明
引
分
森
川
光
刃
◆
少
年
の
部

が
饂
勝
し
た
。

松
井
利
兄
引
分
斉
丸
仁
一
▽
二
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付
院
と
逆
出

を
納
た
た
。

二
段
の
腕
前
だ
っ

た
。
叩
わ
れ
て
大
胡
害
京
署
の

師
範
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＋
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叫
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《朝食パイキング・楽々通動0K/.::=-安心企画》

● ふれあいの膳ぉ 1人様 9,000PJ
● 出逢いの膳 ぉ1人様 12,000PJ
● やすらぎの膳ぉ 1人様 15,000PJ

＜各•コ ー ス 1 泊 2 食、税．'-JIJ>
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●‘店，しさむら
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熱
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③
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催
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猛
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熱
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＞
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③
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①
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損
俎
笥
8
経
霰
覇
士
ハ
名
だ
っ
た
。

醤
＂
＇
坦
(
l
i
-坦

p
-ぃ闘"
1
-

恥
狂
籾
~
薗

は
団
体
戦

M
寧
わ
れ
た
。

恥
閥
韓
翡

I
i
t
i

e目
景
裔
）

6
,
員

面

、

翌

嵐

黛

）

＇

國

、

山

屡

宝

）

公
摺
醤
琶

3
祖
"

c

マ
公
一
生
塁
憎
需
（
翅

尊

III▽

忠

↓

輯

魯

D

高
崎
市
民
柔
道
大
会
⑱
騒

VIIiII

屑
U
菰
③
班
溢
明
（
塁

福
鼻
祠

▽

盆

云

直

累

夫

燈

砧

二

磁

）

魯

一

也

VI
I
I

e小
員
毯
③
歯
悶
・
郎
宝
）

‘

f

i

王
〉
＂
峰
凩

)

念

荘

蝙

（

互

麻

崎
市
民
柔
辺
大
会
が
平
成
松
盈
盪
▽
公
老
耳
頸
出
旗
秀
人
宏
嬰
一

VII
宋
出
登
利
之

VIIm

羞
一
年
軽
量
祟
笠
原
尚
樹
六
年
十
月
二
十
六
日
、
市
武
道

VII愚

丑

箸

苓

小

器

涵

e
e
訳胤

v
i

§II黒
＊
墨
函
登
尋

I
I
i土“

I
I
I凩
税
蘭
束
遵
薙
恵

VIIi

(
i
i館

で
行
わ
れ
幼
誰
圃
の
部
か
ら

盤

ー

II
束

＞

忠

ニ

ー

II

祠
市
出
痘
（
伊
）
「
般
有
殷
者
ま
で
各
七
ク
ラ
ス

で

競

わ

角

八

山

g"慧
①
箪
喜
一
▽
＂
繋
あ
雛
純
▽

lli

道
忍
ニ
ー
匿

曾
a康太
郎
邑
質
畠

感

羨

の

通

り

凩

瀞

U
證
▽
幼
生
季

e罰
鉦
▽
忠
百
箭
吊
控
硲
翰
▽
＂
案

孟
醤
累
浙
沓

g"罷
愚
盆
1
忠
天
出
笛
罰
▽
小
欝
｀
｀
＿
ユ
キ
▽
一
盤
齋
署

3
員
シ

柔
更
籠
罷
習

蘭
＞
皐
醤
簾
覇
誉

r
i
g▽

-

I

▽
小
学
＝
一年
軽
量
3
日

巌

琶

VIII>小
考
息

禾
溢
魯
窯
学
4

鵞
廣

V-9七
魯
息

l

ま

賃

爾

（

宮

る

屏

み

ど

り

,II悉

澁

勢

も

II
凰
も
盆
6
忠

字

頸

出

葬

由

ー

扇
也
、
農
士
（
逗

マ

咎
―己

凩

氷

蘭

（

捻

ん

松
島
杯
柔
道

九
月
十
八
日
群
馬
郡
武
氾
館

で
第
士
ハ
回
群
墨
町
少
年
爵

大
会
が
叫
催
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迪
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岡
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れ
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九
月
十
八
日
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馬
町
武
道
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で
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郡
民
体
百
大
会
柔
道
の

部
が
圃
催
さ
れ
た
。
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成
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は
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。
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叫
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典
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蜘
琶一

は
菊
地

(
K武
k
)荻
原

紐

今

'0
邸
稿
学

と
小
111（渋
西
枚
込
て
準
々
決
勝

が
↑
い
｀
体
h
的
に
小
山
勝
由

0
1△
萩

苓

癸

阪
れ
て
い
る
小
山
が
板
本
忠
典

0
1
△
斉
藤
正
行

試
合
を
僅
位
に
進
菊
挿
u
g
0
ー
△
村
登
叫
l

-

め
な
が
ら
決
め
て
が
竹
躙
宮
一
△

I
O
邸
橋
学

な
く
．
残

i

―-＋
秒
に
｀

Z
．準
巷
暉

菊
地
の
必
殿
背
負
小
紺
晋
〇
癌
濱
し
恨
杢
面
〖

い
投
げ
で
小
山
の
体
菊
地
直
樹

0
髄
差

哀
縞
学

が
横
に
箔
ち
な
有
▼
決
勝

幼
ま
で
は
い
か
な
い
小
山
勝
由
佃
洋

0
菊
熊
阻
g

が
、
贔
後
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
位
で
｀
時
【
敗
置
態
戦
】

間
切
れ
“

竺

凰

菊

遵

ヂ
が
ガ
ッ
ツ

90_△
山
本
忠

ポ
ー
ズ
ー
判
定
は
炸
農
且
g

△
人
3
久
保
田
明
広

岡
副
密
と
も
白
菊
地
▼
二
回
戦

に
旗
が
上
が
り
初
優
鈴
木
伸
弘
△
人
3
萩
永
辺
夫

謄
昨
年
は
準
々
決
久
傑
阻
阻
i

△
よ
3
村^
念加
二

勝
で
小
山
が
饉
翠
で
▼
＿
二
回
戦

窄
t
孟『

-

L

『
L

―」

-g”を
‘竺

"i,-、4
.
1

四
・1』
叫

u:可
如
ー

i
応圭――

14人
が
喜
び
の
昇
段

にこ

会

"
i蛉
"

【
関
東
大
会
出
一
遍
手
】

慨

勝

菊

携

贔

（上
武
大
）

準
優

小

山

冒

（

盤

巖

）

＿＿＿
位

根

本
忠
典
（
上
武
大
）

＂
証
潤
学

（前
）

店
稿
遠
手
は
、
前
商
＝一
年
生
で

中
央
大
学
進
学
が
決
ま
っ
て
お

り`

uU東
大
会
出
場
と
い
う
大

き
な
土
嬰
茎
H
Fに
し
た
。

イ
ク
リ
ア
で
は
K
知
虫
子
の
根
ば
匹史
選

手
が
慨
勝
な
ど
、
そ
の
ほ
か
の
選
手
の
活

躍
目
よ
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に

Jn,4R由
に
松
本
大
五
郎

八
段
と
令
井
孝
造
八
段
の
両
副
含
長
が
選

ば
れ
、
加
え
て
宮
．
勧
ヒ
段
（
寄
暉
部
長
）

倫
じ
栄
に
岬
き
ま
し
た
。

ど
う
か
皆
様
、
群
馬
瓜
黍
叫
連
盟
の
更

な
る
発
展
の
た
め
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
ブ
の

籾
神
を
も
っ
て
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て

一
丸
と
な
っ
エ
謡
℃
て
く
だ
さ
い
。

汲
後
に
阪
神
大

m"
の
披
災
者
の
方
々

に
義
扱
金
を
送
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
の

で、
f
J

笠
同
く
だ
さ
い
。
後
ほ
ど
、
江
原

副
理
事
長
給
金
箱
を
持
っ
て
回
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

f
J

出
席
の
細
蘊
汚
の
t
J

健
康
と
。

9

祈
り
ま
す
。

平
成
七
年
昇
殷
若
証
匹
授
与

六

段
の
部
マ
古
谷

一雄
（
誼
栖
）
属
鳩
皿
夫

（
太
田
）
山
田
刃
昇
段
況
い
の
姻
及
び
新
年
の

式
並
び
新
年
会
が
二
月
五
日
、
上
原
位
一
（

北

群

馬

渋

川

）

篠

宮

薬

館

林

）

捩

拶

が

左
記
の
迎

2
汀
わ
れ
た
。

店
崎
ク
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
で
皿
田
正
明

（桐
生）

竹
原
敏
郎
開
殴
の
部
▽
田
中
裳

m
（
前
橋
）
続
い
て
鋭
割
式
、
乾
杯
と
、

仰
さ
れ
た
。
須
藤
副
会
最
の
開
（
前
檎
）
篠
崎
泊
朗
（
四
崎
）
川
福
田
誠
（
群
馬
）
な
f

」
や
か
な
雰
阻
気
で
終
了
し

＾
代
、
1
で
始
ま
り
．
内
澤
“
段
端
蕊
隣
（
四
潤
）
平
井
敦
（
前
弐
段
の
部
▽
柏
瀬
隣
司
（
桐
生
）
た
。

行
推
戯
贅
い
の
外
段
行
発
よ
が
檎
）
柴
田
義
彦
（
吾
ま
）
以
上
の
人
が
昇
段
証
宙
を
、
大

行
わ
れ
た
“

五
段
の
部
▽
須
藤
忍
西
崎
）
称
会
長
よ
り
手
渡
さ
れ
た
。
又
、
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こ
の
虞
昇
段
さ
れ
た
五
慇

そ

の

諮

続

い

て

新

年
の

こ

認

ま

｝

喜

び

い

つ

ば

い

の

証

・
伝

達

式

凋

六
段
に
昇
警
れ
た
八
名
の
先
生
方
、
し
上
げ
す
°

|

ー

お
め
で
と
うf
Jざ
いま
す
。

去
る

一月
七
本
日
は

t
J
~の
と
こ
ろ
、

"
叶
"
"
"
＂
"

「」

哀

表
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
先
箪
の
相
談
設

?
R生
方
の

．

．
 

し

』

八
名
の
先
生
方
は
年
齢

に

こ

出

席

を

い

た

だ

き

、

応

じ

た

儀

秀

な

成

組

で

全

こ

こ

に

盛

大

に

新

年

只

昇

段

が

許

さ

れ

ま

し

て

会

を

叫

会

で

き

ま

し

月
て
登
裏
し
し
拶
苔

“
?
l

さ
て
、
八
名
の
先

房

｀

ヒ

日

挨

平
成
六
年
底

（咋
一

薗

口

恒
五
郎
舎
位
は

こ

↓

＊

J

の

年

の

新

年
会
以
後）

の
よ
う
な
時
の
祝

辞

に

コ

4
4
年

は

小

泉

行
事
部
品
、
中
島
相
談

「今
の
感
激
を
群
属
県
柔

新

後

、

組

藤

元
辺
鳩
連
合
会
長
が

他
界
さ
れ
ま
し
た
。
去
る
一
月

展

が

十

七

日
の
阪
神
大
磁
災
で
は
五

羅
盟
に
返
し
て
く
だ
さ

い
」
と
申
さ
れ
ま
し
た
。

申け
T

辻
畔
発
追
“
認
諄
に
注

営

に

長

け

て

い

房

箋

範

年

に

入

っ

て

閥

庭

m雄
八
段

置
営
に
、
実
力
の
あ
る

0
>．
青

（

太

田

）

、

金
子
伸
七
段
（
元
匡

＂
緑
闘
盟
氾
悶
積
籍
這

興

味

の

あ

る

方

歩

岱

中

早

）

の

こ

と

に

対

し

黙

祷

を

捧

げ

、

専
に
｀
経
済
力
の
あ
る
方

i

J

冥
幅
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま

は

そ

の

財

力

を

瓜

連

に

、

す

。

各
々
の
特
徴
を
充
往
去

f
そ
瓜
述
発
展
し
か
し
、
瑯
し
み
だ
け
で
は
な
く
喜
ば

の
た
め
に
0
協
力
皿
い
た
い
と
思
っ
て
お
し
い
こ
と
も
多
数
あ
り
手
し
た
。
広
B
で

り
ま
す
：
ハ
段
か
ら
段
証
田
に
「
先
速
者
」
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
大
会
で
九
十
五
キ
ロ

と
あ
る
の
は
、
い
ま
申
し
上
げ
た
こ
と
を
級
の
前
商
出
兵
の
岡
泉
選
手
の
置
勝
。
ド

爵
す
る
こ
と
で
あ
る
と
確
信
そ
い
ま
イ
ツ
で
お
こ
な
わ
た
凰
哭
会
で
喜

す。

．蕊
校
の
本
多
阻
子
選
手
の
優
繭
。
ま
た
、

墓石・灯籠•石工事

渋川市金井国町436-2

ff0279(23)8805 

いげ、GWU)こ釦lじ受付1|I!］
穴場の温泉宿．／

....』
ぷ―ご；和ごぃ ー・蛉翌i:

（中之条駅より車で10分）
中之 条町大字蟻川字塩平45

ff0279-75-2478 

天然温泉、新中之条温泉

1音の潤攣
I宿 泊1(2食付、諸税込、飲物別）

●平日ー泊ー―-7,500PJ
宮但し、日、祝前日は1,000円増 =-・・・・・・・・・・・・・・・-

直桓圃 l :｛•1レッ；
●大人(2時間）30OP.Ii('んま柔道
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閃立貧畜暑第 •. • 
戦十予店人四
は六選等柔十

:i屡屠藷
全県
国裏

渭打闘遍校
託年臭固累手兼新
佃子磐個 1ツ 権 人

"‘"ご予大m 匹函怠遷 会

喜璽きき胃届！竪咬〈団体戦〉 'l ’’’’’’’|'’’’"苔9印歪蜃璽〗
叩§更巴力ゞ東 道欝后委又璽彦

呻常戦 農 ．がfこ＾ ん 凰羨'L如
臼 雙で制 i r:＼ ii/：プIl[［fぶり、j•tìj,fJ .. I- 『 l廿

叫〗ヵゞす待 ＼
・ 期 褐l¥y｛ と7; 覇9』9え音＇、名＂．t]：り！’'入＼

炉□
全 ` ;，fiか・fl ;'＼．＼：i l 〗’’棗'’’ii 

盗異＇ 国
足 人 サ玉fr¥: ％笠9△△△9

△ら△ △ら生か~

露 9虚撃•萌・まへ 攀99 9 9攀睾鑓[

"’"＂""＂戸龍

翡甘濯『［i|疇

、・ ノ 貢 i癖貢蘊蒻卓編貢孟鬱［醤虞〖編畢嚢涵'’i馨攀99
- ,I t認＄？＄叉＄叉文叉＄叉叉叉認＄？＄叉＄

と ‘1 , 99 999畢 奉塁〖99 棗攣麟 寧崖翠李蹴車9
犀咽i! ［ [』甘'’I直』吼！！：’’‘t;〗 9; i＇夏直ii[; 9億
正→：璽！璽塁薗ケ mm  
白 A扱B

苔が馴直釘直〗勺l4冒詑〖
由＇％炉＂裟 名厖巖欝雀 許且恋

る［叫
竺it 竺凶四匹い疇蝶 斐嬰口 99喜彦'’’’

車且9噌阿呻五骨fi篇昌岡凸砂
＇屠 99,i』

三 準偏 木 松金今 田前..,常前...？玉常伊

位篇，勝 島 II 岡田井‘'中商醤磐商悶崎磐東

""骨im誌，了〖諄
得榎嚢 °盈eo 

。グ』。残。冨町泊，， I謁松百百樹育興樹

山田水口本英英徳 英阻穂

ぐ んま柔道 (2) 

育
“

• 

県女予選手権大会 5人が関東大会へ

前
商
を
下
し
た
育
英
の
メ
ン
バ
ー

いつも新しいことは、クラウンから。
世ピノと
をお届けす

'11111鴫0"-‘"“'

Iクラウ ン40同年特別仕様車 I

,II雫盆誓盆望9品佐町疇 群犀t-ヨク
．．転覇＇マ”””'フルハワーシート
• ?-<1•1'”””'ぽートコン HO-ル

1お害機相I員テレホン醐0120-237500|

丑

ィヒ
ひとロメモ

覇
細
の
原
因
と
な
る
ス
主
蒻
の
蜃
が
、

量
、
笠
と
と
も
に
躙
躙
竪
皐
富
の
見
通
し
だ
そ

う
で
す
。
県
の
g
u
g予
傘
躁
で
は
、

9月
1

曰
か
ら
躙
査
念
塁
し
て
い
る
そ
つ
で
す
が
｀
今

年
は
1
月
0
日
に
繰
り
上
げ
て
実
施
し
ま
し
た
。

蒻
房
人
に
と
っ
て
は
何
と
も
鎌
な
季
節
の
到

．

来
で
す
。
早
め
に
医
師
に
想
虞
し
た
ほ
う
杞
笞

そ
つ
で
す
。

品品4_｛入■•入拳セール
頁痴示

ピアノ・エレクトーン
200台届示

⑲拿昌►保岬嘩•f!I
®瓢綱►配送・属遭·"liil呂℃ント

⑰ 
OK9・額9まで釦—ン・＇）ース目

、Ill詈い~ 裏ほこて下諏り•n国り

l拿犀鰊証付 I
r中芦生が•II
冨崎市問慶•Ti!!i-T 目 3- 1 0

1!0273-63-1262叩
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平成7年3月31日 ぐ んま柔道 (3) 

マ
含
ネ
柔
道
迫
叫
”
・
～

ー

で
含
委
国
連
塁
撃
民

進
秀
各
企
令
艮
名
ほ

笙
這
館
這
場
指
導
祁
表

蝸
道
館
柔
這
塞
糾

講
岬

九
皮
醍
躙
泉
祁
先
皇

ベ
炉
土
身

',. 

九謹

醍醐敏郎九段
東京高等師範学校（現筑波大）卒業
全日本要遵湮冒眉問
全日本柔道運盟書判委員・選考書査委員主任
舅迦畠道場指導親長
全日本選手権侵層

魏お年農、詔和お年農
全日本年齢別柔道選手権大会優勝

昭和27年霞

講
辺
館
で
は
丑
を
晶
と
し
て

十
四

•

五
五
M
（
八l
l
u
）
四
方

と
し
、
中
火
に
九
・

一
凶
充
IIH)

四
方
の
出
内
を
設
け
こ
れ
に
位

五
十
枚
を
敷
き
、
そ
の
外
側
の

周
囲
ニ
・
七
＝
―ば
（

一
皿
半
）

に
マ
ッ
ト
ま
た
は
虹
を
敷
じ
め

出
内
と
岨
外
の
区
別
を
内
側
に

幅
約
九
十

M
（
三
尺
）
の
赤
い

員
を
つ
け
る
。

国
際
規
定
で

は
試
合
坦
は
凪
小
限
十
四
ば
x

十
四
ぶ
。
い
天
限
十
六
z
x

➔’

【
試
合
の
開
始
】

試
合
者
の
礼
の
鳩
合
、
講
道
館

は
庫
礼
で
行
っ
て
も
よ
い
と
あ

る
が
国
際
柔
辺
で
は
立
礼
と
定

め
て
あ
る
。
又
密
判
委
只
会
の
委

只
の
み
が
試
合
を
中
断
で
き
る
。

コ

講
氾
館
と
団
際
「
ー近

は

平成7年審判講習会

全日本柔道
連盟審判委員

装】

を
睛
っ
た
。

布
判
が
い
か
に
上
手
に
試

合
を
み
き
わ
め
ら
れ
る
か
が
問

題
で
、
柔
辺
を
良
く
知
ら
な
い

と
（
栢
古
を
し
た
こ
と
の
な
い

人
）
な
ん
で
も
な
い
技
が
国
際

爵

で

は

一
本
に
な
り
騎
り

に
な
っ
て
し
ま
う
例
が
あ
る
。

ま
た
、
国
際
柔
辺
の
試
合
は
い

か
に
観
衆
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

か
が
皿
題
で
雌
が
み
て
も
分
か

り
や
す
く
、
テ
レ
ビ
峡
り
や
艮

く
し
た
い
と
い
う
商
棠
的
傾
向

負
ら
れ
る
。
た
だ
相
手
に
勝

ーハ
ば
と
し
、
位
ま
た
は
そ
れ
に
衣

・
帯
等
は
条
件
は
だ
い
た
い

知
し
た
も
の
を
敷
き
つ
め
、
そ
同
じ
だ
が
国
際
柔
道
で
は
服
装

の
色
は
緑
と
す
る
。
区
域
の
坦
の
条
件
の
中
に

「許
さ
れ
る
マ

界
は
危
険
辿
粛
と
呼
び
、
約

一

ー
ク
」
と
い
う
条
項
が
あ
る
。

ば
の
幅
を
も
っ
て
行
い
、
赤
色
こ
れ
も
国
々
に
よ
り
考
え
方
が

の
屈
識
で
表
示
す
る
。
オ
リ
ン
違
っ
た
り
、

P
R
に
利
用
さ
れ

ピ
ッ
ク
、
世
界
選
手
権
、
大
陸
な
い
た
め
。

•T
' 

ヽ

9
9
1

試
合
1
J
F
関
係
試
合
は
、

一

般

的

に

最

大

限

の

も

の

を

屑

【

試

合

時

間

】

＇i

し
て
い
る【服

睛
道
館
で
は
｀
＿
二
分
か
ら
二

十
分
の
間
で
あ
る
が
国
際
柔
迅

で
は
批
界
選
手
櫛
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
試
合
時
皿
は
IE味
五
分

と
腿
さ
れ
、
「
試
合
者
は
陣
で

も
、
次
の
試
合
ま
で
十
分

rmの

休
息
を
と
る
白
格
を
も
つ
」
と

開
さ
れ
て
い
る

嗣

【
試
合
場
】

． 

． 

全
日
本
柔
辺
追
盟
寄
判
委

只
の
醍
醐
敏
郎
九
殷
全
叩
師
に

招
い
て
「
平
成
7
年
寄
判
講
習

会
」
が
三
月
五
日
（
日
）
に
前

靡
止
体
百
館
で
開
か
れ
た
。

参
嬰

二
百
四
士
＿
＿名
の
盛
況

で
あ
っ
た
。

醗
先
生
の
若
い
頃
か
ら
現
在

ま
で
の
経
験
を
祈
只
認
ぜ
て
話

協

め

た
。
睛
辺
館
柔
珀
と
国

際
柔
辺
の
寄
判
の
判
定
等
で

は
、
数
々
の
試
合
の
中
で
、
密

判
の
不
勉
弧
に
よ
り
販
を
飲
ん

だ
造
手
が
多
々
あ
っ
た
様
子
等

． 

て
ば
良
い
よ
う
な
磁
じ
が
す
る

完
全
に
格
闘
競
技
と
し
て
の
柔

氾
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

晴
珀
館
柔
迫
は
攻
撃
防
御

の
綽
習
に
よ
っ
て
攻
防
の
珊
合

い
を
知
り
、
す
ぱ
や
い
進
退
・

体
裁
き
を
幼
に
つ
け
相
手
に
対

し
て
の
羽
敬
、
皿
合
い
、

最
綾
の
何
分
か
が
勝
負
で

ぁ
贔
氾
の
持
ち
味
が
生

か
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
現
在
は
、
国
際
柔
辺

の
密
判
規
定
が
ど
ん
ど
ん

兄
直
さ
れ
、
よ
く
研
究
さ

9-

．J 

一
講
麟
に
閾
き
入
る
参
加
奮

一
帯
に
一
方
の
選
手
が
五
秒
以
上

一
い
る
と
（
指
尊
〉
が
与
え
ら
れ

nrる。

【
禁
止
事
項
】

立
ち
謄
れ
の
時
の
兄
苦
し
い

姿
勢
及
び
岡
衿
、
互
い
の
指
を

組
み
〈
LI
わ
す
禁
止
時
皿
は
講
道

館
は
八
秒
以
上
だ
が
国
際
柔
氾

は
五
秒
以
上
と
さ
れ
、
危
険
地

挨
拶
す
る
大
杯
会
畏

雷
判
規

の
違
い
に
つ
し
て
ー
‘. 

講
道
館
柔
道
と
国
際
柔
道

れ
て
い
る
し
、
講
道
館
審
判
規

定
も
国
際
柔
道
畜
判
規
定
か
ら

学
ぶ
ぺ
色
も
の
が
あ
り
採
用
さ

れ
た
も
の
も
あ
る
e

【

試

合

の

技

】

試
合
は
拉
技
、
ま
た
は
固
技

で
勝
負
す
る
。
扱
げ
技
は
関
節

技
、
当
此
技
を
利
用
し
た
技
は

除
く
。
但
し
購
辺
館
で
は
引
込

一

返
し
は
扱
げ
技

と
認
め
て
い

る
。
国
際
柔
辺

の
第
16条
に
よ

る
と
「
試
合
者

の
一
方
が
引
込

技
を
掛
け
相
手

が
こ
れ
に
応
じ

ーニ
て
哀
蟄
続
け

一
よ
う
と
し
な
い

●
 面

時
は
掛
け
た
試

合
者
に
〈
注
邸

一ー
を
与
え
る
」

＇ 
と
さ
れ
て
い

る。
但
し
一
方
が

，
相
手
と
動
作
の

終
了
時
に
離
れ

た
状
態
の
と
き

は
扱
げ
技
と
考

え
ら
れ
、

10点

の
対
象
と
な
る

（
横
分
れ
技
と

)
。

【
そ
の
他
】

国
際
柔
辺
で
は
口
姻
の
述
い

か
ら
径
我
を
し
た
坦
合
等
チ
ー

ム
ド
ク
ク
ー
が
必
ず

ー
名
必
製

で
あ
り
、
凪
近
で
は
出
血
の
出

合
エ
イ
ズ
問
題
ま
で
あ
り
、
う

る
さ
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

お
く
や
み

金
子
申
七
段
（
駐
密
栂
議
い
、
島
傘
館
林
玄
郎
）

愚

竺

月

十

五

日

没

八

士

ニ
オ

限
柔
巡
邑
楽
館
林
支
部
長
を
昭
和
二
十
五
年
四
月
か
ら
昭
和

早

二
年
＝＿
月
ま
で
。
以
下
貼
評
識
只
と
し
て
在
籍

問
庭
重
雄
八
段
碩
璽
鵞
、
太
田
器
叩
）

平
成
七
年

一
月
十
＿―-
日
没
八
士
ハ
オ

瓜

薗

太

田

羅

馨

闊

――-＋
九
年
月
か
ら
昭
和
四
十

五
年
＿―-
月
ま
で
。
以
下
貼
四
段
者
推
邸
香
ら
を
経
て
瓜
柔
辿

参
与
と
し
て
平
成
七
年
一
月
ま
で
在
笥 -

受
躙
者
の
目
は
真
剣
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群
馬
柔
道
界
の
重
鯛
•
田
島
八
段

平
成
六
年
十
一
月
五
日
、
静

か
な
土
曜
日
の
午
後
二
時
、
前

栖
市
城
束
町
の
貼
柔
連
相
談

役
・
講
辺
館
柔
氾
八
段
（
武
徳

殿
範
士
九
殿
）
田
凸
行
一
先
生

（大胡）

て
中
査
縁

3
内
藤
武
蔵
（
前
橋
）

②
中
俊
明
（
伊
勢
崎
）
③
茂

木
慎
太
郎
（
坦
ケ
岡
）
③
北
爪

宏
之
（
大
胡
）

第
六
回
群
馬
眼
ス
ポ
ー
ツ
少
烹
坦
殿
緩

9
大
植
省
習
（
坦
町
）

年
団
柔
辺
交
流
大
会
が
平
成
七
②
渭
水
亨
倫
＿
塚
沢
）
③
小
“

年
二
月
十
九
日
臥
武
辺
館
で
叫
健
矢
（
坦
町
）
③
宮
本
豪
（
塚

佃
さ
れ
た
。
小
学
四
年
生
以
下
沢
）

の
大
会
で
、
柔
辺
を
正
し
く
出
◆
企
子
二
年
生

に
つ
け
勝
敗
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
▼
軽
武
級

9
大
越
集
人
（
塚
沢
）

技
衛
の
向
上
と
参
加
者
相
互
の
②
芹
沢
煤
（
堤
ケ
岡
）
③
加
藤

親
111を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
祐
介
（
塚
沢
）
③
中
村
邸
輯

た
大
会
。
参
加
二
十
五
チ
ー
ム
（
坦
ケ
岡
）

二
百
七
十
二
名
の
選
手
が
参
加
▼
中
斌
殿
屯
む
旦
彦
（
前
植
）

し

て

行

わ

れ

た

。

②

小

林

郎

（

伊

商

）

③

松

澗

千

◆

一

年

生

洋

（

甘

楽

二

演

田
敏
之

（芳

マ
軽
拭
級

e
m井
m
（
大
胡
）
双
）

②
生
方
宏
史
（
利
南
）
③
茂
木
▼
軽

m飛
級
①
臼
立
皓
行

（大

平
（
新
里
ー
①
佐
々
木
雄
也
胡
）
②
石
井
俊
輔

忌

町

）
③

逗全面，
Kテ

m-． i

―,.＂|
E
竺
t̀
ム

宅
を
訪
ね
る
。
ケ
ヤ
キ
や
ヒ
ノ

キ
を
つ
か
っ
た
江
戸
時
代
の
武

家
屎
敷
を
思
わ
せ
る
瓦
ぶ
き
の

日
本
廷
築
の
廷
物
。
広
い
玄
関

に
入
る
と
、
左
に
四
十
位
の
辺

理励代鳩
を近ん隆‘

: 
（くで行小

--―ーコ と わt豆U晨史
苓瓦 ほ 先 の か か翌部同え原祝生部中たのな

こみの孟

呈這器託gにか，＇iじ菜g;)．"の前が開§
年そば一 IIIずに国八品購代た力会邸、会

はお全で

がのかと席
稽力:

、 もへ段・氾のとをが柔 い 不
過後 Sのしこか出が安館教きお先氾前し漉 翌畠

八
段
（
上
） II 

古
見
惜
士
（
新
里
）
③
武
胴
良

（新里）

烹

搬

緩

3
武
井
立
明
（
桐
生
）

②
神
沢
徹
（
前
橋
）
③
新
井
匠

（
吉
岡
）
③
野
沢
甜
史
（
久
方
）

;
―
-
＿
年
生

Z
蓋

嬰

届

大

（

塚

沢

）

②
柏
原
秀
人
（
塚
沢
）
③
大
野

剛
史
（
芳
笠
）
③
加
藤
卓
也

（芳四）

了
中
拭
艇

3
小
林
珀
弘
（
大
胡
）

②
星
野
弘
樹
＿
沼
田
）
③
伏
見

和
也
（
大
胡
）
③
須
田
龍
一

（沼田）

て
軽

m
m級
e新
井
大
輔
（
前

堕
②
石
川
朋
和
蕊
町
）
③

長
瀬
裕
由
（
坦
町
）
③
内
田
誠

（
伊
勢
崎
）

烹
沿
級
①
小
島
悲
一

m町）

②
山
森
和
紀
一
煎
檎
）
R
茂
木

ぎ
去
っ
て
い
る
。
後
め
た
い
私

の
気
持
ち
を
解
き
ほ
ぐ
す
か
の

よ
う
に
、
に
こ
に
こ
と
笑
顔
で

田
島
先
生
に
迎
え
ら
れ
、
全
国

大
会
慶
勝
等
々
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

ゃ
店
に
囲
ま
れ
た
応
接
室
に
逝

さ
れ
る
。
す
こ
し
足
が
f

』
不
自

由
な
よ
う
で
し
た
が
、
鍛
え
あ

げ
た
体
は
今
も
頑
健
な
感
じ
が

す
る
。先

生
と
こ
の
辺
坦
に
は
四
十

＇ 

名
（
新
田
）
③
中
島
大
希

（
欝
）

◆
学
四
年
生

ご
軽
拭
級
①
田
畑
剛
（
坦
町
）

②
上
田
祐
司
（
塚
沢
）
③
小
林

口
之
（
坦
町
）
③
神
宮
微
（
吉

岡＿了
中
飛
級

3
爽
食
降
広
（
新
里
）

②
玉
木
武
密
（
坦
町
）
③
立
田

雅
士
（
大
胡
）
③
栗
原
臼
彦

（
伊
勢
崎
）

<
斐
皿
置
級
①
穂
田
匡
彦
（
大

胡
）
②
生
形
紀
光
（
昭
田
）
③

今
井
庫
仁
（
下
仁
田
＿

e平
野

蓋
（
伊
勢
g)

烹

搬

級

9
新
井
宏
典
（
坦
町
）

②
神
沢
雄
太

(nu栖）

e大
林

剛
久
（
岡
）
R
宇
激
優
（
利

南）指
い
た
だ
い
た
。
先
生
の
肉

立
技
、
支
約
込
足
や
体
落
し
か

ら
袈
裟
固
め
で
抑
え
ら
れ
、
針

金
の
よ
う
な
胴
毛
の
下
で
息
も

で
き
ず
（
息
を
吐
い
た
ら
址
後
、

そ
の
後
は
吸
え
な
い
の
で
あ

る

）

、

な

チ

耐

そ

ぃ

た
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。
家
を

継
い
で
い
る
長
女
の
由
紀
子
さ

ん
、
夫
君
敏
降
六
殷
を
ま
じ
え

て
、
先
生
の
お
話
を
聞
か
せ
て

年
前
か
ら
私
は
お
批

rに
な
っ
い
た
だ
い
た
。

て
い
る。
昭
和
二
十
九
年
、
淵
~
先
生
は
明
治
＝
H,
六
年
＝
＿
月

植
店
校
柔
氾
部
に
入
部
し
た
私

二
十
七
日
、
東
京
の
東
村
山
市

は
、
学
校
火
災
で
迎
坦
も
な
く
恩
田
町
で
、
そ
の
地
の
庄
屋

臥
密
京
機
勁
隊
辺
鳩
で
練
密
し
田
島
家
（
田
砧
家
は
切
和
天
旦

て
い
た
が
、

二
十
九
年
六
月
＋
の
流
れ
を
く
む
旧
家
名
門
で
あ

三
日
、
III島
辺
鳩
が
完
成
す
る
っ
た
）
の
八
人
兄
弟
の
七
晋
目

と
、
そ
こ
で
練
習
で
き
る
よ
う
一
辺
二
人
）
と
し
て
生
ま
れ
た
。

に
な
っ
た
。
先
生
は
煎
中
・
前
先
生
は
凶
等
小
学
校
卒
棠
後
、

吾
密
心
部
の
師
範
を
し
て
い
た
東
昂
日
本
稿
の
実
菜
補
修
学
綬

の
で
訣
く

11し
て
く
だ
さ
っ
た
さ
ら
に
神
田
の
日
本
博
記
学
校

の
だ
。
校
内
に
氾
坦
が
で
き
る
を
卒
業
し
、
叔
父
の
経
営
す
る

ま
で
一
年
皿
、
毎
日
先
生
に
i
J

商
店
に
入
社
し
た
。
こ
の
問

京
橋
に
あ
っ
た
麻
欄
氾
で
柔

辺
を
始
め
た
。
ス
ジ
の
良
さ
を

認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
警
視
庁
柔

道
師
範
を
籾
め
て
い
た
竹
岡
宇

三
郎
先
生
の
辺
坦
で
脩
行
し
た
。

兄
弟
子
の
故
•
佐
藤
金
之
助
九

段
に
「
可
愛
が
ら
れ
｀
鍛
え
ら

れ
た
」
と
百
う
。
初
段
を
取
褐

し
た
の
は
大
正
十
年
だ
っ
た
。

大
正
＋
ー
十
五
年
の
兵
役
（
横

農
二
砲
兵
連
隊
）
の
後
、
東

ー
村
山
町
設
に
勤
め
た
が
、
昭

和
二
年
醗
わ
れ
て
前
栂
の
神
明

町
に
あ
っ
た
外
車
販
究
の
ゼ
ネ

ラ
ル
モ
ー
ク
ー
ス
の
経
耶
部
品

と
し
て
勁
め
る
こ
と
に
な
り
、

群
馬
の
地
を
踏
ん
だ
。
す
ぐ
に

弘
辺
館
関
口
辺
出
に
入
門
し
、

関
口
孝
五
郎
先
生
の
指
尊
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時、

辺
出
破
り
が
弘
迅
館
に
去
来
し

た
が
、
故
伊
藤
顕
氾
八
殿
（
先

生
の
兄
弟
子
）
ら
が
輝
め
つ
け

て
追
い
か
え
し
て
い
た
と
の
こ

田
島
行
． 

と
。
伊
藤
氏
が
瀾
鉄
に
入
社
し
、
九
年
に
は
且
太
子
殿
下
i
J

誕
生

前
を
去
る
と
き
に
、
田
島
先
記
念
天
覧
試
合
に

一
般
府
瓜
代

生
が
入
門
し
て
き
た
の
で
、
「
泣
表
選
手
と
し
て
出
鳩
。
そ
の
他
、

鳩
跛
り
の
心
配
を
す
る
こ
と
な
講
氾
館
紅
白

•

月
次
試
合
十
数

く
大
隣
に
菰
れ
る
」
と
「
弘
辺
回
出
鳩
、
十
・
十
一
年
に
は
全

館
の
追
想
j

（
ぐ
ん
ま
柔
辺
2
5
号
）
国
警
京
大
会
出
場
店
段
者
大

に
宙
い
て
い
る
。
七
年
、
群
馬
会
十
数
回
出
場
大
日
本
武
饂

暑
査
を
拝
命
し
た
。
桐
生
警
殿
訊
武
大
会
出
場
等
々
、

H
臣
t

家
署
、
瓜
害
本
部
警
務
課
、
瓜
に
田
島
あ
り
」
と
そ
の
名
を
全

警
柔
道
師
範
と
し
て
好
き
な
梁
国
に
知
ら
れ
た
。
七
年
か
ら
二

逆
に
打
ち
込
み
、
技
術
を
晒
き
、
十
九
年
ま
で
貼
誓
柔
辺
師
範
、

ま
た
瓜
立

煎
縞
中
学

校
一
四
等

学
校
）

・

瓜
立
前
檎

商

業

麻

校
・
瓜
立

ビ

暇

練
淵
栖
第
二

一
流
の
柔
辺
家
と
な
る
と
同
時

エ
棠
学
校
の
柔
辺
敦
師
（
懸
此
＿

に
指
尊
者
と
し
て
後
輩
の
指
尊
を
皿
任
し
た
。
二
十
九
年
、
五

に
当
た
っ
た
。
一
＿
＿年
一
月
＝
l
-

設
十
二
歳
の
と
き
に
警
霰
を
退
職

六
年
四
段
、
十
年
五
段
、
十
八
し
、
接
竹
院
を
叫
棠
｀
行
辺
館

年
六
段
、
二
十
五
年
七
段
、
＿
―
-
田
ぬ
辺
岨
で
切
少
年
の
柔
辺
笠

穴
年
八
段
と
昇
殿
し
て
い
る
。
及
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ニ
四
・
八
・
十
四
•
土
ハ
年
巌
、
「
愈
邑
を艮
5に
、

に
は
明
治
神
宮
大
会
に
出
出
し
、
狽
在
ま
で
参
千
百
四
十
四
名
の

四
年
に
は
優
勝
者
皆
川
国
次
郎
凹
上
工
を
百
成
し
た
。

五
段
と
第
三
区
（
東
・試

・幽
東
）

の
決
勝
試
合
を
戦
い
、
八
年
の

試
合
で
は
京
都
代
表
森
下
六
段

（
後
に
九
段
）

と
引
き
分
け
た
。

チピッコ 272人が参加

ス
ホ
ー
ツ
少
年
団

柔
道
交
流
大
会

月1日
4
 

県 内 -
T
 

‘、, 事 時間 会場

2 全国少年大会予選 9:00 凩武道館
9 I IJI口杯支部対抗 10 :・oo 1 " 
16 本部寄査（現3.4殿・女子） 9:001 " 
22 llol校学年別大会 9 : 0 0 I 11 

30 全日本女子団体予選 9: 00 I 11 

30 （迂録受付） 10: 00 I 11 

39．．．盤泣瀧盟寮．罹整魚．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 15: 0 0 
..5"r.12 窪校総体兼1関東予選

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．悉．．．．．．庶．．

（紺女個人） 9:00 県武道館
13 I 11 （団体） 9:001 II 

21 警京・ 一般合岡大会 9:001 II 

27 ？ぷ校選手権大会（紺女個人） 9:001 II 

.......．盛．．．．．J.盤経常．11)...................................10 : 0 0 11 6 1 1 関東証校柔近大会（練習会場）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．娯祇逍薔＂

4 I 11 1日～4日 II

10 巾学校春季大会（男女団体） 9 : 0 0 I 11 

Il l II {l}:j女個人） 9: 00 I 11 

18 凶校選手権大会（見女団体） 9: 00 I 11 

お 巾学校関東大会二次予遠 9: 00 I 11 

お全国教只大会予選 13: 0 0 I 11 

お全国定 時 制 大 会 予 選 9:00 前エ益
..7"|...2"＂薗体菊:::.:.淡平蓬".......................．．§"•;••b"0" 頂庫逍葺

2 女子体頂別全日本JI,一↓予選 9: 00 I 11 

8 少年健全百成大会 9:00 ,、
16 国体二次予選 9:001 11 

下旬麻段者推四委只会（六段） 未 定未 定
31 巾学校総体｛昂女 ・団体） 9:00 県武道館

院
内
＇
副
匿

東
京
謳
済
生
会
中
央

医
学
博
士

久
保
明
〔
監
修
〕

書
籍

『驚
異
の
視
力
超
回
復
法
』

書
店
に
て
好
評
発
売
中
／
．

厚生省認可の近視眼治療器

ビ］
通う必要もなく、自宅で

1日10分間

ー 「-：塁： I~ ？誌さいl
· 字佼の視1』檎在て•IUJカ-·
がった．

• メガネの霞を追ませたくない．
・メガネ ・コンク 9トレンズを

はずしたい．
•Hの綬れをなくしたい．
・メガネをかけたくない。
かけさせたくない．

■ Ill力を少しでいIIIllさせたい．

無料
視力回復テスト実施中

当セン9ーの覆力目復法を＂分閾駄していただ..値 11J蔚t
使Ill復の損力の皇があれ,:.あなたの複力の園復が見込星れ
皇T.ぜUー震覆かめてみませんかI
閾．国11テス tで楓力に変化がない方1ふ鰻念です力憎k:,
9ーで12お5lき畳Itかね畠す．

拿慮零の方は．こ・父ll.t一纏にこ凛Iii下eぃ．
籾めての方、電麟予約畳付けており皇す．

「前橋センター 1
C0272-23-4305 

Ill編“""口すく•

「高崎センター 7
n0273-63-0739 

"uu曰磁平•賓閻通 II

● 9 一旦一••—.

圭ばぶ； 事●闇＇

I 全国主要都市103ヵ所・海外ビカ所のネットワーク

置：アイメテイカル
定潤的に医闘の檎鼠を受けることを怠らないで下さい．

•日曜日も畳付けしています。＜舞遍＊•木曜定休）
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柔
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心
身
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カ
ル
』
長
・
3

有
効
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す
る
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あ
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業
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撃
防

零
の
練
習
に
由

っ
て
身
9

情
神
を

g
^
n
t彙
L
研
這

の
神
髄
を
体
碍
す
る
事
一
‘

あ
る
さ
・
っ

L
て
是
に
よ

っ
て
己
や
』
禰
益
す
る
か
柔

直
咋
彙
の
究
量
の
目
的
＿
‘

あ
る

発行所

発行人

〒370

群馬県柔道運盟

大 林 宥 璽

編集宣

高崎市中畳岡町500

茂原動

電話 0273(25)8457

.； e. ．、

関口頌徳碑拝礼

第
二
ん
回
閲
口
杯
支
藩
対

抗
柔
氾
大
会
が
四

H

九"̀

貼
武
辺
館
で
開
催
さ
れ
た
”

.̂5 
旧

屈

1011

芙湿
胤

紺

§IIO位
湖
麻

刷
生
。

1
1

尺
悩
~
稿

佐
舘
認
“
o
5
1
1
6
新
川
ぷ
m

桐

生

olli

佐ん崎
0
1
1
0
間

檎

偽．苔
8
1
1
0
新
山
角

9A崎

101110
桐

生

巌
．
翰
1
1
0
前

檎

桐

生

1
0
1
1
§

里

＾

巖

隠

2
9
A
 圃口杯支99対抗

彰表長全
沿
七
災
良
必
杉

本
質
r
、
戸
部
~
筒
、
サ
憚rE
本
部
、
ぶ
神
経
験
者

に
h
が
四

H
-―-+11．
群
和
、

一＿
璽

次

、

各

闊

典

柴

宮

滋

義

（太

嬰

喜

、

人
依
会
館
に
お
い
て
総
＾
ム
関
東
大
会
飼
人
選
大
井
宏
（
碓
井
安
中
支
部
是
）

4
に
先
立
ち
住
笠
式
が
行
第
2
位
滋
罰
憐
（
滋
崎

r
 

わ
れ
な
大
類
中
）
｀
邸
井
紐
介
（
坦
北
中
）
総
会
で
は
、

K
林
会
長
を
肖

【
表
膨
雪は
次
の遍
り
】
指
打
者
と
し
て
選
し
た

“

副
＾
せ
止
の
須
煉
＝
~氏

閾

れ

巾

黍

心

部

住

谷

有

一
（
前
縞
五
中
）
、
田
が
辞
任
し
て
宮
澤
勧
氏
が
副
＾
ム

脳
災
会
団
体
戦
第
3
位
代
武
昭
（
況
柔
氾
教
虫
）
、
佐
藤
品
に
、
副
耶
事
此
に
は
柴
崎
洋

Jhdn
拓
也
、
塩
佐
述
也
、
松
伯
寺

（佐
藤
辺
場
）

行
氏
が
造
任
さ
れ
た
。

副
理
事
長
に
柴
崎
洋
行
氏

新
副
会
長
に
宮
澤
勧
氏

一
品
訟
勝

屈甘
楽
“

盈

-

3
位

条

韮

ー

全
隅
竹
遡
F

r

塑

槃

仰

（磁

前

（社
も

喜
lal

●
B

組

瞑

勝

-
潜

福

稲
様
附
0
ふ
1
1
0
利

拐

川

船

帰

蔽

賢

罷

爺

約

多

1011

件
崎
f-

gjiぷ
り
の
総
合
饉
腕

群

郎

6

1

1

i

勢

条

11oil

群

馬

101110
店

崎

勢

多

1
0
1
1
9開

姦

頻

3
10116
利
恨
消
5

勢

屈紅

帰

群

沼
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B
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＾

皿

瓜
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川
）

礁

よ

総

1
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箇

召

藤

礁

岡
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箇

r
~令，iい
t
U舌
白
i
E
i
[
]
-

丹
羽
八
段
と
佐
藤
八
段
の
試
合

i

隆

晟
6
年
52
紅
孵
扁

7,＇ー，＇

1

賞
闘
闘
柔
5

月
52
一
碑
直
紐
研

g-f

苔

哭

会

の

ャ

a
級
2
位

一

す

元

に
行
わ

れ

【

憐

篤

史
】

一

暉

麻

ー

を
と

一
形

段

部
〗
。
今
回
は

、
委リア
・
ジ
ュ

本
多
阻
£
ロ
ニ
ア
国
際
柔
道
大
会
一
の

七

屈
78

瓜
篇

L
!
I
I
ー-.

器

四
崎

大

知

第

19
回
関
東
中
学

五
器

、
佐
藤
述
校
柔
癸
＾
＃
78
記
罹
勝

也
（
百
炎
教

n)

【篇

造

也】

恒
巴ロが選罪

5
ご
"
"
"
泣
鱈

子
ー

と
し
て
追
出
さ
れ
た
。

第
9
回
ド
イ

ツ
・
ジ
ュ
ニ
ア

関
国
際
柔
四
大
会

＇ 

““.i 

．2

？と＂
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几

し
●

ヽ

．．
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全

平
成
ヒ
年
ぼ
全
国
柔

辺

籾

蒋

平

ヒ

骨
川
田
久
志
（
出
平
）

櫻

良

引

分

紅
段
行
人

＃^
群
柔
連

関
係

杓
月
蛍
＾
（
新

（
四
月
二
士
ハ
日
、
求
以
臆
術
）

ヌ
勢
部

＞
暴
の
部

俯
栂
久
E

甚

tl,内只盗
腱斎
（
岡

＇芸賊）

員
贔

刷肩

眉
＠
暑
黎
雨
逗

而
必
夫
困
京
）

農
表
（
棗
）

冒

性

槃

）

欝

良

一

募

罪
各
籐
一
引分

神
困
脩
横
骨

忠
叫
皿
籟
0

齋藤饉叫（冑森）

屠歪山）

宏．＊＇

太
沿
呉
引
”

熊
久
限
抵
扁
）

小
鰐
構
（
囮
）

鵞
崩
捕
Q
姐
薗

鵞

一
募

一

覇

竺

晋

閣

籠

謡
＠
欝
篇

得
内
只
蘭
鼻
）

大
曲
僻
（
京

田
か
武
募
禽
ィ
翼
（
埼
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蘭
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足
払

マ
七
段
の
部

猜
批
商
西
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引分

蘭

俯

嬰

箇
3

色

―
（福）

庸

友
（
東
京
）

樹
簸
塑
骨稲

博
眉
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蘊

引

分

大
山
裳
碩
砺
禾
）

北

蘭

引

分

井
上
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衣
（
東
軍
）

松
M
一
郎
引
分

贋
夫
困
・
以
）

箭

醤

引
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桜
困
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給
の
部

紛
歪
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扁
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搾
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国

高

段

者

寧
皐
讐
0

□i

人
出
躙

只今、切夏・ざ---

《穴場の
温泉宿》

アルカリ性単飩泉
効熊：神縫痛 •関節痛 ・冷え症 eIC

I宿 泊 1
(2食付、鰭税込、飲物別）

●平日ー泊ー7.500円
※但し、日・祝前日は1,000円

I温泉利用 I
●大人(2時間）―-300円

天然温泉饉”a
（中之条釈よりl1lで10分）中之条町大字蟻JII宇塩平45

-U-0279(75)2478 

サコーキャンペーン
実篇中I

「美しい髪、あ似合いのヘアスタイル五Bまかせください。

美容室
OPEN/AM9:0D-

バーマ愛付PM6：刃まで

カット畳付叩1:011まで
CLOSE／毎週月喝日 •第 1 .3月 ・火喝日連体

SUB/¥RU 前 橋 店 即島叡1駅前

PHONE 0272-53-3866 

躙帷雄 1';1代:7豆匹

PHONE 0272-511-1255 

菖鱒 店 騒光通
PHONE 0273-23-3./19 

群罵町店 戯aバスP酎

PHONE 0273-73-0472 

渋川店 二和聾口
PHONE 0279-23-8404 

子持店 四如四氾8:
PHONE 0279-24-4497 
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四
方
岡
〇
横
渭
船
駆

▽
―ュ
回
戦

L
村

迄

紀

内

股

沿

且

咽
f

江
本
佳
ィ
ヒ
四
方
固添

野
友
希
ぶ

民
谷
阿
季

〇
糊
絞
匹
付
挑
子

古
沢
醤

〇
体
稽
し
関
板

oo"や

＂
崎
米
柄
附
必

3
布
施
虫
伎
f

人

m裕
F
O
器
裟
固七

兵
ふ
襟
手

小
池
川
息
人
外
糾
3
牛
込
正
子

“
U
が
火

K
四
方
展
横
悶
出

マ
咽
々
快
勝

約
晶
翠
僅
没
〕
涼
野
友
昴
息

民
谷
製
体
俗

b
古
愕
狐
波

位
愕

5

使

r
o-本
打
れ
い

太
川
裕
f

牛
込
正
子
上
四
Ii固
3
横
、
瑞
忍

▽
部
決
勝

珀
野
反
C
出
窃
負
羮
}
E澤
郎
波

布
施
ln伎
f
送
憐
奨
3
横
径
盟

▽
決
勝

市
醤
波
〇
附
茂
横
沢
瑞
息

▽
3
位
決
祉
戦

添
野
友
C
“
H
僅
必
3
布
施
爪
枝
ィ

1
位

"rI
籾
糾
波
（
常
墜

2
位

横

tt枷
忍
（
前
縞
邑

関
束
大
会
出
出

●
女
子

mllt級

▽
叩
々
決
励

森
川
ち
は
る

〇
含
せ
技岡

fll

器
f

涅
笈
香

0
払
腰
小
柳
愛

醤
出
促

〇
雌

庄

流

北

盟

臨
“
O
O
懇
隈
）
笠
胤
山
行
川

▽

悶
瞼

森
＂
ち
は
る
〇
姦
”
込
足

i"墨
fr

森

mち
は
る
小
内
刈
3笠

原
由
香
虫

▽
昆
桜
｛
巌

性
紘
§
外
刈
窃
瀬
心
偲

1
位
笠
原
山
符
虫
罹
病
）

2
位
森
田
ち
は
る
爺
岬
）

Ill癸
＾
面
出

限
災
＾
病
邸
予
這
出
f
団
体
戦

▽
―
―阿
戦

前

§
_0餡
林

い

火

2
_
え
}
t

火

良
覧
皿
0
_

—
入
浙~
西

前

員

23
ー

1

梢
儲

利
狽
簸

Y
_
0
人
田
工

“

出

1
ー
人

溜
橋
工

“

東

1
1
人
〕
“
中
火

盟

一
0
2
1
1

固

邸

常
毀
4

ー

0

巾
之
条

甜
崎
エ
ー
ー

人

資

匹

伊

E

0

ー
入
渓

田

富
岡
火

0_§
――

店

簸

Y
_
0
桐
生

m

梱

生

0
1
え
涵
川
C

腐卓
2
ー
え
溜
”
商

勢
多
戯

0
1
旦
済
英

宮
i

胤

前

貞

y
_0
到
磁
実

煎
檎
匹
ー
ー
人
溜

檎

利
恨
簸

X
_
0
雌
檎
工

安llJ火

0
1
反
〉
需
＝

常

費

}乙

_0
興

匹

人

m

0
ー
人

近

．
i

邸
鰻
5

ー

0

梢
川
工

伊

躙

0
ー
反
X2
炎

▽
隅
々
決
勝

前

瞑

3
4

ー

0
l
w
紐

利
似
暉

1
1
8

悶

一

常

焚

3
3ー

1

四

「

“

崎

0
ー
又

x"
総

▽
咽
決
勝

前

簸

}
4
1
0

桐竺

常

符

ー

ー
え
X
灯

英

▽
訣
勝

煎

暉

0
1
人

X
斑

▽
血
位
決
定
戦

旧
燦
4
1
1

伊

暉

利
恨
商

0
ー
又

演

阻

悶

一
0
2ー

1

樹

槌

科

頸
)
J
I
O
刊
根
実

▽
七
位
決
定
戦

前

縞

ー

ー

人

滅

一

1
位
育
英

2
位
前
・

3
常
岬

11
位
桐
生

一

5
位
興
悶

11
位
益
崎

7
位

g
大
二

7
位
ま
で
の
チ
ー
ム
が
、

6
月

3
、
4
日
の
Iii求
K
会
へ
出
出

菰眉町酉久保I菰眉町酉久保
2,780翡2,880翡

赤堀町下触

980召
菰堀町香林

1,062召
土地 75坪
建物 31坪

5LDK 
小中学校近し

く自社＞

土地 75坪
建物 28.3坪

4LDK 
小中学校近し

く自社＞

土地 73.3坪

前橋・伊勢崎に近し

建築条件付

土地 70.80坪
建築条件付

Iざ孟ヨ・-・委|
お客様のこ希望 • こ予算に合わせてこ用意致します。
各種パーティーこ予約承ります。
（こ1去事のお席 • お気軽にこ椙ぬ下さい）

く自社〉 く自社〉

●サービスバイキング
■日1,9：月 一土噸日の平日

(El噸・訊日1“ホ忠せてIllさ 1す）
“のハイ キ ング 9̂.111:30-RA2:00
夜のパ イキ ング P!』 6:00-l'M9:00 

■開金： （且 ・寂とも観込）
中学生土A..I:.1.000円
3織 ー小学校6年迄 500円 3織学漏網n・

..チケ ・' "2寧1b亭フロ ン t ヽ:"'C ll!I捐＂言し •C“ ’』場す

●仕出しサーピス
(L ●`ふ Lて9.i9等斡 から貸し 出しユす．）

宅配・仕出・出張パーティー等…承ります。
会駿・サークル・イペント・こ法田・・なとに
ぜひとうぞ ー一 こ予約承ります—

宅建群馬県知事免許(9)第762号

罷~L,車ーム
〒372伊勢崎市柴町613の2

TEL0270(32)3754 
FAX0270(32)3893 
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平成7年6月30日

県
柔
道
連
盟
理
事
・
山
本
崇
夫

先 てを にど）蜀のは成九部中 三の全 お
生ぃ瓢そ ‘す 陥宥 六年 ‘ 年‘問い試

・学はるかの全るで段年と •l.L ：ヽ： J．i大て合
田 o せ名 IBl な級者に 1；；トのは —l ・ 会はに

田
島
行

田
島
先
生

（中
央
）
と

敏
陽
六
段
、
由
紀
子
夫
霙

ぐ ん

會

島
迫
均
の
館
長
・
師
範
で
あ

り
、
そ
の
指
切
方
針
は
師
範

代
・
邸
珀
を
と
お
し
て
全
門
下

生
に
伝
え
ら
れ
、
火
践
さ
れ
る
。

師
範
代
は
敏
限
ハ
段
と
お
孫
さ

ん
の
隙
行
四
段
・
れ
吾
一段
。

先
生
や
敏
限
ハ
段
を
絲
っ
て
染

ま
っ
た
門
ド
生
が
師
範
代
を
じ
X

え
る
。
試
合
の
門
ば
は
令
国
大

会
級
勝
と
邸
く
、
そ
れ
に
向
け

て
の
迪
氾
な
努
力
が
門
々
続
け

ら
れ
て
い
る
。
後
援
会
良
に
小

野
里
光
叩
七
段
（
群
禾
辿
相
談

役
）
｀
門
ド
生
に
は
四

n学
義

八
段
（
同
耶
事
）
、
福
ぬ
恒
雄

七
段
（
同
評
議

tl)
、
羽
島
治

良
松
七
段
（
同
相
談
役
）
、
須

八
段
（
下
）

ま 柔道

先
き

II 

>
3
 

(4) 

北沢道場団体戦制す
第8目伊勢崎招待柔道大会

伊
勢
崎
で
、
第
八
匝
伊
勢
崎

招
待
柔
道
大
会
が
、

一
二
月
二
十

六
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
。
（参

加

一＿百
八
十
名
）

こ
の
大
会
は
、
伊
勢
崎
近
隣

の
地
域
の
柔
迫
少
年
の
交
流
を

は
か
る
た
め
と
＿＿＿
月
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
六
年
生

の
卒
業
記
念
に
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

試
合
の
前
に
、
購
薔
荒

投
げ
の
形
、
（
収
）
欝
謙
郎

且

―

炉ぃ‘つ
5
-

い

後
、
今
朝
降
っ

．‘

た
叩
を

一
気
に

泊
か
し
て
し
ま

い
そ
う
な
競
技

の
熱
戦
が
続
い

こ
。

t
 

（
坂
本
発
表
叫）

，じ

観
衆
が
見
守
る
中
、
迫
力
あ
る
技
が
続
出

の
あ
し
あ
と

成
組
は
次
の
通
り

●
団
腐

e北
沢
追
坦
②
燐
町
柔
辺
教
室

③
久
方
柔
辺
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

③
馬
県
武
迎
釦

●
個
倫

▽
幼
年
の
部

e小
傑
方
密
介

（
太
田
）
②
岡
田
孵
平
（
福
田
）

③
糸
井
平
博
扇
）

③
須
田
匠

（
伊
勢
崎）

▽
低
学
年
の
部

軽
紅
級
①
細
貝
泰
佑
一
幅
田
一

培
-―

g
 

]
-5-

ヽ

②
中
野
此
之
（
伊
勢
崎
）

③
福

②
岩
木
実
由
記
（
伊
勢
崎
）

③

島

堕

一
（
堕
③
市
川
宜
勅
内
田
誠
（
伊
勢
崎
）
③
田
部
井

（

太

田

）

康

人

（

況

）

中
訊
級
①
伏
見
知
子
（
北
沢
一
重
屈
級
①
穂
田
匡
彦
（
太

m)

②
小
林
氾
（
福
田
）

③
品
川
繭

②
平
野
友
規
（
束
ー
③
鈴
木
翔

志
（
太
田
）
③
広
瀬
健

一
（
久
（
久
方
）
③
阿
久
律
延
正
（
況
）

方

）

空

蕊

学

年

の

部

軽
訳
奴
塾
3
塩
谷
勝
也
（
竪
軽
駄
級
①
吉
田
力
（
久
方
）
②

②
小
島
健
夫
（
翌
③
中
島
大
田
部
井
駆
子

（燐ー

③
郡
司
幹

地

（坦
）
③
寺
沢
裕
輝
（
北
沢
）

人

（
磁
＿
③
阪
ぬ
述
哉

（太田）

勇
軍
級
①
Q
抵
皓
行
（
北
沢
）
中
駄
級

e田
畑
直
人

（
況
）
②

②
西

m俊
介
（
久
方
）

③
蕊
植

m井
千
春
（
太

m)
③
硝
水
健

秀

一
郎

（
宮
郷
）
③
野
沢
泊
史

一
（
伊
勢
崎
）

③
鹿
刑
隋
史

（

久

方

）

（

太

IEl)

▽

中

学

生

の

部

態

掛

批

吊

薪

井

裕

「J

（北
沢
）

慨
Ill慇

旧
畑
剛

6
5
)
②
細

②
八
木
原
活
之

（北
沢
）
③
禍

口
麻
衣
（
網
川
）

③
阿
久
律
継
井
絵
虫

（北
沢
）
③
耶
村
直
也

司
（
伊
勢
崎
ご
9
関
根
艇

（福

（伊
勢
崎
）

田
）

m紙
級

巾
泣
級
①
誤
田
有
司
（
太
田
）

e泊
水
和
磁

G8)
②
野
沢
和

②
奥
井
祁
史

（久
方
）

③
小
林
平
（
久
方
）

③
萩
原
隙
介
③
恨

立
之
（
坦

③

甜
か
み
ど
り
（
坦
）
岸
佑
起
（
伊
勢
崎
）

帷
田
益
翌
吼
（
黄
）

藤
一l
-•五
殿
（
同
副
会
）
、

石
井
恒
男
七
段
（
同
耶
事
）
｀

oo谷
降
＿―-
七
段
（
同
）
、
石
店

虹
幸
七
段
（
同
）
等
々
が
お
り
、

群
柔
巡
を
中
心
で
支
え
て
い

る
。
先
生
は
十
五
年
に
県
知
事

か
ら
武
氾
功
労
虹
を
受
宜
し
、

戦
綾
に
群
柔
述
副
会
長
、
柔
追

鳩
辿
合
会
品
を
麿
任
し
、
県
体

協
の
駄
ス
ポ
ー
ツ
功
労
宜
、
柔

述
の
功
労
虹
を
受
四
し
て
い

る
。

田
島
辺
場
は
「
ぐ
ん
ま

柔

邑

8
号
で
郎
内
に
紹
介
さ

れ
た
が
、
五
十
＿―-
年
に
は
「
交

流
邸
色
に
よ
り
柔
逍
を
と
お

し
て
粁
少
年
の
教
百
に
た
づ
さ

わ
る
田
鼠
場
の
一
日
が
紺
彩

さ
れ
、
日
本
の
典
型
的
な
町
迫

場
と
し
て
批
界
に
紹
介
さ
れ

た
。（
ぐ
ん
ま
柔
迪
・

22
号
参

照）

先
生
は
、
級
し
い
栂
親
に
似

て
、
温
匝
な
性
格
で
「
人
と
争

っ
た
り
｀
怒
っ
た
り
す
る
こ
と

は
訣
し
て
な
か
っ
た
」
と
山
紀

子
さ
ん
は
日
う
。
先
生
は
研
納

治
五
郎
師
範
に
目
を
か
け
ら

れ
、
「
京
都
の
武
徳
殿
の
試
合

に
岡
行
し
、
京
部
見
物
の
お
共

を
し
た
こ
と
も
あ
る
」
と
な
っ

か
し
く
睛
る
。
「
群
馬
へ
来
て

は
幽
口
孝
五
郎
先
生
を
尊
敬

し
、
父
は

「今
こ
う
し
て
自
分

が
あ
る
の
は
必
納
先
生
と
関
口

先
生
の
お
陰
だ
j

と
い
う
の
が

nぐ
せ
で
し
た
。
四
十

一
年
の

脊
図
口
先
生
の
頌
徳
碑
建
設

の
と
き
に
は
そ
の
中
心
に
な

り
、
辿
日
連
夜
の
会
蹟
で
多
忙

な
日
々
で
し
た
。
時
期
を
同
じ

く
し
た
敏
際
氏
と
の
結
婚
に
つ

い
て
、
じ
つ
く
り
相
談
で
き
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
恩
師
に
寄
せ

る
並
々
な
ら
ぬ
愛
と
昨
敬
の
心

に
腿
も
私
も
胸
を
う
た
れ
、
た

だ
頭
の
下
が
る
忍
い
で
そ
っ
と

見
守
る
だ
け
で
し
た
」
と
由
紀

子
さ
ん
は
敏
隆
氏
と
願
を
見
合

わ
せ
｀

当
時
を
燦
か
し
む
。

家
業
と
道
均
の
指
町
を
敏
隆

氏
夫
衷
に
任
せ
、
四
十
五
年
か

ら
奥
様
の
冨
士
枝
さ
ん
と
旅
を

楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。
十
四

年
に
結
姐
し
て
か
ら
陰
で
先
生

を
支
え
て
き
た
奥
様
へ
の
愛
と

感
湖
か
ら
で
あ
り
、
北
渾
迎
か

ら
九
州
へ
、
さ
ら
に
東
南
ア
ジ

ア
、
ハ
ワ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
そ

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
駐
界
を
旅

し
た
。
お
二
人
に
と

っ
て
最
涵

に
幸
せ
な
時
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

悲
し
い
こ
と
に
奥
様
が
五
十
四

年
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
そ

の
後
先
生
は
あ
ま
り
外
へ
出
な

く
な
っ
た
。
若
い
頃
か
ら
の
趣

昧
日
曜
大
工
（
用
具
一
式
を
そ

ろ
え
、
洋
服
ク
ン
ス
や
網
戸
ま

で
、
建
呉
殿
の
仕
事
ま
で
手
を

伸
ば
し
、
日
曜
だ
け
で
な
い
大

工
だ
っ
た
）
に
も
手
を
出
さ
な

く
な
っ
た
。
だ
が
｀
姓
名
学
の

研
究
（
若
い
ば
か
ら
研
究
し
、

多
く
の
子
供
の
名
付
け
親
と
な

っ
た
）
と
Jf迫
（
現
在
も
入
門

者
の
名
礼
は
先
―

る
）
に
は
、
さ
―
」

け
る
よ
う
に
な
っ

敏
際
,・J

夫
表
と
g

ん
（
隣行
四
段
．t
を
―
_•
祀

疑
女
の
教
江
さ
ん
の
三
人
は
同

居
。
―
――
刃
の
淑
充
二
段
は
東
求

在
住
、
米
年
三
月
、
日
大
を
卒

業
予
定
）
に
囲
ま
れ
て
、
好
き

な
朝
風
呂
に
入
り
、
庭
の
手
入

れや阪歩、子供達の稽古を

みるのが楽しみ、悠々自適

の生活をおくっている。年

に二．＿＿＿回行われる「瑯行

会」へ出かけるのも楽しみ

と言っ。これは先生の特家

時代の幹部の人たちとの親

睦会で「行」の字は先生の

名前からのこと、先生の人

柄がうかがわれる。

先生には若い頃から食ペ

物をよく

噴んで食

こ受田ー、,.こ4‘湯なく、こ

れが健康

の秘訣と

生の筆によのこと。また民寿の家系の

マに時皿をかようで、良女の方は一姉）

た。硯在はは百歳でお元気でいらっし

火のお孫さやるとのこと。

きE-―五．「まだまだ世の中をしつ
かり見ていきたい」と元気

に踊る先生のそばで、私な

どまだまだ半端な小俯っこ

だな、と思ってしまった。

先生、ますますお元気で`

月 日 県 内 行 事 時間 会場
7 2 団体第一次予選 9:00 県武迫館

2 関東ム・子体屯別J.は予選 9:00 II 

8 少年紐全百成人会 9:00 II 

l 6 国体二次予選 9:00 II 

下句 涵段者推四委艮会（六段） 未 定 未 定

3 I 中学校総体 (9]女 ・団体） 9:00 g；↓武逆館....... ．．．．．．．．．．． . . ......... ......... . .. .......... . .■••••••••••••••••••••••••• ........................... ............................ 
8 l 中学校総体（男女・個人） 9:00 ＂ 2 関東巾但越大学大会 9:00 '‘ 4 ＂ (2~4日） 9:00 ‘’ 6 スポーツ少年団大会 9:00 ＂ 20 壮年大会 9:00 II 

20 J!；昇召段者大会 10:00 ＂ 23 J!;lジュニア体重別選手権 9:00 II 

27 本部寄査（現3.4段・女っ 10:00 ＂ 28 関東近県邸校交流試合 9:00 II 

..9..Q.. ....... .. 99 .....................(..2 ....8....~.....3 ......0....El....) ... ...... ~．ふ．．QJ?...... ＂ ．．．．．．． ・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......... ， 1 0 貼辺場述令会大会 9:00 ＂ 、17 紙上寄査会（初段～五段） 14:00 ＂ 22 苫京官大会 9:00 ＂ 24 紅白大会 9:00 ＂ 24 定時淵瞬校選手権大会 9:00 前栖工泊....... ．．．．．．．．．．．． ............. .... . ....■ . .． ． ．． ．..．．． ．．...．．． ．．．幽• • - “ . . ．．--·---- ............................ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ I 0 8 少年弧化選手選考会 9:00 貼武辺館

22 小学生総 体 9:00 ＂ 
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佃
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20
回
目
の
出
塙
で
表
彰

さ
れ
た
大
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ヒ
月
九
日
．
神
奈
川
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立
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．
平
成
ヒ
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関
東
柔
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叫

佃
さ
れ
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八
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。
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ら
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泣
低
で
嘉
加
さ
せ
た
い
。

試
合
結
染
は
次
の
通
り

▽
五
段
の
部

原

沢

息

△

小
野
遠
之
（
神
）

関東爾校柔道大会
6月、県スポーツセンター

桐
一
邸

一敗

興
唱
岱

一
腺
一
敗

育
英
邸
の
み
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
ヘ
。
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の

ff 0279-23-1015 
店舗裏大駐車場完備

只今、 10月・一—

《穴場の
温泉宿》----

アルカリ性単純泉
効能：神経痛•閲節痛 ・冷え症 etc

1宿 泊 I

(2食付．諸税込、飲物別）

●平日ー泊ー7.500円
※但し．日・祝前日は1,000円培

I温泉利用 I
●大人(2時間）—-300円

天然温泉髄油’E’
（中之条駅より車で10分）中之条町大字鍾』11字塩平45

W0279(75)2478 
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〇
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茄
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十
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墨

製
翼
佃
羨
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間
開
~
屋
真

一
合
せ
只）小
胤
由

五

十

嵐

葵

息

加

唇

柑

蘭

一
大
〇
払
い
腰
加
藤
比
"

小
山
勝
由
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性
資
ヒ
肌
膝
比
＂
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十
凪
芳
夫
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珀
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七
年
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県
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会
が
郎
武
迎
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で
叫
か
れ
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は
次
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お
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四
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が
川

n市
体
白
武
氾
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ク
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で
皿
催
さ
れ

た
。投

の
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貼
か
ら
出
出
し
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収
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狩
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し
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△
坂
本
率
lJJ

十
日
、
臥
武
珀
館
で
皿
催
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し

順
調
な

ス
タ
ー
ト

一
回
戦
の
相
手
は
石
川
県
。

先
鋒
の
黒
田
圭
一
（
店
経
大
附

哀
）
が
打

nぃ
扱
げ
で
、
中
墜

の
今
川
訊
明
（
伊
勢
崎
興
阻
店
）

は
一
本
ー
れ
い
で
、
大
将
の
佐

藤
達
也
（
前
綱
百
菜
店
）
は
内
股

す
か
し
と
谷
落
と
し
返
し
で
、

そ
れ
ぞ
れ
「
打
効
禰
ち
。
次
鋒

の
瑯
英
也
（
前
橋
東
秘
）
は
全
日

本
選
手
権

l

-

＿
位
の
実
組
を
持
つ

漉
辺
を
相
手
に
、

Imち
に
等
し

い
引
き
分
け
で
＝
＿対
ゼ
ロ
の
決

勝
で
あ
っ
た
。

群
馬
③
ー

0
中堅・今川が

アクシデント

午
後
に
な
っ
て
＝＿回
戦
の
相

手
は
繭
牽
愛
知
姐
。
し
か
し
一

咋
年
の
対
戦
で
は
二
対
一
で
勝

っ
て
い
る
。
先
鋒
、
中
堅
、
副

将
、
大
将
と
四
人
が
引
き
分
け
。

次
鋒
の
森
が

一
分
に
大
内
刈
り

で
「
技
あ
り
」
、
二
分
四
十
秒
過

ぎ
に
掬
い
扱
げ
か
ら
巧
み
に
押

さ
え
込
ん
で
の
合
わ
せ
技
で

「
一
本
」
勝
ち
し
、
唯
一
の
祖
点

を
上
げ
た
。
森
の
勝
率
は
咋
年

三固戦

石
川

―
-
＿
固
戦

韓裔賃彗爵
内

r第二
十
回
全
国
教
只
柔
氾
大
会
は
、
ま
だ
器
に
新
し
7
q

猛
．
の
中
、
七
月
＝
＿
十
日
に
広
島
県
廿
日
市
市
で
開
佃
さ
れ

た。

一
咋
年
ペ
ス
ト
四
、
昨
年
ペ
ス
ト
八
と
い
う
結
果
を
受

け
て
、
今
年
は
昨
年
以
上
の
成
組
を
目
慨
に
選
手
の
士
気
を

鼓
舞
し
た
。
ま
ず
「
我
々
は
物
見
遊
山
に
来
た
の
で
は
な
く
、

勝
負
を
す
る
た
め
に
来
た
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
共
通
郡
解
と

た
「
雙
廿
＜
試
合
を
し
よ
う
と
志
翌
て
た
。
＇
』

黒

田

〇

ー

百

川

森

＊

菰

辺

今
川

0
1

山
本

小

山

＊

北

旧

佐
藤

0
ー

太

田

二
回
戦
は
シ
ー
ド
さ
れ
て
い

る
徳
島
県
。
先
鋒
は
判
定
負
け

で
落
と
し
た
も
の
の
次
鋒
（
横

四
方
固
め
）
、
中
墜
（
送
り
憐
絞

め
）
、
裔
繭
れ
上
四
姦
路
）

と「

一
本
」
勝
ち
。
副
将
の
小
山

勝
由
（
渋
川
酉
店
）
は
「
注
竺
勝

ち
し
て
、
四
対

一。

順
幽
な
ス

ク
ー
ト
で
あ
っ
た
。

憫
t

①

_
1
癒
凶

黒

田

ー

0

衆^

森

0
ー
脊
パ

今
川

0
1

藤
森

ト山

0
1

窓四

焦

〇

ー

暫

叩

も
七
割
を
超
え
て
お
り
、
訂
符

で
き
る
は

mな
次
昨
と
し
て
大

活
蹄
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
試
合
で
中
堅
の
今
川
が
左
膝

の
靭
帯
を
痛
め
て
し
ま
っ
た
の

は
予
想
外
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で

あ
っ
た
。
各
選
手
の
特
徴
を
頭

に
入
れ
、
今
回
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
表
を
な
が
め
、
対
戦
相
手
を

予
想
し
て
決
定
し
た
オ
ー
ダ
ー

だ
け
に
、
今
川
の
怪
我
は
チ
ー

ム
に
と
っ
て
も
細
い
も
の
と
な

った。
群
馬
①
ー

0

黒
田

＊

森

0
_

今

川

＊

h
h『

*

'ヽ‘
佐

藤

＊

監
督
寺
町
良
次
・高
崎
高
校

部
々
決
勝
で
は
千
梨
貼
と
対

戦
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
相
手
も

有
名
人
に
な
っ
て
く
る
。
先
鋒

の
相
手
は
四
校
時
代
団
体
で
全

醤
勝
し
て
い
る
酉
田
。
二
分

―
―
-
＋
秒
に
小
外
刈
り
で
「
有
効
」

を
取
ら
れ
判
定
負
け
。
次
鋒
森

の
相
手
は
正
力
杯
で
七
十
八
＊
＂

級
二
位
の
岩
本
。
苦
戦
が
予
想

さ
れ
た
が
足
を
収
っ
て
大
内
刈

り
か
ら
の
巧
み
な
縦
四
方
固
め

で
鮮
や
か
な
「

一
本
腺
ち
」
。
中

竪
の
今
川
は
も
は
や
試
合
が
で

き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
が
、

主
将
と
し
て
の
口
任
感
か
ら
気

カ
で
伐
に
上
が
っ
て
い
っ
た
。

一
分
過
ぎ
た
所
で
ま
た
も
膝
を

稲
め
る
も
、
残
り
の
時
皿
を
何

と
か
踏
ん
張
り
根
性
の
引
き
分

け
。
ま
さ
に
チ
ー
ム
全
体
の
こ

と
を
考
え
た
「
勝

n.
jであ
っ

た
。
こ
の
今
川
の
気
持
ち
に
見

事
に
応
え
た
の
が
副
将
の
小
山

で
あ
る
。
今
ま
で
の
三
試
合
の

不
完
全
燃
焼
を
一
気
に
嶽
り
払

う
鮮
や
か
な
体
落
と
し
で
「
一

本
」
勝
ち
。
大
会
前
か
ら
ポ
イ

ン
ト
ゲ
ッ
ク
ー
と
し
て
期
待
し

て
い
た
披
が
よ
う
や
く
実
力
を

発
抑
し
て
き
た
。
大
将
戦
は
危

な
げ
な
く
引
き
分
け
て
、
結
果

的
に
は
二
対
一
の
辛
勝
で
ペ
ス

ト
四
進
出
を
決
め
た

群
馬

②
ー

1

モ傘

黒

田

ー

0
西
田

森

0
1

岩
本

今

川

＊

上

木

小
山

0
_
i
i

佐

蔵

＊

浅

野
副将小山が

実力発揮

準
々
決
勝

ー・--i 

・一
、-~ 

弊
裔
の
相
手
は
和
歌
山
貼
。
大
逆
転
劇
が
始
ま
る
。
ま
ず
前

過
去
＝
＿
回
の
擬
脳
を
誇
り
、
第
の
試
合
の
一
本
勝
ち
で
闘
子
に

士
ハ

・
十
七
回
大
会
で
は
連
続
来
っ
た
小
山
が
一
＿
分
に
横
四
方

ペ
ス
ト
四
の
実
力
邸
で
あ
る
。
固
め
で
一

＿
試
合
連
続
の
「

一
本」

相
手
に
と
っ
て
不
足
は
な
い
。
勝
ち
。
大
将
の
佐
藤
も
租
艇
的

し
か
し
、
今
川
は
す
ぐ
に
治
叙
に
仕
掛
け

一
分
過
ぎ
の
内
股
す

し
な
け
れ
ば
今
綾
の
指
芍
者
生

か
し
で
「
技
あ
り
」
を
収
っ
て
そ

命
に
も
瑯
彩
響
を
及
ぽ
し
か
ね
の
ま
ま
終
了
。
作
染
の
内
審
勝

な
い
状
態
で
、
と
て
も
出
場
さ
ち
で
時
皿
的
に
も
精
神
的
に
も

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
人
長
い
長
い
激
闘
を
制
し
た
。
試

益
如
常
に
残
念
が
っ
て
い
た
が
、
合
全
体
の
流
れ
を
十
分
に
瑯
解

た
と
え
相
手
に
不
戦
勝
を
与
え
し
た
、
ま
さ
に
夭
将
”
と
百

て
も
、
チ
ー
ム
全
体
と
し
て
結
う
に
ふ
さ
わ
し
い
試
合
逃
び
で

果
を
出
せ
ば
い
い
の
だ
、
と
い
あ
っ
た
。

う
こ
と
を
梢
℃
て
も
ら
っ
た
。

群
馬

②
ー

2

和
歌
山

黒

田

＊

岡

本

森

ー

0
船
漿

先

m唇
i分
け
た
も
の
の
、

今
川

ー

0
正
木

次
鋒
戦
で
は
学
生
送
手
椛
第
二

位
の
船
渡
と
対
戦
し
、

NJ車
で
卜
山

0
1

洞

屈
」
を
取
ら
れ
判
定
負
け
“
佐
藤

0
1

玉
山

中
堅
戦
ま
で
0
対
二
と
文
字
通

り
っ
ぷ
ち
に
迫
込
ま
れ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
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f
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さわやかな笑顔の選手たち

全
国
教
員
大
会

参
圃
報
告
記

準決勝

崖
っ
ぷ
ち
か
ら

大
逆
転

い
よ
い
よ
決
勝
戦
。
決
謄
の

相
手
は
、
四
年
巡
続
し
て
決
勝

に
進
出
し
、
前
回
艇
勝
の
無
本

県
。
し
か
も
一
回
呻
未
戦
勝
の

た
め
五
試
合
目
で
あ
る
。
こ
ち

ら
は
接
戦
の
辿
続
を
経
て
の
六

試
合
目
で
、
疲
れ
き
っ
て
い
た
。

試
合
の
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
「
と
に
か
く
群
馬
の
柔
辺

を
し
よ
う
。
全
力
を
出
し
き
っ

て
恥
ず
か
し
く
な
い
柔
辺
を
す

れ
ば
い
い
ん
だ
。」
と
選
手
に
話

し
、
明
鯰
止
水
の
状
態
で
試
合

に
臨
ま
せ
た
。
現
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
候
補
や
全
日
本
出
鳩
者

等
鍔
鍔
た
る
メ
ン
パ
ー
を
摘
え

た
熊
本
を
相
手
に
、
次
鋒
・
副

将
は
引
色
分
け
．
先
鋒
は
大
外

刈
り
で
大
将
は
判
定
で
そ
れ
ぞ

れ
只
け
．
結
果
的
に
は
一ぃ・
対

三
で
敗
れ
た
。
し
か
し
廊
は
、

刃
敢
に
攻
め
て
い
っ
て
「
指
専
」

を
収
る
な
ど
相
手
を
追
い
込
む

場
而
も
あ
り
、
全
殿
が
泣
後
ま

で
気
を
抜
く
こ
と
の
な
い
素
晒

ら
し
い
戦
い
を
展
開
し
た
。
会

場
か
ら
も
試
合
後
、
「
決
勝
戦

決

勝

や
る
だ
け
や
っ
た

に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
試
合
で

あ
っ
た
」
と
温
か
い
拍
手
を
い

た
だ
い
た
価
値
の
あ
る
耶
優
勝

で
あ
っ
た
。

贋
0
ー
③
餓
本

暴
田

I
O
原
口

森

＊

平

江

今

川

ー

〇

藤

島

小

山

＊

北

岡

厖

I
O
大
嶋

l 悔
い
は

な
し

今
大
会
は
か
ね
て
か
ら
の
念

願
で
あ
っ
た
選
手
の
弧
化
合
紺

も
実
現
し
、
ま
た
、
各
選
手
の

職
坦
の
配
巡
に
よ
り
大
会
の

前
々
日
に
会
場
に
到
沼
す
る
日

程
を
組
め
た
こ
と
も
今
回
の
好

成
組
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

さ
ら
に
、
支
扱
コ
ー
チ
と
し
て

田
中
利
明
（
桐
南
店
）
の
多
大
な

且
献
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

一＿＿
回
戦
以
降
厳

し
い
試
合
が
続
い
て
い
た
が
、

披
は
監
四
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
遠

手
の
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
作
り
に

多
忙
を
甑
め
て
い
た
。
彼
な
し

に
は
今
回
の
結
果
は
決
し
て
褐

ら
れ
な
か
っ
た
。
今
回
ほ
ど
、

「
や
る
だ
け
や
っ
た
ー
」
と
い
う

充
実
感
と
す
が
す
が
し
さ
を
終

了
後
に
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
最
後
に
、
大
会
参
加
に
凶

し
て
多
大
な
f

J

協
力
及
び
f
J

輝

解
を
い
た
だ
い
た
群
馬
貼
柔
辺

辿
盟
関
係
者
に
感
謝
の
立
を
表

し
｀
参
加
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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(4) 平成7年9月30日 ぐんま柔道

m「講道館柔道」について、下の（ ）内の中に遍切な文章を記入しなさい。

1塁納杯国際大会・ブログラム 「塁納治五郎先生による講遍館柔道の創始と発展」（松本芳三）

より抜粋l..（配点・刃点）

滋納治五郎師範は． 18絨のとき柔術の梢古を始め、（柔術名： ）の当身技・同技、

（柔餅i名：

2月、（

柔迂を＂始された ．

精力苔川は．柔辺の本灯を表取する口紺で、 「柔道は．（

である」を躙略にした字旬である。桁力芍用は、技術の根本義であり、社会生沿の厭覆でも

）の投技をもとにし、これに各流派の長を採り、明治（ ）年

I. l )、（ )の三つの目的を有する講辺飢

ある。また（ ）は、社会生活における相助相瞑｀融和協調の原則的な立昧とと

もに．柔辺修行にとつて遠する斯辺J及科の泣地を内包するものとして理解されている．

②「鯛道館柔道欝判規定」 •第 7 条（試合の終了）他、関係

試合を終了したときの「勝ち」の内容を宣告するが、その中に、「一本勝ち」と同等に見倣

される「勝ち」は、「総合勝ち」を含めて6つあるが、その勝ちの名称を記入しなさい。

（配点・ 20点）

①総合勝ち

③

R

 

②
c
R
 

ら

＠「講道館柔道試合審判規定」 ・正しいものにはQ臣、誤つているものには五臣を記入しなさい。

（配点・ 20点）

①第 1条（試合場）「柔辺大会・試合巡営嬰領」関係

試合場の化の数は、 2試合場（駐内・駐外：隣接する場外は共有）の場合は232且；である。

（）  

②第2条 (JIU装）関係

柔迅衣の帯は、その結び目から固端までの長さは20センチメートル界，府である。（ ） 

R第5条（試合）、第35条（烙Jl:IJIJJI)00係

「跳谷込」で、均外へ半且以上体を捨てて在き込んで投げ、「一本」と息われる効果があっ

たが｀このJり合は．その措持は熊tりで尼llll「i料，揺lとなるn ( ） 

①第8糸（試介の技）関係

私勝nのII択試合者Aが試合者Bの右体側から、右腕だけを右腋下に狙えて、 Jlil袈裟個のよ

うに抑えた場合は、「抑え込み1であるn ( ） 

R第32条(「f寺て」及び「始め」の宜告）関係

「試合行の一方が立ち姿勢をとり．あるいは租姿勢から立ち姿勢に移り、 i'tに打をつけて ． 
いる＂手を引き 1；げる体料となったときlは「待て」を宣告する． （ l 

R第34条（寄判且の動作）関係

(2)「主審の動作」について、下訊の棄文の内容を記しなさい。

(19)「医師による軽症処間のり合（鼻血など）」

ぼ）） 「医師による治級の許可」

回 「梁道大会 ・試合運営要領」 第7章記鰈の方法と勝敗決定の仕方第22条

〔膳敗決定の仕方〕） （配点・ 10点）

◇リーグ戦における順位 ：次の表は、 4人リーグ輯の場合に詈えられる試合内容の結果

である。成績の順位を数字で記入しなさい。

「総合饒ち」のとき、 主術は、「9t手を k方に碍く学げる」勁作をするn

⑦第35条（禁II:事項）他llll係

「(13)絞技のIIIで、頚部以外を絞めること．（以下省略）」の反則の基準は「i和心：lで

あ ( )

（
 

，
ー
，

R第39条ぽ渤）「柔道大会 ・試合巡営要領」関係

試令者Aが「打鋤」を先lfiしたあと．試合者Bが禁止事項を犯して「注惹」となって試合を

終了した場合、闊ちの内容は「tF杯lである^ （ l 

R第42条（「不隈開ち」「棄権闊ち」以下、省略）関係

「失格」となった試合行はその後の一述の試合に111Jりする；；とがで食るn

⑩第43条 (t1U等）関係

，ー
， ）

 

試合者がtl但し．試合紐行可能と判断されるにもかかわらず、試合を拒否する場合は、

「失格1として1rがり扱う＂ （ ） 

平咸7年5月6H実篇

田「国際梁道遍麗 ・試合審判規定」第8条（審判員の動作）関係（配点・ 20点）

試合者が禁止事項を犯したとき、主審は、その内容を動作で示して賞罰を与える。その

動作には、第8条（審判員の動作）で規定されている動作と、審判員が共通の見解で行っ

ている動作とがある。

(1)禁止事項に閻係した第8条「審判員の動作ほ漕）」には、 3つの条項が規定されてい

るが、その「見出し」と「条文の内容」を記しなさい。

（
 

）「
,'~ 

（
 

）「 J
 

（
 

）「

J 
順 位 試合結果

位 l引き分け 2敗

位 1勝 1引き分け 1敗

位 2勝 1引き分け

位 3敗

位 3引き分け

位 2勝 1敗

位 3勝

位 1勝 2引き分け

位 1勝 2敗

位 2引き分け 1敗

（解答は次号に掲載〉

歴

＜
 

気
わ

る
＜

ヽ
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(5) 平成7年9月30日 ぐんま柔道
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食事から送迎バスまで万全のあもてなし
（お蒐軽にお問い合せ下さい）

太田市寺井896-1冒置0120(37) 0836 
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9
月
4
日、

貼
柔
氾
塩
連
合
会
第
四
ー
ニ

H
柔
迫
A
会
が
几
J
ャ
11、
叫

武
辺
館
で
開
か
れ
た
。
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持
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111恭
平
（佐
藤
）
▽
M
阻
m

貸

県
武
道
館

（
北
沢
）
▽
岡
中

fitG
新
井
大
輔

G
荒
舘
晶
（
田
晶
）
＞
阿
2
年
軽

（
田
島
）
＞
阿
重
凪
窮
旧
歯
司
瓜
①
醤
悠
（
佐
藤
）
＞
同
中
iit

（福

m)▽
岡
5
年
軽
Iit①
載

①
靡
良
太
福
田
）
＞
同
軽
訊

紐
（
柴
崎
）
＞
問
中
屈
象

翡
世
紺
井
秀
典
（
福

m)▽
盟

111響
平
（
描
川
）
▽
lnJ2年
軽
紺

ー
（
関
）
＞
同

m鼠
①
松
嶋
正
弘
姐

e黒
石
和
哉
（
佐
藤
）
▽
同
3

省
u需
（
箭
）
▽

M
巾
は
（
佐
藤
）
▽
岡
6
年
軽
批
①
兄
城
年
軽
以
①
小
砕
俊
介
福
田
）
▽

貌
々
木
雄
也
（
北
沢
）
＞
詞

m
"辛
司
（
松
沢
）
▽
岡
中
瓜
①
門
付
岡
中
駄
①
罪
利
之
（
佐
藤
）
▽

趙
伽
地
謙
互
佐
藤
）
▽

M
3
必
彦

(m島
）
▽
詞
軽

m以
①
汲
閥
勇
奥
樹
山
拓
也
（
佐
藤
）
▽

澁
lit①
遥
藤
宏
泰
（
桜
ル
）
＞
登
芝

(m島
）
篇
Jlliit魯
翡

無
段
軽
Jil
e
渋
谷
康
弘

闊

は

①
ハ
木
旗
将
之
（
北
沢
）
村
和
樹
（
佐
ill)
▽
巾
学
1
年
軽
（
岡
）
▽
岡
重
lit
e
縞
爪
岱
彦

▽
殴

"me松
島
穴
繁
（
佐
墜
屈
①
臼
栖
進
一
佐
藤
）
▽
圃
巾
訊

＿
倦
）
苫
桜
生
初
段
軽
は
①

▽
M
4
年
輯
机
①
小
林
迫
"
i
Dハ1
1
1
磁
光
（
佐
藤
）
▽
詞

t
L
t
J
I
M
野
公
平
（
佐
藤
）
▽
同
双
—

e

太田警察署、決勝で涙
全目

稟か裟芙なで以辺警八負1J愕

tt.!嵐罰町，廿遵酎江鐸匹
t浜f闘を:世;i]：五、怠酋霜

僅
茂
で

11け
た
。
試
介
結
果
は

次
の
皿
り

◇
予
選
リ
ー
グ

人

lII汗
磁
晋
l
O

人
、
｛
ね
収
）

太
具
紺
署
2
1
1ぃ

げ
森
チ
！
ム

◇
決
腋
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

マ
＇回戦

群

uS
O
内
1
1
1△

▽
2
回
暉

憫
~

0

翠
I
△

▽
部
篇

平
成
七
年
四
J
几
II

（
日
）
、
小
紺
が
降
る
が

寒
さ
を
感
じ
な
い
、
桜

が
＝―
分
咲
き
の
な
か
を

れ
を
上
ら
せ
｀
人
川
巾

ド
小
林
に
お
住
ま
い
の

能
登
先

t
の
お
宅
を
訪

a-』

0

~t 
次
女
人
紺
の
家
と
隣

り
合
わ
せ
の
家
に
住
ん

で
い
る
。
出
部
・
落
姉

舎
の
門
に
似
た
木
造
の

．
門
を
く
ぐ
る
。
沈

r花

の
匂
い
が
ば
っ
て
い

る
。
廂
の
木
々
は
手
入

一れ
さ
れ
、
そ
の
下
に
れ

先
達
の
あ
し
あ
と

能
登
又
吉

八
段
（
上
）

山
口

大
分

m
 

裔
へ
紐
＜

3
1
1△
 
沼
城

俯

m
o

▽
決
勝

群
鳩
△

1
1
1位

3
腐

911
木

Ill
利
△
製
裟

l
o

求
川
裕
一

掘

弘

x
引
分
け

x
磯
膀
已

訊
稔
岱
ぃ
瞑
△蘭

美
菜
子

木
村
泣
之
x
引
分
け
x

9ぃ

慮
x
引
分
け
x
辻
村

IE

代
表
戦

＊
付
貶
合
悶
汽
肴
正

県
柔
道
連
盟
理
事
・
山
本
崇
夫

花
力
牙
を
ふ
き
、
白
分
の
咲
く

時
間
を
持
っ
て
い
る
。
先
生
と

轟
が
化
を
愛
し
、

i

年
を
と

お
し
て
化
を
且
な
が
ら
の
生
研

を
し
ん
で
い
る
様
子
が
う
か

が
わ
れ
る
。

先
生
に
迎
え
ら
れ
、
＂
京
に

皿
さ
れ
る
。一

ガ
の
咽
＾
K
体
が

”
棚
で
あ
り
｀
文
学
、
原
止
や

取
代
社
会
の
多
岐
に
わ
た
る
心

物
が
並
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
"Iu
き
き
れ
な
い
内
物
は
他
の

部
凪
に
訊
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

仙
の
但
而
に
は
お
孫
さ
ん
の
描

い
た
絵
を
は
じ
め
絵
画
が
掛
け

ら
れ
て
い
る
。
部
屎
の
中
央
に

豆
[
i
]
-]-E」

-
t,_＝--

西
は
r

▼̂[-

六
月
四
El
（日

Z
＇
前
几
時

か
ら
“
崎
市
武
迎
町
で
、
磁
崎

悶
翌
貸
社
抒
＿
福

の
少
年
欝
癸
会
が
叫
仙
さ
れ

た
。試

合
成
紐
は
次
の
と
お
り
。

▽
小
学
4
年
女
子

D祁
水

机
力
四
か
れ
、
そ
の
上
に
内
物

が

mま
れ
て
い
る
。
新
皿
も
四

紙
を
間
品
し
て
い
る
。
紺
H
、

政
治
・
社
会
・
文
化
廊
等
を
読
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
。

三
時
皿
、
先
生
の
お
話
を
UHき

ま
し
た
。
先
生
は
、
非
常
に
謙

遜
し
な
が
ら
の
話
で
し
た
が
、

文
武
の
多
方
面
に
わ
た
る
お
語

の
非
凡
な
内
容
の
半
分
す
ら
浅

学
非
オ
の
私
に
は
こ
こ
に
内
き

輝
き

呑
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

る。
先
生
の
f

J

両
親
は
澁
登
半
島

の
坦
在
の
七
足
市
に
住
ん
で
い

た
。
叩
治
五
年
の
暉
藩
治
県
の

と
き
、
f
J

圃
扱
は
一
族
を
率
い

て
北
海
迎
の
料
内
町
（
ニ
セ
コ
屈

丹
小
閉
悔
岸
国
定
＾
命
四
の
匹
一
に

臨
っ
た
。
そ
こ
で
ニ
シ
ン
狐
菜

美
和（中
I
)
▽
小
学
5え
汝
子

e

跛
田
泰
子
（
櫻
）
＞
小
学
6
年
女

子
＠
飯
塚
麻
衣
＿
櫻
）
▽
中
学
ー

娑

裔

憐

ぶ

（

佐

）

席

学
2
年
女
子
①
新
岡
製
香

IU

蕊
）
＞
虫
翌
年
女
子
會
田

打
双
子
（
磁
）
＞
小
学
4
年
出
子

（
計
ば
級
）

e石
井
大
典
（
石
）
▽

小
学
4
年
辺
す

(mm級）
e今

井
鷹
也
（
石
）
▽
小
学
5
年
出
子

（
軽
貼
磁
①
竹
本
滋
人
（
櫻
）
▽

小
学
5
年
坦
＋（

m駄
級
）

e竹

本
敏
一（
櫻
）
＞
小
安
0
年
柑
子

の
網
元
に
な
り
、

一
族
に
加
工

を
さ
せ
．

一
族
の
生
朴
を
担
っ

た
。

こ
こ
で
は
．—
-
シン
の
季

節
に
は
「
石
狩
挽
歌
」
の
歌
洞
に

あ
る
よ
う
に
洵
の
色
が
変
わ
る

ほ
ど
押
し
奇
せ
．

l

広
に
水
紺

げ
で
き
ず
｀
船
の
F
に
つ
け
た

枠
に
ニ
シ
ン
を
入
れ
て
、
た
め

て
お
い
た
。

先
生
は
明
治
四
＋
＝―
年
十

一

月
卜
七
H
に
六
人
兄
弟
の
三
出

と
し
て
生
m
れ
た
。
先
生
は
lj

学
の
頃
、
紐
函
だ
っ
た
の
で
、

翌
修
行
し
た
父
・
郁
太
郎
氏
は

先
生
が
勉
弧
す
る
と
不
機
嫌
に

な
り
、
い
つ
も
「
も
っ
と
遊
ぺ
」

と
酋
っ
た
。
遊
び
の
な
か
で
紺

体
を
か
す
う
ち
健
旗
に
な
り
｀

南
へ
二
雙
八
*
m
)
も
離
れ
た
誉

屈
の
あ
る
應
岬
ま
で
一
人
で

ポ
ー
ト
を
潤
い
で
皿
ぴ
に
行
き

米
し
た
。
腕
力
も
弧
く
な
っ
た
。

飢
知
安
（
く
っ
ち
ゃ
ん
）
の
旧

制
中
学
に
五
年
間
在
学
し
た
が
、

二
年
の
と
き
に
衣
に
入
っ
た
。

空
に
人
る
と
時
皿
の
余
裕
が
で

き
、
柔
血
は
じ
め
玲
ヒ
競
技
、

そ
し
て
冬
は
ス
キ
ー
に
挑
戦
し

た
。
先
生
は
悶
上
が
印
立
で
あ

り
、
将
来
は
三
池
炭
絋
の
閥
上

部
に
人
り
、
好
き
な
フ
ィ
ー
ル

ド
の
上
り
邸
跳
ぴ
を
し
た
い
と

息
っ
て
い
た
。
体
白
実
技
は
抜

群
で
先
生
の
代
批
、
い
つ
も
先

生
代
わ
っ
て
狐
技
を
さ
せ
ら
れ

た
。一＿一
年
の
時
は
礼
蜘
ま
で
行

き
、
そ
こ
で
の
叡
査
で
柔
逆
初

整
な
っ
た
。

羞
訓
で
は
、
国
文
に
級
れ
、

小
学
校
の
時
か
ら
知
歌
や
俳
句

恨
岸
寓
史
（
佐
藤
）
▽
胄
年
初
段

軽
凪
①
大
益
塑
一
（
桜
井
）
▽
同

股
①
北
異
塁
（
田
邑
▽

2

段
軽
紐

e槻
岡
正
立
（
剣
持
）
▽

同

mほ
①
椛
沢
刃
樹
（
宿
沢
）
▽

3
摸
3
密
含
箇
（
桜
片
）

◇
女
子

▽
幼
年
①
釈
川
藍
畏
佐
藤
）

▽
小
学
2
年
①
然
温
隕
（
同
）

篇

3
年

e・
野
駆
美
（
岡
）
▽

岡
4
年
軽
批
①
住
谷
紗
香

(Ill

島
）
▽
同
屈
喋
ギ
ー
・
原
器
g
（打

川
）
＞
同
5
年
軽
皿
①
磁
王
奈

緒
（
田
島
）
▽
同
軍
紺
①
眩
田
泰

子
（
桜
井
）
＞
同

6

年
軽
~
e
飯

屡
（
桜
井
）
▽
同
重
姐
①
佐

藤
奈
々

(Iil島
）
▽
中
学
1
年
軽

試
①
思
賊
（
佐
藤
）
烹
盟

棋
紺
面
置
（
餅
m)
篇
2

年
絞
村
久
美
（
石
川
）
斎
3

年
貧
井
愛
刃
美
（
田
島
）
▽
無

段
①
既
届
子
（
棗
）
＞
初
段

熊

貿

饂

（

佐

謀

）

＞

同

mltt
曾
璽
（
糾
lEl)

（軽
瓜
級
）

G
屈
爪
阻
平
（
櫻
）
▽

小
学6
年
男
子
奇
~
駄
級
）e
,

水
人
和
一邸
）▽
中
学
1
年
出
f

＿謂

級

）

兌

111登

ー佐
）▽

111学
ム
・
出
子

(m糾
成
）

會

川
遠
也
（佐
）▽
巾
学
2
年
YJ子

（縣
以
級
不

嶺
崎
悠
（
佐
）▽
中

安
ヽ
年
辺
子
（
れ
駄
寧
不
沼
，
塚

佳
人
（
箕
二
〉
中
学
3
年
刃
子

（
軽
駄
級
不
※
厖
紐
俯
（鎌
）▽

巾
学
3
年
出
子
(
mlJt級）

D
小

林欝
(gl)

七
月
十
七

か
ら
二
十
日

ま
で
、
群
馬

町
武
道
館
で

柔
道
教
室
が

閲
佃
さ
れ

た
。
小
学
一

年
生
か
ら
中

学
＝
＿
年
生
ま

で
四
十
二
人

が
熱
心
に
受

醜
し
た
e
京
藤
鬼
四
郎
、
江

廊
底
起
｀
小
鮒
染
｀
黒
崎
訟

行
ら
の
講
師
が
、
立
ち
技
、

瞑
技
、
締
め
技
の
誌
本
か
ら

応
阻
で
を
指
郡
し
た
。

篇
者
は
次
の
と
お
り
。

中
村
揺
暢
、
芹
沢
崇
、
tJsJI

泰
輔
後
悶
泰
哨
、
瀬
下
立
史
、

茂
＊
伯
太
郎
、
木
村
美
穂
、
木

寸
歴
、
森
田
美
奈
子
、
土
屈

賃

滋

麻

衣

、

膝

JI友
美
、

川
野
博
和
、
加
職
友
樹
、
小
谷

に
忍
か
れ
、
父
に
叱
ら
れ
な
が

ら
も
読
力
を
し
た
。
中
学
卒
菜

時
に
は
成
紐
艇
秀
で
特
別
必
謬

さ
れ
た
。
そ
の
オ
餌
を
伸
ぱ
し

た
い
と
願
っ
た
担
任
の
先
生
や

先
四
の
勧
め
で
日
本
大
学
凶
等

師
範
部
に
入
学
し
た
。
旧
制
中

学
の
教
且
免
許
を
収
関
し
て
終

了
し
た
。
そ
の
後
文
学
部
に
進

学
し
た
が
、
迩
巾
で
陥
合
に
よ

り
巾
退
し
た
。
麻
t
晶
岬
範
部
切

ー

年（

一
年
）
の
と
き
、
在
日
町
に

あ
っ
た
講
迎
館
で
参
段
の
密
北

を
受
け
た
。
二
段
三
名
、
参
段

二
名
の
相
了
と
試
合
を
行
い
｀

全
以
に
「
一
本
勝
ち
」
し
、
飛
び

段
で
参
段
相
屯
と
認
め
ら
れ
た
。

先
生
を
は
じ
め
各
大
学
の
猛
者

が
購
迎
館
で
稽
古
に
励
ん
だ
。

大
学
で
も
購
迫
館
で
も
師
範
で

42人が参加

柔道敦室

野
慎
太
郎
、
小
谷
野
希
、
小

谷
野
雄
司
、
東
野
隼
也
、
束
野

兵
士
、
山
田
悦
子
、
塩
谷
絵
里

子
、
長
谷
川
直
子
、
工
藤
陽
漬

福
田
隆
行
、
依
田
暉
樹
、
小
林

雄
一
郎

練
習
の
成
果
発
揮

町
民
大
会

七
月
＿＿
士
＿
百
（
日
）
午
前

九
時
か
ら
、
群
罵
町
武
辺
館

で
町
民
柔
道
大
会
が
行
わ
れ

た
。
梅
爾
あ
け
と
と
も
に
謀

っ
た
猛
暑
の
中
、
選
手
た
ち

は
柔
追
教
室
で
取
拇
し
た
技

菊
を
捻
抑
し
よ
う
と
力
い

っ

ぱ
い
取
張
っ
な

入
共
者
は
次
の
と
お
り
。

▽
小
学
校
低
学
年
の
部
①

芹
沢
煤
▽
同
中
学
年
の
部
①

瀬
下
其
史
マ
同
店
学
年
の
部

霞

悶
泰
晴
▽
中
学
1
年
の

塁

島

二
地
男
▽
同
2
.
3

年
の
部
①
槌
口
品
マ
中
学
生

革
の
魯
千
四

あ
っ
た
撼
＝―宝
先
生
に
可
愛
カ

ら
れ
、
栢
＋
11
を
つ
け
て
も
ら
っ

・
』

0t
 「当

時
、
総
先
生
は
日
本一

弧
か
っ
た
」
と
先
生
は
訂
う
。
栢

古
で
徳
先
生
が
倒
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
先
生
は
な
ん
と
か

認
先
生
を
倒
し
た
い
と
研
鑽
し

た
。
そ
し
て
、
得
心
の
約
込
眼

か
ら
小
内
刈
で
徳
先
生
に
凪
も

ち
を
つ
か
せ
た
こ
と
力
ぁ
っ
た
。

「
撼
先
生
は
立
ち
K
が
る
や
猛
然

と
攻
め
、
離
し
て
も
ら
え
ず、

死
ぬ
ほ
ど
投
げ
つ
け
ら
れ
た
」
と

先
生
は
中
4
町
を
懐
か
し
む
。
こ

の
尻
も
ち
は
「
維
登
の
約
込
腰
」

と
と
も
に
止
J
時
評
判
に
な
っ
た
。

繭
迫
館
で
は
人
先
生
の
梢
古
出

所
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
先
生

も
そ
の

一
角
に

n分
の
栢
じ
11
場

所
が
で
き
た
。
行
い
先
生
に
と

っ
て
、
こ
れ
は
励
ま
し
と
な
り
、

ま
た
柑
心
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

日 ICヨな 〔攣租遍〕 '：：let 〔奉学 科J/
藍•01か1貫伽
..＂＂"＂鉦● I~

｀ 10.DDDITIの総合スポーツ

グランド．70DITIの学生レ

ストランホール．量斬のマ

ルチメディア実冒童

(NEC4D台•Mac4D台）

■施設概夏■
●ー●訊脅・a鰭コン
クリート轟3胃ll'C
●字生レストランホー
ll,(111Jnll 
●マルチメティア冥

INEC磯臼•Macヽ追I
●コンピュータ其冒璽
(NEC潤0臼I
•＊テルグストルーム
eヘアメイク冥冒宣
●フロントeバーカワ
ンター暉コーナー
●スポーツ轟鱈い9•9
カー嶋・テニスコート
2llll・ソフトポール鬱・
じヽスケットコール）

＇システムアドミニス
トレータ学科2年制

璽 6シスアド合椙を目懺に蝙＜
ソフトを字心コンピュータ社舎
の皿いエキスパートを＂咸．

＇流通行政判斗 2年制
譴ビジネスl公暑員l濶吐Jース

躙記やOAを学ふほか．コース遍択
でB1111饂亮士や公務畑謹．這2

週鯛士の台Illをめさす字輌．

＇ホテル観光学科 2年制
ホテルやサーピスのプロ費威

ホテル・麒行露精厖か科飲サーt!ス
分IJの冥薦を零んでホテルマンや
I9ーテンター．ヨ金のフロを胃厩．

饂鰻＊とのI井に制

東 日本電子専門学
■輯紐予定，，， システムアトミ＝ストレータマ』“'讐閾•マルチメ,...,ア零9"9年Ill)
■Ill帽鵡＂字Ine江鯛●Iii謹予定／綱帽システム1il冗零,~,剛鸞191星印■電子鳥瓜9エ零9“2零剛
〒371liii祖市閏町3-13-22tt0272-21-711101平成8年頃よワ0120-0310聞9

編縮鰻大との1打に制 1覗ぼ名 •II曰亭会II専門零囚／平慮B零瓢璽I!予定1

東日本繭科専門学校
■l!t糟含II叩42年闘 1日11111 ・ 鯛＂＝コー～鷹糟富属士・鱈鴫膚•コース1 ●舎ltC^字阜II隼
■瓢":t疇遭字f.!I囀IiiJ■疇鱈予定/illliil"は零9心零闊IZ●ビシネス公胃1111:11曇鵬三コー"'
〒371躙謁ffi閏町4-17-2tt02た 21-70田（平犀B拿 1月より01211・03103B1
顧との併鯰謂IIIZ辺名 •J11日寧が9..,”'mm 、 平厩a寧震髯I!予零9

稟日本テザイン・ビジネス専門拳校
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(1) I平成8年1月31日 第77号

嘉
納
師
範
遺
訓

柔
道
は
心
身
の
力
を
最
・
3

可
効
に
伎
用
す
る
這
て
あ

る

そ

の
呼
業
は
攻
撃
防

零
の
醜
習
に
由
っ
て
身
9

惰
神
を
訊
紐
＂

禽

L
m
直

の
神
髄
と
9
渇
す
る
事
一
し

あ

る

さ

ぅ

L
て
是
に
よ

っ
て
己
を
饒
益
す
る
が
柔

道

nt拿
の
完
量
の
目
的
＿
し

あ
る ＇
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発行所
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〒370

群馬県柔道運盟

大 林 賓 範

編集宣

高崎市中●岡町500
茂原勤

電話 0273(25)8457

県
女
子
団
体
悩
勝
大
会

墜
ハ
匡
群
謁
県
女
子
柔
辺
団
▽
1
回
戦

体
製
勝
大
会
が
、
平
成
七
年
十
新
田
太
田
且

3
_利
根
沼
田
A

一
月
五
日
、
瓜
武
氾
館
で
開
か
伊
勢
崎
市
＾

O
_
桐
生
市
B

を
。
新
田
太
田
勢
が
圧
倒
的
勢
多
郡

0
ー
群
馬
郡

な
弧
さ
を
み
せ
、

C
チ
ー
ム
が
新
田
太
田

q
}_
前
綱
市
B

采
冠
を
手
に
し
た
。
結
暴
は
次
桐
生
市

A
_
0新
田
太
田
D

の

と

お

り

。

利

褪

沼

田

B
_
o臼
崎
市

新
田
・
太
田
勢
が圧

勝

栄
冠
を
手
に
し
た
新
田
・
太
田

C
チ
ー
ム

岡泉茂•世界選手権 3 位入賞
吉田一夫・外務省からヨルダン派遣

岡示灰石
吉田 ・

岡
泉
茂
迦
手
祝
勝
会
及
び
吉

田
一
夫
選
手
壮
E
会
（
群
馬
県
柔

辺
連
盟

•

前
商
柔
氾
部
O
B

会
が
主
催
ー
が

、
十
二
円

-“
町”_＿」

十
九
日
、
前
橋
の
マ
ー
キ
ュ
リ

ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

岡
泉
選
手
は
九
四
年
ア
ジ
ア
大

会
（
広
島
）
で
九
五
盆
威
で
優
勝
、

岡
畠
這
手
（
右
）
と
吉
出
選
手

新
田
太
田

Aflt綬
市

B

悶
泊
田

c
人
出
椒
胃
A

▽
2
回戦

新
田
太
田
且
}
L伊
勢
崎
市
＾

勢

多

郡

人

3
籾
田
太
田

c

新田
R
}＇
邸
崎
市

罰
太
田

A
}
_
前
縞
市
A

▽
悶
勝

罰
太
田
B
人

3
籾
田
太
田

c

新
田
太
田
D
人

3
町
田
太
田
＾

▽
決
勝

新
田
太
田

£
3ー
新
田
太
田
A

▽
3
位
決
定
戦

新
田
太
田

R
〕
_
新
田
太
田
B

（
内
容
勝
ち
）

九
五
年
世
界
選
手
権
大
会
（
硲

張
）
で

l

-

＿
位
と
言
う
輝
か
し
い

成
組
で
あ
っ
た
。

吉
田
選
手
は
ヨ
ル
ダ
ン
ハ

シ
ミ
テ
王

国
へ
柔
氾

指
尊
者
と

し
て
全
日

本
柔
辺
辿

盟
か
ら
の

姻

151と
外

覇
省
国
際

交
流
姑
金

か
ら
の
派

辿
要
印
に

よ
っ
て
ヨ

ル
ダ
ン
の

ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム

に
指
巧
す

る
た
め
十

二
月
か
ら

一
年
皿
岡

国
に
派
逍

さ
れ
る
。収

の
職
只
が

海
外
に
派

氾
さ
れ
る

の
は
は
じ

め
て
。
十

二
月
十
五

日
に
出
発

し。

1
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:
·
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"
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：
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~
~
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曹
．
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9
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·
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`
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9
A
i
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｀
~
·
·
·
,
＂
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~
·
;
·
"
"
·
·
;
·
4
"
^
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曹
曹

9
"
·
r
"

？

:
·
·
·
‘
:
·
·
"
·
e
"
"

ヽ

"
T
V
·
"
·
·
"
9
·
9
9
"
9
:

｀
y
,
·
"
"
，
：
そ
く

璽
＋
八
回
群
骨
誕
笞

人
会
秋
季
大
会
が
、
＋

i

"
l
i
f
l
．
県
武
滋
館
で
叫

か
れ
た
。
市
の
部
で
は
前
槙
が
、

郡
の
部
で
は
北
群
属
が
そ
れ
ぞ

れ
縦
勝
を
お
さ
め
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
。

全
の
部
▽

1
回
戦

開

ofnn林

炉盆

of
箇

邸

崎

ー

田

▽

2
圃
眠

安
中

0ー

A
3附
m

前

招
EEi

桐

o
i

太
田
3
タ
ー
↓
藤
岡

市
の
部
で
優
勝
し
た

前
橋
チ
ー
ム

▽
悶
勝

猾。も叫磁

鼻
1
よ
＾
平
貧

裟睛

前
棗
}
?
b
太
田

念
の
部
▽

lli

利
り
ー
贋

勢
灸
3
9ー
↓

否
妥

新

田

ー

よ

甘
楽

O
L久
沼
簗

▽
準
決
勝

i-

•. 

｀
 

曹，
．．
 

•

-

『
i
↑
 

書

•
8 

-，1
に

利
l
l
勢
多

北
群
馬
0
ー
0
邑
楽

（代
表
戦
）

▽
決
勝

北
群
馬
2
ー
2

利
狼

（内
容
勝
ち）

9
9
9

,

＇9
9

9

9

,

'

：

―――
―――

―

―

―

一

，

｀

て
の
目
的
立
識
を
し
つ
か
り
持

っ
て
辺
褐
へ
向
か
い
、

又
練
習

後
は
今
日
の
紬
習
結
果
の
反
竹

講
受

室

を

し

つ
か
り
と
町
に
刻
み
込
む
。

‘
、~
n

ず
と
チ
ャ
ン
ビ
オ
ン
の
氾
が

カ
教
uMか
れ
る
等
．
有
点
義
為
に

道

品

に

lrを
傾
け
た
”

人

柔

ま

た

．

外

国

人

選

手

と

の

取

〇

県

り

紐

み

や

固

め

技

の

嚢

指

尊

を
．
駄
内
―
―
-＋
liの
中
学
心

校
か
ら
参
加
し
た
約
―――百
名
の

3゚

柔
道
部
が
熱
心
に
指
導
を
受

群
馬
県
柔
追
教
室
が
平
成
七
け
た
＂

年
十
月
二
十
八
、

二
十
九
の
二

日
叫
陣
栖
市
民
体
百
餡
及
び

群
掛
誤
迫
館
で
皿
佃
さ
れ
た
。

睛
師
は
、
上
村
脊
樹
八
段
（モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
五
輪
無
況
別
級
艇

勝
・
全
柔
辿
弧
化
委
只
辺
子
部

長
）
｀
細
川
伸
二
六
段
（
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
五
輪
8
詑
級
縦
脇
・全

柔
追
男
子
部
弧
化

n
ー
チ
）
、

白
山
閲
子
先
生

(
F
M
Nむ
屈
・

パ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
栄
没
ア
ド
バ

イ
ザ
'
)
の
＿
二
人
で
行
わ
れ
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
た
め

の
心
立
気
と
か
、
練
習
に
対
し

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

判
規
定
改

累
三
月

旦
に
予

前

橋

e、

北
群
馬
ヵ

fl勝

票
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

郡
の
部
で
優
勝
し
た

北
群
馬
チ
ー
ム

只今、初夏・~-~~-

《穴場の
温泉宿》

アルカリ性単飩泉
効能：神軽痛•閲節痛・冷え症 etc

直二亘］
(2食付、鰭税込、飲物別）

●平日一泊ー7.500円

※但し．日 ・祝前日は1,000円

I温泉利用I
●大人(2時間）―-300円

,. 
天然温泉 日互

（中之彙駅より車で10分）中之彙町大字蝙川字塩平45

1r0279 (75) 2478 

珊害室
羹害室

子

前

麗と頭皮をいたわる

ヘアエステティックサロン

SUBARU 

渋川駅前通店
還喜宣 !10279-24-8406
畏喜室 !10279-23-8404

渋ll1行幸田店
遷喜璽!10279-24-8841
美喜室 !10279-24-4860

店
還喜璽 !10279-23-4632
美喜室!10279-24-4497

店
111喜室 !10272-53-3867
養喜室 !10272-53-3866

持

橋

ヽ•

・・： ＞ 

k -ミぇ：
う の 11'

水上温泉鵜の瀬

5つの露天風呂 4つの内風呂

ホテル會刹”il貧
〒379-17利根都水上町大穴甲5

TEL 0278• 72• 2311囮

-27-
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長
井
祐
介
（
因
崎
臨
）
柴
田
純

諒
（
前
橋
育
菜
）
久
銀
田
智
典

（
前
槙
束
涵
植
真
切
（
前
栖
百

菜）
▽
71£°級

西
野
公
平
（
前
檎
百
英
）
竹
吉

弘
樹
（
前
栖
百
英
）
品
野
啓
太

（
前
栂
百
英
＿
田
中
一
敏
（
前

商）
▽
86£a級

今
井
裕
介
（
煎
栖
商
）
長
谷
川

晨
蕊
崎
臨
）
諮
田
和
幸
（
繭

栖

）

石

置

（

前

獨

咎

V
9
5
*
a級

平
成
八
年
度
閲
体
に
向
か
つ
斎
藤
隙
広
（
煎
栖
百
英
）
宮
下

て
華
化
選
手
選
考
会
が
十
月
八
友
和
（
前
栖
商
）
桑
山
阻
介
（
興

fl`

県
武
辺
館
で
醐
讐
れ
な
薔
）
屯
品
凩
彦
桐
生
第
一
）

這
考
会
に
は
晶
校
生
百
四
十
fi

▽
95
＊
枷
級

名
が
参
加
。
五
階
級
の
二
十
名
概
岸
篤
史
（
前
橋
百
英
）
横
堀

が
決
ま
り
国
体
に
向
け
合
宜
等
修
一
（
前
概
商
）
松
井
俊
典
（
樹

で
稽
古
に
励
む
。

徳
芭
川
島
孝
治
（
桐
生
第

一）

V
6
0
式

磁

以

上

20名

H指せ国体！
強化選手決定

冑

第
二
十
八
回
関
東
地
区
盲
学

校
柔
泣
大
会
が
平
成
七
年
十
月

二
十
一
日
（
土
）
、
群
馬
瓜
武
辺

館
に
お
い
て
開
佃
さ
れ
た
。
本

大
会
は
、
闘
東
地
区
百
学
校
体

育
遮
盟
加
盟
校
に
お
け
る
百
人

柔
道
の
技
棚
向
上
と
参
加
選
手

相
互
の
親
聰
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
年
に
一
度
、
各
県
持

倫
り
で
開
催
し
て
い
る
。

本
県
か
ら
は
県
立
盲
学
校
が

出
均
し
た
。
団
体
戦
は
決
勝
に

進
出
、
茨
城
眼
立
百
学
校
と
対

戦
し
、
代
表
戦
と
な
っ
た
が
、

＇ 
ー

が
続
出

平
成
七
年
底
第
十
七
回
全
天
十
八
年
の
第
五
回
大
会
（
大
阪

本
医
師
柔
道
製
勝
大
会
が
四
月
城
内
修
氾
館
）
、
平
成
五
年
の
第

九
日
（
日
）
、
名
古
厖
市
の
愛
知
十
五
回
大
会
（
購
道
館
）
で
饂
勝
。

貼
武
道
館
で
、
四
年
に

一
底
皿

8
井
野
正
彦
四
段
一
郎
四
・
群

催
さ
れ
る
日
本
医
学
界
総
会
の
大
）
昭
和
六
十
一年
の
第
八
回

屈
大
会
と
し
て
圃
佃
さ
れ
た
。
大
会
（
皇
居
・済
寧
館
）
で
綴
勝
。

督
名
の
選
手
粒
迅
し
た
が
、
③
竪
楽
芳
範
四
段
（
群
大
）

三
十
俎
代
の
部
で
小
沢
皿
史
四
昭
和
六
十

段
が
饂
勝
し
、
六
十
歳
代
の
部

一＿一年
の
第

で
小
沢
紐
昂
六
段
碩
柔
巡
郡
事
）
＋
回
大
会

が
郎
優
勝
し
た
。

（

皇

居

・済

陳
刃
六
殿
の
父
君
・
既
氏
（
柔
水
館
）
へ
平

達
一
段
）
も
前
塑
忠
峯
沼
部
で
成
元
年
の

活
皿
し
た
小
沢
家
は
、
砒
子
＿

l-第十
一
回

代
が
前
中
・
前
店
の
柔
辺
部
で
修
．
（
購
道
館
）

行
し
な
匿
一
家
で
あ
る
。
と
述
続
鑽

闊
見
六
段
は
、
第
一
回
大
会
勝
。

よ
り
逃
続
十
七
回
出
鳩
し
て
い
①
小
沢

る
。
過
去
の
群
属
瓜
勢
の
活
躍
田
史
四
段

拿

げ

る

と

（

前

固

．

藁

e小
沢
馘
紺
六
段
（
前
固
・
慈
氾
医
大
・
群

息
医
大
・
群
大
大
学
院
）
昭
和
大
大
学
院
）

今
後
も
酒
躍
が
期
待
さ
れ
る
小
沢
親
子

芦
国
翌
寄
竺
匹
Ê
-i-

成
二
年
の
第
十
二
匝
大
会

繭
氾
館
）
で
艇
勝
。

以
上
の
よ
う
に
群
馬
臥
勢
の

醤
は
、
目
を
見
墾
る
も
の
が

あ
る
。
な
お
、
全
日
本
座
師
柔

道
薗
の
珂
ホ
長
は
、
桐
生
蕊

笹
匿
部
（
罹
＿
＿
十
二
塁
）

ヵ5

． 

で
活
躍
し
た
海
老
板
東
雄
六
段

（
況
在
は
、
東
邦
大
学
医
学
部
心

臓
血
竹
外
科
学
敦
援
）
で
あ
る
。

小
沢
六
段
談
「
本
大
会
の
出

坦
者
は
、
学
生
時
代
に
柔
辺
部

に
質
し
、
「
メ
ー
ン
が
柔
迎

つ
い
で
に
医
者
j

と
い
う
柔
辺

属
鹿
が
多
く
、
き
わ
め
て
楽
し

い
大
会
で
あ
る
。
こ
の
大
会
で

お
世
話
い
た
だ
い
て
い
る
佐
藤

哲
也
八
段
、
祖
義
治
六
段
か
ら

「
九
割
が

一
本
勝
ち
の
勝
れ
で
｀

引
き
分
け
が
多
い
咋
今
の
大
会

の
中
で
も
出
色
で
あ
る
j

と
の

お
誕
め
の
言
郎
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」

二
口
で
’
一
民
唸
〗
t
,
E
{
[
-

醤
の
結
果
｀
綴
勝
を
勝
ち
取

った。体

m別
個
人
戦
は
二
階
級
と

も
栄
光
に
輝
き
、
女
子
個
人
戦

も
誓
戦
し
て
準
鍼
勝
。
地
元
群

馬
県
勢
が
大
活
躍
し
、
有
終
の

美
を
飾
っ
た
。

現
在
、
全
日
本
柔
辺
逃
盟
が

砲
え
て
い
る
問
題
の
ー
つ
に
、

柔
道
が
競
技
化
さ
れ
過
ぎ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
一
本

取
る
試
合
で
は
な
く
、
組
手
争

い
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
こ

と
に
よ
り
世
界
造
手
権
や
オ
リ

聖
史
四
殿
、
世
界
で
銅

第
十
五
回
芦
界
医
師
柔
辺
大

会
が
、
六
月
二
十
七
S
二
十
九

日
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
佃
さ
れ
、

駆
史
四
殿
が
一
l
-

＋
歳
代
の
日
本

代
表
選
手
と
し
て
出
坦
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
で
＝
＿
勝
し
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た

が
、
準
決
鵬
で
ド
イ
ツ
代
表
の

ュ
ー
ジ
ン
四
設
に
体
落
と
し
で

敗
れ
、
憐
し
く
も
一
＿＿位と
な
っ

た
。
ユ
ー
ジ
ン
遠
手
が
儀
勝
し

-
』

0t
 

例
年
、
全
日
本
の
製
勝
者
は

世
界
大
会
の
出
鳩
櫂
を
得
る
こ

と
に
な
る
が
仕
事
の
部
合
で

ILi

場
で
き
な
い
災
E

が
多
く
、
臥

内
か
ら
は
血
史
四
殴
が
初
め
て

直

っ

た

。

斑
史
四
殿
跛
「

Fl本
か
ら
は

医
師
の
み
の
出
場
で
す
が
、
外

国
か
ら
は
検
査
技
師
等
を
含
む

医
耀
関
係
者
と
い
う
広
範
囲
か

ら
選
手
が
選
抜
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
体

m無
差
別
の
試
合
で
あ

り
、
体

m濫
も
か
な
り
あ
り
ま

し
た
。
国
際
的
な
選
手
も
い
て
、

外
国
勢
は
強
い
と
の
印
象
を
受

け
し
た
。
」

ン
ピ
ッ
ク
で
製
勝
で
き
る
、
い

わ^
ゆ
る
“
ポ
イ
ン
上
秀
a"
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
士
士
平
、
華
冦
は
、
細
習
あ

る
い
は
試
合
で

一
本
取
る
と
こ

ろ
に
素
昭
ら
し
さ
が
あ
り
、
柔

道
本
来
の
醍
醐
味
が
あ
る
の
で

あ
る
。し

か
し
、
本
大
会
は
、
こ
の

大
き
な
問
題
点
を
吹
き
飛
ば
す

か
の
よ
う
な
試
合
の
内
容
で
あ

っ
た
。

一
度
組
ま
せ
た
ら
、
勝

負
が
つ
く
ま
で
組
み
変
え
な

い。

n霞
醗
藤
」
や
「
引
分
」
の
試

合
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
半
が

「
一
本
」
で
決
ま
る
。
試
合
坦
の

中
央
で
真
剣
に
大
技
を
か
け
、

驚
く
ほ
ど
の
速
さ
で
動
く
。
攻

防
の
激
し
い
そ
の
試
合
展
開

は
、
実
に
見
事
な
内
容
で
あ
っ

た
。

（
椛
磁
鎚
＿

群馬選抜の勝利

対東北柔専定期戦

第
六
回
群
馬
眼
柔
辺
フ
ェ
ス

テ
イ
バ
ル
・
団
体
戦
選
手
権
・
個

人
戦
選
手
権
が
、
平
成
七
年
十

一
月
二
十
三
日
（
木
）
、
郎
武
辺

館
で
皿
か
れ
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
。

◇
個
ム
暉

▽
無
股
名
の
部

e酉
前
良
昭
（
上
武
大
）

②
四
山
裕
一
（
関
学
大
）

③
珀
村
繁
夫
（
群
馬
大
）

匹
雇
柩
冠
経
大
）

▽
呼
函
級

e梨
嵐
仁
（
上
武
大
）

胄
岡
昭
初
（
同
）

黛
雄
史
（
同
）

生
田
拶
司
（
同
）

▽
g
＊
以
下
級

e早
川
知
己
（
上
武
大
）

②
山
中
密
（
岡
）

4
.
9
,
'
，＇9,'
，＊・,＇+＇’、

J,J,L

県学生柔道フェスティバル

11月23日に開催

泣
昂
崇
興
（
同
）

薗
平
（
同
）

▽
80*民
そ
級

e福
充
（
上
武
大
）

震
田
文
和
（
同
）

罹

欝

（

同

）

覇
偲
（
同
）

▽
70
キ
凡
そ
＇
級

①
小
笠
原
大
輔
（
上
武
大
）

②
ー
蘭
（
同
）

賃
口
圭
一
（
同
）

前
廷
介
（
同
）

V
女
P

の
部

翠
--i目

よ3-

県
実
業
団
大
会

第
二
十

一
回
群
馬
眼
実
業
団

柔
辺
大
会
（
郎
柔
辺
連
盟
主
態

が
．
平
成
七
年
十
一
月
十
九
11.

郎
武
迎
釦
で
開
か
れ
た
。

◇

団

体

e-――
粋
軍
機
A

②
渕
工
業
A

③
-―＿
洋
屯
槻
B

＿＿
＿
粋
這
槻

c

◇
個
人
戦

▽
無

覇e孤笞
一（
竹
渕
工
業
）

屑

正

和

面

晶

伐

）

質
竺
蒻
虫
）

村

二

（

三
洋
滋
機
）

▽
86
吋
弔
級

爾
森
行
（
三
洋
心
機
）

.,.L・し．上

i"
t
ー
・
C
»
9し
~
さ
~
~
這
｀

1

・
止
・

平
成
七
年
底
第
三
十
九
回
対

東
北
柔
専
定
期
戦
が
｀
＋

二
月
一―-8
、
県
武
迅
館
で

開
か
れ
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り。

9
4ー

9
群
罵
選
抜

累
合
け
さ
固
炎
）
岩
崎

鈴
木

x
引
き
分
け
x

餡
兄

吉

本

△

合

技

3

池

加
来
会
饂
策
松

渡
辺

x
引
き
分
け
x

兵
藤

六
角
仝
背
租
孜
ば
3

江
添

棟
△
横
四
方
固
3
岩
田

簡

全

合

技

佐

藤

凶
之
（
阿
）

餅
人
（
禍
田
接
牲
加
）

田
端
飩
汀
（
同
）

▽
65S71
小口怜級

罹
啓
―
―
砕
屯
機
）

②

上

浩

一＿
（
館
林
潤
防
）

③
田
中
和
道
（
利
根
沼
田
刑
防
）

▽
年
齢
22歳
未
満

①
衿
斗
雄
造
（
竹
渕
じ
業
）

胄
嬰
和
（
阿
）

▽
熊
欝e井

規
光
（
館
怖
11防）

【
参
加
チ
ー
ム
】

牛
込
接
骨
院
・
糾
山
扱
骨
院
・

富
沢
紺
院
・
竹
渕
工
業
暉
．
＿l-
洋

羅
暉
利
欝
田
広
域
潤
防
本

部
・
館
林
地
区
訥
防
組
合

3

・・l
'

ヽ`

原
田

x
引
春
分
け
x

椛
沢

田
中

x
引
き
分
け
x

本
皿

委
x
引
き
分
け
x

北
田

焦
閉
岱
辱
か
し
△
森
本

蛍

〇

磁

勢

△

小

鮒

神
谷
〇
け
豆
固
め
△
杉
田

璽
△
払
贋
¥
千
凪

本

田

△

優

勢

3

和

田

中
垣
内
x
引
き
分
け
x

瀬
下

官

沼

〇

合

技

△

沼

不

工
藤
△
饂
羨
杖

檜
山

x
引
き
分
け
x

小
山

雙）
同）群

馬
大
）雙）
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{3) 平成8年 1月31日 ぐんま柔道

（
前
商
出
身
）

平
成
七
年
九
月
二
十
八
日
か
第
一
日
（
二
十
八
↑
）
は
｀

ら
四
日
間
、
千
葉
市
の
秘
張
メ
男
女
四
階
級
中
男
子
の

95
岬

E
-

ッ
セ
イ
ペ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
、
男
級
に
、
本
眼
出
品
の
岡
泉
茂
（
前

子
第
一
九
回
、
女
子
第
九
回
の
商
ー
束
梅
大
ー
新
日
鉄
）
選
手
が

世
界
選
手
権
大
会
が
皿
他
さ
れ
山
出
す
る
と
言
っ
こ
と
で
、
本

た
。

瓜

か

ら

も

辿

盟
や
店
校
の
先
生

日
本
で
は
、
一
九
五
八
年
第
方
も
か
な
り
大
勢
応
扱
に
か
け

二
回
束
癸
会
以
来
―
―
-
＋
七
年
つ
け
た
。

ぶ
り
の
大
会
と
な
っ
た
。
今
大
岡
泉
選
手
は
、
敗
者
紅
活
戦

会
は
、
初
め
て
五
輪
出
坦
枠
を
で
勝
ち
上
が
り
三
位
、
こ
の
日

認
め
ら
れ
る
世
塁
手
権
と
な
の
＝
―
-
憫
の
銅
メ
ダ
ル
の
う
ち
の

り
、
無
翠
別
級
を
除
く
呉
女
各
一
人
と
な
っ
た
。
（
他
は
、

95ギ
ロ

七
階
級
で
八
位
迄
に
入
っ
た
選
超
級
の
小
川
匝
也
、
女
子
72tロ

手
の
国
・坤
域
に
ア
ト
ラ
ン
タ
五
級
の
因
昭
四
子
）
。

輪
の
出
沿
櫛
が
与
え
ら
れ
た
。
二
日
目
（
二
十
九
日
）
は
｀
男

参
加
は
史
上
辺
多
の
百
力
国
、
子
78*"級
の
古
双
遠
手
と
、

86

六
二
五
遠
手
が
参
加
し
た
。
争
椒
の
吉
田
選
手
が
決
勝
ま
で

"

·
·

”
べ
1,

し

•L

疇
'

.

只
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
発
血

ス
チ
ロ
ー
ル
を
芯
と
す
る
鉗
に

新
調
さ
れ
ま
し
た
。
練
習
し
や

す
く
な
っ
た

g
況
に
選
手
及
び

璽
胤
者
は
喜
ん
で
い
ま
す
。

巖
醤
は
｀
昭
和
四
十
五

年
＝
＿月
＝＿
十
一
日
に
竣
riさ
れ
、

同
鳩
の
広
さ
は
二
面
七
上
一
代

で
、
群
柔
述
の
セ
ン
ク
ー
と
な

っ
て
諸
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
行
事
に
は
、
年

Im万

ト
回
を
越
え
る
各
種
人
会
や
柔

辺
教
卑
、
雌
化
綽
曹
会
そ
し
て

本
部
宵
査
会
や
定
例
会
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
胴
さ
れ
た
代
を
槻
会
に
、

艇
秀
な
選
手
が
白
成
さ
れ
｀
群

晟
八
年
月
十
六
日
｀
長
柔
連
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い

年
の
念
願
で
あ
っ
た
県
武
道
館
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

の
悦
が
、
大
林
会
長
を
含
め
設

＂

＂
疇
＊

a

象
俗
鯵
會
髯
●
疇
輸
令
•
"
●
奪
奮
壽
鴫

．． 
弓

疇

．．
 

▽
2
回

戦

森

田

ち

は

る

仰

炭

渓

野

（

埼

）

鯰臼

ェ

撒

顎

罵

惰

・
淋

瀬

（千
）
木
村
け
伐
3
惰
澁
佐
山
（
埼
）

a
 •

閲
．
g
．

◇
匹
級
▽
1
回
暉

▽
決
勝

正

誓曰
ー

”9-
L急

ー
島

や

這

註

認

＂

（

千

ー

＊

峠

い

g登
地
（
栃
）

森
田
ち
は
ゑ
¥
匹
ち
眼
辺
（
巻
木
村
目
共

3
乱
～
矢
野
（
埼
）

囚

加

冒

[

-

[

／
見
事
な
一
本
勝
ち
を
し
た
た
め
、
ー
（
礼
法
忠
叫
場
へ
の
上
が
り
降
っ
て
い
る
鳩
而
も
み
ら
れ
た
。

観
衆
も
大
き
な
声
扱
を
さ
れ
て
り
な
ど
）
は
良
く
な
か
っ
た
。
ま
時
々
、
主
密
の
判
定
に
対
し
て

い
た
。
こ
の
日
、
古
奴
造
手
は
だ
、
組
ま
な
い
で
攻
め
よ
う
と
岡
副
密
か
ら
追
う
ジ
ェ
ス
チ
ャ

金
メ
ダ
ル
で
、
吉
田
選
手
は
決
す
る
選
手
が
多
い
。
但
し
、
攻
ア
を
出
さ
れ
、
自
信
の
無
い
主

勝
で
金
（
韓
国
）
に

11け
銀
メ
ダ
め
な
い
反
則
は
少
な
く
な
っ
て
寄
が
何
回
も
訂
正
を
総
り
返
さ

ル
に
終
わ
っ
た
。
い
る
。
街
判
只
は
、
外
国
人
が
せ
ら
れ
て
い
る
出
合
が
あ
っ
た
。

晋
日
(
=
-+
E
l
)
は
、
日
本
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
礼
法
す
る
と
、
批
界
各
国
か
ら
集
ま

勢
は
派
手
な
試
合
も
な
く
、
ば
所
作
は
比
較
的
よ
く
な
っ
て
い
っ
た
観
客
席
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ

っ
と
し
な
か
っ
た
が
、
辺
子
71

る
。
女
性
布
判
只
が
二
人
（
い
ず
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
。

虻
成
の
秀
ぬ
選
手
が
二
個
目
の
れ
も
外
国
人
）
い
た
が
、
辺
子
の
ま
た
、
奴
色
い
服
を
府
た

金
メ
ダ
ル
、

65
、
の
中
村
選
試
合
も
帯
判
し
て
い
た
。

”

柔

辺

博

古

が

時

々

紹

介

さ

手
が
銀
メ
ダ
ル
と
、
い
ず
れ
も
全
体
的
に

一
本
の
判
定
が
廿
れ
、
四
克
席
で
外
国
人
に
況
明

簡
釦
ち
で
あ
っ
な
く
、
肯
中
が
位
に
付
い
て
い
な
し
て
い
た
。
背
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

四
日
目
(
+
月
一
E
l
)
は
、
こ
い
も
の
、
技
有
り
も
成
ら
な
い
ン
、
ヘ
ー
シ
ン
グ
（
オ
ラ
ン
ダ
）

の
大
会
凪
終
日
と
又
E
l
耀
と
言
も
の
な
ど
、
ど
う
見
て
も
条
件
選
手
舟
広
姿
で
見
え
て
い
な

う
こ
と
と
い
よ
い
よ
期
待
の
”
柔
を
満
た
さ
な
い
も
の
を
一
本
と
鈴
木
元
一
記

ち
ゃ
ん
“
こ
と
田
村
光
子
選
手

．
．
．
．
 

出
場
と
あ
っ
て
、
観
客
数
も
多

上
村
美
紀

56

か
っ
た
。
女
子

48£
諏
田
村
選

手
は
期
待
ど
お
り
、
切
れ
味
の

良
い
技
で
勝
ち
進
み
、
決
勝
も

全
国
大
会
へ

一
本
決
め
て
金
メ
ダ
ル
。
こ
の

日
、
坦
子
60
幻
寧
で
園
田
選
手

が
銅
メ
ダ
ル
、
無
差
別
級
の
篠

関
東
女
子
体
重
別

簾
が
銅
メ
ダ
ル
で
あ
っ
た
。

四
日
皿
の
結
果
は
、
金
メ
ダ

ル
紺
女
で
一＿＿
個
、
あ
ま
り
ふ
る

店
い
成
印
に
終
わ
っ
た
。
全
日
本
女
子
体
重
別
選
手
権

選
手
は
、
国
に
よ
っ
て
実
力
関
東
地
区
予
選
会
が
、
平
成
七

の
追
が
あ
り
過
ぎ
る
感
じ
が
し
年
九
月
十
六
日
（
土
）
川
口
市
立

た
。
ど
こ
の
国
の
選
手
も
マ
ナ
体
武
道
七
ン
ク
ー
で
開
佃
さ

平成7年農Aライセンス審判員巻科試験解筈
l．天神n楊流、起倒流明治 l5年、勝n、体百、修心

心具の力を最も有効に使用する迅、自他共栄

2.不戦勝ち、棄権勝ち、負但勝ち｀反lllJ勝ち、失格勝ち

3. O・ x ・O・ x ・ x ・O・O・ x ・O・ x 

4.①（16)「積極的戦灯．に欠けること」

胸の四さに前腕を挙げ、交姜しながら1ii1回りに回す。

(21)「偽装的な攻撃」

手を楓つて両腕を前方に上げ｀その後｀固手を下げる動作をする。

(22)「危険地帯上の反則」

一方の手の五指を広げて、頭上iiiI 方に学げる。

②(19)片手を1J1Jき、掌を上にして。 試合行の方に向けて合図する。

(20)両手を開き、掌を上にして、試合者の方に向けて合図する。

5.「9・5・2・10・7・3・ 1 ・4・6・8」

置界置唇櫃

9月28日から4日間

芯を発砲スチロールに

県
武
道
館

応援します、お子さま思いのこ両親。

あらゆる賃貸建物の

ニーズにお応えします。

' 
璽饂大巨負欝(4)113293

--•--IIU鳳••-..U•

太田市鰤耀町1706

太田事務所
匹0276-48-9797

返済はゆったり、教育はのびのび。

逗済握置覇閾最長8年4カ月
（ローンのこ相談は窓口またはお電話で ）

大栄信用金庫
勢多瓢大胡町大胡34 TEL.0272-83-3111 
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平成8年 1月31日 ぐ んま柔道 (4) 

盈
進
商
業
高
校
で
教
師
を
し
て
い
た
頃
の
能
堂
先
生

先
生
は
紅
白
試
合
で
の
抜
群

に
よ
り
四
殷
に
昇
段
し
、
睛
道

館
の
詣
導
員
に
詣
名
さ
れ
た
。

且
栞
如
L
l
,
m
-

．
,
―
―

[
“
“
T
{
~
t
]
f
”

▲

早
稲
田
大
学
の
八
田

一
郎
五
段

（
後
の
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ

ン
グ
協
会
会
長
）
ら
と
生
甕
0
を

し
た
。
先
生
は
、
隣
上
を
す
る

な
ら
早
稲
田
へ
行
き
た
か
っ
た

思
い
が
あ
り
、
早
稲
田
の
柔
辺

9.g9.i
 

・?
，
:
いヽふ
r']迅

,.,9
1
.
V
9
 

9

)
ず
し

•• 
`
 

贔

能
登
又
吉
八
段

（中）

九
達
の
あ
し
あ
と

m

ちびつ
票4ヽ 学生総体

生
迪
盟
の
三
将
（
副
将
は
姦
岬
の
登
皿
の
指
辺
で
も
成
果
を
あ
げ
、
生
造
士
館
の
柔
道
師
範
と
な
っ
本
部
長
に
何
度
も
呼
ば
れ
、
武

加
藤
選
手
、
大
将
は
早
稲
田
の
昭
和
六
年
に
は
盈
進
商
棠
は
臥
た
。
ま
っ
赤
な
夕
日
を
背
に
田
徳
会
が
講
道
館
柔
道
を
「
主
宰
」

包
更
っ
た
）
と
し
て
全
満
で
艇
勝
し
、
明
治
神
宮
大
会
に
の
あ
ぜ
迫
に
長
い
彩
を
落
と
し
（
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
る

鉄
や
全
朝
鮮
と
の
試
合
に
出
場
出
蝸
し
た
。
な
が
ら
、
蛙
の
叩
き
声
を
UtJき
、
こ
と

1
大
辞
林
）
す
る
の
で
有

し
、
特
に
京
城
で
行
わ
れ
た
対
国
遥
が
風
認
急
を
告
げ
て
き
家
路
を
た
ど
る
と
き
、
「
田
舎
へ
段
者
会
を
解
阪
し
、
県
警
師
範

全
朝
鮮
で
は
相
手
の
副
将
を
破
た
＝
一
年
後
に
召
集
さ
れ
、
旭
川
き
た
な
ー
j

と
の
感
慨
に
ふ
け
に
な
る
よ
う
睛
わ
れ
た
。
戦
後
、

り
、
右
将
(
-森
恐
守
の
主
将
古
沢
の
陸
軍
第
二
十
七
連
隊
に
配
属
っ
た
。
学
校
を
自
ら
去
り
、
四
害
京
・平
隊
に
醐
係
し
た
武
徳
会

勘
平
氏
）
と
引
き
分
け
た
。
そ
れ
さ
れ
た
。
大
学
一
年
の
と
き
の
め
る
人
が
あ
り
中
島
飛
行
楓
製
は
解
散
さ
せ
ら
れ
、
購
道
館
は

ま
で
の
月
次
の
試
合
の
成
組
も
右
肘
脱
臼
の
後
迫
症
で
、
正
規
作
所
に
入
社
し
た
。
肛
生
部
課
思
闘
四
体
ゆ
え
に
生
き
残
っ
た
。

霞
さ
れ
、
五
殷
に
昇
段
し
た
。
全
形
で
錮
銃
（
射
撃
で
、
銃
床
を
長
か
ら
肛
生
部
次
長
に
昇
進
し
、
昭
和
二
士
一
年
、
篠
原
秀
吉

穂
産
は
、
先
生
に
日
大
の
日
に
当
て
、
目
輝
に
狙
い
を
つ
経
戦
後
二
年
、
自
ら
退
職
し
た
。

氏
（
初
代
群
馬
眼
柔
辺
連
盟
会
長
）

普

第
一
九
回
県
小
学
生
総
合
体
裕
司
（
佐
藤
）
旱
野
剛
寧
（
伊
勢
崎
◇
女
子
▽
小
学
4
年
軽
―
級
②
荻
野
綾
香
（
新
田
）
③
林
麻
紀
（
下
仁
田
）

宮
大
会
柔
道
競
技
が
平
成
七
年
▽
同
中
置
艇
9
立
田
雅
士
（
北
沢
）
①
大
崎
佳
菜
（
佐
藤
）
②
石
関
典
子
（
長
良
）
田
中
留
美
子
（
松
沢
）

3
年
巡
続
蜃
勝
者
・木
村
浮
之

十
月
二
士
一
日
、
県
武
道
館
で

6
江
本
攀
人
（
細
吾
③
桑
田
孝
子
（
吉
岡
）

9
-邑

楽
）
＞
同

m
m級
C
氷
澗
美
央
（
芳
（
毛
邑
八
山
泰
光
（
佐
藤
）
が
表

行
わ
れ
た
。
男
女
計
四
百
＿
―
-
十
平
（
剣
持
）
荒
木
普
作
（
柴
崎
）
▽
萩
原
あ
ず
さ
（
下
仁
田
）
＞
同
中
費
）
②
柳
瀬
恵
美
（
田

a)③
鹿
彰
さ
れ
た
。

五
名
（
四
S
六
年
）
が
参
加
し
、
同
軽
コ
土
，
曖
3
松
嶋
正
弘
（
佐
藤
）
費
緩
3
住
谷
紗
香
（
田

B
)②
竹
児
島
怠
（
前
概
女
子
）
神
戸
美
礼

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

二
十
一
階
級
で
競
わ
れ
た
。
女
②
松
品
友
昭
（
毛
呂
）
③
徳
田
匡
内
染
没
（
磁
）
③
山
口
友
枝
（
大
胡

子
の
郷
井
給
里
（
北
沢
）
が
昨
年
彦
（
大
胡
柔
教
）
新
井
宏
典
（
坦
）
ス
ポ
）
石
井
み
ど
り
（
坦
）
▽
同
重

の
五
年
生
に
続
い
て
V
2
に
輝
▽
小
学
6
年

m滋
級

e阿
久
津
茸
縁
3
栗
原
美
樹
（
石
川
）
②
沌

ぃ
炉
請
“
ー
討
鱈
闘
"
"
"
＂
2
-
〖
崎
市
民
大
会

霧
木
鍵
朗
（
新
里
）
②
蕊
原
隼
（
柴
崎
）
＞
同
軽
武
艇
9
小
林
磁

5
年
軽
菰
簗
3
緊
主
奈
綺
（
田

a-

人
（
柴
崎
）
③
柴
崎
心
（
柴
崎
）
弘
（
県
武
）
②
菜
庸
（
下
仁
田
②
覧
文
（
関
）
③
大
籟
子
（
田

5
2曰
”
a曰
~
霞
虞
瀧
鎗

柏
原
秀
人
（
佐
藤
）
〉
同
中
紙
級
③
宮
川
朋
久
（
欄
生
）
見
城
幸
司
島
）
細
貝
應
衣
（
福
田
）
▽
同
中
試

e荻
野
正
志
（
新
田
）
②
今
井
智
（
松
沢
）
＞
同
中
殿
級
①
秋
山
亨
級
①
冑
木
由
莉
（
毛
呂
）
②
永
木

大
③
澗
中
康
柘
（
伊
勢
崎
）
須
田
太
（
毛
邑
②
金
子
直
樹
（
毛
呂
）
駆
（
毛
呂
）
③
丸
山
楽
砂
（
新
田
）
白
崎
市
民
柔
道
大
会
が
、
平

川
小
▽
小
学
二
年
（
重
姐
級
）

閲一
・（

沼
田
＿
＞
同
墾
樅
衆
3

③
神
村
英
彦
（
田
島
）
柴
崎
叩
大
田
部
井
宙
子
（
坦
）
▽
同

m且
級
成
七
年
十
月
二
十
九
日
、
固
崎
①
和
田
縣
太
・寺
尾
小
▽
小
学
＝―

茂
木
芳
滋
（
新
田
）
②
稲
垣
佑
典
（
柴
崎
）
＞
同
軽

m蘇
緩
3
町
田

e廣
田
泰
子
（
桜
井
）
②
欄
口
直
市
武
道
館
で
圃
か
れ
た
。
結
果
年
（
艦
武
級
＿

e大
越
集
人
・塚

③
荒
井
大
輔
（
田
島
）
中
品
大
希
茄
太
（
佐
藤
一
②
＇
水
大
釦
忘
崎
）
子
（
佐
藤
）
③
石
田
悦
子
（
利
南
東
）
は
次
の
と
お
り
。
沢
小
▽
小
学
＝
一
年
一

m姐
級
）

-g-
＞
同
坦
諮
繋
出
押
田
公
平
③
関
釜
雅
（
鎌
塚
）
藤
井
臼
将
品
野
愛
美
（
関
）
▽
小
学
6
年
軽
▽
幼
年
の
部

3沼
杢
兄
蕊
・
中

e松
岨
宜
繁
・新
固
犀
小
▽
小
学

（
藤
岡
）
②
小
Q
良
裕

(g)③
中
（
鎌
塚
）
▽
同
里
泣
緩
3
金
井
俊
派
級
①
桑
原
玲
（
田
島
）
②
相
ノ

川
▽
小
学
一
年
①
泊
水
叩
太
・
片
四
年
（
軽
fil級
）
①
宇
佐
見
和

沢
幸

一
（
毛
呂
）
糸
井
個
人

(g)
明
（
下
仁
田
）
②
永
田
普
也
（
桐
生
山
麻
奈
美
（
沼
田
）
③
新
井
麻
由
岡
小
▽
小
学
二
年
（
軽
飢
級
）
重
・片
岡
小
▽
小
学
四
年
（
重
泣

▽
小
学

5
年
軽
坦
級
①
田
畑
③
金
子
隼
人
（
利
南
東
＿
竹
沢
稔
美
（
田
島
）
荻
野
狸
息
子
（
下
仁
田
）
①
狩
野
智
彦
・
浜
尻
小
▽
小
学
二
級
）

e今
井
智
大
・
東
部
小
マ
小

剛
扇
）
②
阿
久
津
継
二
③
上
田
裕
（
毛
呂
）

・

▽
同
中

Ilti（
北
沢
）
年
（
中
R
級）

e罰
水
亨
倫
・中
学
五
失
3
松

g正
弘
・新
潟
尾
小

選
手
と
の
交
流
は
深
か
っ
た
。

九
州
か
ら
木
村
政
彦
三
段
が
拓

大
に
、
山
口
利
雄
＝
一
段
が
早
大

に
入
学
し
て
き
て
、
購
辺
館
で

何
度
豆
堕
白
を
し
た
。
「
設
げ
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
投
げ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
」
と
先
生
は
言

う。
関
東
学
生
柔
道
大
会
で
漉
警

主
将
（
先
生
）
を
中
心
に
和
古
に

励
ん
だ
日
大
は
偏
勝
し
た
。
学

師
範
と
し
て
残
る
よ
う
に
勧
め

た
が
、
嘉
納
股
正
購
道
誼
長
と

＿―
-船
九
蔵
十
段
の
計
ら
い
に
よ

り
、
購
逆
館
柔
辺
の
批
煎
線
、

武
穂
会
と
の
勢
力
的
坦
界
に
あ

っ
た
広
島
邸
の
盈
進
商
業
硲
校

の
圃
繭
・涙
文
と
柔
道
の
教
師
と

し
て
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

給
料
は
月
百
円
だ
っ
た
。
学
生

時
代
に
結
婚
し
た
花
技
婦
人
と

舅
を
伴
っ
て
の
就
職
だ
っ
た
。

▽
小
学
六
年
（
軽
級
）

e暉

e武
藤

誠
・片
岡
中
▽
中
学
二

上
直
・西
小
▽
小
学
六
年
（
重
置
年
（
重
坦
級
一
①
黒
石
和
哉
・
矢

級
）
①
松
村
和
樹
・城
東
小
中
中
▽
中
学
＝
一
年
①
赤
尾
健

▽
女
子
の
部
幼
年

e秋
山
藍
悟
八
幡
央
妥
子
の
部
マ
中

里
・大
類
銀
育
園
マ
小
学
二
年
学
一
年
（
軽
fil級）

e中
里
聾

（
輻
紐
級
）

e秋
山
樹
里
・大
類
恵
・
塚
沢
中
▽
中
学
一
年
（
軽
中

小
▽
小
学
ー
一
年
（

m鼠
級
）

e
潤
級
）
①
新
井
由
佳
・
塚
沢
中
▽

狩
野
浩
子
・誤
尻
小
▽
小
学
―
-
＿
年
中
学
一
年
（
中
武
級
）

e井
上

①
泊
水
愛
・片
岡
小
▽
小
学
四
な
お
子
・塚
沢
中
▽
中
学
一
年

悉

星

和

片

岡

小

▽

小

学

（

m茸
級
）
①
東
田
典
子
・
哀
南

逗
年

e新
岡
墜
学
・
片
岡
小
▽
中
マ
中
学
ー
一
年
（
軽
政
級
）
①

奥

年

小

此

木

愛

美

・片
岡
中
▽
中
学
ー
―

磁
田
康
子
・東
部
小
▽
男
子
の
年
（
軽
中
虹
級
）

e宮
川
麻
里
・

部
中
学

一
年
（
軽
滋
級＿

e哀
塚
沢
中
▽
中
学
二
年
（
中

m級）

栂

進

・大
類
中
▽
中
学
一
年
①
澗
水
美
江
・塚
沢
中
▽
中
学
二

（
軽
中
斌
級
）
①
八
山
泰
光
・塚
年
（
重
鼠
級
）

e新
岡
優
香
里
・

沢
中
▽
中
学
一
年
（
中

m級
）
片
岡
中
▽

一
般
無
段
者
の
部
①

e-．
贋
中
▽
中
学
一

川
上
ク
レ
イ
ト
ン
・
桜
井
道
坦

年
（
重
滋
級
9
磯
部
裕
之
・大
類
▽
一
般
有
段
者
の
部

e五
十

中
▽
中
学
二
年
（
軽
fil級
）
①

嵐
硝
倫
・幽
束
学
園
大
▽

一
般
女

菫
直
樹
・
塚
沢
中
▽
中
学
二
年
子
有
段
者
の
部
①
根
岸
智
息

（
軽
中
訊
級
）
①
篠
崎
悠
・塚
美
・
磁
商

沢
中
▽
中
学
二
年
（
中
級
）

け
て
銃
を
構
え
る
こ
と
ー
大
辞
戦
中
、
武
徳
会
と
購
氾
館
の
に
紹
か
れ
、
上
毛
新
聞
社
の
総

林
）
が
で
毎
す
、
外
地
に
出
征
す
対
立
は
県
内
に
も
波
及
し
た
。
親
部
長
兼
菜
務
局
次
長
と
し
て

る
こ
と
も
な
く
、
十
か
月
半
で
先
生
は
「
戦
抜
武
道
と
し
て
ゲ
ー
オ
腕
を
ふ
る
っ
た
。
先
生
は
、

乱
解
除
と
な
っ
た
。
ト
ル
を
岱
き
、
風
外
で
す
る
柔
仕
事
の
傍
ら
、
戦
後
の
柔
道
普

堪
沫
へ
帰
る
と
、
三
船
先
生
道
は
知
ら
な
い
の
で
指
迄
し
な
及
に
尽
く
し
た
群
馬
柔
道
ク
ラ

か
ら
、
「
群
扇
県
太
里
巾
へ
行
き
、
い
」
と
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
ブ
と
群
馬
柔
辺
会
に
働
き
か
け
、

爵
の
指
平
を
し
て
欲
し
い
」
と
武
徳
会
は
有
段
者
会
を
「
包
扱
」
統
一
の
た
め
に
付
兵
を
削
り
、

い
わ
れ
、
初
め
て
群
馬
の
地
を
（
類
概
念
に
梱
概
念
が
包
括
さ
れ
二
十
五
年
に
群
馬
県
柔
迅
連
盟

踏
ん
だ
。
旧
制
太
田
中
学
、
大
る
関
係
、
あ
る
い
は
普
迫
に
特
が
結
成
さ
れ
た
。
先
生
は
、
県

泉
屈
翠
狡
、
中
島
飛
行
機
製
作
殊
が
包
括
さ
れ
る
関
係
ー
大
辞
柔
連
理
事
長、

碑
会
長
と
し
て

所
の
大
泉
道
塩
・
太
田
道
場
、
桐
林
）
し
よ
う
と
し
、
先
生
も
眼
害
揖
尊
に
当
た
り
、
さ
ら
に
関
東

連
合
会
瑯
事
長
と
し
て
関
東
七

県
を
扱
師
し
て
い
た
。
購
道
館

で
は
、
特
別
密
識
只
つ
づ
い

て
最
蕊
置
貫
と
な
っ
た
。
最

姦
密
議
只
を
辞
め
る
と
き
に
九

殷
昇
段
の
諸
が
で
た
が
、
固
辞

さ
れ
た
そ
う
だ
。

--＝＝ 
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晶
納
師
純
遺
訓

柔
直
は
心
身
の
力
を
最・
3

官
効
に
使
用
す
る
遁
て
あ

-
0

そ
の
＂
案

は
攻
摯
防

攣
の
鰊
苦
に
由

っ
て
身
体

惰
神
を
訳
＾

g
禽

L
訓
直

の
神
鰭
と
体
渇
す
る
事
＿
し

あ
る

さ
・r
Lて
是
に
よ

っ
て
己
を
禰
益
す
る
か
柔

直
＂
霊
の

完
量
の

目
的
―し

あ
る

発行所

発行人

〒370

群馬県柔道運盟

大 林 賓 範

編集宣

高崎市中●岡町500
茂原動

電話 0273(25)8457

-L-
．い

右
か
｀
ヤ
小
山
、
田
口
、
菊
池
、
堡
雙
和
田

が
証書授与式・新年会を開催

お
祝
の
冨
軍
を
述
べ
る
大
林
会
長

一
小
山
の
攣
力
な

-
gみ一
本

●-――-―――●_＿＿――――――――――― 

平
成
八
年
群
馬
県
柔
追
逗
手

権
大
会
兼
関
東
柔
辺
選
手
権
大

会
群
属
臥
予
造
が
平
成
八
年
ニ

月
十
一
日
、
県
武
辺
館
で
開
佃

さ
れ
た
。
儡
勝
餃
補
の
小
山
選

手
が
順
当
な
勝
ち
で
饂
勝
し
た
。

苫
画
戦

菊
禅
蒻

0
涸
裔

f

笑郎

五
十
凪
幻
倫
谷
落

b田口
韮
有

,9

,9
・
 

板
歪
糞
僅
裟
3
須
輝
真
一

木
村
闊
茂
横
四
友
3
小
山
暉
由

＞
準
決
勝

菊」
g

僅
戻
）
田
口
基
有

鼠
以
一
鮪
汽
）
小
山
勝
由

▽篇
田
口
基
有
払
廣
)
小
山
勝
由

▽
,
 

和
国
士
吟
〇
縦
四
方五

士
銹
倫

宕
甜
竺
四
ヂ

"̂-it▲

屡

和

0
大
内
刈
木
村
勝
茂

V
-

＿覇
巌

和
国
士
t
哲
負
い
〇
菊
h

枷

塞
上
反
和
上
四
友
3
須
藤
其
一

立
五
・六
位
決
定
戦

和
国
ナ
妥
3
大
内
刈
窟
上
反
和

盛
尉
位
は
次
の
迎
り

一
位
小
山
勝
田
（
渋
酉
敦
）

二
位
田
口
基
有
（
瓜
密
）

_＿＿
位
犀
兵
一
（
屈
日
）

．
 

三
位

菊

池

直

樹

（
上
武
大
）

五
位
和
田
千
尋

（
上
武
大
）

六
位
宮
下
友
和

（前）上位
四
名
は
、
—
―
―

月
十
日
水
戸
市
で
行

わ
れ
る
幽
東
造
手
枷

大
会
に
出
出
。

今
年
は
回
生
が

い
ま
一
っ
と
い
う
一

か、

一
般
逗
手
と
比

ー・

ペ
て
体
力
不
足
、
力
i

ね
け
と
い
う
磁
じ
が

し
た
。昇

殷

証
甚
皮
与
式
及
び
新

年
会
が
平
成
八
年
二
月
四
曰

（日
）
、
硲
崎
タ
ー
｀
i`

ナ
ル
ホ
テ

ル
白
鷺
の
問
に
お
て
執
り
行
わ

れ
た
。
午
後
＝一
時
定
刻
よ
り
今

-
＝•
I

―
―
―
―

―_1
.＿

ー
・[
=
•
I
I

二U ―
:
:
―
―

-
i
-
-

―-
=
-
I
I

井
孝
造
碑
会
品
の
開
会
r4
口
に

て
進
め
ら
れ
、

昇
段
宅
土
裟

は

柴
崎
密
議
部
長
が
五
段・
四
殿

を
、
六
段
は
新
井
耶
事
長
に
よ

り
行
わ
れ
昇
段
者
は
元
気
よ
く

そ
の
坦
に
起
立
し
て
捩
拶
を
し

た
。
大
林
会
長
よ
り
昇
段
証
苫

を
手
猿
さ
れ
た
綾
に
、
昇
殿
者

い
の

一翠
を
述
べ
、
次
い
で
新

代
表
と
し
て
哀
縞
義
夫
六
段
（
安
年
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続
い
て

中
）
が
謝
辞
を
述
ぺ
た
。

来
賓
の
先
生
方
か
ら
の
祝
辞
後
｀

舎
は
屠
に
対
し
て
「
邸

g
割
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

辿
発
展
の
た
め
に
今
ま
で
以
上

森
常
任
相
談
拉
の
発
声
で
一
同

に
f
J

絋
労
を
曲
い
た
い
ー
等
」
祝
的
秤
を
し
賑
や
か
な
歓
談
に
移

• 

．` 

県選手権

田
口
、

須
藤
、

ヽ

（渋西教）

平
成
七
年
度
の
群
馬
眼
ス
ポ

ー
ツ
界
を
リ
ー
ド
し
た
人
々
を

表
店
す
る
瓜
体
百
協
会
の
ス
ポ

ー
ツ
四
宜
の
表
店
式
が
、
平
成

八
年
二
月
二
日
、
瓜
庁
大
漉
庁

舎
で
行
わ
れ
た
。
挺
年
競
技
の

発
展
に
尽
く
し
た
人
々
に
賠
ら

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
宜
に
は
、

本
逃
盟
の
新
井

g
次
郎
理
事
艮

ら
二
十
人
が
輝
い
た
。
ま
た
、

団
体
皿
ヰ
十
回
出
場
の
吉
田
一

夫
遠
手
（
姐
苔
）
が
、
選
手
と
し

て
は
貼
体
協
般
・
“
の
桑
原
体
介

虹
を
受
由
し
た
。

関
東
体

m別
選
手
権
で
入
由

し
、
全
日
本
大
会
で
活
躍
し
た

泊
水
義
光
（
前
栖
百
英
）
、
上
村

美
紀
（
常
磐
姦
）
の
二
選
手
は
ジ

ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
臼
を
受

双
し
な

罰

館

柔
辺
試
合
寄
判
規
ね
、
改
正
す
べ
き
条
項
を
決

定
の
改
訂
に
つ
い
て
の
睛
習
径
淑
し
ま
し
た
。

会
が
一―

-n二
士
＝

El
（土）
、
そ
れ
に
よ
り
選
手
や
照
判

臥
武
氾
館
で
午
後

一
時
半
よ

の

戸
惑
い
を
な
く
す
ぺ
く

一

各

わ
れ
た
。

九
九
五
年
十
月
に
決
定
し
、

購

館

柔
珀
試
合
布
判
規

一
九
九
六
年
一
月
一
日
よ
り

定
を
大
幅
に
改
正。

施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

一
九
九
三
年
の
国
際
柔
辺
た
。

辿
盟
試
合
寄
判
規
定
の
改
訂
そ
れ
に
と
も
な
い
各
支
部

に
よ
り
購
珀
館
柔
氾
試
合
密
に
お
て
伝
述
晴
習
会
が
圃
佃

判
規
定
と
の
違
い
が
多
く
な
さ
れ
、
椛
沢
光
雄
寄
判
部
是

り、

全
日
本
柔
辺
辿
盟
寄
判
が
説
明
を
行
っ
た
。
四
月
よ

委
只
会
に
お
て
両
規
定
を
ど
り
、
各
試
合
完
全
実
施
と
の

う
す
る
か
検
討
に
検
寸
を
こ
と
で
す
。

っ
た
“
最
後
は
宮
澤
副
＾
＃
址
の

閉
会
箪
言
で
和
や
か
な
甜
囲
気

の
内
に
四
H
Kは
軽
ー
し
た
。

▽昇段
六

段

岡

知

巳
（前
栂
）

六
段

―-＿
栖

好

（前
縞
）

六
殿
栖
杢
密
刃
（桐
生
）

六
段
堀
．
菜
也
（
利
恨
沼
田
）

六
段
匹
栂
磁
夫＿
碓
氷
安
中
）

五
段
内
田
叩
人
（邑
楽
館
林
）

四

段

屈

夫（
前
橋
）

四
段
尽
称
順
（
新
田
太
田
）

屡
山
崎
剛
（
邑
楽
館
林
）

腿
横
山
正
行
（
邑
楽
館
林
）

屡

叩

田

菰

（邑
楽
飢
林
）

審
判
規
定
の
改
訂

県スポーツ4賞
功労者賞に新井理事長

._, : ン.， _． で．、． --
•• • う の 廿

水上温泉鵜の瀬

5つの露天風呂

4つの内風呂

〒379-17利根郡水上町大穴甲5

刹”良貧
TEL 0278•72・ 2311 （代

ホテル

只今、 4月・
《穴場の》 —= 
温泉宿

アルカリ性単純泉
効能 ： 神経痛•閲節霜・冷え症 etc

I宿泊I
(2食付、諸税込、飲物別） ． t・、 ． 

-.ヽ,-.,.,；ヤI溢’̀
●平日ー泊ー7,500円

※但し、日・祝前日は1,000円姻 天然温泉

I温泉利用 I
●大人(2時間）―-300円

甜

日
（中之彙駅より軍で10分）中之条町＊字鍾)II字塩平45

tr0279 (75) 2478 
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今
回
参
加
す
る
国
際
柔
氾
大

会
が
開
佃
さ
れ
る
ウ
ン
プ
リ
ア

州
ペ
ル
ー
ジ
ャ
市
は
、
イ
ク
リ

ア
の
ほ
ぼ
中
央
で
山
に
阻
ま
れ
、

曰
本
の
ま
ん
な
か
群
属
瓜
に
似

た
坤
形
で
、
位
四
は
ロ
ー
マ
か

ら
北
へ
鉄
辺
で
約
＝
一時
問
の
と

こ
ろ
で
す
。
人
口
は
約
十
五
万

人
、
町
は
小
邸
い
丘
の
上
に
あ

り
、
古
代
エ
ト
ル
リ
ア
人
に
よ

っ
て
築
か
れ
た
城
窪
都
市
で
、

1
町

2
出
だ
は
「

1
行
リ
ア
術
．

日3
が
あ
り
、
石
虹
と
士
――
S
十
四

月
世
紀
の
廷
物
に
限
ま
れ
た
文
化

3
醤
跡
の
町
で
す
。
丘
上
の
町
と

句
下
の
底
車
坦
は
迫
跡
の
中
を
く

り
ぬ
い
た
エ
ス
カ
レ
ー
ク
ー
で

8
 結

ば
れ
、
エ
ト
ル
リ
ア
の
迫
跡

成

の
上
に
町
が
あ
る
の
に
は
き

平一
ぐ ん ま 柔道 (2 

ーノ
月
ペ
ル
ー
ジ
ャ
市
で
叫
佃
の

国
際
柔
道
大
会
の
ウ
ン
ブ
リ
ア

ー
会
長
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
グ

イ
ド
ッ
ィ
氏
の
招
待
状
を
持
参

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

サ
バ
テ
ー
ニ
氏
は
、
ペ
ル
ー

ジ
ャ
市
内
で
柔
道
鳩
さ
く
ら
道

鳩
を
経
営
｀
奥
さ
ん
は
元
イ
ク
．―

リ
ア
女
子
柔
辺
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
町
に
は
皿
記
者
で
体
協
役
只
の
親
日
家
＿
ン
で
坦
在
は
大
学
で
ダ
ン
ス
の

ペ
ル
ー
ジ
ャ
大
学
を
は
じ
め
外
サ
バ
テ
ー
ニ
氏
で
、
来
日
の
際
、
教
師
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

国

人

学

校

が

あ

り

世

界

各

国

か

こ

の

ス

ポ

ー

ツ

交

流

に

イ

ら

イ

ク

リ

ア

繭

を

学

ぶ

学

生

が

ク

リ

ア

、

日

本

選

手

団

の

!
、
特
に
「
十
一
月
四
日
厖
」

'̂
iーー

通
限
を
し
て
頂
い
て
き
た

に
は
有
名
な
大
咬
水
が
あ
り
大

．＇

の
が
、
習
衷
町
出
品
で
元

'．

m議
会
議
只
中
澤
籾
一
氏

学
で
賑
わ
？
学
生
の
町
で
す
。

の
次
呉
で
上
毛
新
utJ社
イ

一

今
回
の
柔
氾
交
流
の
き
っ
か
け

ク
リ
ア
特
派
口
、
在
住
十

は
、
貼
並
び
に
上
毛
新
聞
社
の
．

1
，1
1

し
ー・

．

五
年
の
中
鐸
昭
磁
氏
で
、

群
馬
と
の
ス
ポ
ー
ツ
国
際

U

"g. 

仲
立
ち
に
よ
り
平
成
七
年
五
月

1

＇ヽ

の
ペ
ル
ー
ジ
ャ
市
民
マ
ラ
ソ
ン

R

・
交
流
に
献
品
的
な
お
世
詣

に
群
属
臨
協
の
選
手
が
出
出
、

i.f
lー
ー
'
.
:

次
い
で
十

一
月
＿二日
の
群
謁
瓜

：
ぺ
？

．，＇

f
11

を
し
て

mい
て
い
る
次
第

で
す
。

民
マ
ラ
ソ
ン
に
は
イ
タ
リ
ア
の

今
回
、
女
麿
二
人
で

イ
ク
リ
ア
旅
行
の
機
会
が

選

手

が

出

場

し

、

マ

ラ

ソ

ン

か

・

噌
h

ら
交
流
が
は
じ
ま
り
、
少
年
サ

あ
り
ま
し
た
の
で
、
新
井

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
も
交
流
し
て
い

ま
す
。
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
や
サ
ッ
右
か
ら
中
沢
昭
澤
氏
、
サ
バ
テ
ー
珊
事
長
に
中
澤
氏
を
紹
介

カ
ー
選
手
に
同
行
し
た
の
が
新
二
氏
、
柴
崎
洋
行
し
て
瑣
き
、
イ
ク
リ
ア
と

響
鵬
部
畏

柴
崎
洋
行
（
渋
川
）

裕

ァ

璽置

三
紀
行

§
立
豆
][仕公一面

前
商
の
勇
ま
し
き
遍
手
た
ち

|8年ぶり似勝1

県高校新人大会兼全国高校選手権予選

第
四

t・・
皿
県
贔
校
新
人
柔
一
日
に
羹
道
館
で
叫
か
れ
、
個

辺
人
＾
＃
兼
第
八
旧
令

Iii麻
校
人
、
団
体
戦
が
行
わ
れ
た
。
体

柔
辺
道

F
枷
人
＾
屈

r道
が
．
頂
無
差
別
で
行
わ
れ
た
男
子
は
、

平
成
八
年
一
月
二
十
、
二
十
―
-
＿
＿
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
一
位
の
三
選

．．
手
が
決
勝
リ
ー
グ

、こ

に
挑
み
、
予
選
全

9
 て

を
一
本
膿
ち
し

た
今
井
祐
介
（
前

商
）
が
決
勝
リ
ー

グ
で
も
二
勝
し
鍼

勝
、
女
子
で
は
七

階
級
で
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
展
開
し

た
。
常
盤
勢
が
活

躍

し

、

閤

ぃ

七
十
ニ
キ
ロ
超
級

の
瑯
田
ち
は
る
選

手
を
始
め
万
階
級

を

し

た
。
辺
子

の
今
井
逃
手
と
女

子
の
各
階
級
の
級

勝
者
は
東
取
・
武

辺
館
で
三
月
一
九

日
の
全
国
大
会
に

教
の
策
典
で
休
み
が
多
く
柔
辺

練
習
は
見
学
で
き
な
か
っ
た
次

第
で
す
。
次
い
で
、
皆
ん
な
で

六
月
の
国
際
大
会
の
会
鳩
視
京

の
巡
絡
も
と
れ
、
二
日
閥
ペ
ル
を
行
う
。
会
鳩
は
多
目
的
の
中

ー
ジ
ャ
市
内
を
自
家
用
車
で
案
二
階
の
体
百
館
で
、
広
さ
は
貼

内
し
て
珀
き
、
大
変
お
世
話
に
武
氾
館
位
で
こ
こ
に
＝
―
面
の
仮

な
っ
た
次
第
で
す
。

設
試
合
出
を
作
り
二
階
の
一
部

シ
ェ
ナ
の
ホ
テ
ル
ま
で
迎
え
は
練
習
会
埠
と
し
て
仙
用
す
る

に
き
て
も
ら
い
、
ま
ず
ペ
ル
ー
予
定
で
あ
る
。
会
出
視
霰
後
は

ジ
ャ
に
向
か
い
、
市
内
凱
光
の
ア
ル
ペ
ル
ト
・
ア
ラ
ミ
ニ
辺
坦
ヘ

後
サ
パ
テ
ー
ニ
氏
、
ウ
ン
ブ
リ
行
き
＿＿＿
十
名
の
少
年
少
女
を
相

ア
州
柔
辺
協
会
長
ジ
ュ
ゼ
ツ
手
に
約
一
時
間
臨
時
の
柔
辺
教

ペ
・
グ
イ
ド
ツ
ィ
氏
、
副
会
長
に
室
を
圃
殴
し
｀
受
砧
や
扱
技
を

狂
食
会
に
招
か
れ
中
澤
氏
の
皿

限
で
六
月
の
国
際
大
会
の
予
定

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
群
馬

瓜
柔
辿
は
参
加
の
方
向
で
進
行

し
て
い
る
旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、

非
常
に
宮
ん
で
お
り
ま
し
た
。

私
と
し
て
は
柔
迫
の
細
習
を
見

学
で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
お
り

ま
し
た
が
、

当
日
は
キ
リ
ス
ト

▽
56キ
ロ
級

七
I
三
掛
幸
子
（
常
善

0
房

布
施
里
枝
子
（
前
碩
東
）

ジ
ユ
ゼ
ツ
ペ
・グ
イ
ド
ツ
ィ
氏

豆
巻
四

ア
ル
ベ
ル
ト
・ア
ラ
ミ
ニ
氏

嵐

す

る
。

V
6
1キ
ロ
級

団
体
戦
は
前
橋
商
が
窟
敵
の
宦
郎
要
g
（
常
盤
）
〇
僅
差

豆
器
を
破
り
八
年
ぶ
り
の
全
欝
瑣
恵
（
前
栖
東
）

国
大
会
へ
の
習
拿
に
し
な
▽
66キ
ロ
級

ご
男
孟
逗
ト

ナ

メ
ン
ト
笠
僻
霊
（
常
盤
）
黛
・
外
刈

▽
A
ブ

ロ

ッ

ク

代

表

戦

太

田

裕

子

（

百

英

）

念

荘

往

眉

）

9
奮

吝

キ

ロ

級

睛
田
和
幸
（
百
英
）
荒
井
瑯
喪
常
善

0
k腰
平
成
七
年
底
群
馬
瓜
女
子
柔

▽
B
ブ

ロ

ッ

ク

代

表

戦

醤

翌

堡

興

阻

＿

氾

選

手

権

大

会

兼

第

十

一

回

全

歪

蛙

（

百

巻

〇

大

外

刈

▽

72キ

ロ

超

級

国

女

子

柔

辺

選

手

権

関

東

地

区

川
島
孝
治
（
桐
圭
組
一
）
森
田
ち
は
る
（
常
善
〇
払
い
111
大
会
群
馬
臥
予
選
が
、

F
成
八

▽
C
ブ

ロ

ッ

ク

代

表

戦

佐

藤

真

災

祠

板

商

）

京

翡

広

（

嘉

只

滴

四

方

▼

屈

戦

糀
歴
明
（
眉
―
>
準
々
決
勝

烹
季
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
豆
器

0
一
人
残
し
麻
崎
固

▽
48キ
ロ

級

桐

生

第

一
0
-＿人
残
し
勝
栂
四

野
口
さ
や
か
（
豆
火
）
〇
館
・
3

樹
徳
科

〇
二
人
残
し
常
盛
窃

山
届
屈
（
前
捐
以
）
前
爾

0
四
人
残
し
中
之
条
窃

▽

5

2

キ

ロ

級

＞

郎

決

閲

i-開
-0匿
固

百

袋

IO
一
人
残
し
嬰
第
一

恩
愛
否
英
）
前
船
暉

〇
四

餃

し

樹

欝

裟勝前
0
一
命

し

平
成
七
年
度
群
馬
県
柔
道

殿
別
選
手
権
大
会
が
、
平
成

八
年
一
月
二
十
八
日
（
日
）
、

県
武
逍
錮
で
開
佃
さ
れ
た
。

吉
沢
5

成
緞
は
次
の
遥

り。
▽
初
殿
の
部

①
岩
崎
聖
史

（上
武
大
）
②

岡
本
滋
晶

（上
一

武
大
）
③
阿
部

tlt,-
i―

翌
げ
鵬ー

恋
（上

癸

＿

▽
弐
股
の
部

①
江
添
和
昭

．

．

（
上
武
大
）
②
窃
倉
和
文
一常

盤
高
）
③
町
田
正

（脊
英
邸
）
、

関
口
純

一
（
宵
英
窃
）

▽
参
設
の
部
①
村
谷
諒
二

（
三
洋
究
）
②
痢
池
直
樹
（
上

指
硲
し
な
が
ら
進
級
者
へ
の
粛

の
賠
呈
式
を
し
た
り
、
し
ば
し

の
交
流
が
で
き
た
次
第
で
す
。

小
さ
な
町
迫
鳩
同
志
も
ま
た
立

滋
が
あ
る
と
息
い
ま
す
。
私
は

一平
・
年
前
か
ら
バ
リ
の
迫
岨
と

交
流
し
て
お
り
、
迫
坦
を
迎
し

て
多
く
の
友
人
が
で
き
、
柔
迫

の
普
及
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
息
い
ま
す
。
柔
迎
教
室

皐
後
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
ラ
ミ

二
氏
宅
へ
招
か
れ
、
家
族
と
タ

食
を
共
に
し
想
談
扱
｀
帰
り
に

沢
山
の
陶
撒
を
土
廊
に

mい
た

次
第
で
す
。
ま
た
、
そ
の
夜
ウ

ン
プ
リ
ア
州
バ
ナ
ト
ロ
ン
ク
ラ

ブ
の
総
会
に
詔
待
さ
れ
モ
ン
テ

フ
ア
ル
コ
ホ
テ
ル
に
佃
泊
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ン
ブ

リ
ア
州
の
会
紙
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
ク
レ
ー
射
撃
の
選
手

と
し
て
出
出
し
た
人
で
す
。
こ

の
ク
ラ
ブ
は
世
界
中
の
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
者
で
組
織
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
血
u
及
発
展
を
目
的
と

し
た
国
際
的
な
ロ
ー
ク
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
す
。

＂
藷
的
に
は
ウ
ン
プ
リ
ア
州

と
群
属
が
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
迎

じ
て
親
瞳
を
図
り
｀
交
流
し
て

行
く
こ
と
が
目
的
で
、
将
来
は

私
遠
に
大
き
な
怠
昧
と
価
値
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
と
口
じ
て

い
ま
す
。
今
回
、
ス
ポ
ー
ツ
を

中
心
と
し
た
ク
ラ
プ
を
組
織
し
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
と
群
馬
の
国
際

交
流
の
推
進
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

パ
ナ
ト
ロ
ン
ク
ラ
ブ
会
長

躙殿の躙で；

県段別選手権

大
会
を
制
し
た
雄
姿
ら

に
栄
冠

県
女
子
選
手
権
兼
全
国
予
選

年
一
月
二
十
八
日
、
貼
武
辺
館

で
開
佃
さ
れ
た
。

綴
勝
候
補
の
一
人
と
さ
れ
た

上
村
美
紀
選
手
は
決
勝
で
横

沢
選
手
に
対
し
て
注
立
を
と
ら

れ
判
定
負
け
。
ま
た
、
本
多
阻

子
選
手
は
七
五
＝
薔
幸
子
選
手

に
僅
産
で
判
定
負
け
で
あ
っ
た
。

醤
は
次
の
通
り
。

篇
吉
沢
襲
（
常
箪
毯

二
位
森
田
ち
は
る
（
常
盤
哀
）

三
位
横
沢
瑞
恵
（
前
稿
東
）

三
位
浣
井
珊
恵
（
常
盤
毯

癸

）
③
椛
涙
辺
樹
（
前
栂
支
）

根
本
忠
典
（
上
武
大
）

＞
四
殿
の
部
①
鶴
見
純
也

（前
商
教
）
②
野
尻
猛

（一
＿＿洋

心）

r使用資みテレポンカード」をピスタ園'I¥
ーアジア少＂界欝古柵活 11Jにこ饂力ください一

そ
ろ
そ
ろ

適
齢
期
。 ,/.. 

社 団 法 人 群馬県珠算連盟
社団法人全国珠算教育連盟

群馬県支部
事務局

00273-62•2175（代） FAX0273-62-5957

＊お近くの右記の
マークの敦里又は
群珠遍事務周ヘ

お電話ください．

現宣、トヨタビスク騨鳥ではポランティア団体

『ATCA』の酒動を支撮するために『儘用済み

テレホンカーいの収●を行っています.rAT 

CA』では、主にドイツの彙噌を通じてテレホン

カードを売蝿し、その収入で匿璽晶｀その倫の

撮肋輸賣を鵬入して｀フィリピンなどアジア各

園の少顕民旗支撮を行っています。『値用済み
」ニ―_「-―L•L J ~ 

テレホンカード収集酒動に晉欅方のこ・協力＊

是'"ともお願い申L.I:.Ifます．

1醗済みテレホンカードはこ叶鄭：役立ちます。
●1暉れ冒入できるもの• • •子嚢一人の一年分の ミルク代

●I薗敗で舅入できるもの•••マラリア予信の籠舅35.000I

且たはペニシリン菫爾7.500筐
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ぃt：てHI£れて，， 9 ．攣Ill膏てあって し買し•平が9•i1'．

＊ードのグずインにより人れが異なり●n動車●スポーツ

• ヽ91, ． J9 9 9 ク • ＊ ロ グラ 9べ”比“'は特1:A.~が
寓（．収鼠ていのめいだて以'IIされていよ1'.

『麟貴みテレポンカード』を畠雷劃廓m1レホンカード・
ポランティア偏まであ畜せください．

トヨタビスタ群馬

rテレホンカード・ポランティア」事務局
〒370な崎市緑町4-1-6
TEL0273-64-1717 
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(3) 平成8年3月31日 ぐ ん ま 柔道

あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
国
際

的
に
な
り
、
変
革
を
し
て
い
る

と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目

に
よ
り
弊
ャ
｝
も
か
な
り
多
く
出

て
い
る
。＇膿の

2
巽
症

ン
ガ
リ
ー
国
と

の
交
流
が
行
わ

れ
た
り
、
こ
れ

ら
の
ほ
か
に
も

ア
メ
リ
カ
や
台

切
な
ど
と
の
交

流
も
あ
り
、
瓜

柔
辿
の
先
生
方

も
そ
れ
ぞ
れ
の

立
坦
で
、
柔
辺

を
迎
し
て
の
交

流
に
は
献
さ
れ
て
い
る
。

柔
辺
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（昭
和
＝―
十
九
年
）
以
罪
正
式
梱

目
と
な
り
、
世
界
選
手
櫂
な
ど

す
っ
か
り
圃
際
化
さ
れ
て
い
る

が
、
群
馬
も
そ
の
先
紺
を
行
く
昭
和
三
十
年
八
月
に
は
な
津

よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

へ
、
後
に
批
昇
柔
迎
連
盟
の
会

昭
和
＝
干
・年
出
に
は
、
熊
党
伍
に
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ー

又
吉
先
生
や
小
林
閑
先
生
等
の
マ
選
手
や
現
フ
ラ
ン
ス
の
会
品

お
批
話
に
よ
り
、
外
国
人
選
手
で
あ
る
グ
ル
ー
エ
ル
選
手
や
戦

と
本
貼
と
の
交
流
が
図
ら
れ
、
綾
シ
ャ
ー
ブ
勧
告
で
有
名
に
な

昭
和
四
十
八
年
頃
に
は
山
本
俎
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
シ
ャ
ー
ブ
博

夫
先
生
等
の
面
錮
み
に
よ
り
ハ

士
の
螂
で
あ
る
シ
ャ
ー
ブ
選
手

項

―
l

左
上
よ
り
バ
ー
マ
4
殿（英）、
薦
田
4
殿
酋
）
、
グ
ル
ー
エ
ル
互
諷

（仏）
、
関
口
3
段
（
英
‘
?
2
段
（
英
｀
醐
EEi3
段
。
万
瞑
左
か
ら
シ

ャ
ー
プ
贔
（
米
）
、
鈴
木
豆
成
（
群
＿
‘
？
2
殿
（
米
）
、
色
皐

2
殿（群）

薬

道

の

国

際

化

草
津
大
会
の
恵
い
出

さ
れ
、
今
で
は
柔
辺
も
ヨ
ー
ロ
現
在
の
い
わ
ゆ
る
一
際
規
定
は
、

ッ
パ
な
ど
の
方
が
盛
ん
に
行
わ
反
則
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
制
で
換

れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
特
に
、
”
し
て
、
機
械
的
に
勝
敗
を
決

女
子
の
試
合
は
日
本
よ
り
早
い
め
る
と
い
っ
た
や
り
方
で
、
た

時
期
に
始
め
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
だ
勝
敗
の
み
に
拘
つ
て
い
る
感

あ
た
り
で
は
少
年
大
会
の
翌
日
じ
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

は
女
子
の
大
会
が
一
日
行
わ
れ
世
界
選
手
櫂
大
会
を
見
て
い
て

て
い
た
の
で
あ
る
。

も

、
勝
つ
た
め
に
は
ど
ん
な
こ

し
か
し
、
反
而
い
ろ
い
ろ
な
と
で
も
や
る
と
い
っ
た
感
じ
で

問
皿
R
が
も
生
じ
て
い
る
。
あ
る
。
栢
手
の
反
則
を
暉
っ
た

一
、
カ
ラ
ー
柔
得
り
、
ス
リ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
も
と

ま
ず
、
柔
辺

mの
カ
ラ
ー

化

れ
ば
良
い
と
い
っ
た
試
合
が
多

に
つ
い
て
は
、
批
界
の
柔
氾
界
い
。
大
会
餡
に
細
か
い
巾
し
合

を
一
大
騒
勁
さ
せ
た
。
従
来
日
わ
せ
事
項
を
変
え
｀
試
合
そ
の

本
人
の
修
棠
者
は
、
こ
れ
が
当
も
の
が
本
来
の
柔
氾
か
ら
迫
ざ

た
り
前
と
思
っ
て
い
た
白
い
柔
か
っ
て
し
ま
っ
た
感
さ
え
あ
る
。

氾
約
に
瓜
叩
の
姿
を
｀
派
手
に
と
て
も
、
柔
辺
の
技
衛
と
は
思

カ
ラ
ー
化
し
て
、
こ
れ
を
コ
マ
わ
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
も
勝

ー
シ
ャ
ル
に
仙
っ
た
り
、
あ
る
て
ば
よ
い
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ

な
ど
が
来
瓜
し
、
津
町
の
氾
い
は
チ
ー
ム
の
色
分
け
を
し
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
的
な
も
の
に

岨
で
試
合
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
う
と
し
た
外
国
人
が
出
て
、
大
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

た
。

騒
動
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
従
事
す
る
帯
判
只
も
修

当
時
、
卒
律
町
は
柔
氾
が
盛
ま
だ
決
灼
も
つ
か
な
い
状
態
で

行
し
た
当
時
の
柔
辺
と
は
だ
い

ん
で
あ
っ
て
、
金
み
ど
り
旅
館
あ
る
。
代
ま
で
カ
ラ
ー
化
さ
れ
ぷ
逃
う
と
息
い
な
が
ら
も
、
考

の
故
大
島
保
先
生
を
は
じ
め
、
る
可
悼
性
も
あ
る
。

え
を
変
え
て
対
応
せ
ざ
る
を
え

町
役
場
凶
係
者
も
ほ
と
ん
ど
が
し
か
し
、
創
始
者
で
あ
る
嘉
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

打
段
若
で
あ
っ
た
。
本
貼
は
、
納
治
五
郎
師
範
は
、
泣
も
金
の
特
に
、
外
国
人
寄
判

nな
ど

藤
田
・
関
ロ
・
角
因
各
ペ
テ
ラ
ン
か
か
ら
な
い
四
索
な
も
の
と
し
は
、
柔
氾
の
技
も
「

一
本
」
の
条

選
手
が
参
加
、
自
分
も
、
シ
ャ
て
、
白
い
木
綿
の
生
地
に
黒
術
件
も
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

ー
ブ
選
手
と
試
合
を
し
て
引
き
と
い
う
現
在
の
柔
珀
約
を
用
い
と
患
わ
れ
る
判
定
を
し
て
い
る
。

分
け
に
な
っ
た
記
磁
が
あ
る
（
写
る
よ
う
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
、
オ

g)。
首
な
ど
を
珈
い
力
で
こ
す
そ
し
て
、
掻
我
防
止
の
た
め
に
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
世
界
選

ら
れ
、
温
泉
の
氾
が
肌
に
し
み
肛
い
布
と
体
と
の
皿
に
空
皿
も

手
権
な
ど
が
批
界
の
頂
点
で
あ

る
の
で
、
沿
と
水
を
半
々
に
し
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
の
る
か
ら
、
国
内
試
合
で
あ
っ
て

て
風
呂
に
入
っ
た
の
を
立
え
て
で
あ
る
。
苔
は
、
相
手
に
持
た
も
予
遠
大
会
な
ど
は
国
際
規
定

い
る
。

せ
な
い
た
め
に
小
さ
い
柔
氾
約
に
征
わ
ざ
る
を
栂
な
い
の
で
あ

そ
の
綾
も
、

本
貼
出
品
で
購
を
灼
る
な
ん
て
考
え
も
つ
か
な
る
。
晴
迅
館
柔
氾
試
合
判
定
規

道
館
国
際
部
担
当
の
安
部

一
郎
か
っ
た
。

定
ま
で
も
変
え
た
国
際
規
定
と

先
生
や
小
林
次
雄
先
生
な
ど
も

二
、
試
合
寄
判
上
の
問
幽
点
い
う
も
の
を
採
用
せ
ざ
る
を
印

お
り
、
ず
い
ぶ
ん
交
流
が
盛
ん
「
こ
の
大
会
は
「
講
氾
館
柔
辺
な
い
し
、
だ
ん
だ
ん

mな
る
勝

に
行
わ
れ
て
い
る
。

試

合

寄
判
規
定
」
で
行
い
ま
す
」
敗
ル
ー
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
無
茂
別
と
か
、
「
今
日
の
試
合
寄
判
は
で
あ
る
。

級
で
艇
勝
し
た
ヘ
ー
シ
ン
グ
選
「
国
際
規
定
」
で
や
り
ま
す
」
と
い
国
際
大
会
の
試
合
寄
判
会
議

手
な
ど
も
日
本
へ
来
て
、
天
踵
っ
た
よ
う
に
、
最
近
の
大
会
は
等
に
お
い
て
、

日
本
の
代
表
が

大
な
ど
で
修
菜
し
て
い
た
の
で
密
判
に
行
っ
て
も
そ
の
都
肛
追
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
の

あ
る
。
当
時
は
、
外
国
人
選
手
い
、
申
し
合
わ
せ
事
項
も
ジ
ェ
本
来
の
柔
迫
を
説
明
し
、
日
本

が
大
勢
来
日
し
て
栢
古
を
し
て
ス
チ
ャ
ー
も
非
常
に
や
や
こ
し
伝
柔
氾
と
し
て
の
試
合
術
判
規

い
た
。

く
な
っ
て
い
る
。

定
と
す
ぺ
く
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

柔
道
の
密
判
は
、
卿
判
只
の

し
、
国
際
も
国
内
も
な
く
一
本

国
際
化
の
問
疇
点

主
磁
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

化
す
ぺ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
に
、
他
の
競
技
（
陰
上

――-
、
本
来
の
日
本
伝
柔
辺

一
方
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
競
技
や
球
技
・水
泳
な
ど
）
と
違
最
近
の
試
合
で
は
、
組
ま
な

じ
め
世
界
選
手
権
な
ど
、
女
子
っ
て
、
密
判
口
は
こ
の
辺
の
先
い
攻
め
な
い
反
則
や
、
相
手
に

ま
で
含
め
て
国
際
大
会
が
開
催
を
あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

持
た
せ
な
い
た
め
に
小
さ
い
柔

鈴
木
元

ヘ

守

シャーブ3段対鈴木3殿

マ9~ ` 
——'-4~員・ ー・i--4~. -.. 
ロ

月＿
4

平
成
八
年
度
県
連
盟
行
事
予
定
表
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日
本
人
の
按
術
向
上
を

氾
和
を
灼
る
者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
あ
る
。
格
闘
技
は
、
礼
怯
を
し

る
な
ど
背
で
は
考
え
ら
れ
な
い

つ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
、
喧
嘩

こ
と
で
あ
る
。

も
同
然
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

「
始
め
」
の
立
告
で
、
試
合
者
あ
る
。

は
当
然
の
よ
う
に
相
互
に
組
ん
柔
辺
は
、
拉
げ
技
に
お
い
て

で
、
「
内
股
」
と
か
「
背
負
い
扱
げ
」
も
、
同
め
技
に
お
い
て
も
、
基

と
か
「
大
外
刈
り
」
な
ど
と
、
自
本
の
形
を
大
切
に
し
な
く
て
は

分
の
印
な
技
を
か
け
て
勝
負
し
な
ら
な
い
。
そ
の
上
に
た
っ
て
、

た
も
の
で
あ
る
。
時
に
、
自
分

血
し
・
揖
け
つ
ま
り
作
り
の
珊
合

で
は
上
手
に
拉
げ
た
と
息
つ
て
を
体
糾
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

も
、
こ
の
辺
の
先
徴
で
あ
る
術
本
来
の
日
本
伝
柔
辺
の
砧
本

判

nに
柔
辺
の
技
と
認
め
ら
れ
を
、
世
界
に
兄
直
さ
せ
る
時
代

な
け
れ
ば
｀
「

一
本
」
は
お
ろ
か
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
日

ポ
イ
ン
ト
も
も
ら
え
な
か
っ
た
本
の
指
尊
者
は
頭
眼
ら
な
く
て

の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
寄
判
は
な
ら
な
い
。

只
の
判
定
は
絶
対
的
な
も
の
で
「
柔
よ
く
剛
を
制
す
る
」
と
い

あ
る
、
「
あ
i
J

あ
i

J

…
」
と
か
、
っ
た
と
お
り
、
努
力
次
第
で
は

「
有
効
々
々
…
」
な
ど
と
い
う
ア
小
さ
い
名
が
大
き
い
行
に
も
勝

ピ
ー
ル
も
抗
職
も
許
さ
れ
な
か
て
る
柔
辺
の
良
さ
・
・・
な
ど
、
無

っ
た
の
で
あ
る
。
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

く
な
り
つ
つ
あ
る
。
束
東
オ
リ

ズ
を
し
た
り
、
寄
判
只
の
指
示
ン
ピ
ッ
ク
以
降
体

m制
を
収
り

に
従
わ
な
い
で
、
試
合
中
に
監
入
れ
た
が
、
こ
の
体

m制
が
ほ

仔
の
f
J

機
嫌
伺
い
に
行
く
選
手
と
ん
ど
の
大
会
で
探
川
さ
れ
る

も
な
か
っ
た
。

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

栂
立
技
を
つ
く
る
の
に
も
｀

礼
法
を
習
印
す
る
の
に
も
、
普

段
の
栢
古
に
お
い
て
先
箪
た
ち

か
ら
の
伝
統
を
守
り
、

一
生
懸

命
受
け
継
い
だ
の
で
あ
った。

た
だ
勝
て
ぱ
良
い
の
で
は
な

く
、
精
神
的
な
も
の
も
大
切
な

普
い
の
出
と
な
っ
て
い
た
の
で

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
化
は
良
い

こ
と
で
あ
る
が
、
反
而
、
あ
ま

り
歓
迎
で
き
な
い
現
象
も
出
て

い
る
。
大
相
撲
に
し
て
も
、
ブ

ロ
野
球
に
し
て
も
、
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
と
こ
ろ
は
外
国
人
が
占

め
、
今
プ
ー
ム
の
サ
ッ
カ
ー
リ

ー
グ
な
ど
は
ど
こ
の
国
の
チ
ー

ム
か
解
ら
な
い
よ
う
な
名
称
、

そ
れ
に
選
手
・監
抒
ま
で
も
が
外

国
人
で
あ
る
。
日
本
人
が
邸
い

金
を
出
し
て
、

外
国
人
逗
手
を

屈
つ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
以
前
か
ら
成
制
の
あ
る
国

体
や
臨
校
野
球
に
つ
い
て
も
、

一
部
で
は
、
外
国
人
も
出
ら
れ

る
よ
う
に
と
い
う
動
き
も
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た`

四
校
や
大
学
の
駅
伝
大
会
な
ど

放
映
さ
れ
る
と
｀
先
頭
を
外
国

人
が
、
日
本
国
の
代
表
と
し
て

走
っ
て
い
る
の
を
見
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
勝
つ
た
め
に
は
、

ど
こ
の
国
の
人
皿
で
も
よ
い
と

い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

日
本
国
内
競
技
会
に
お
い
て
、

外
国
人
ぱ
か
り
が
活
躍
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
ん
な
視
象

は
、
日
本
体
百
協
会
あ
た
り
で

規
制
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

国
際
化
ど
こ
ろ
か
、
柔
氾
を
は

じ
め
各
競
技
と
も
、
日
本
は
外

国
に
振
り
回
さ
れ
て
し
ま
う
。

（県
柔
這
迪
盟
理
ー
）
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関日杯支部対抗

全日本少年大会予選

平成8年度給会
東京矯正管区大会

II 

固校学年開大会

全日本女子団体予選

（登録受け付け）

岱校認体兼関東予選 （個人）

II （団体）

察・一般合同大会

碍校選手権大会（男女値人）

本郁審査（現3・4段、女子）
（登録受け付け）

中学校春季大会（男女団体）

II （男女個人）

碍校道手権大会（男女団体）

中学校関東大会二次予選

全国教員大会予選

全国定時制大会予選

,；rllll ＿ 
10: 00 

9 :00 
15: 00 

9 :00 
9 :00 
9 :00 
9 :00 
10: 00 
9 :00 
9 :00 
9 :00 
9: 00 
9: 00 
10: 00 

一9: 00 
9: 00 
9 :00 
13: 00 

9 :00 

晶
未定

県武道館

＂ 
＂ II 
＂ 

＂ 
II 

I
I
I
I
I
I
I
I
 

II 

II 

＂ II 
II 
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平成8年3月31日 ぐ ん ま

第
四
士
ハ
回
平
成
七
笠
3
北

群
馬
勢
多
市
町
村
対
抗
柔
辺
大

第
七
回
恥
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
会
が
、
平
成
七
年
十

一
月
二
十
三

柔
辺
交
流
大
会
が
、
平
成
八
年
日
、
渋
川
市
武
追
館
で
開
佃
さ
れ

＿
一
月
十
八
日
（
日）、

貼
武
氾
館
た
。

で
圃
佃
さ
れ
た
。
結
果
は
次
智
形
の
班
技
は
疫
の
形
が
収
五

皿
り
。

段

狩

野
一
広
、
受
五
段
小
沼
学
、

象
1
年
▽
軽
机
級

3
井
極
の
形
が
取
七
段
柴
崎
洋
行
、
受

上
臼
仁
（
塚
沢
▽
中
い
縁
涅
五
欝
罰
作
の
先
生
方
が
披

m恭
平

（同
）

斎

巖

浙

藤
露
し
た
。
大
会
の
成
紐
は
次
の

大
介
（
同
）
◇
同
2
年
▽
軽
姐
級
迎
り

一
層

匿

翡

崎

南

）

▽

巾

＞

篇

道柔 (4) 

巖

涵

藤

武

蔵

亘

墨

）

行

（

同

一

▽

覇

巖

篇

曇

▽
軽
重
迅
縁
9
小
畠
健
矢
（
坦
）
（
塚
沢
）
◇
同
4
年
▽
軽
豆
艇
3

▽
重
菰
嬰
唇
吾
（
同
）
◇
哀
霰
人
（
渋
川
）
▽
忠
息

同
3
年
▽
軽
武
粟
大
越
平
人
一
荻
野
正
志
（
新
田
）
▽
軽
覇
級

（
塚
沢
）
▽
中
拭
緩

3
組
藤
珀
成

e新
井
大
輔
（
前
縞
中
央
）
▽

m-

（
大
胡
二X軽
―一
組級
①q
堂
暗
虹
緻9
代
留
栞
~
扇
）

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ―
 

達
の
あ
し
あ
と

能
登
又
吉

リ↓
ト
ー I辺委呉会振れ判八体全八大 同は
氾蒻雌積た規段の日段！ 、先

夏で等耶五
°定紺・『本で矢四 If{f生

多県 なの 1tは、名嬰醤iJJ柔あ段 十和が

畑累腐碍叩い酎げ訳危晟早給

由mm出い国＂豆孔吐↓詈盈知；悶伶§雑9t -
`•I· 一＇ 喜苫塁先悶あ治

や的ず 生 し
，つ会

‘呼‘はた
、と釦

若価混、 tこで 東

者の乱戦い於盆
に営旦募年かII
負れる経
為g甚界

燒器
生場

害で扱
に所
こ:9.:: 

▽

眉

子

持

B
チ
ー
ム
第
十
五
回
館
林
市
ス
ポ
ー
ツ

▽
3
位

北

橘

A
チ
ー
ム
少
年
団
近
貼
交
流
黍
癸
会
が
、

赤
城
B
ず
＇
ム
平
成
七
年
十

二
月
十
日
（
日
）
、

▽

肩

開

墨

猾

C
)
館
林
市
城
沼
体
百
館
に
お
て
叫

桜
澤
正
己
（
金
硲
）
中
沢
宜
春
佃
さ
れ
た
。

（
古
咋
J

)

新
井
勉
（
赤
城
A
)

県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

郎

歪

平
（
子
持
＾
）
腕
田
口
は
じ
め
栃
木
貼
か
ら
も
多
数
の

之
蔽
川
A
)

藤
井
遠
也
（
北
チ
ー
ム
の
選
手
が
参
加
し
て
過

橘
A
)

松
岡
久
志
（
吉
岡
A
一
去
凪
大
の
大
会
と
な
っ
た
。
小

斑
佑
次
郎
（
盟
秋
）
小
池
祐
樹
学
生
が
団
体
戦
で
（
五
人
制
ご
＾

（
伊
香
堡
久
傑

m艇
（
榛
束
）
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
屈
の
二
十
六

小
林
遠
之
（
渋
川
8
)

チ
ー
ム
と
中
学
生
が
男
女
個
人

を
与
え
た
い
と
の
気
持
ち
か
ら
、

新
UtJ社
の
仕
事
の
合

ILUに
氾
揖

に
足
を
巡
び
、
汗
を
流
し
、
指

切
し
た
。
そ
こ
に
先
生
を
硲
っ

た
若
者
が
集
ま
り
、
指
印
を
仰

い
だ
。
先
生
は
戦
綾
再
皿
さ
れ

た
群
柔
連
の
指
と
若
手
の
技

立
ち
至
も
ご
立
派
な
鮨
肇
先
生

凪
迂
如

E}H-
．]↑胃“"＂t
正
皐
E”

八
段

（下） m
 硝

の
向
上
に
大
き
な
足
跡
を
長

し
た
の
だ
っ
た
。

長
品
で
ス
マ
ー
ト
で
あ
っ
た

が
、
年
齢
に
は
見
え
な
い
筋
竹

降
々
と
し
た
出
体
だ
っ
た
。
桁

古
で
鍛
え
ら
れ
た
（
蹴
ら
れ
た
）

下
腿
を
爪
弾
き
す
る
と
竹
が
石

灰
化
し
て
し
ま
っ
た
の
か
「

n
ン

コ
ン
」
と
叫
る
の
だ
っ
た
。
先―

n重

戦
の
十
二
狡
合
わ
せ
て
三
百
八

十
余
名
の
選
手
が
大
会
に
臨
ん

だ
。
小
学
生
は
元
気
よ
く
、
中

学
生
は
堂
々
と
、
女
子
は
礼
儀

正
し
く
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
持

品
を
出
し
た
熱
戦
を
繰
り
広
群
馬
郡
民
柔
道
大
会
及
び
群
③
睾
r祐
之
（
群
馬
）

認
叩
ら
し
い
試
合
で
あ
っ
た
。
屈
郡
少
年
柔
辺
大
会
が
、
平
成
●
群
鳥
郡
少
年
大
会

こ
の
大
会
が
回
を
重
ね
る
,J

と

七
年
九
月
十
七
日
（
日
）
、
棒
名
◇
団
体
戦
①
包
叶
辺
坦

届
少
年
の
百
成
の
鳩
と
し
て
町
立
榛
名
中
学
校
柔
辺
出
で
圃
一
榛
名
）
②
艇
ヶ
岡
柔
A

躙
信
の
特
て
る
交
流
大
会
で
あ

miさ
れ
た
。
台
風
十
二
号
に
よ
（
群
馬
）
③
艇
ヶ
岡
柔
B

り
、
選
手
た
ち
は
来
年
も
索
昭
る
風
雨
の
中
で
熱
戦
が
繰
り
広
（
群
属
）
◇
佃
人
戦
▽
小
学

ら
し
い
大
会
を
見
せ
て
く
れ
る
げ
ら
れ
た
。
入
臼
者
は
次
の
通
り
巽
子
一
年
①
小
谷
野
雄
司

こ
と
と
息
い
ま
す
。

●

冊

埠

郡

民

大

会

（

堤

）

▽

同

二
年
①
戊
木
位
太
郎
▽
巴
ハ
年
軽
試
①
烈
爺
弘
（
石

試
合
成
紐
は
次
の
迪
り
◇
団
体
戦

8
榛
名
町
の
群
馬
（
坦
）
▽
同
＝
＿
年
①
芹
沢
謀
（
堤
）
井
）
▽
同
六
年
爪
試
①
墜
が
立
将

裔
魯
小
学
生
の
部
）
町
③
籠
町
◇
個
人
戦
①
泊
水
▽
同
四
年
①
臼
哭
典
（
石
井
）
（
鎌
）
▽
小
学
女
子
＝
一年
①
小
谷

篇

雷

醤

A
)

義
光
＿
棒
名
）
密
神
宝
（
榛
名
）
篇
五
年
令
平
友
規
（
石
井
）
野
籍
（
屎
）
篇
四
梨
欝

盈

佐

藤

氾

出

美

奈

子

（

艇

D
曲
五
・
六
年

e藤

盈

大

平

町

雀

A
-

（館
林
）
、
諸
田
樺
志
（松
沢
）
＞
一
②
中
村
久
美
（前
栂
）霞

田

さ

川
友
芙
函
）
▽
中

学

學

一
年

大
平
町
也
裂
B

)

2

う
品
・
Ae秋
山
拓
也
（佐
藤
一
や
か
（板
介
）
、
佐
藤
其
美
（
太
軽
血
①
翠
藤
裕
之
ー

H
-＞
岡
中

◇
個
人
戦
（中
学
の
部
）
②
礁
口
品
（佐
藤
不
峯
子
正
樹
田
）

ve吉
田
育
代
（足
良
不

紐
①
武
井
飢
吾
＿
箕
）
▽
岡

mra

マ
1
年

A
①
木
村
淳
之
（毛
（
毛
呂
）
、
田
口
晶
明
（板
倉
）
＞
森
田
治
廷
墨
楽
）③
柴
因
由
紀
①
旗
閲
太
（
組
）
▽
中
学
女
子

邑
鵞
谷
充
彦
（
塩
舟
）
③
八

2
3
年

B
c黒
有

醤
（佐
題

（本

a
)、
大
館
麻
子
（新
坦

一
年
輻
瓜
①
山
田
悦
子
（
南
）
▽

山
康
光
（佐
藤
）
、
横
塚
擬
岩

②
落
合
弘
行
（
板
倉
恣
篠
崎
悠
瓦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
眈
部
⑲
視
収
ど
品
狂
学
（
棒
）

也
▽
1
年
B
①
守
木
浮
（
毛
品
（
佐
庫
）、
泊
水
敦
（毛
邑
）
V
女

長

田

典

叶

・
内
田
和

子

』

小

町

和

刃

②
市
川
遠
也
（佐
藤
不

中
ぬ
峻
子
の
部

AJJ試
誠
恵
（新
田
）

は
私
た
ち
に
好
き
な
と
こ
ろ
を

持
た
せ
、
軽
い
体
さ
ば
き
で
栢

古
を
し
て
く
れ
た
。
ま
っ
た
＜

力
を
感
じ
さ
せ
な
い
本
当
の
姿

の
柔
氾
だ
っ
た
。
私
は
、
膝
車

や
山
足
払
い
に
立
っ
て
い
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
私
に
は
、

先
生
は
神
様
だ
っ
た
。

貼
笞
で
は
鈴
木
元
一

11
段

にこ

（
現
八
段
）
や
椛
澤
光
雄
五
段

（
現
七
段
）
が
先
生
の
指
訂
を
受

け
、
昭
和
＿
二
十
八
年
に
は
全
国

齊
京
大
会
B
組
で
級
勝
す
る
な

ど
好
成
組
を
あ
げ
た
。

「
昭
和
＿
二
十
四
、
一
＿＿
十
五
年

に
私
が
出
場
し
た
全
日
本
束
酉

対
抗
柔
辺
大
会
で
東

mの
監
曹

は
漉
登
先
生
で
し
た
。
日
本
柔

逍
界
の
重
鋲
で
し
た
。
―
―
-
＋
五

年
の
無
本
国
体
の
と
き
、
私
は

巡
充
部
此
の
試
験
を
受
験
し
社
且
の
努
力
の
結
果
、
泥
り
上
ぎ
、
脹
史
や
国
文
学
、
中
国
文

二
恣
験
を
閉
て
い
ま
し
た
。
げ
を
飛
蹄
的
に
伸
ば
し
、
組
合
学
等
の
お
涸
も
少
し
し
か
UtJけ

群
馬
が
勝
ち
進
み
、

二
次
試
験
は
順
潤
に
成
長
し
た
。
先
生
は
ず
、
分
駆
い
本
の
中
の
た
っ
た

が
受
け
ら
れ
な
い
と
知
る
と
｀
十
几
年
IIU、
Ill合
発
展
に
尽
カ
ー
ペ
ー
ジ
し
か
こ
こ
に
記
せ
な

先
生
は
瓜
特
本
部
艮
に
氾
話
を
し
た
。
況
在
も
そ
の
功
に
よ
り
い
よ
―

2
吝
沿
が
す
る
。

し
｀
受
験
日
が
延
JuIさ
れ
、
無
役
且
稽
遁
索
文
け
て
い
る
。

雨
上
が
り
の
廊
に
出
て
れ
花

平
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
叫
在
、
先
生
は
花
の
好
き
な
を
眺
め
、
沈
丁
花
の
匂
い
の
中

た
。
先
生
の
遥
手
へ
の
試
配
り
奥
様
と
悠
々
自
適
の
日
々
を
過
を
先
生
に
門
ま
で
送
っ
て
い
た

に
、
今
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

f
J

し
て
い
る
。
日
々
読
書
を
し
、
だ
き
畑
途
に
つ
い
た
。

先
生
、
奥
様
｀
お
元
気
で
1
・

ま
た
お
話
を
皿
か
せ
て
く
だ
さ

、
。

（追
）
二
十
数
年
前
に
先
生
の
お

首
と
、
今
回
お
見
せ
い
た
だ
い

夭
な
功
績
＂
紅
飩
籍
＝

鈴
氏
は
頌
る
。

・

俳
句
を
詠
み
、
短

mtに
打
き
氾
た
な
か
の
一云
日
を
糾
介
し
ま
す
。

故
あ
っ
て
上
毛
新
Utl社
を
去
し
て
い
ゑ
学
生
時
代
は
与
謝
野
翻
認
地
に
帰
ら
ざ
る

り、

一
年
打
余
、
好
き
な
釣
り
晶
子
の

添

削

を

受

け

た

と

い

友

あ

り

き

に
綿
中
し
て
い
た
が
、
教
え
子
う
）
。

枯
れ
岳
n
凪
吸
ま
る

の
太
田
市
商
工
会
議
所
会
頭
本
況
在
の
柔
氾
に
つ
い
て
、
「
軽
叫
ざ
し
か
な

島
氏
の
推
USで
結
成
中
の
東
毛
訳
級
選
手
の
軽
快
な
動
き
に
は
秤
啄
や

宕
な
き
の
と
を

嬰
事
菜
共
同
組
合
の
専
瑚
理
素
閲
ら
し
い
も
の
が
あ
る
」
と
固

ほ
と
と
ぎ
す

事
に
就
任
し
た
。
五
十
二
磁
だ
う
。
重
訊
級
選
手
の
柔
辺
に
、
小
十
郎
に
殉
死
の
硲
や

っ
た
。
口
本
金
の
二
十
倍
も
の
先
生
は
何
を
感
じ
て
い
る
の
だ
杉
杢
必
ち

偕

入

を

し

て

の

必

死

の

事

業

が

ろ

う

か

。

滴

り

紹

ち

る

始

っ

た

。

先

生

は

じ

め

役

貝

、

時

皿

は

あ

っ

と

い

う

間

に

過

咲

か

せ

雨

す
持
C
チ
ー
ム

ちびっこ大●員
県スポ少交流大会

子
持
C
に
栄
冠

北
群
馬
・
勢
多
大
会

団体戦

茂呂道場が制覇
館林市スポ少交流大会

榛
名
が
偏
勝

群
馬
郡
大
会

悶

コし-
•• 

L'
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嘉
納
師
範
遺
訓

柔
道
は
心
身
の
力
を
最•a

宵
効
に
使
用
す
る
道
で
あ

る
そ
の
呼
彙
は
攻
撃
防

畢
の
諏
習
に
由
っ
て
身
9

情
神
を
諏
緯
＂
彙

L
研
這

の
神
“
を
体
得
す
る
事
で

あ

る

さ

ぅ

L
て
是
に
よ

っ
て
己
を
繍
益
す
る
が
柔

遁
ftf拿
の
完
意
の
国
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三
郎
先
生
の
辺
場
和
二
年
、
四
年
、
八
年
、
十
四
等
の
揖
導
者
も
犀
任
さ
れ
ま
し
た
。
火
災
で
学
校
や
氾
坦
を
失
士
二
年
に
は
中
学
の
部
、
盃
先
生
の
柔
辺
は
誠
に
理
詰
め
で

で
も
修
行
さ
れ
ま
年
、
十
六
年
と
明
治
神
宮
大
会
た
。
そ
の
間
の
教
え
子
に
は
小
っ
た
前
橋
店
校
の
柔
氾
部
を
f
J

六
年
に
は
有
段
者
の
部
で
全
国
奥
深
い
も
の
で
し
た
。
真
摯
に

し
た
。
大
正
十
年
に
出
出
し
、

当
代
一
流
の
選
手

野
里
光
明
・
瓜
柔
氾
巡
盟
相
談

自
分
の
辺
場
で
指
導
さ
れ
、

一＿

柔
道
出
大
会
で
儀
勝
し
て
お
り
柔
辺
に
取
り
組
ん
だ
姿
が
う
か

か
ら
五
年
皿
、
兵
と
戦
い
、
ま
た
全
囲
塁
哭
会
、
役
、
安
部
一
郎
・
購
辺
館
国
際
十
九
年
の
全
国
大
会
に
尊
い
た
ま
す
。
道
岨
の
門
下
生
は
＝
＿
千
が
え
ま
す
。
先
生
の
己
に
厳
し

役
に
つ
い
た
後
に
大
日
本
武
徳
殿
狐
武
大
会
、

全

部
長
、
関
口
孝
義

・
県
柔
追
連
の
も
岬
か
し
い
業
組
の
一
っ
で
名
余
を
数
え
、
田
島
先
生
の
教
い
、
そ
れ
で
い
て
温
和
な
性
格
｀

東
村
山
町
役
鳩
に
国
滋
馨
大
会
等
数
々
の
大
会
盟
存
会
長
等
多
士
済
々
が
現

f

J

ざ
い
ま
す
。

え
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
お
古
武
士
然
と
し
た
風
貌
と
、
い
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闘
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ElE"”
エ
岬
叫
柔
迫
界
に
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献
皿
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翡
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お
生
ま
れ
に
な
り
の
地
畠
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ま
し
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蒻
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に
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開

祖
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お

や
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さ
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私
た

半
京

・神
田
の
日
本
簿
氾
学
口
亭
五
郎
先
生
の
弘
迎
館
の
門
刃
名
を
馳
せ
た
の
で
あ
り
ま
役
柔
氾
人
と
し
て
活
躍
し
て
お
田
島
氾
場
は
日
本
の
代
表
的
り
M
す
。

ち
は
先
生
の
教
え
を
大
事
に
引

繋
醤
後
、
都
内
の
繭
店
に
を
た
た
き
ま
し
た
。

す
。

り

ま

す

。

な

町

辺

坦

と

し

て

、
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国

際

交

先

生

の

教

え

は

勝

っ

て

お
f

J

き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

羅
の
か
た
わ
ら
、
京
橋
に
あ
昭
和
七
年
群
属
貼
巡
査
を
押
指
専
者
と
し
て
は
昭
和
二
十
昭
和
二
十
九
年
、
五
十
二
磁
流
基
金
」
に
よ
り
世
界
に
紹
介
ら
ず
、
敗
れ
て
悔
や
ま
ず
、
常
お
誓
い
し
、
お
別
れ
の
言
葉
と

っ
た
滋
罰
坦
で
柔
辺
を
始
め
命
し
た
援
は
、
好
き
な
柔
道
に
九
年
ま
で
臥
警
柔
辺
師
節
と
し
で
警
瞑
を
退
い
た
後
は
現
在
地
さ
れ
た
こ
と
も
f
J

ざ
い
ま
し
に
相
手
と
正
々
堂
々
と
対
戦
い
た
し
ま
す
。

ら
れ
ま
し
た
。
柔
道
の
ス
ジ
の
十
分
打
ち
込
め
る
環
況
を
与
え
て
、
ま
た
戦
前
、
戦
中
の
前
檎
に
扱
付
院
を
開
業
さ
れ
、
岡
時
た
。
辺
鳩
は
,J
子
息

・
敏
降
六
し
、
勝
つ
た
め
の
姑
息
な
手
段
群
馬
瓜
柔
氾
連
盟

よ
さ
を
認
め
ら
れ
、
警
視
庁
柔
ら
れ
、

一
流
の
柔
辺
家
と
し
て
中
学
校
、
繭
橋
商
業
・
“
校
、
前
に
当
時
と
し
て
は
泣
先
端
を
ゆ
段
、
お
源
さ
ん
の
隆
行
四
段
に
は
い
っ
さ
い
考
え
な
い
、
ま
さ
会
最
大
林
布
範

氾
師
範
を
蒻
め
て
い
た
竹
岡
宇
の
氾
を
踏
み
出
し
ま
し
た
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昭
橋
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所
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戦
後
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麻
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柔
辺
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設
さ
れ
ま
し
と
引
き
継
が
れ
、
こ
の
閥
に
五
に
正
統
派
そ
の
も
の
で
し
た
し
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平
成
八
年
全
国
柔
道
蕊
段
者

大
会
が
四
月
二
十
八
日
（
日
）
、

購
辺
館
大
道
場
に
お
て
圃
催
さ

れ
た
。
本
大
会
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数
三
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膨
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国
内
三
千
輿
氏
に
紹
か
れ
て

一
月
十
四
日
、
県
柔
巡
副
会
足

の
宮
沢
勧
氏
と
岐
阜
瓜
各
漑
原

（
か
が
み
は
ら
）
市
の
順
辺
館
・
尾

内
辺
鳩
を
訪
ね
た
。
和
田
峠
を

譴
え
、
中
央
江
速
辺
を
走
り
、

三
百
四
十
キ
ロ
。
尾
内
氏
か
ら
辺

鳩
奪
築
し
た
の
で
、
誘
わ
れ
、

宮
澤
氏
と
訪
ね
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
っ
た
。

厖
内
氏
は
昭
和
九
年
、
前
橋

の
店
田
町
（
躙
在
の
文
京
町
）
に

生
ま
れ
、
群
大
附
属
中
学
時
代

に
表
町
の
順
氾
館
・
富
澤
辺
場
の

門
を
た
た
き
、
バ
憚

H
一
八
段

（
故
人
）
に
師
事
し
た
。
そ
こ
に

多
く
の
若
者
が
ま
り
、
技
を

まん

『
It4.-
EL,'，t,り
ー

荘
i

競
い
あ
っ
て
い
た
。
厖
内
氏
は

前
邸
狡
時
代
、
部
活
と
辺
坦

で
の
稽
古
で
力
を
つ
け
、
第
七

儡
体
（
節
拉
珀
）
に
出
鳩
し
た
。

眉
は
左
の
跳
腰
だ
っ
た
。

岐
阜
大
学
に
学
び
、
卒
菜
後

は
白
川
小
学
校
に
一
＿
＿
年
、
そ
の

後
は
各
霧
原
市
の
小
・
中
学
校
に

勁
輝
し
、
咋
年
＝
＿
月
退
職
し
た
。

五
十
七
年
、
修
業
し
て
い
た

少
林
寺
拳
法
の
練
習
出
を
建
て

た
が
、
柔
迫
も
で
き
る
よ
う
に

伐
を
敷
い
た
。
退
職
後
に
好
き

な
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
た
。
辺
場
の
行
板
を
掲
げ
な

か
っ
た
が
、
新
築
祝
い
に
来
ら

れ
た
布
繹
先
化
か
ら
「
順
道
館
」

麟
瀧
鎗

ヽ`
っ

．．．ヲ9.:
p• 

‘̀＇一―-一

殴
翌
茫
雲
叫
一〗―

の

名

を

い

た

だ

い

た

。

修

段

（

順

逆

館

n
ー
チ
）
は
、

「
爵
嘉
し
て
の
人
皿
づ
く
那
加
巾
時
代
に
貼
中
体
連
大
会

り
と
強
い
選
手
百
成
に
は
、
で
二
年
連
続
饂
勝
の
原
動
力
と

小
・
中
学
校
一
匹
し
た
指
尊
が
必
な
り
、
名
門
郎
立
関
邸
校
で
学

要
と
考
え
、
退
職
を
機
に
血
出
ぴ
、
五
士

一年
の
胄
森
国
体
・
成

の
改
築
を
し
た
。
教
只
時
代
、
年
の
部
で
儀
勝
の
実
い
を
学
げ

生
徒
に
「
邸
を
持
と
う
ぜ
」
と
言

た
名
選
手
で
あ
り
、
常
に
師
範

っ
て
き
た
が
、
厄
内
氏
自
出
の
に
寄
り
添
っ
て
い
る
。

沙
が
広
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
夕
方
、
門
下
生
（

一
般
）
、
保

鉄
行
の
廷
物
の

一
陪
に
五
十
瞑
者
、
教
え
子
や
関
係
者
が
集

六
代
の
辺
鳩
と
師
範
室
、
風
呂
ま
り
、
改
築
祝
い
の
準
備
が
始

鳩
、
洗
而
所
、

二
陪
は
二
人
用
ま
る
。
夜
六
時
間
立
。
各
家
庭

部
屋
六
室
と

一
家
族
が
住
め
る
か
ら

一
品
ず
つ
の
自
但
料
躙
が

住
居
用
に
な
っ
て
い
る
。
属
内
持
ち
込
ま
れ
、
出
会
が
延
々
と

氏
の
熱
立
に
笠
同
し
た
林
邦
彦
続
く
。
十
二
時
過
ぎ
ま
で
続
く

三
段
が
奥
様
、
娘
さ
ん
と
住
み
の
だ
そ
う
だ
が
、
内
汽
氏
と
途

込
み
、
道
場
の
行
理
と
指
尊
に
中
で
失
礼
し
、
二
階
の
吸
か
い

協
力
を
申
し
出
た
。
部
屎
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
く
。

犀
内
氏
は
二
十
数
＊
口
翌
十
五
日
、
午
前
十
時
か
ら

柔
道
の
創
始
者
で
あ
る
嘉
納

疇
れ
た
羽
店
市
の
自

聾
郎
蝕
の
「
女
子
に
磁
勝

宅
か
ら
月
水
金
の
三

負
を
や
ら
せ
る
ぺ
き
で
は
な

日
間
、
こ
の
辺
出
に

ぃ
Alい
う
江
向
か
ら
、
日
本
の

来
て
指
専
す
る
。

女
子
試
合
は
や
や
遅
れ
た
感
が

現
在
、
小
学
生
二

あ
っ
た
。

十
一
名
、
中
学
生
四

戦
後
し
か
も
、
既
に
ヨ
ー
ロ

名
、
麻
校
生
九
名
、

ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
大
隙
な
ど
で

一
般
五
名
の
凹
上
H

女
子
の
大
会
が
砥
ん
に
行
わ
れ

が
修
行
し
て
い
る
。

る
よ
う
に
な
っ
て
、
日
本
で
も

昨
年
は
山
之
内
祖
が

ヽ
女
子
の
大
会
が
始
め
ら
れ
た
の

国
体
に
出
坦
、
足
立

で
あ
る
。

君
が
イ
ン
ク
ー
ら
ィ

群
属
の
女
子
柔
迅
は
、
比
較

虹
予
選
二
位
と
灼
実

的
早
く
か
ら
練
密
を
し
て
い
た

に
地
歩
を
築
き
、
岐

者
も
多
い
。
三
十
年
以
上
も
以

阜
砂
の
中
野
祖
は

前
か
ら
女
子
の
柔
社
は
行
わ
れ

期
待
の
品
で
あ
る
。

て
い
た
。
試
合
や
大
会
は
な
く
、

保
護
者
も
氾
出
に
顧

乱
収
線
習
や
形
の
競
技
で
あ
っ

を
出
し
、

子
供
た
ち

た
。

を
激
励
す
る
。
さ
ら

に
那
加
巾
学
時
代
の

教
え
子
が
尾
内
師
範

と
道
鳩
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
ブ
す
る
。
中
田
嘉

代
司
七
段
、
横
山

利
9
二
七
段
、
下
野

． 直ー．

． 

今
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

も
正
式
種
目
と
な
り
、
女
子
の

山
本
崇
夫

各
種
女
子
大
会

崖
の
租
古
が
始
ま
る
。
「
自

立
と
素
直
さ
」
が
目
椋
で
あ
り
、

祠
本
に
忠
き
が
要
求
さ
れ
る
。

楽
し
み
な
が
ら
も
厳
し
い
坦
技
、

立
ち
技
が
続
く
。
内
澤
氏
も
汗

を
流
し
、
師
範
も
和
古
を
続
け

る
。
こ
の
道
鳩
で
は
師
範
も
コ

ー
チ
も
必
ず
柄
古
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
言
う
。
小
学

六
年
の
三
人
娘
・
林
（
邦
彦
氏
の

長
女
、
県
の
女
子
小
学
生
ナ
ン

パ
ー
ワ
ン
）
、
佐
藤
、
丸
山
ら
が

汗
に
ま
み
れ
て
師
範
に
挑
む
。

「三
年
後
、
秋
田
の
〈
未
工
＾
会
か

ら
女
子
団
体
が
始
ま
る
の
で
、

三
人
娘
は
そ
こ
に
照
準
を
あ
わ

せ
て
い
る
。
平
成
十
二
年
の
岐

阜
イ
ン
ク
ー
ハ
イ
に

「
人
で
も

多
く
の
選
手
を
順
辺
館
か
ら
出

坦
さ
せ
た
い

A
師
範
は
叩
る
。

疎
暉
者
が
臨
で
餅
を
つ
く
。

昼
か
ら
は
小
学
生
を
中
心
に
し

た
改
築
祝
い
で
あ
る
。

私
た

ち
は
帰
り
の
辺
中
が
気
に
な
り

蕊
は
低
く
華
れ
る
。
和
田
峠
は

紺
か
？
）
、
活
気
に
満
ち
た
道
坦

に
別
れ
を
告
げ
た
。

過
、
中
学
一
年
に
な
っ
た

世
界
選
手
権
大
会
ま
で
、
男
子

と
同
じ
に
各
種
大
会
が
圃
催
さ

れ
て
い
る
。
”
柔
ち
ゃ
ん
“
こ

と
田
村
況
子
選
手
の
よ
う
に
、

世
界
で
も
有
名
に
な
る
ほ
ど
活

躍
し
て
い
る
女
子
選
手
も
出
る

こ
の
頃
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進
国
な
ど

で
は
、
二
十
年
も
以
前
か
ら
、

少
年
の
大
会
を
一
日
叫
佃
す
る

と
翌
日
少
女
の
大
会
を
一
日
開

催
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

日
本
で
も
址
近
は
、
全
国
的

大
会
や
貼
下
大
会
で
も
、
女
子

の
大
会
が
独
立
し
て
開
佃
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

ス
ポ
少
大
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
が
組

年
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
年
も

-＿＿
月
十
七
日
に
瓜
武
道
館
に
お

い
て
、
第
十
一
回
群
馬
瓜
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
女
子
柔
氾
交
流
大

三
人
娘
が
、
平
県
大
会
で
塵

勝
し
た
と
の
新
岡
記
事
が
犀
内

氏
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
。

．
 

期待●まる

岐
の
「
順
逍
館
」
と
犀
内
師

範
に
群
馬
の
地
か
ら
も
大
き
な

声
援
を
送
り
ま
す
。

県
ス
ポ
少
女
子
交
流
大
会
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会
が
開
催
さ
れ
た
。
圃
会
式
で

は
「
み
ど
り
の
朝
風
」
で
始
め
ら

れ
、
郎
警•
O
O
東
学
園
大
・
興
阻

゜

斑
な
ど
の
女
子
選
手
の
協
力
を

紺
て
行
わ
れ
た
。

小
学

一
年
生
か
ら
中
学
三
年

生
迄
、
各
軽
・中．

m-i級
の
個

人
戦
で
あ
る
。
参
加
遠
手
総
数

二
百
四
名
で
あ
っ
た
。
毎
日
の

指
専
や
大
会
の
世
話
を
す
る
指

尊
者
は
大
変
で
あ
る
。

選
手
の
実
績
向
上

外
国
に
比
較
す
る
と
、
女
子

の
選
手
の
実
力
は
も
う

一
歩
の

感
が
あ
る
。
女
子
柔
迫
は
、
そ

の
気
に
な
っ
て

一
生
懸
命
紬
習

す
れ
ぱ
誰
に
で
も
チ
ャ
ン
ス
の

あ
る
時
則
で
あ
る
。

群
馬
臥
関
係
の
選
手
も
、
泣

近
で
は
阻
月
十
四
日
愛
知
貼
武

辺
館
で
行
わ
れ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
代
汲
選
手
遠
考
を
兼
ね
た
全

日
本
女
子
柔
道
選
手
権
に
は
、

前

植

醤
―――
年
の
欝
瑞
穂
選

手
と
、
北
爪
弘
子
選
手
（
常
網

邸
埼
玉
大
・
あ
さ
ひ
銀
行
）
が
出

出
し
、
北
爪
選
手
は
準
決
勝
ま

で
進
出
し
て
い
る
。

四
月
二
十
八
日
、
臥
武
道
館

で
行
わ
れ
た
全
日
本
女
子
柔
氾

団
体
優
勝
大
会
県
予
選
で
は
、

五
十
二
*n
級
・
岡
困
査
織
（
伊
勢

崎
興
隕
）
、
五
士
ハ
＊
贔
・
上
村

美
紀
蕊
岡
法
科
大
）
、
六
十
一

＊
口
級
・
七
五
＝
＿
遵
翌
命
馨
哭

六
十
六
守
B

級
・
様
沢
瑞
穂
（
前
橋

卓
）
、
無
泣
別
級
・
森
田
ち
は
る

（
常
盤
硲
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ス
で
纏
勝
し
、
六
月
十
五
｀
十

六
日
に
岡
山
で
叫
佃
さ
れ
る
全

日
本
大
会
（
団
体
戦
）
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

舅
な
選
手
を
毀
成
す
る
に

は
、
女
子
は
特
に
早
期
（
少
女
時

期
）
に
適
切
な
練
習
を
し
て
自
ね

を
拷
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
父
兄
の
協
力

と
良
い
指
尊
者
の
指
尊
が
必
要

で
あ
る
。

瓜
柔
迅
巡
叫
耶
JJ
鈴
木
元
一

試
合
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

余
が
な
い
遍
手
た
ち

•• 

■太田校総本親tt0276(48)1572 
●前 橋校tt0272(35) 6730 
●伊勢鱒校tt0270(21)6121
●館 林校tt0276(7 4) 5515 

●館林北校tt0276(74)0661

•• 

つねに子供たちといっしょでいたい！
●大泉校n0276(63)4911
●足 利校n0284(62)6131
●千代 田校n0276(86) 6008 

●ハイスクールn0276(48)1560 

● 佐野校n0283(22) 17 45 

1 社 貫 攀 集 I
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(2交替制勤癌あり）・・・・・・・・・・・ •こ3 モ5
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平成8年6月30日 ぐ ん ま柔道 (4) 

孟
八
年
四
月
七
日
、
第
三

士
回
調
口
杯
支
部
対
纂
；
K

会が瓜武辺館で行われた。

その折、虹柔遭相麟扱・永井

先
達

永 (J)

蓮盟 雄し
:八あ

‘上̀- W 

ー

量

＇ 
ー

口力場道呂茂
箪
ハ
回
含
忠
牟
逹
癸

粛
予
遠
が
平
成
八
年
四
月
十

四
曰
瓜
武
道
館
で
圃
催
さ
れ

た
。
成
組
は
次
の
通
り

▽
1
回
戦9

人久方
柔
ス
ポ

，
 ー

▽
2
回
瞑

毛
呂
氾
揖

)
?
b

久
方
柔
ス
ポ
少

新
里
屯
歪
腎

Y
5

0
下
仁
因
歪
叙

窟

9
埠
ケ
塁
ス
ポ

伊
勢
轡
床
敦
↓0

田
＆
迅

塁
乱
蒻

0
4
b桜
荘
出
t

謡
田
辺
場

1
L人
渥
沢
追
坦

新
因
屎
ス
炎
涵
L‘犀

武
迫
館

柴
崎
辺
掛
}
ー
人
柘
藤
辺
場

▽
3
回
戦，
 

下
仁
田
町
柔
教

!
 0田

＆
磁

坦
町
蚕
只
X
T
O松
迅
祖
『

全国少年大会県予選

前
椙
中
央
ス
ポ
ー
ー
ー

0
柴
橙
磁

罰
畠
ス

詞
F
ウ
t
.疇

1

屯
ふ
E
t己
公
一
~
一

伊
勢
崎
で
、
第
九
回
伊
勢
崎

招
待
試
合
柔
辺
大
会
が
＝
頁
ニ

十
四
日
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
大

会
は
、
伊
勢
崎
近
隣
の
地
域
の

柔
辺
少
年
の
交
流
を
は
か
る
目

的
と
、
三
月
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
六
年
生
の
卒
業
記
念
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

試
合
の
前
に
、
睛
追
館
柔
氾

>
決
腸9

坦

鷹
勝
の
毛
呂
道
場
は
五
月
五

日
に
東
京
・講
珀
館
で
行
わ
れ
る

全
国
K
会
へ
出
場
す
る
。

同体＿e沢
辺
場
②
伊
勢
崎
A
③

伊
勢
崎
B
、
幅
田
A

【
個
人
＿g

i―（薗）

◇
小
学
校
低
学
年
▽
軽
屈
級

扱
げ
の
形
を
細
貝
、
井
上
瓜

R
e細
貝
泰
佑
（
榔
田
）
▽
中
拭
級

生、

そ
し
て
璽
館
柔
氾
護
旦

e中
島
大
迪
（
況
町
）
マ
軽

m鼠

網
が
安
沢
、
水
野
岡
先
生
に
よ
塾
漏
中
俊
明
（
伊
勢
崎
）
▽

m

っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
煎
飛
級
9
小
島
健
矢
（
欝
）

日
の
弧
風
が
嘘
の
よ
う
に
欝
ま
◇
中
学
年
▽
軽
飛
緩

3
塩
谷

り
返
っ
た
各
会
場
で
は
競
技
の
勝
也
（
坦
町
）
＞
中
ffl級
①
石
井

薗
戦
が
続
い
た
。
来
年
こ
そ
は
｀
み
ど
り
（
況
町
）
＞
軽

m滋
級

e

誰
か
が
北
沢
乱
の
連
続
震
勝
れ
堂
婚
行
（
北
沢
）
＞

m泣
級

e

含
め
た
い
で
し
ょ
う
。

小
凶
良
祐
（
四
町
）

◇
店
学
年
▽
軽
鬼
緩
3
田
畑

剛
（
況
町
）
＞
中
泣
級

e立
田
雅

士（
北
沢
）
＞
軽

m派
級
9
八
木

原
酒
之
（
北
沢
）
▽
重
飛
級
①
石

原
洋
介
（
玉
村）

（
佐
波
伊
勢
崎
支
部
・
広
報
部
『

坂
本
幸
一
』
）

I
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●●
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を
と
る
の
が
楽
し
く
、
父
の
腕
を
内
股
で
拉
げ
、
大
将
の
初
段

っ
節
の
弧
さ
を
受
け
継
ぎ
｀
弧
の
相
手
と
引
き
分
け
、
沼
中
が

か

っ

た

。

圧

勝

し

た

。

柔

辺

に

魅

せ

ら

れ

当
呵
小
学
校
の
躙
・
で
夜
｀
た
弧
烈
な
思
い
出
と
な
っ
て
脳

村
の
冑
年
が
集
ま
り
、
柔
氾
を
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
先
生

し
て
い
た
。
先
生
は
相
撲
が
弧
の
印
立
技
は
一
気
に
跳
ね
上
げ

い
の
で
嗚
わ
れ
、
五
年
の
時
に
る
右
の
内
股
だ
っ
た
。

冑
年
に
ま
じ
り
、
受
け
兵
の
柄
四
年
の
時
、
先
生
は
東
京
東

古
を
始
め
た
。
柔
氾
と
の
出
会
淘
商
業
学
校
に
転
校
し
た
。

い
で
あ
る
。

[
H翠
後
、
録
叩
行
（
後
の
国
恢
、

阻
沼
田
中
学
校
に
進
学
し
現
在
の
J
R
)・
京
鉄
辺
屈
に

ー

先
生
に
師
範
室
で
お
四
’
圃
か

せ
て
い
た
だ
い
た
。

氾
鳩
で
は
試
合
、
窓
か
ら
兄

る
公
園
の
桜
は
三
分
咲
き
だ
ろ

う
か
、
辺
坦
の
熱
気
と
対
照
的

に
置
り
の
原
音
だ
っ
た
。

先
生
は
明
治
四
士
＿
＿
年
十
二

月
二
十
一
日
、
利
根
郡
桃
野
村

（
現
在
の
月
夜
野
町
）
月
夜
野
で
た
。
蒔
学
校
は
現
在
の
公
園

材
木
商
を
営
む
家
庭
で
、
男
＝一

の
近
く
に
あ
っ
た
。
一
学
年
五

人
兄
弟
の
次
呉
に
生
ま
れ
た
。
十
名
の
学
狡
で
あ
り
、
雌
城
の

父
の
多
忠
次
氏
は
想
が
好
き
置
秀
な
生
懇
を
集
め
て
い
た
。

で
、
先
生
の
幼
い
頃
、
友
だ
ち
上
越
線
は
な
く
、
自
転
車
で
遥

羞
び
に
来
る
と
、
家
の
八
丑
学
し
た
が
｀
田
が
降
る
と
歩
い

問
に
白
暴
で
土
儀
を
描
き
、
子
て
迪
っ
た
。
一
・
ニ
年
の
時
は
、

供
た
ち
に
相
塁
を
と
ら
せ
、
瞼
柔
辺
と
剣
氾
を
必
修
で
学
ん
だ

者
に
一
銭
を
与
え
、
楽
し
ん
で
が
、
三
年
に
な
っ
て
好
き
な
柔

い
た
。
先
生
も
友
だ
ち
と
組
桟
道
部
に
入
部
し
た
。
そ
の
年
、

..............

................ i
・・・・・・・
・・

＂
濾
征
し
て
き
た
中
学
と
二
十
名

i

ず
つ
の
勝
抜
戦
。
先
生
は
七
人

＇
で
は
相
麟
彼
主
震
め

i

る
毒
先
生

ー

入
社
し
た
。
当
時
、
鉄
氾
囚
は

四
T
大
阪
、
名
｀
仙
臼

札
蜆
に
あ
っ
た
。
各
屈
代
表
に

よ
る
対
抗
試
合
が
餌
年
盛
大
に

行
わ
れ
た
。
東
京
鉄
辺
屈
の
柔

辺
部
只
は
、
購
迅
館
や
万
世
橋

近
く
の
鉄
辺
博
物
館
の
柔
辺
鳩
｀

池
織
の
教
習
所
の
道
鳩
で
糟
古

を
し
た
。
東
京
鉄
辺
周
の
柔
辺

部
は
弧
か
っ
た
の
で
、
学
生
連

盟
と
交
歓
試
合
を
し
て
い
た
潤

州
鉄
辺
に
交
歓
試
合
を
申
し
入

全
身
の
力
を
込
め
て
相
手
に
挑
む
ち
ぴ
っ
こ

ー・ー・
1-―-i書一ロ・

れ
、
先
生
も
選
手
団
の

一
只
と
長
・
関
口
林
五
郎
先
生
頑
柔
連

っ
た
が
、
先
生
に
は
初
め
て
の

し
て
満
州
に
猿
り
、
大
連
や
奉
第
二
代
会
長
）
の
叔
父
・
菊
五
郎
移
瞑
で
あ
っ
た
。
叩
記
試
験
に

天
で
試
合
を
し
た
。
翌
年
、
満
氏
（
関
口
孝
五
郎
先
生
の
弟
）
に
も
合
格
し
、
「
柔
氾
整
但
師
」
の

鉄
が
日
本
へ
来
た
が
、
そ
の

一

出
会
っ
た
。
菊
五
郎
氏
は
先
生
口
格
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

皐
つ
の
濾
征
で
終
わ
っ
て
し
に
面
口
整
形
外
毬
区
院
伝
四
め
、
た
。

ま
っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。
柔
氾
の
糟
古
を
見
て
欲
し
い

E

そ
の
後
も
李
五
郎
先
生
の
元

鉄
氾
名
に
は
、
鉄
氾
の
将
来
話
さ
れ
た
。
先
生
は
体
も
回
復
で
研
鑽
し
、
昭
和
＿
＿
十
＿
一
年
、

に
向
け
て
専
門
部
や
匹
臼
科
で
に
向
か
つ
て
い
た
の
で
、
一
か
煎
橋
市
萩
町
（
現
在
の
昭
和
町
）

社
只
の
教
百
を
し
た
。
専
門
部
月
IUJ晴
辺
館
で
稽
古
を
し
、
煎
に
永
井
接
行
院
を
開
業
し
た
。

（
二
年
制
）
入
学
名
は
年
IUJ
二
十

橋
へ
来
た
。
昭
和
十
二
年
、

四

士

一g
の
氾
鳩
も
持
つ
こ
と
が

名
、
エ
リ
ー
ト
ヘ
の
幕
IuJ
で

段

で

あ

っ

た

。

で

き

た

。

東

醤

ま

れ

で

東

京

g、
鉄
迫
省
勁

c
指
導
に
尽
力
叩
呻

二
十一

nの
氾
岨

あ
り
、
こ
こ
で
学
ん
だ
者
が
束
時
折
、
弘
氾
館
・
関
口
辺
鳩
に
に
改
築
し
た
。
辺
鳩
の
名
は
、

班
塁
を
は
じ
め
、
全
国
鉄
氾
来
て
指
尊
さ
れ
た
田
島
行
一
先

先
生
を
相
撲
か
ら
柔
辺
に
等
い

の
中
心
部
を
担
っ
た
。
ま
た
麻
生
（
珀
・
行
辺
館
品
、
八
殿
）
と
糟
た
父
の
名
か
ら
「
多
忠
館
」
と
名

等
文
官
試
験
（
司
法
試
験
）
合
格
古
を
し
た
。
「
田
ぬ
先
生
は
非
常
づ
け
た
。
「
多
忠
館
H
斧
辺
坦

者
を
出
す
ほ
ど
レ
ペ
ル
が
滋
か
に
弧
か
っ
た

Al、
先
生
は
暉
る
。
は
、
そ
の
後
若
者
を
集
め
、
群

っ
た
。
先
生
は
仕
事
と
柔
氾
の
先
生
は
、
柔
辺
整
担
師
の
口
属
の
辺
埠
の
中
心
的
存
在
と
し

か
た
わ
ら
、
専
門
部
に
入
学
す
格
を
取
る
ぺ
く
孝
五
郎
先
生
の
て
、
数
々
の
歴
史
を
生
む
こ
と

ペ
く
猛
勉
弧
を
し
た
が
、
過
労
教
授
を
受
け
、
昭
和
十
四
年
に
に
な
る
。
戦
後
、
占
領
軍
に
よ

の
た
め
体
を
こ
わ
し
、
鉄
辺
省
名
古
凪
で
行
わ
れ
た
試
験
に
臨
り
禁
止
さ
れ
て
い
た
柔
辺
が
再

素
爾
せ
ざ
る
を
工
な
か
っ
た
。
ん
だ
。
柔
辺
の
試
験
で
名
古
屋
岡
さ
れ
る
と
、
辺
場
に
責
少
年

棗
亙
哀
め
て
い
薩
の
警
霰
官
と
試
合
を
し
た
。
相
が
集
ま
り
、
辺
世
は
活
気
づ
い

前
檎
の
闘
口
整
形
外
科
医
院
手
の
麗
技
を
移
朦
に
「
一
本
」
攻
た
。

丁
北
沢
道
場
V
4

高崎塚沢スポ少

初出場で栄冠

第
四
十

闘

九

回

氾

友

邑
楽
町
長
杯
争
奪

健

g
g

近
県
少
年
大
会

別
選
手
権

第
十
七
十
一
チ
ー
ム
、
百
八
十
余
人
が

麿

楽

町

需

し

、

熱

戦

を

展

開

。

団

体

欄

大

会

が

一

＿

＿

塁
杯
争
奪
は
、
初
出
鳩
の
固
崎
市
塚
沢
柔
を
奪
月
二
十
日
、

近

屈

少

年

氾

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

が

栄

緊

勢

蘊

睛

道

館

で

雷
大
会
手
に
し
た
。
個
人
戦
の
結
果
は
県
調
開
か
れ
た
。

十

l-R
冦
埠
1
[田
口
欝
（
新
田
町

3
-
5
E

同
町
醤
爵
ス
ポ
ー
ツ
裟
団
）
▽
2
年

本

噸

次

の

と

お

館

で

圃

か

黛

塚

卓

己

（

羞

舟

町

柔

笞

ら

？

れ
た
。
二
▽

3
茉

渥

奮

l

（
加
爵
柔

溢

◇

段

別

>
初
段
③

遮
）
▽

4
年

出

塁

岩

菖

聖

史◇
少
年

（
茂
呂
道
渇
）

部
▽
小
学
6
年
③
金
井
俊
明
▽

▽

5
年
①
悔

中
学
1
年
⑦
荒
館
晶
▽
同
2
年

老
沼
碑
（
野

③
黒
石
和
哉
◇
女
子
部
▽
無

ー木
町
柔
辺

喜
西
村
桃
子
▽
打
段
名
9

ク
）
▽

6
年

員幸

爾
野
大
輔

面

欝

]

_11-1
 

⑯V'、V'‘°
主妻醸鑽
●エアコン●バワーステアリング
●バワーウィンドゥ●集中ドアロック
・クロームメッキ電働リモコンドアミラー
●CO対応鑢付AM/FMカセットステレオ
●＊目IllォーティオバネII,

VIVI02WD5ドアセダン Bistro
em:Kl(̀1l11N闘》

⑳ Face to Face 

う
れ
し
い
を

． 

一＼ナロ

．
 

覇属中央懺用會
冨鯛信用愈■
綱生置屠金•
伊勢疇置用傘■
太田置用金■
鱚韓置用金●
利蠣Ill置用金●
北瓢属置用金●
かんら111用金■
多＂慣用金庫

＊攣 f11用・・
I●内霜四●●●IIヽ 虞●l

-38-



(1) 平成8年9月30日 第80号

訥
師
範
遺
訓

爵
は
｀
心
“
の
力
を
域

P'”

に
観
用
す
ゑ
で
あ
る
そ
の

欝
は
攻
撃
防
軍
の
練
曹
に
由

っ
て
砧
体
羅
を
戚
輝
霞
『
」

饗
の
神
髄
を
体
犯
す
る
事
で

あ
る
そ
っ
し
て
伍
に
よ
っ
て

己
嘉
成
し
批
を
補
鑓
す
る

が
、
柔
迅
修
行
の
究
極
の
目
的

で
あ
る 量

璽
認
冨
l̂

発行所

発行人

騨馬県柔道連盟

大 林 宥 範

編 集 宣

高崎市中●岡町500
茂原動

電話 0273(25)8457

〒370

県高段者大会 臣

四
方
固

藤
川
進

ち坂
田
和
平

芹
繹
勝
実

•
藤
井
猛
岡

市
川
正
人

小
述
臨
男

県
柔
道
四
段
者
大
会
が
八
月
十
八
日
、
眼
武
道
館
で
開
か

れ
た
。
磁
儀
秀
賞
一
人
ほ
か
、
四
人
に
敢
闘
賞
が
贈
ら
れ
た
。

13
選
手
が
国
体
へ

関
東
女
た
ほ
か
、
二
年
連
続
で
出
坦
し

さ
子
体
重
別
た
五
土
ハ
£
u
級
の
上
せ
厄
（
佐

弔―
ヨ
、壽＇

柔
迫
選
手
権
大
会
兼
全
国
女
子
藤
氾
世
が
二
位
と
健
闘
。
こ
の

体
重
別
関
東
地
区
予
選
会
が
九
ほ
か
、
七
十
二
＊
口
級
の
木
村
昌

月
二
十
二
日
、
千
葉
堅
武
辺
館
代
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
も
全
国
大

で
開
か
れ
た
。
六
十

一争
a
級
で
会
へ
の
出
埠
櫛
を
痕
紺
し
た
。

吉
澤
穂
波
（
常
磐
蕊
）
が
鰻
勝
し

61*°

級
吉
澤
穂
塁
に
栄
冠

3
人
が
全
国
へ
出
場

試
合
前
｀
緊
張
し
た
面
も
ち
の

瀑
た
ち 優秀選手14人を表蒻

柴
崎
洋
行

全
日
本
女
子
体
璽
別
予
逗 棗誠＿

――

扁

§

目

（

一

本

）
隈

懸

一

罪
邦
索
嘉
仰
え
込
み
（
衷
）翠

閾

横
谷
利
夫

(
6愚

今
呆
八
彦
（
同
）

柴
崎
洋
行

(
7段）

▽
初
段

鎌
塚
勉
〇
不
戦
勝
森
田
良
二

▽
2
殿

▽

5
段

大
井
f

肛
人
3
不
戦
勝
小
林
紀
之
藤
井
猛
i
3
不
戦
勝
泊
亮
戊

e小
山
勝
由
（
渋
西
教
）
②
組
膝

藤
生
牲
辺
泣
岬
え
込
み
（
一
本
）
藤
川
進

3
霞
勢
勝
ち
坂
田
和
平

以
一
（
瓜
警
）

椛
沢
芳
夫
長
谷
川
実
引
き
分
け

【李一

三
輪
秀
杉
引
き
分

け

塩

谷

敏

谷

律

久

井

彦

一

◇
少
年
▽

52
奪
品
吊
横
濶
由

▽
3
段

鈴

不

正

県

）

一
杢
双
以
悽
捻

繁
瓜
八
年
皮
第
ぷ
一
回
国
結
果
は
次
の
通
り

“

中
一
敏
（
前
商
③
威
神
宝
（
磁
崎
凶
（
前
半
研
）
の
野
口
さ
や
か
否
~

茂

木

美

一

〇

杢

覇

金

子

仁

▽

6
段

民
体
ffK^
屈
二
次

＂

道

が

ヒ

【

塁

】

▽

86
ょ
艇
3
今
井
裕
介
（
湖
商
）
英
TJi)
③
岡
村
香
織
（
興
囮
毯
、

翡

旦

〇

憐

し

（

一

本

）

案

嬰

郎

囚

分

け

條

勁

月
二
十
U
｀
貼
武
道
館
で
開
か
◇
少
年
▽

6
0
B緩

3
牢
田
純
②
此
谷
川
匡
基
＿
窃
崎
）
③
新
井
武
井
愛
友
深
（
同
）
V
6
6
彎
贔
吊

萩
原
次
刃
横
谷
利
去

3
エ
え
釣

9込
み

れ
た
＂

源
（
百
英
）
②
磁
符
栖
（
同
）
＞

勉
（
豆
英
）

V
9
5
臼
懲
斎
藤
降

吉
澤
穂
波
＿
常
磐
芭
②

横

醤

大

谷

但

夫

菜

櫂

笠

原

仰

之

小

沢

訟

辺

71
＊口褻
3
覇
野
公
平
（
同
）
②
田
広
（
豆
巻
②
宮
下
友
和
（
前
岡
）
息
（
前
束
窃
）
③
七
吾
一
繹
幸
子

,
~
Q

震
勢
勝
ち

4函
八
巖
｝
盈
鎌
塚
正
良

i

③
鈴
木
オ
樹
（
四
崎
）
（
常
磐
迎
布
施
黒
枝
子
（
煎
以

Z.，' 

{

>

無

染

盟

羹

巴

2
)
▽

無

覇

塁

田

ち

は

る

予

―

――
展
瓜
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

,L
 

裔

臭

▽
7
段

▽
4
段

柴

崎

登

只

ば

ぇ
込
み

塁

（

百

喜

置

（

常

磐

）

會

瀬

志

保

＿

興

唇

）

雄

爵

大

会

（

県

巌

旦

只
会
、
叫
体
百
協
会
、
臥
ス
ポ

山
m泊
〇

盃

醤

稲

野

沼

謡

塁

鬼

胤

修

一
（
煎
商
）
③
松
井
③
池
田
め
ぐ
み
（
岡
）

ー
ツ
振
興
事
菜
団
主
佃
、
県
柔

貫

祠

徳

）

園

体

関

東

プ

ロ

ッ

ク

大

会

‘̀tー

1

,

'ィ
4
[

．

◇
成
年
V
6
0
"＂級

(
8月
2
4
.
2
5日
神
奈
川
屈
連
主
匹
）
が
八
月
十
八
円
瓜
武
究
唇
芝
引

R
召
伯
沢
晶
一
大
前
立
〇
盃
醤

.

",＼
ハ
・
(

`
i

l
．．
 
↑

江
田
光
索
溺
え
込
み
（
租
）

i

,

．ら
3
i

e町
田
阻
弘
（
国
士
館
珀
双
市
総
合
体
百
館
で
開
）
迅
館
で
開
か
れ
た
。
優
秀
選
手

‘,A
.
 

b
}ダ

大
）
②
伊
藤
洋
邦
（
上
に
は
少
関
子
、
同
女
子
、
一
般
十
四
人
の
表
魚
わ
れ
た
。

‘
¥
J'r

ージ＼．う

9
.
 

●

‘
[、

：

ぷ

窟

名

翌

武

大

）

③

店

沢

悩

利

女

子

が

出

坦

。

盟

大

会

で

の

員

甕

'
,＇愚
d
贄

i¥-＂

入
し
ぷ
！
＇
1
,
．

・
（
国
士
館
大
）
▽
71
キ
＂
成
組
を
ふ
ま
え
た
選
考
の
結
果
、
藤
生
む
辺

(
2段）

“
 
..
 

• 

/

．

i
・

．．ふ

＼

．

；
ィ
4

J

靡
闊
彦
（
東
渾
次
の
選
手
が
国
体
へ
出
鳩
す
る
。
塩
谷
敏
治
（
同
）

i
 

i

゜

↓名

さ

②

菊

池

延

夫

（

上

▽

成

年

辺

子

町

田

阻

払

載

具

(3段）

」ヽ
9
9

1
it

r
 

【
ユ

市
村
肌
彦
、
田
口
基
有
｀
閾
屑
且
（
同
）

武
大
）
③
茂
木
良
典

9~.,"e, .̀
 

真

一
｀

小

山

勝

専

少

年

リ

子

斉

藤

堕

(
4段）

柴
田
純
源
、
西
野
公
な
斉
藤
偏
沢
品
一
（
同
）

J

（
瓜
琶
▽
86*a
極
3

.tI
I
 

臨
広
、
根
岸
篤
史
、
今
井
祐
介

田
口
基
有
碩
琶
②

J

亀ヽ・

江
田
光
夫
同
）

：
〗
岳
島
巽
（
法
整
＾
）
▽
少
年
女
子
横
沢
由
北
、
吉

ヽ
‘
\\

•

'-_• 

③
小
畑
順

一
（
郎
警
）
沢
穂
波
、
聯
田
ち
は
る
▽
監
曹
若
井
邦
夫
（
同
）

U・

．＂ 

籠

殷

（

同

）

心『

▽
86
詑
超
・
無
蓋
別
級
花
沢
博
之
（
県
琶
、
新
井
臼
雄

ヽ

＿
羹
磁
教
）
、
根
岸
宏
（
常
磐
藤
川

進

(
5段）

•••••••••••••••••••••••

••••••••••• 

．̀,
6"賃

『ぷ
9

醤

）

槃

正

明

（

同

）

｀

i
'
y・

大
勢
が
見
守
る
中
で

•
A 

,b
‘
 

奮
闘
す
る
選
手
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囀
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▽

屈

纂

什

旧

子

魯

眉

引

き

分

け

横

谷

利

夫

▽
照
蒻
1

品

箭

実

◇

段

小
沢
紐
男

ー油
餞

〇
払
腰

條

勁

大

前

立

県民スポーツ祭壮年大会

潤

萎

裔

猿

岡

村

沙

織

蕊

崎

芭

②
深

噴

ti別這
F
閃
紅
井
美
幸
国
学
大
）
③
小
介
麻
美

予
遥
が
七
月
七
日
、
前
栖
工
棠
（
興
限
凶
）
、
関
根
災
幸
（
興
叫
・
)

邸
校
で
開
か
れ
た
。
上
位
入
立
V
6
1
B蜘

e吉
澤
穂
波
（
常
磐
匝
―

者
ほ
か
、
関
東
大
会
へ
は
推
四

②
布
施
里
枝
子
（
煎
相
東
邸
）
③

で
五
士
コ
級
の
本
蓄
子
（
群
況
町
奈
生
子
（
興
阻
益
）
、
平
双

大
）
、
五
十
1

分
級
の
上
村
美
紀
久
美
（
同
）
V
6
6
*
a
縁
3
横
籾
瑞

毎
藤
迫
鳩
）
が
出
鳩
す
る
。

瓜
（
前
樅
東
窃
）
②
邸
栖
幹
江

(OO

▽
48
幻

魯

因

（

前

橋

爵

）

③

池
田
め
ぐ
み
（
隈
唱
2
)
、

覇
）
②
野
口
さ
や
か
（
百
英
両
）
吉
田
有
四
子
（
百
英
臨
）
▽
72
年
ロ

③
小
林
麻
美
（
百
英
邸
）
、
松
本
級
①
木
村
且
代
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

紀
喪
常
磐

g)▽
5
2
5檄
3
関

②
BlwJ
瀬
志
促
（
興
匹
硲
）
③
佐
藤

板
立
子
（
図
学
大
）
②
岡
村
香
織
真
美
（
利
狼
商
邑
▽
72*D超
級

祠
阻
四
癸
懃
（
関
学
大

r
e森
田
ち
は
る
（
常
磐
邑
②
五

横
澤
由
立
（
前
檎
束
邸
）
▽
56
キB

十
嵐
密
子
（
哀
商
短
大
付
邑

●望石□ーン取り投っております

●|B足坦内雰iボ処理致します

●過去碑印0~閉 り 、 1日頚己クリ ー

ニンク 巨地切札修浬致します

墓石・灯籠•石工事

鱒 石賃
渋川市金井国町436-2

匹0279(23)8805

只今、ご
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アルカリ性単純泉
効能：神饉痛•関節痛 ·冷え症 otc

I宿泊 1

(2食付．諸税込．飲物別）

●平日ー泊ー7,500円

※但し．日・祝前日は1,000円増

I温泉利用I
●大人(2時間）―＿300円

（中之条釈より庫で10分）中之彙町大字蟻JII字塩平45

匹 0279(75)2478
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ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
す
る
丹
羽
八
段

過
さ
厳
し
い
七
月
十
四
日
、

前
檎
の
ア
モ
ー
ト
狩
宮
に
お
い

て
故•
F
B勒威
隆
先
生
の
告
別
式

が
多
数
の
参
列
吝
の
な
か
学
行

さ
れ
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
か
ら

早
く
も
＿
―
-
か
月
が
経
過
し
、
秋

風
が
吹
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
田
島
行
一
先
生
が
六
月

十
四
日
f
J

逝
去
さ
れ
て
ま
だ

一

か
月
も
た
た
な
い
の
に
五
十
八

歳
の
若
さ
で
人
生
こ
れ
か
ら
と

い
う
時
に
旅
立
た
れ
る
と
は
残

念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

先
生
と
は
町
近
出
で
二
代
日

後
網
行
と
し
て
、

ま
た
、
共
に
父
級

が
曹
釈
の
柔
辺
師

範
で
年
齢
も
や
や

同
じ
で
印
況
が
似

て
お
り
、
話
題
の

共
遥
点
も
多
か
つ

た
次
第
で
あ
り
ま

す。
あ
り
し
円
の
敏

隣
先
生
を
偲
び
な
が
ら
生
前
先

生
か
ら
お
皿
き
し
た
お
話
の

一

部
を
苫
か
せ
て
い
た
だ
く
次
第

で
す
。

先
生
は
、
昭
和
ト
ニ
年
七

H

tハ
日
長
野
市
の
南
、
千
皿
川

と
犀
（
さ
い
）
川
に
扶
ま
れ
た
ほ

勝
皿
・
薗
町
で
お
生
ま
れ
に
な

り
地
元
中
学
校
を
卒
業
後
、
県

立
犀
峡
窃
佼
に
入
学
と
詞
時
に

柔
辺
の
脩
業
を
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
佃
更
町
は
取
色
は
良
い
の

で
す
が
、
当
時
は
交
皿
の
使
が

糾
く
、
盛
佼
ま
で
片
迫
八
＊口の

山
追
を
歩
い
て
通
学
し
苦
労
さ

れ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
お

g

で
足
腰
が
澱
え
ら
れ
柔
辺
の
姑

農
力
づ
く
り
が
で
き
た
そ
う

です
。

嚢
で
す
っ
か
り
柔
道
に
と

り
つ
か
れ
、
卒
業
時
柔
追
を
続

け
た
い

一
心
で

K
足
を
決
5

心
。

お
媒

f
の
か
り
ん
と
う
で
付
名

な
巫
早
新
愉
の
中
村
屈
へ
就
喝

好
き
な
柔
辺
は
東
淑
中
野
区
の

浅
異
出
場
に
入
門
、
師
範
・
浚
見

三
平
先
生
の
も
と
で
修
業
。
こ

の
皿
、
都
内
の
各
大
会
に
選
手

と
し
て
出
場
す
る
と
と
と
も
に

柔
人
生
の
回
想

私
は
明
治
阻
五
年
四
月
四

E
、
埼
玉
駁
無
谷
市
に
生
ま
れ

た
。
柔
氾
と
の
出
会
い
は
貼

t

熊
谷
中
学
校
に
進
学
し
、
采
辺

部
に
人
部
の
時
点
で
あ
っ
た
。

息
師
は
幽
序
院
大
学
出
品
で
国

漢
科
と
柔
辺
担
当
の
円
子
経
雄

先
生

(111森
郎
）
で
、

三
船
久
蔵

師
範
（
岩
乎
叫
久
組
）
の
門
下
生

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

礼
法
、
体
捌
き
、
受
砧
が
半

年
も
総
り
返
さ
れ
、

11卜
く
拉
げ

た
い
氣
符
ち
に
駆
ら
れ
た
。
待

屯
の
拉
げ
技
に
移
り
、
懸
命
に

技
を
施
し
た
が
投
げ
ら
れ
皿
し

で
不
訣
感
を
姐
い
た
が
、
自
分

で
選
ん
だ
追
だ
、
と
ぷ
辿
に
燃

え
、
作
っ
て
紐
け
た
瞬
皿
に
受
一

gを
さ
れ
、
快
心
の
況
池
で
や

る
気
十
分
、

一
心
不
乱
に
稽
古
一

し
一
級
の
茶
伯
更
に
黒
叩
へ
の

執
念
が
繍
き
、
兄
段
試
合
に
数

回
出
出
し
つ
い
に
初
段
の
炒
が

か
な
っ
た
。

忍
師
の
勧
め
で
隣
根
院
大
に

進
学
し
、
化
桐
塑

一郎
師
範
の

指
尊
を
受
け
た
。
師
範
は
洒
牽

大
力
で
あ
っ
た
が
拭
品
露
く
、

常
に
和
服
姿
。
師
範
哀
で
は
香

を
、
む
厳
さ
に
感
銘
し
た
。

時
折
、

一＿＿
船
師
範
が
出
校
さ
れ

て
技
の
極
立
をr
1
~翌
下
さ
れ

こ
。

t
 

私
は
睛
氾
館
の
月
次
試
合
に

ハ
段
丹
羽
文
雄

全
国
高
段
者
大
会
30
回
出
場

_＿＿
月
、
民
さ
ん
の
妹
の
遠
枝
さ

ん
と
敏
隆
先
生
が

M
級
生
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
妹
さ
ん
の
紹
介

で
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
士

――

曰
行

一先
生
の
長
女•
F
h紀f

さ
ん
と
結
ば
れ
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

当
時
は
、
行

一
先
生
が
ま
だ

審
議
部
長

平
辺
の
形
に
熱
心
な
浅
且
先
生

の
指
心
に
よ
り
｀
各
大
会
で
形

息
さ
れ
て
い
ま
す
。

浅
見
先
生
の
勧
め
で
柔
迅
幣

但
師
を
志
し
、
昭
和
＝
字
・九
年

靡
柔
珀
堅
複
師
専
門
学
校
へ

入
学
。
卒
業
間
近
と
な
っ
た
芥

元
気
で
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

町
氾
出
の
綾
継
行
と
し
て
ま
た

柔
迫
幣
担
師
と
し
て
の
修
菜
も

あ
り
、
新
姐
の
二
年
間
は
峨
栂

市
の

IEn幣
形
外
科
病
院
で
勉

曲
し
て
お
り
ま
す
。

や
が
て
、
家
業
に
む
念
す
る

を
ま
す
。

時
折
、
お
伺
い
し
迎
場
の
練

習
を
見
て
い
ま
す
と
｀
紬
密
中

は
厳
し
い
先
生
が
、
綬
わ
る
と

子
供
た
ち
を
膝
の
上
に
乗
せ
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
い
る
の

を
見
て
先
生
の
温
和
な
性
格
、

柴
崎
洋
行

こ
と
に
な
り
｀
接
竹
院
と
柔
辺

場
と
多
忙
な
紺
Elで
あ
り
ま
し

た
が
、
内
少
年
の
柔
迎
普
及
に

対
す
る
然
怠
が
硲
く
、
先
生
の

温
和
な
性
格
、
人
柄
に
よ
り
柔

珀
を
皿
し
て
立
派
な
社
会
人
が

多
数
川
島
道
場
か
ら
巣
立
っ
て

い
る
の
は
衆
知
の
こ
と
で
あ
り

出
出
し
点
収
り
山
と
な
っ
た
。

で
洗
訓
し
辺
出
に
灼
く
や
真

H

布
は
辛
く
て
劣
等
感
を
立
え
い
吐
息
で
大
内

一
喝
、
試
合
い

た
が
忍
耐
と
努
力
で
此
服
し
た
。

を
入
れ
て
鍛
錬
し
た
。
奇
術
含

詞
級
生
の
雌
辺
庇
雄
甘
（
囮
・
柚
県
）
で
朝
食
し
熱
い
味
咽
汁
は
格
別

に
励
ま
さ
れ
、
七
転
八
起
籾
進
で
あ
っ
た
。

し
た
。
彼
は
二
段
で
入
学
し
抜

．
近
畿
地
区
rll学
柔
迎
大
会
は

群
の
猛
行
な
れ
ど
人
柄
は
内
汲
卓
陥
武
徳
殿
に
松
て
叫
佃
さ
れ

外
柔
親
の
親
切
な
好
刃
子
で
あ
選
手
監
門
を
努
め
た
。
疋
諜
、

っ
た
。
濁
反
は
宝
な
り
。
熟
年
課
外
衛
四
t
寸
に
打
い
力
を
扱
入

期
の
彼
は
船
島
県
柔
氾
文
化
研
し
た
時
代
が
印
象
的
に
息
い
出

究
所
屈
、
瓜
誓
柔
氾
師
範
、
瓜
さ
れ
る
。
昭
和
七
ハ
年
四

n
-

柔
巡
会
屁
等
を
限
任
し
た
。
群
日
、
神
奈
川
県
立
平
塚
℃
菜
学

属
臥

ntMぬ
県
笞
柔
迫
親
袴
佼
に
転
任
し
、
流
汗
碑
郎
の
指

試
合
が
前
縞
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
郊
に
尽
力
。
横
派
の
県
武
泣
館

ク
ー
仮
汲
迅
坦
で
実
施
さ
れ
、
や
小
田
躯
巾
文
武
館
等
の
大
会

波
は
監
仔
で
き
た
そ
の
機
会
に
に
出
場
。
太
平
粋
戦
争
は
次
第

久
方
振
り
に
快
談
し
得
た
。
円
に
燭
烈
を
極
め
．
学
紐
勁
は
で

熟
の
大
描
も
糾
腐
に
は
勝
て
ず
甲
沿
下
坦
や
此
村
に
と
出
勁
し

昭
和
五
十
几
年
十
二
月
＝―
卜
日
、
た
り
、
ア
科
細
や
少
年
航
空
兵

昴
を
〈
ふ
う
し
た
。

志
願
す
る
行
も
あ
り
｀
授
棠
は

九
段
に
昇
段
し
た
。
私
の
社
不
可
漉
に
陥
り
、
敵
機

g
*、

会
へ
の
船
出
は
昭
和
十
年
四
月
吝
成
汽
報
発
令
緊
迫
。
昭
和
二

百
付
、
兵
庫
県
立
小
野
中
学
十
年
四
月
一
日
｀

tt楽
坦
学
校

校
教
諭
に
発
令
さ
れ
国
漢
、
柔
（
衷
富
岡
実
棠
）
に
転
任
し
た
が

暑
師
と
し
て
赴
任
し
た
時
で
防
空
滋
作
り
、
国
民
服
に
也
き

あ

っ

た

。

血

罷

で

曰

菓

に

出

る

状

籐

で

あ

寒
稽
古
は
早
朝
六
時
か
ら
七
っ
た
が
八
月
十
五
日
、
終
戦
を

時
半
。
十
日
間
の
指
ね
。
氷
水
迎
え
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
令

人
柄
が
＾
‘
息
い
秤
か
ぱ
れ
、
先

生
の
子
供
に
対
す
る
教
白
Ij法

の
一
端
を
見
て
、
私
と
し
て
大

変
勉
血
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

-)。
t
 

昭
和
六
十
二
年
、
第
几
代
道

坦
述
合
会
艮
・名
門
会
騒
と
し

て
、
平
成
元
年
か
ら
将
及
部
屁

で
柔
辺
、
剣
泣
は
禁
止
さ
れ
、

学
校
制
底
は
改
変
し
新
制
中
学
、

新
制
麻
校
の
誕

t
と
な
っ
た
。

伽
島
町
と
糾
n叫
中
学
校
、
冑
年

学
校
服
窃
の
初
J

印
且
を
押
命
。

昭
和
二
十
Ji
年
114月
一
H
、

前
屈
益
校
教
諭
に
転
任
、
前
縞

市
に
移
住
し
た
。
柔
辺
は
解
菜

と
な
り
、
柔
氾
界
も
変
逗
し
、

K
日
本
武
穂
会
は
解
散
さ
れ
て

貼
柔
道
有
段
文
在
紙
い
実
組

を
刻
み
終
止
符
を
打
っ
た
。
柔

迎
ク
ラ
ブ
と
柔
迎
会
は
二
分
し

た
が
川
述
の
た
め
統
合
し
｀
県

巾
位
の
柔
泣
連
盟
の
動
き
が
活

発
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
ニ
ト

n、
群
屈
会
館
で
駁
柔
巡
結
成

式
が
施
行
さ
れ
全
柔
巡
に

L

い
結

し
た
柔
辺
団
体
の
第

一
歩
が
樹

立
さ
れ
た
。
瓜
内
は
支
部
設
立

の
巡
び
と
な
り
、
私
は
発
起
人

に
指
名
さ
れ
、
前
橋
市
皿
輪
町

（
現
千
代
田
町
）
公
民
館
で
設
U

会
睛
を
皿
き
前
栖
支
部
組
織
を

確
立
し
た
。
常
任
理
事
と
な
り

初
代
臼
沢
支
部
挺
に
協
力
｀
支

部
の
迩
営
、
拡
大
に
と
活
蹴
し

と
し
て
新
齢
さ
れ
、
い
大
会
の

通
知
発
送
を
夜
迎
く
ま
で
、
中
T

nは
大
会
巡
党
を
常
に
先
頭
に

立
っ
て
指
揮
を
と
っ
て
頂
き
、

郎
柔
巡
と
し
て
梢
し
い
先
生
を

火
っ
て
し
ぃ
、
残
念
で
す
。

平
成
七
年
春
｀
講
辺
館
で

UM

佃
さ
れ
た
机
例
の
関
東
段
別
造

了
椛
大
会
の
監
付
と
寄
判
で
し

た
が
良
刃
の
隆
行
先
化
か
ら
敬

隙
先
生
が
体
調
を
血
し
て
欠
郎

で
私
が
と
り
あ
え
ず
代
行
し
ま

し
た
が
、
不
治
の
紺
に
な
る
と

は
知
ら
ず
｀
れ
ぐ
に
泊
つ
て
く

る
と
息
っ
て
お
り
、
八
年
仔
に

は
一
時
退
院
し
接
什
の
了
伝
い

を
始
め
た
と
お
間
き
し
た
の
で

ぉ
佃
い
し
た
と
こ
ろ
、
お
元
気

で
あ
り
ま
し
た
の
で
近
々
一
緒

に
柔
巡
の
手
伝
い
を
で
き
る
と

確
但
し
て
お
り
ま
し
た
。

以
に
入
り
、
紺
状
が
念
に
謳

化
さ
れ
、
尖
さ
ん
を
は
じ
め
f

j

家
族
の
手
厄
い
介
謳
の
か
い
も

-
』

0t
 

そ
の
後
十
数
年
間
、
富
沢
近

鳩
の
師
範
代
と
し
て
”
げ
少
年
指

芍
に
渭
た
り
修
業
者
も
多
数
集

結
し
た
。
昭
和
＝
下
―――
年
四
月

-n、
硲
崎
岡
業
裔
校
に
転
任

し
、
六
段
、
七
段
時
代
の
十
八

年
間
を

一
心
先
進
、
指
印
に
＾
h

力
を
傾
住
し
部
い
も
猛
練
判
し

全
盛
期
を
迎
え
た
。
時
に
瓜
邸

体
柔
辺
部
副
委

U
此
に
就
任

し
中
ー
時
の
様
川
が
上
馬
幻
の
よ

う
に
懐
か
し
く
公
来
。
昭
和
＿――

ヤ
八
年
｀
関
東
露
杖
相
撲
造
了

権
人
会
が
茨
城
県
む
岡
町
で

UH

佃
さ
れ
、
選
手
は
采
辺
部
打
段

行
の
市
川
既
行
、
小
林
次
雄
｀

堀
口
研
の
三
打
で

一
致
団
結
し

て
頑
張
り
、
相
撲
部
は
無
い
が

舟
戦
。
E
干
八
回
、
山
口
団
体

麻
校
柔
氾
の
部
に
、
臥
代
表
と

な
り
、
市
川
｀
小
林
社
は
前
商

の
沿
浅
祖
等
と
出
場
。
昭
和
四

十
年
八
月
、
全
国
iuluJ
校
柔
氾
選

手
権
大
会
が
無
本
貼
体
百
館
で

叫
価
さ
れ
、
監
仔
を
努
め
た
。

第
二
十
回
、
岐
阜
国
体
固
校

柔
珀
競
技
は
岐
阜
市
体
育
館
に

な
く
怠
造
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
先
生
に
は
沢
山
の
心
残

り
が
あ
っ
た
こ
と
と
息
う
と
誠

に
残
念
で
す
。
で
も
、
i

Jl'I-,
息

の
＝―
刃

一
女
、
竹
立
派
な
社
会

人
に
成
此
し
、
初
係
の
郎
が
兄

ら
れ
た
の
が
せ
め
て
も
の
磁
め

か
と
屈
わ
れ
ま
す
。

伝
統
あ
る
行
迫
館
川
島
辺
掛

に
お
け
る
行

一
先
生
｀
敏
岡
先

t
の
f
J

追
志
は
f
J

子
息
の
特
さ

ん
で
江
派
に
引
き
継
が
れ
て
お

り
、
今
後
と
も
辺
出
の
発
脳
を

期
持
す
る
と
と
も
に
禾
血
を
愛

す
る
仲
皿
特
で
陰
な
が
ら
応
扱

し
て
い
き
た
い
と
息
っ
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
先
生
は
訪
吟
で
郎
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
で
も
あ
り
ま
す
が
、

紙
面
の
都
介
で
略
さ
せ
て
町
き

ま
す
。

終
り
に
｀
敏
岡
先
生
のfJ
~
\

幅
を
心
か
ら
お
祈
り
巾
し
K
げ

ま
す
。

て
開
佃
さ
れ
、
健
皿
も
空
し
く

名
門
岐

lil絲
佼
に
俯
敗
し
た
。

四
十

一
年
八
月
、
イ
ン
ク
ー
ハ

イ
が
占
獅
市
で
開
か
れ
、
個
人

戦
に
沌
上
近
巡
打
が
出
場
し
、

八
曲
に
進
出
し
た
。
翌
年
十
月
、

埼
玉
岡
体
柔
辺
は
秩
父
rli民
体

訂
館
で
IJH佃
、
個
人
戦
に
巾
川

t
人
二
段
が
出
坦
。
四
●
四
年

J
i
n、
横
珀
奴
ifj
-＿＿
笠
北
念
凶

以
七
貼
対
抗
柔
氾
人
会
の
個
人

戦
に
黒
沢
研
照
初
段
が
出
場
。

詞
年
八

n̂占
削
砂
校
総
体
が
群

馬
で
叫
叫
采
迎
は
槻
女
体
白

館
が
会
出
と
な
り
、
前
廂
、
高

商
が

111鳩
し
前
商
は
地
元
の
名

咋
ぷ
曲
け
人
四
し
た
。
私
は
市

判
の

m迂
を
全
う
し
た
。
寄
判

講
習
は
伊
香
偲
小
の
体
白
館
で

森
下
刃
先
生
の
指
印
を
受
け
た
。

四
卜
九
年
第
三
十
＿＿
面
関
東
忘

校
柔
辺
大
会
が
茨
城
臥
で
開
佃

さ
れ
、
邸
商
は
十
回
出
場
よ
形

さ
れ
た
。
昭
和
五
十
一
生
＿
＿
月
、

退
職
。
第
二
の
人
生
に
挑
む
立

場
と
な
っ
た
。次

勾
へ
つ
づ
く
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出
発
と
出
会
い

団
長

今

井

孝

造

イ
タ
リ
ア

今
ツ

• 

り

食
愚
繰
置
景

違
い
を
感
じ
た
。

五
月
二
十
八
日
午
前
｀
時
過
｀

夕
立
と
激
し
い
雨
の
斉
で
車
の

中
で
目
を
立
ま
す
が
、
外
は
暗

く
何
も
見
え
な
い
、
山
の
丘
陵

雌
窟
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

雨
も
あ
が
り
午
前
一
時

i

」
ろ
シ

ジ
ッ
ロ
町
の
ホ
テ
ル
に
到
灼
す

る
。
ロ
ー
マ
空
池
を
出
て
約
四

時

IIUの
自
勁
車
の
旅
で
、
選
手

団
は
旅
の
疲
れ
か
部
尻
割
後
匝

大
会
結
栗

大
会
会
珊
風
景

ち
に
就
哀
し
た
。

翌
日
、
ア
ラ
ミ
ー
ニ
11

ア
ル

ペ
ロ
ー
ト
大
会
実
行
委
只
長
が

捩
拶
に
肪
ね
て
く
れ
た
。
細
翡
会
鳩
は
、
町
外
れ
に
あ
る
シ

だ
が
曹
が
哀
く
、
顔
の
彫
の
深
ジ
ッ
ロ
町
の
市
民
体
育
館
で
あ

い
人
で
、
大
会
叫
佃
の
準
備
か
る
。
体
百
館
は
県
武
氾
館
を

ら
大
会
巡
営
に
至
る
ま
で
の
菜
少
々
広
く
し
た
面
租
で
、
観
克

整
を
中
心
と
な
っ
て
企
画
巡
営
席
は
二
陪
片
呵
に
五
百
人
く
ら

し
た
人
。
4
扇
で
は
忙
し
く
巡
い
が
収
容
出
来
る
広
さ
で
あ
る
。

営
に
当
た
っ
て
い
た
姿
が
印
試
合
＾
扇
は
、
フ
ロ
ア
に
四

的

で

し

た

。

会

場

が

設

収

さ

れ

、

そ

の

う

ち

体
力
と
体
格
を
持
っ
た
臨
校
生

も
い
た
し
、

一
般
参
加
者
で
は

イ
ク
リ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
の
女
子
逃
手
で
ソ
ー
ニ
ヤ
選
大
会
は
、
六
月

一
日

手
一
糊
岡
ユ

ニ
バ
シ
ア
ー
ド
女
子
（
土
）
．
二
日
（
口
）
、
参
加

欝

会

は
五
月
二
十
九
日
（
水
）

六
十
五
B
級
五
位
）
も
参
加
し
て

国
は
、
五
カ
国
（
イ
ク
リ

後
五
時
l
-

＿十
分
S
七
時
＝＿
十

い

た

。

ア

．

日

本

．

ド

イ

ツ

．ベ

分
で
、
ペ
ル
ー
ジ
ャ
大
学
（
ペ、

讃
の
中
沢
昭
ヤ
坐
笞
「
日
本
ル
ギ
ー

．
サ
ン
マ
リ
ノ
共

ル
ー
ジ
ャ
市
に
は
三
つ
の
大
学し

柔
辺
の
睛
習
会
・
合
問
細
密
会
だ
和
国
）
で
、
十
六
地
域
六

が
あ
り
、
そ
こ
で
匹
珊
し
て

か
ら
こ
そ
、
イ
ク
リ
ア
人
が
凶
十
九
チ
ー
ム
よ
り
総
勢
四

る
テ
ン
ト
眼
り
の
体
白
館
）
ス

く
評
価
し
関
心
度
も
固
く
、

m
百
＝＿十
八
名
（
ジ
ュ
ニ
ア

ポ
ー
ツ
セ
ン
ク
ー
体
百
館
に
既

鋭
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
期

二
百
五
十
八
名
、
成
年
刃

を
敷
き
詰
め
（
広
さ
一
試
合
鳩

待
も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
、
女
百
八
十
名
）
が
参
加
し

分
）
購
習
会
を
兼
ね
た
合
同
練

他
の
種
目
で
購
密
会
を
開
佃
し
た
。
第
一
日
目
の
叫
会
式

曹
会
を
送
皿
し
た
。

て
も
、
今
回
の
よ
う
な
凶
心
腹
は
午
後
二
時
四
十
五
分
に

購
密
会
に
は
ウ
ン
プ
リ
ア
州

は
切
ら
れ
な
い
だ
そ
つ
」
と
5
土
つ
開
始
さ
れ
、
岨
内
ア
ナ
ウ

柔
氾
協
会
役
且
・
同
大
学
ス
ポ
ー

て
い
ま
し
た
が
、
私
も
会
鳩
の
ン
サ
ー
か
ら
招
待
国
餌
呼

ツ
七
ン
ク
ー
館
是
及
び
同
大
学

卯
脚
気
か
ら
そ
の
こ
と
を
感
じ
ぴ
出
さ
れ
て
試
合
出
正
面

柔

m部
n
ー
チ
等
が
出
席
さ
れ

取
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
文
化
に
幣
列
し
、
チ
ー
ム
名
、

た
他
、
大
谷
研
先
生
も
出
席
さ

交
流
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
団
長
及
び
遠
手
が
紹
介
さ

れ
た
。
参
加
者
は
、
ウ
ン
ブ
リ

翌
日
、
地
元
新
皿
に
購
習
会
れ
拍
手
を
浴
び
て
退
出
す

ア
州
の
各
ク
ラ
ブ
・
柔
氾
場
で

内
容
が
報
氾
さ
れ
て
い
た
。
る
方
法
で
行
わ
れ
た
。
試

も
悩
秀
な
二
十
団
体
で
、
し
か

合
は
午
後
＝
一
時
に
開
始
さ

も
茶
叩
ぴ
以
上
の
二
か
ら
三
名

-g印
ま
で
ジ
ュ
ニ
ア

以
内
と
制
限
を
加
え
た
籾
鋭
が
—
—

の
部
の
み
実
施
さ
れ
た
。

六
十
余
名
参
加
し
た
。

第
二
日
目
の
試
合
叫

皿
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の

綾

森

始
は
午
前
九
時
か
ら
成
年

先
生
の
衛
芍
で
｀

＿＿＿
人

一
組
に

刃
女
八
陪
級
が
尖
施
さ
れ

よ
る
裂
技
の
攻
撃
細
習
方
法
の

た
。
当
日
は
｀
ロ
ー
マ
在

指
切
と
辺
技
の
乱
収
り
練
習
及

住
の
大
谷
研
先
生
、
仕
事

ぴ
立
ち
技
の
乱
収
り
綽
晋
を
実

の
関
係
で
ウ
ン
ブ
リ
て
”

施
し
た
。
購
習
の
巾
で
、
四
つ

オ
リ
ペ
ー
ト
市
に
描
在
rll

ん
坦
い
の
相
手
を
背
部
か
ら
攻

の
認
永
測
氏
（
前
縞
市
在

撃
す
る
方
法
を
街
巧
、
巡
回
し

住
）
が
応
扱
に
た
め
会
坦

な
が
ら
手
・
脚
の
仙
い
方
等
を

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
他

指
祁
し
て
い
た
が
、
日
本
か
ら

団
で
試
介
を
し
て
い
る
行

何
か
を
吸
収
し
よ
う
と
“
剣

に
は
心
曲
い
応
扱
で
し

に
収
り
組
む
姿
を
み
て
、
感
心

た
。
試
＾
＂
紹
米
は
ド
の
と

す
る
と
同
時
に
睛
習
会
へ
の
好

お
り
で
す
。

感
触
が
叫
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
二

s
_＿＿ヶ
月
日
本

で
練
例
を
紐
め
ば
群
＂
沢
蕊
校

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
れ
そ
う
な

三
合
坦
は
四
皿
四
方
の
坦
内

と

一
皿
の
坦
外
が
横
に
隣
接
す

ゑ
試
合
坦
と
共
用
で
、
他
の

一

つ
は
一
＿
而
四
方
の
出
内
と

一
皿

の
出
外
を
閃
っ
た
試
合
出
で
あ

る
。
正
而
に
は
本
部
席
の
ほ
か

参
加
国
の
国
旗
が
掴
揖
さ
れ
、

ス
ポ
ン
サ

1
四
社
の
広
告
の
旗

も
掲
扱
さ
れ
て
い
る
。
会
出
に

は
近
く
の
山
で
咲
い
て
い
る
此

色
い
花
が
あ
ち
こ
ち
に
飾
ら
れ
｀

天
井
か
ら
は
参
加
国
の
小
旗
が

眼
晶
ら
さ
れ
、
心
こ
も
る
手

作
り
の
含
鳩
で
あ
る
。

既
は
、
ビ
ニ
ー
ル
制
の
代
表

で
あ
る
が
、
媒
心
が
体
搬
用
の

マ
ッ
ト
の
芯
を
圧
縮
し
た
よ
う

な
物
で
少
々
柔
か
く
、
選
手
は

技
を
施
し
た
時
の
バ
ラ
ン
ス
を

促
つ
の
に
苦
磁
し
て
い
た
よ
う

で
す
。

◇95kg超紐出噸：ヽ 111.lJ層由（渋Ill西高校敦員） 成鼠優島

1回戦 Ilヽ雌紬a¢薔とし△スバンジェロ＝ジューリオ（イクリア陸畢）

準決勝 ,1ヽUl騎由Ofi.ffll勝ち△ストレンク迅オロ（サンクマリア）

決勝小山騎自0k外刈り△本閥幸太餌（群馬屈）

◇95kg超級出場者：本閏奉太麒(1111稟学圃大学） 咸績 2位
1 回鷹本阿幸太鰍〗柚灼り込み△クエルチ＝カルロ（ドイツ）
皐決勝本間奉太餌〇侵剪騎ち △マンツイ＝マヌエール（イクリア釦10
決 膳 割il幸太餌△大外刈り OIIdl扁lb（群馬,;¥)

［女子トーナメント覇］

◇48kg級出場者：gEll昏（閏棗学園大層員）咸絹 5位
1目槻皿昏△大外刈り〇セバスティアーニ＝ラーラ（シッジロSC)

◇52kg級曲蒻：本多悶子（群馬大学）成績 2位
1回戦 本多悶子〇畏裟固め△チャッキ＝ジョプアンニ（ローマ）

皐決勝本多悶子〇一本tHiい△チャンゴラーニ＝ジュリア（ローマ）
決腑本多層子△反n11負け〇インブリアーニ＝ラッファエラ（ドイツ）

［チーム崩表影］

群馬ーI0位

［男子トーナメント覇］

◇65kg紐出場者：小Ill員丸乱（群馬大学）紺lJ5位
1回戦 9lヽllll1太輝（澤拉ぎ十字閲犀△カイア7ア＝アルド ([Iーマl
準々決開 IIヽIll且太郎△展裟固め 〇ペルナルデイーニ＝リッカルド（ローマl

◇78kg紐出爆者：星野 悟（渋川古巻中戟員）成績優畠

1回爵且野悟〇行nぃ毀If△ピオンデイーニ＝ミケール（イクリア陸軍）
2回戦且賢悟onnい投げ△ジャックリーア＝マッシミリアーノ（ローマl
箪決翡出刊k)反P.IJ勝ち △バッティスク＝ウンペルト（マルチェ州l
決翡且野恨漬勢賊ち△フォリオーゾ＝ドメニコ（イクリア怪畢I

◇78kg縁出場者：杉田茂俊（群馬大学）成國 5位
1回贋杉目i針阪）合わせ枝△I（トルッシ＝ニコラ（トスカナiiIl
2回贋杉m茂俊〇作器とし△ガランデイ＝ブットーリオ（マルチェ州l
剛 繍蜘l茂俊△輝とし〇フォリオーゾ＝ドメニコ（イクリア陸軍）

◇86kg級出場者：藉英也（薗橋東高校教員） 成績優騎

1回戦藉英也〇大外巻き込み△ロマニオーリ＝マルコ（イクリア饒畢l
準決闘藉英也〇内殷 △ベッカー＝デイー9（ドイツl
決騎森英也〇内殷 △チョッコリッティ＝ルイージ9イクリア内務打察J
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柔道まんぐ (4) 

霙
也
（
前
束
四
教
）
選
手
の

準
決
勝
戦
は
、
八
十
六
＊口
級
の

実
灯
上
の
決
勝
戦
と
な
る
白
熱

し
た
試
合
内
容
出
し
た
の
で
｀

森
選
手
の
報
告
甜
か
ら
そ
の
経

過
を
記
と
す
。

準
鵬
対
ベ
ッ
カ
ー
11

デ

ィ
ー
ク
（
ド
イ
ツ
）

相
手
は
同
じ
ホ
テ
ル
で
食
事

を
と
っ
て
い
る
ド
イ
ッ
チ
ー
ム

の
エ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
初
め
て

会
っ
た
時
か
ら
あ
ん
な
奴
と
や

り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

対
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
二
十
五
歳
で
十
歳
か
ら

雷
を
始
め
た
と
聞
い
た
。
長

出
で
一
、
二
回
戦

‘k外
刈
り
、

払
い
瞑
で
筒
単
に
勝
ち
上
が
っ

て
き
た
。
左
組
で
十
分
に
組
ま

せ
た
ら
手
弧
い
相
手
で
あ
る
。

私
の
戦
法
は
先
に
引
手
を
と
り

相
手
に
奥
襟
を
持
た
せ
な
い
こ

大
会
と
レ
ベ
ル

日
本
の
柔
氾
選
手
が
参
加
す

る
の
を
知
り
、
各
国
参
加
チ
ー

ム
が
抽
い
選
手
を
派
述
す
る
の

で
は
な
い
か
、
と
の
不
安
を
組

え
て
の
参
加
で
し
た
が
、
擬
勝

し
た
紺
子
七
十
八
盆
問
野
八

士

ハ
虻
置
・
九
十
五
瓜
級
小

山
と
九
十
五
＊”
超
級
二
位
の
本

IIOの
各
選
手
は
、
出
鳩
選
手
の

中
で
も
安
定
し
た
弧
さ
を
持
っ

て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
栂
な
技

で
1
本
勝
ち
し
、
本
貼
の
国
体

出
場
造
手
級
な
ら
ば
級
勝
又
は

上
位
入
宜
は
狙
え
る
と
考
え
る
。

ま
た
六
十
五
＊口
級
小
川
選
手
と

七
十
八
幻
成
杉
田
選
手
も
上
位

日
合
が
期
待
さ
れ
、
試
合
を
擬

〇
勢
に
進
め
て
行
く
が
、
パ
ワ
ー

3
が
ま
さ
る
相
手
に
術
敗
し
た
。

月
4
祗
、
上
半
辺
の
パ
ワ
ー
を
鍛

え
｀
外
国
選
手
と
の
戦
い
方
を

，
 

マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
上
位
入
宜
も

年8
 期

待
出
来
る
と
考
え
る
。

女
子
五
十
二
よ
級
本
多
選
手

成平

は
、
国
際
大
会
出
出
経
験
を
生

職
記

． 

と
、
次
に
奥
襟
を
持
ち
相
手
の

頭
を
下
げ
る
こ
と
。
こ
の
二
点

に
集
中
し
た
。

試
合
が
始
ま
り
、
節
の
試
合

の
反
も
を
生
か
し
い
つ
も
よ
り

追
皿
か
ら
組
み
に
い
っ
た
。
両

手
で
引
手
を
も
ち
十
分
に
掴
ん

で
か
ら
釣
り
手
を
持
っ
た
。
頭

を
下
げ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る

が
、
手
が
長
い
た
め
約
り
手
は

撫
ま
れ
て
し
ま
う
。
何
底
か
大

内
刈
り
を
仕
揖
け
て
い
っ
た
が

慨
が
深
い
た
め
う
ま
く
捌
か
れ

て
し
ま
う
。
相
手
に
攻
撃
不
足

の
指
平
が
与
え
ら
れ
、
私
が
ポ

イ
ン
ト
を
取
っ
た
形
と
な
っ
た
。

わ
た
し
も
か
な
り
ス
ク
ミ
ナ
を

消
粍
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
攻

め
な
く
て
は
せ
っ
か
く
与
え
ら

れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
生
か
せ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
、
な
お

も
攻
め
続
け
た
。

相
手
を
刷
し
担
業
に
入
る
チ

ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
の
で
、
紺
立

の
十
字
固
め
を
ね
ら
っ
た
が
、

か
し
た
試
合
運
ぴ
で
決
勝
戦
に

進
ん
だ
。
決
勝
戦
の
相
手
は
ド

イ
ツ
の
同
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
餃
袖
「
ラ
フ
ァ
ェ

ラ
選
手
」
と
の
対
戦
と
な
り
、
本

多
選
手
は
糾
立
の
行
丘
い
拉
げ
、

一
本
行
れ
い
で
鰻
勢
に
試
合
を

進
め
た
が
、
出
外
「
注
立
」
と
「
横

け
逃
げ
」
反
皿
を
取
ら
れ
、
反
皿

負
け
を
喫
し
た
。
国
際
ル
ー
ル

で
は

一
本
内
れ
い
を
掛
け
た
と

嘉

っ
て
い
る
岡
手
が
は
ず
れ
、

四
つ
ん
坦
い
に
な
る
と
「
絲
け
逃

げ
」
の
反
則
を
と
ら
れ
る
。
今
回

の
良
い
面
で
の
反
省
事
叩
で
あ

る
。
四
十
八
＊口
級
島
田
選
手
は`

第
一
試
合
出
の
第

一
試
合
と
決

ま
り
緊
眼
気
味
で
あ
っ
た
が
、

試
合
は
中
盛
ま
で
艇
勢
に
進
め

た
が
技
に
切
れ
味
が
な
く
、
綴

了
皿
の
も
つ
れ
で
大
外
刈
り
を

受
け
て
伯
敗
し
た
。
女
子
の
レ

ペ
ル
は
、
イ
ン
ク
ー
ハ
イ
出
坦

又
は
国
体
出
坦
者
な
ら
上
位
入

臼
点
獄
~
出
来
る
と
考
え
る
。 心

こ
も
る

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

月＿

l-
＋
一
（
金
）
午
後

八
時
＿＿＿
十
分
か
ら
市
民
体
口
館

柔
氾
塩
で
、
地
元
柔
氾
ク
ラ
ブ

且
と
家
族
、
同
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

設
且
、
柔
氾
協
会
設

n、
そ
れ

に
群
属
、
ド
イ
ツ
の
選
手
が
招

待
さ
れ
叫
佃
さ
れ
た
。

ま
さ
に
心
こ
も
る
手
作
り
大

歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
た
。
会

場
の
入
り
口
や
テ
ー
ブ
ル
は
衷

山
で
咲
く
花
で
飾
ら
れ
、
テ
ー

観
光
と
移
動

ロ
ー
マ
空
泡
へ
の
山
迎
え
と

見
送
り
、
ペ
ル
ー
ジ
ャ
市
内
且

学
、
グ
ッ
ピ
オ
市
内
見
学
、

そ

し
て
ペ
ル
ー
ジ
ャ
大
学
体
百
館

で
阻
催
さ
れ
た
睛
習
会
等
｀
滞

在
中
の
移
勁
は
す
ぺ
て
ウ
ン
プ

リ
ア
州
柔
辺
協
会
会
疑
ギ
ュ
ゼ

ッ
ポ
＂
グ
イ
ド
ヴ
ィ
チ
氏
、
同

湖
会
益
ギ
オ
パ
ン
―
-
1
1

ポ
リ
ア

． 

お
わ
り
に

而

mに
立
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

自
分
よ
り
手
足
の
長
い
相
手
と

租
棠
を
や
る
の
は
初
め
て
で
あ

っ
た
が
、
う
ま
く
相
手
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
。

立
棠
で
は
攻
め
切
れ
な
い
こ

と
を
憐
り
、
立
ち
技
に
集
中
し

た
。
相
手
に
二
回
目
の
攻
撃
不

足
の
反
則
で
注
立
が
与
え
ら
れ

た
。
私
は
組
み
手
を
妥
協
し
な

い
こ
と
だ
け
に
集
巾
し
た
。
幸

い
相
手
の
頭
を
さ
げ
さ
せ
る
形

は
続
き
、
相
手
に
一
＿＿回目
の
反

則
で
苦
告
が
与
え
ら
れ
た
。
小

山
か
ら
残
り
時
皿
の
指
示
が
あ

り
、
指
二
本
が
み
え
私
は
あ
と

二
十
秒
か
と
思
っ
た
。
私
は
一

本
で
扱
げ
ら
れ
な
け
れ
ぱ
勝
て

る
と
思
っ
た
。
そ
の
祖
後
、
先

に
奥
襟
を
取
ら
れ
大
外
刈
り
で

反
事
を
さ
れ
た
。
体
を
ひ
ね
り

ど
う
に
か
凌
い
だ
。
残
り
時
皿

を
確
認
す
る
と
、
あ
と
残
り
一

分
四
十
秒
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ミ

ナ
は
限
界
に
近
づ
い
て
い
た
。

し
か
し
、
相
手
も
先
ほ
ど
の
攻

撃
で
力
尽
き
た
の
か
組
み
手
を

妥
協
て
右
組
み
に
な
り
、
完
全

に
組
み
腕
っ
た
。
機
を
逃
が
さ

ず
内
股
を
仕
揖
け
る
と
う
ま
く
●
ギ
ュ
セ
ッ
ポ
11
グ
イ
ツ

決
ま
り
、
一
本
勝
ち
と
な
っ
な
ド
ヴ
ィ
ッ
チ
氏
（
ウ
ン
ブ
リ
ア

私
は
疲
労
の
た
め
立
ち
上
が
州
柔
迫
協
会
会
長
）

れ
な
か
っ
た
。
相
手
に
手
を
引
デ
ル
タ
在
住
で
、
ロ
ー
マ
空

か
れ
や
っ
と
立
ち
上
が
り
．
勝
池
で
の
送
迎
烹
叩
習
会
・表
敬
防

ち
の
宜
告
を
受
け
、
お
互
い
の
間
及
び
市
内
見
学
へ
の
移
動
時

健
躙
を
た
た
え
あ
っ
た
。
試
合
に
は
、
必
ず
行
勁
を
共
に
し
、

鳩
か
ら
出
る
と
ヴ
ィ
ド
ッ
チ
会
賞
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
サ

長
叉
目
日
ま
で
私
た
ち
に
同
行
ン
グ
ラ
ス
の
よ
く
似
合
う
会
艇

し
て
く
れ
た
ニ
コ
ラ
さ
ん
が
掘
さ
ん
で
す
。

手
を
求
め
て
き
た
が
、
私
は
掘
●
ギ
オ
バ
ン
ニ
11ポ
リ
ア
氏

手
を
す
る
力
も
な
い
ほ
ど
疲
労
（
同
副
会
良
）

て
い
た
。
こ
ん
な
に
疲
れ
た
試
ペ
ル
ー
ジ
ャ
在
住
で
、
ロ
ー

合
は
近
年
な
く
、
呼
暖
が
正
常
マ
空
池
で
の
送
迎
や
、
選
手
団

に
戻
る
ま
で
に
一
＿＿
十
分
か
か
っ
の
移
動
に
使
用
し
た
マ
イ
ク
ロ

た

。

バ

ス

を

提

供

し

、

迦

転

手

も

し

同
決
勝
戦
は
、
試
合
が
始
ま
て
く
れ
た
銀
行
只
の
副
会
長
さ

り
十
分
な
組
み
手
に
な
り
内
股
ん
で
す
。
ペ
ル
ー
ジ
ャ
市
内
で

に
入
る
と
相
手
は
宙
を
舞
い
、
の
両
替
時
に
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト

一
本
勝
ち
と
な
っ
た
。
所
要
時
が
無
く
と
も
岡
替
が
出
来
る
よ

IUJ-＿
-
＋
秒
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
う
使
宜
を
図
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

●
エ
ル
ネ
ス
ト
11
ギ
ア
ペ

プ
ル
は
お
図
さ
ん
方
の
手
料
瑯
リ
ー
ナ
氏
（
同
副
会
長
）

で
何
種
類
も
の
ケ
ー
キ

、

マ

カ

ペ

ル
ー
ジ
ャ
在
住
で
、
購
習

ロ
ニ
、
ス
バ
ゲ
ッ
テ
ー
、
ピ
ザ
会
場
や
大
会
会
鳩
で
、
歓
迎
と
声

や
ワ
イ
ン
、
ジ
ュ
ー
ス
そ
れ
に
扱
奪
諏
い
た
瑚
舎
成
さ
ん
で
す
。

焼
き
飯
が
所
せ
ま
し
と
並
ぺ
ら
●
ア
ラ
ミ
ー
ニ

l
ア
ル
ベ

れ
て
い
る
。
歓
迎
会
は
、
お
f
J

ら
ず
に
、
訂
を
眼
ら
ず
に
、
今

自
分
述
に
で
き
る
料
瑯
を
持
ち

奇
り
、
圃
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
も

無
く
、
f
J

く
自
然
に
始
ま
り
、

交
流
が
行
わ
れ
囮
気
で
明
る
い

パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
た
。
会
鳩
殴

営
と
料
耶
を
郎
備
し
て
く
れ
た

シ
ッ
ジ
ロ
町
の
関
係
者
に
磁
謝

中
し
上
げ
ま
す
。

氏
、
同
役
只
デ
ス
ク
ー
ソ
＂
ニ
コ

ラ
氏
、
中
沢
昭
磁
氏
か
ら
艇
供

し
て
く
れ
た
自
家
用
車
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
車
を
提
供
し
巡
転

を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
改
め
て
磁
謝
甲
し
上
げ
ま
す
。

＂ 

右
か
ら
グ
イ
ド
ウ
ィ
チ
会
憂
ポ
リ
ア

副
会
長
、
ア
ル
ペ
ロ
ー
ト
寡
訂
齊
曇
最

ウ
ン
プ
リ
ア
州
柔
珀
協
会
役

只
の
皆
緑
、
第
二
回
シ
ジ
ッ
ロ

国
際
柔
追
大
会
に
、
群
馬
眼
柔

か苔

道
連
盟
を
f

」
紹
待
く
だ
さ
い
ま

託
諄
訂
駐

は
、
立
協
会
よ
り
、
心
あ
た
た

ロ
ー
ト
氏
（
大
会
容
虹
案
怜
火
）

ペ
ル
ー
ジ
ャ
在
住
で
、
本
大

会
叫
佃
の
準
備
か
ら
大
会
連
営

に
至
る
ま
で
の
業
務
を
中
心
と

な
っ
て
企
爾
連
営
し
た
人
で
す
。

計
揖
日
に
は
、
塑
ハ
時
に
体
百

館
を
開
け
、

計
肌
中
も
一
人
で

も
く
も
く
と
会
出
の
準
備
に
当

た
り
｀
大
会
で
は
忙
し
く
巡
営

に
那
わ
っ
て
い
た
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

●
エ
ン
ゾ
11
モ
レ
ッ
テ
ィ
氏

（
ペ
ル
ー
ジ
ャ
大
学
ス
ポ
ー
ツ
七

ン
ク
ー
館
長
）

睛
習
会
と
合
同
練
習
会
を
開

佃
し
た
、
体
百
館
の
館
長
さ
ん

で
す
。●

デ
イ
ス
タ
ー
ソ
11
ニ
コ

ラ
氏
（
ウ
ン
ブ
リ
ア
州
柔
迫
協

含
溶
1
)

テ
ル
ニ
ー
在
住
で
、
淵
在
中

ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
込
ん
で
甜
食

を
共
に
し
｀
協
会
と
の
巡
絡
潤

漿
係
と
移
動
に
関
す
る
輸
送
係

を
担
当
し
て
く
れ
た
｀
人
柄
の

明
る
い
巡
護
．
湖
咳
群
の
協
会

設
さ
ん
す
。

●
ロ
バ
ー
ト
11
サ
バ
テ
ィ

ー
ニ
氏
同
協
会
匹
以
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）

ペ
ル
ー
ジ
ャ
市
内
在
住
で
、

必

日
本
柔
氾
家
が
シ
ジ
ッ

ロ
町
を
訪
間
し
て
い
る

記
事
や
睛
習
会
を
行
っ

た
記
事
、
そ
し
て
大
会

の
記
事
を
ウ
ン
プ
リ
ア

州
新
間
に
紺
載
し
、
El

本
柔
辺
を
P
R
し
て
く

れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
協
含
肝
さ
ん
で
す
。

県
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

出
出
す
る
イ
ク
リ
ア
選

手
に
同
行
し
、
二
回
来

か
い
歓
迎
と
接
符
を
受
け
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
甲
し
上
げ
星
9
0

私
述
は
、
虹
協
会
設
且
の
皆

様
や
シ
ジ
ッ
ロ
町
の
皆
様
と
柔

辺
を
と
お
し
て
文
化
交
流
が
出

来
た
こ
と
、
そ
し
て
、
イ
ク
リ

ア
の
靡
史
と
文
化
に
出
会
え
た

こ
と
に
大
変
な
喜
ぴ
を
持
っ
て

息
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
際
大
会
に
ど
れ
ほ

お
世
話
に
な
っ
た

人
た
ち

貼
し
て
い
ま
す
。

さ

れ

た
イ
タ
リ
ア
美
人
の
辿
訳

●
ホ
テ
ル
レ
ブ
リ
11
エ
見
習
生
で
独
出
で
す
。
前
橋
に

リ

オ

の

ご

主

人

と

家

誤

も

在
住
経
験
が
有
り
、
女
子
選

町
の
中
心
街
に
位
四
す
る
ホ
手
と
は
訊
ぐ
に
仲
良
く
な
り
貿

テ
ル
で
、
七
泊
八
日
皿
お
批
詣
い
物
等
に
出
揖
け
て
店
ま
し
た
。

に
な
り
ま
し
た
。
朝
食
は
パ
ン
郡
在
中
は
皿
訳
と
し
て
献
均
的

に
バ
ク
ー
と
コ
ー
ヒ
ー
の
イ
ク
な
お
世
話
を
し
て
戴
き
感
謝
申

リ
ア
式
の
た
め
、
選
手
に
よ
っ
し
上
げ
ま
す
。
前
栖
で
愕
会
出
来

て
は
物
足
り
な
さ
が
み
ら
れ
た
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

が
、
昼
食
と
夕
食
時
で
は
、
食
●
大
谷
研
氏
（
ロ
ー
マ
在
住
）

前
食
後
酒
を
含
め
一

一時
問
く
ら
ロ
ー
マ
体
協
柔
迫
殺
只
で
、

い
か
け
、
お
い
し
い
イ
ク
リ
ア
群
柔
迎
参
与
正
田
文
男
先
生
の

料
珊
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
ま
し
大
学
時
代
の
友
人
で
す
。
ロ
ー

た
。
r
J

主
人
や
r
J

息
子
さ
ん
及
マ
空
池
で
の
出
迎
え
や
購
習
会

び
t
J

家
族
の
皆
様
に
感
謝
申
し
場
、
試
合
会
場
に
駆
け
つ
け
声

上
げ
星
9
。

扱

し

て

く

れ

た

先

生

で

す

。
イ

◆
中
沢
昭
憲
氏
一
皿
訳
ー
ク
リ
ア
の
柔
迫
普
及
に
大
き
く

中
之
条
町
出
身
で
ウ
ン
プ
リ
ロ
献
さ
れ
た
先
生
だ
と
伺
っ
て

ア
州
オ
リ
ペ
ー
ト
市
に
在
住
し
い
ま
す
。

て
い
る
。
中
沢
様
に
は
、
交
流
●
徳
永
詢
氏
（
会
出
で
応
扱
）

の
準
備
段
階
か
ら
仰
国
に
至
る
前
栖
店
校
柔
逍
部
O
B
で、

ま
で
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
州
柔
辺
協
株
式
会
社
徳
永
（
前
栂
市
）
代
表

会
と
の
進
絡
躙
整
を
お
願
い
し
、
収
締
役
社
長
で
す
。
選
手
団
の

遮
切
な
i

J

指
尊
と
f
J

協
力
を
戴
出
発
に
際
し
ま
し
て
は
、
多
大

い
た
こ
と
で
交
流
を
実
現
す
る
な
t
J

支
扱
を
戴
き
お
礼
申
し
上

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
現
げ
ま
す
。
ま
た
大
会
当
日
は
シ

雌
で
は
ロ
ー
マ
空
氾
で
の
出
迎
ジ
ッ
ロ
市
民
体
百
館
ま
で
お
越

え
か
ら
租
食
を
共
に
行
動
し
、
し
戴
き
応
扱
を
さ
れ
、
異
国
で

協
会
投
只
の
皆
さ
ん
や
ホ
テ
ル
試
合
を
し
て
い
る
選
手
団
に
取

で
の
食
事
・
市
内
兄
学
・
匹
い
物
・
り
ま
し
て
は
大
変
釘
気
づ
け
ら

大
会
、
そ
し
て
シ
ジ
ッ
ロ
町
の
れ
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
を
申

竹
さ
ん
等
と
の
交
硫
時
に
は
、
し
上
げ
ま
す
。

迎
沢
と
し
て
相
互
の
理
解
を
深
●
シ
ジ
ッ
ロ
町
の
皆
さ
ん
へ

め
て
戯
き
、
し
か
も
イ
ク
リ
ア
大
会
開
佃
の
部
備
と
巡
常
に

の
限
史
と
文
化
に
も
出
会
え
る
携
わ
っ
た
密
さ
ん
、
表
敬
訪
皿

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
異
国
で
し
た
シ
ジ
ッ
ロ
町
の
市
長
さ
ん
、

冠
郎
の
わ
か
ら
な
い
選
手
団
に
レ
七
プ
シ
ョ
ン
に
招
持
を
し
て

と
り
ま
し
て
は
｀
屈
な
く
て
は
く
れ
た
関
係
行
の
告
さ
ん
、
街

な
ら
な
い
人
で
し
た
。
改
め
て
角
で
笑
願
で
捩
拶
し
て
く
れ
た

お
礼
を

mし
上
げ
ま
す
。

シ

ジ

ッ

ロ
町
の
皆
さ
ん
、
大
変

●
マ
リ
ア
嬢
さ
ん
（
迎
訳
見
お
批
賭
様
に
な
り
ま
し
た
。
改

習

い

）

め

て

御

礼

を

巾

し

上
げ
ま
す
。

巾
沢
氏
の
JI籾
所
か
ら
脈
近

ど
の
は
献
が
出
来
た
も
の
か
心

配
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
流
の
準
備
段
階
か

ら
両
国
の
連
絡
調
整
に
当
た
り
、

郡
在
中
は
選
子
団
と
生
活
を
共

に
し
、
遥
限
を
担
当
し
て
戴
い

た
中
沢
昭
慈
氏
に
は
大
変
お
世

話
樟
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

涵
は
、
イ
ク
リ
ア
訪
問
の

機
会
を
生
か
し
、
群
馬
貼
柔
氾

逃
盟
の
レ
ペ
ル
ア
ッ
プ
に
立
献

す
る
と
共
に
、
両
国
の
交
流
と
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
柑
密
叫
協
会
及
び
、

イ
ク
リ
ア
・シ
ジ
ッ
ロ
国
際
柔
氾

大
会
が
ま
す
ま
す
罪
展
す
る
こ

と
を
f

J

祈
念
申
し
上
げ
、
お
礼

の
窯
翠
と
い
た
し
ま
す
。選一同

忙

ユ

＜
 

気
わ

る
＜

ヽ
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第

27
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国
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校
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会
県
予
選

4人が入賞

麗粛飴朧嫉＊

同
大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た

し
た
チ
ー
ム
、
選
手
ら
は
八
月

第
十
二
回
幽
束
形
競
技
会
が

七
月
二
十
八
日
、
千
策
郎
武
珀

館
で
叫
か
れ
た
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日
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れ
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イ
ン
ク

ま
＞
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昭
和
▽
耶
々
決
勝
町
軋
也
令
人
萎
進
阜

8
—
命
井
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や
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子
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熊

聘

馘
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新
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ス
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の
鋲
田
広
秋
君
は
イ
ン
ク
ー
ハ

生
の
発
組
、
手
腕
に
よ
る
と
こ
の
た
め
に
努
力
し
た
先
生
の
あ
す
っ
き
り
し
て
い
て
気
持
ち
良

イ
第
五
位
、
卒
棠
綾
に
は

一
般
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
の
‘
拭
心
気
が
燃
乏
た
の
だ
っ
た
。
い
」
と
の
印
象
を
弧
く
持
っ
た
こ

の
部
で
国
体
に
も
出
鳩
し
た
。
四
十
五
年
に
瓜
ス
ポ
ー
ツ
セ
五
十
八
年
「
あ
か
ぎ
国
体
」
の
と
が
患
い
出
さ
せ
る
。
目
を
か

後
に
ブ
ロ
レ
ス
ラ
ー
と
な
り
、

ン
ク
ー
内
に
貼
武
辺
館
が
完
成
準
備
に
取
り
か
か
る
時
期
で
も
け
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
こ
指
尊

メ
キ
シ

n
で
大
活
躍
し
、
当
辿
し
た
。
、
そ
れ
ま
で
柔
辿
投
品
m
あ
っ
た
。
五
十
年
代
前
半
、
活
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
懐
か
し

の
国
民
的
英
雄
に
な
っ
た
。
熱
織
は
あ
っ
た
が
、
麻
檎
李
作
氏
気
に
腐
ち
た
柔
辺
の
活
動
が
始
い
。

気
あ
ふ
れ
る
辺
場
の
中
央
で
先
が
一

一十
七
年
か
ら
貼
柔
巡
事
籾
ま
っ
た
。

先
生
の
こ
れ
ま
で
の
数
々
の

生
は
師
範
と
し
て
紺
尊
に
あ
た
屈
只
と
し
て
ほ
と
ん
ど
全
て
の
先
生
は
陰
で
柔
述
を
支
え
る

f
J

功
組
に
大
し
て
、
勲
五
等
双

り
、
金
子

m吉
四
段
が
師
範
を
事
籾
を
し
て
き
た
。
七
十
七
歳
こ
と
に
し
た
。
「
柔
辺
振
興
後
扱
光
旭
日
平
を
は
じ
め
、
日
本
学

醤
―
-＿
中
の
3
金
時
代
を
永

―-l
十
二
年
に
は
f

J

子
・
属
の
敬
士

た

回

崎

の

沿

浅

氾

鳩

、

桐

生

の

支

え

た

。

の

『

J

店
齢
で
退
職
さ
れ
た
。一

会
」
が
五
十
年
に
発
足
し
、
＾
頁
校
安
全
会
等
の
全
国
喝
ル
四
回
、

翡
場
が
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

。

君
（
四
段
元前
聾
藝

畏
、
岩
瀬
氾
出
と
の
最
鳩
対
抗
試
先
生
は
、

一l-＋
七
年
か
年
人
の
事
欝
n
で
は
、
今
複
の
に
就
任
し
た
。
「

5
8•あ
か
ぎ
国
関
東
地
区・
群
掛
い
か
年
数
回

二
十
六
年
、
本
一
（
目
磁
環
在
日
本
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
協
会
合
は
熱
気
に
包
ま

国
尉
飢
湘
伽
~
柔
連
を
陰
で
支
え
た
貞
献
考

下
中
学
校
副
部
長
）
、
井
出
昌

柔
道
大
会
明
君
が
出
坦
、

一＿―

9
.
；

を
＿―
-
中
が
十
四
年
の
平
士
＿
＿
回
大
会
冠
~
山
九
年
間
、
眼
接
竹
師
会
会
長
と
柔
辿
活
動
が
円
沿
に
迎
営
で
き
体
」
成
功
へ
向
け
て
、
選
手
弧
化
の
表
店
を
翌
与
さ
れ
た
。

．
．

！

制
し
た
。
県
）
に
も
両
君
が
出
辺
し
、
群
属
し
て
接
竹
師
の
辿
位
向
上
、
生
な
い
こ
と
を
見
通
し
た
先
生
は
、
の
扱
助
の
た
め
に
浄
財
が
集
め
先
生
の
後
任
と
し
て
接
付
師

ヽ
ヽ

墨
磁
対
県
初
の
三
位
入
由
を
果
た
し
た
。
活
向
上
の
た
め
に
先
頭
に
た
っ
「
若
手
起
用
括
気
あ
ふ
れ
る
柔
ら
れ
、
柔
連
に
寄
昭
さ
れ
、
弧
会
会
品
を
厖
任
し
た
井
澗
康
彦

.

,

i

抗
で
は
少
池
田
君
は
、
前
商
邸
時
代
に
イ
た
。
ま
た
、
全
国
柔
氾
整
担
師
辿
」
を
関
口
恒
五
郎
会
長
（
県
柔
化
活
動
に
群
れ
ら
れ
た
。
国
体
六
殿
は
｀
「
先
生
は
業
界
発
展
の

年
の
部
で
ン
ク
ー
ハ
イ
団
体
で
第
三
位
、
会
の
副
会
長
を
六
期
十
二
年
、
連
第
三
代
会
此
）
に
扱
言
し
た
。

成
功
の
陰
の
原
勁
力
だ
っ
た
。
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

．

の
置
腺
は
個
人
で
第
五
位
に
入
四
。
澤
田
会
長
を
二
年
籾
め
た
。
特
に
副
役
且
の
若
返
り
と
問
時
に
先
生
私
は
、
故
・
田
中
紐

m六
段
の
指
現
在
も
日
整
の
常
任
顧
間
と
し

佃
の
迫
岨
宥
怠
壁
＾
時
代
に
国
体
に
出
喝
会
長
時
代
に
は
健
康
傑
険
の
料
は
悉
器
讃
品
職
を
辞
任
し
た
。

切
を
受
け
な
が
ら
、
会
計
の
仕
て
大
所
麻
所
か
ら
指
専
さ
れ
て

に
秀
で
て
関
東
甲
信
越
大
学
大
会
で
は
個
金
改
正
の
た
め
尽
力
し
、
そ
れ
戦
後
柔
辺
界
が
二
分
さ
れ
て
い
ホ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
会
い
ま
す
。
日
本
一
の
口
献
者
と

*
9
1し
、
富
々
自
遭
足
圭
零
過
そ
奔
＾
段
い
た
。
ま
人
戦
で
二
連
勝
し
た
。
樹
穂
哀
は
四
十
七
年
に
実
硯
し
た
。
先
た
時
に
熊
登
又

]iハ
段
と
統
一

111で
の
先
生
は
「
遡
暉
的
で
あ
り
、
ヤ
ュえ
る
で
し
ょ
う
」
と
先
生
念
匹
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▽墨
崖
（
茂
呂
道
場
）

愚
羅
（
佐
藤
辺
塩
）

恥
連
合
会
第
四
士
二
回
大
会
嶋
正
弘
（
佐
藤
）
◇
中
学
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．
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又
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感
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。
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．
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薔

一

欝

忍

一
敗

篇

二

凰

愚

全
国
女
子
体
重
別
選
手
権

78キ
ロ
級
震
勝

槻
医
師
大
会

6
月
27日
リ
ス
ポ
ン

小
沢
虫
史

笙
別
級
、

71キ
ロ
級
2
位 貰状を受け取る小山。後ろに並ぷ受賞者の爾にも希望と力強さが満ちている

誉

賞

平
咸
8
年
度
会
長
表
影

‘‘
 

群馬郡倉渕村大字権田字上大沢2236

TE L0273-78-2311(iり

ご利用料金
I入湯・御休憩 Iは広閏直岬

0平日サ＿ビス（月～金） （時閻なし〉
大人500P1 • 小人300PI

0土• 日 ・祝日(2時閏）大人5001'1• 小人300PJ
If且し． 騒過u金1‘'印閏：：：a：＊人lOOPI..』•A1OO円セ証算する）

I宿泊I
（二貪”・サービス込．“心．潤賣憔副I

0純和室一平日 1泊―-9,000PI 代悼累F)
(Ill し a •9t罰日 1ali1111P1 噛）

0和室一一 平日 1 泊—7,000PI f唸紺翌町
（国し．a・霞罰日1:51101'1囀）

0洋室ー一平日 1泊―-7,SOOPI
＂＂し． a・慨囀日 』ヽ500円囀）

＊喝人会931』 10名 1,以.t..―泊二貪．II一碍9イ~ 6.!i00円． （9璽馴）
二泊五倉潤二＊け13.ooo円．蘭迅週1ふ島94,:Tのて
葬こ•,im下さい （平El)

厚生大臣指定介護福祉士資格敢得校

ほたか慄健福祉専門学校
1介誕福祉学科入学願書受付中

＊募集定員 ：80名（舅・女） 墨閻部(2年制） 社会人・主婦入学歓迎（寓亭吐．年11祁閏）

●羹睾金鬱J塵あり●介朧襴祉士賣椙●レク・インストラクター賣椙

●遍5日制援鐵霙篇●担任瓢指導

●金島駅（琶婁線）・敷島厭(.t:饂繍）よりスクールバスにて送迎あり

「H9年4月開校予定」l[＊介護福祉学科n部（夜閻コース）設置認可申請中

お申込み 〒377-02 群馬県北群馬郡子持村上白井2~64-6

お問合せ先 ff0279-53-4800（代）仕讀“””

-45-



平成9年 1月31日 ぐ んま柔道 (2) 

第
二
十
回
全
国
教
口
柔
氾
大
▽
準
決
勝

会
が
平
成
八
年
八
月
七
日
、
大
群
馬

0
人

n
兵

庫

阪
・
箕
而
市
立
第
一
総
合
連
動
臥
星

一
引
分
け
井
出
上
武
史

鳩
市
民
体
育
館
で
皿
催
さ
れ
た
。

佐
藤
達
也
守
負
糞
3
岡
本
勇
人

▽
3
回

叫

森

英

也

引

分

け

史

窯

5
泰

年
七
月
十
九
日
、
第
八
回
関
柔
成
二
年
＝
＿
月
、
遥
友
会
近
都
臥
添
え
銀
杯
を
授
与
さ
れ
、
生
き
群
馬

e_1
秋

田

小

山

勝

由

優

勢

臆

3
藤
原
正
徳

巡
に
よ
る
形
醗
技
会
が
川
口
市
段
別
大
会
を
担
当
。
全
国
哀
殿
抜
く
虹
を
戴
き
感
激
で
あ
る
。
黒
田
圭
一
引
分
け
安
田
大
介
岩
田
昭
行

"
0石
井
圭
太

全
国
高
段
者
大
会
30
回
出
場

立
体
白
館
武
辺
セ
ン
ク
ー
で
皿
者
大
会
、
脳
柔
逃
滋
段
者
大
会
本
年
ぽ
も
出
坦
し
た
の
で
一
二
十

柔
人
生
の
回
想
ピ
註
飩
粍
甘
讀
杞
託
豆
的
打
団
体
＞
は
三
洋
電
機
A

る
。
平
成
五
年
二
月
二
十
日
、
月
一
日
、
全
柔
巡
公
認
顧
問
寄
し
て
硲
商
O
B会
と
重
々
の
祝

捕
和
武
辺
館
に
て
八
嬰
藍
啓
判
只
認
薔
を
毀
与
さ
れ
た
。

双
で
幸
せ
一
杯

、

深

園

、

磁

激

嘩

示

[

圭

金

莱

E
]

＋^{H

ハ

段

丹

羽

文

雄

晏
会
に
つ
い
て
の
悩
旧
を
部
指
亨
を
実
施
。
形
研
修
日
に
八
慈
薗
に
安
眠
な
さ
る
磁
納
寄
査
で
「
古
式
の
形
」
を
鈴
木

全

醤

の

葱

没

屈

。

し

て

い

る

。

記
述
す
る
。
入
会
は
四
十
七
年
は
醤
館
に
迪
い
技
能
の
研
叩
師
範
の
蘇
参
、
記
念
賑
彩
墾
の
元

一
七
段
と
、
収
、
受
交
代
し
昭
和
四
十
七
烹
3
、
全
国
柔
茂
原
益
商
O
B会
長
を
軸
と
第
二
士
一
回
暫
訊
実
菜
団
又
．
部
(86
＊以
下
級
）

骨
当
時
の
大
会
の
際
に
少
年
に
励
み
、
恒
例
行
は
松
戸
市
総
会
に
列
席
。
毎
年
実
施
の
組
て
醤
し
た
。
真
剣
に
闘
技
し
暑
殿
者
大
会
、
七
段
の
部
対
し
て
、
幹
事
の
方
々
の
勢
心
で
柔
辺
大
会
が
平
成
八
年
十
一
月
篇
吉
田
環
（
偽
工
業
）

攣
一
泊
の
旅
に
参
加
。
六
士
一
た
。

戦
者
は
店
栖
義
雄
氏
（
東
車
）
に
貼
内
外
か
ら
O
B
多
数
の
出
席
、
二
十
四
日
、
瓜
武
辺
館
で
叫
か

2
位
宮
野
翌
史
＝
＿洋
匹
機
）

年
度
、
六
士
―
＿
年
底
、
翌
瓜
元
平
成
八
年
四
月
七
日
、
第
三
巴
扱
げ
で

一
本
勝
ち
。
技
術
擬
家
族
、
親
類
、
雌
元
の
名
士
を
れ
た
。
結
果
は
次
の
遥
り
。

3
位
柴
則
行
（
日
設
）

年
度
と
形
研
修
籾
励
宜
を
大
沢
十
回
関
口
杯
支
部
対
抗
記
念
大
秀
由
を
嘉
納
股
正
会
長
よ
り
援
招
き
前
橋
の
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
ー
団
体
戦
】
ク
森
匹
之
(
=
-
＿
洋
匹
機
）

貫
一
郎
会
長
よ
り
受
宣
。
平
成
会
の
折
り
に
、
講
道
館
「
古
式
改
。
朝
日
新
聞
社
衣
も
授
与
さ
テ
ル
で
盛
大
な
祝
宴
が
催
さ
れ
、
儀
闊
三
洋
匹
機
A
▽
第
3
部
(
6
5
S
7
1A
a
以
下
級
）

＿
一
年
度
S
七
年
は
添
田
四
郎
会
の
形
」
取
丹
羽
八
墜
受
鈴
れ
、
生
涯
記
念
す
べ
き
栄
守
だ
。
感
無
玩
で
あ
っ
た
。
向
後
更
に

2
位
悩
田
接
竹
院
A

優
勝
小
凶
康
志
（
館
林
消
防
）

長
よ
り
精
励
霞
授
与
さ
れ
た
。
木
八
段
が
滅
技
し
、
瓜
柔
遮
よ
関
柔
連
四
段
者
大
会
に
出
岨
八
「

m力
善
用
」
し
て
斯
辺
に
全
兵

3
位
館
林
消
防
署

2
位
坂
上
酋
＿
＿
（
同
）

照
五
十
四
年
＝
＿
月
二
十
一
日
｀
り
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
賜
り
、
更
な
回
。
平
成
四
年
八
月
十
六
日
県
全
霊
を
捧
げ
る
所
存
で
あ
る
。

ク
＝
＿
洋
咀
機
C

3

位
平
塚
義
弘
（
同
）

第
＝
干
二
回
辺
友
会
主
佃
の
近
る
生
き
が
い
を
痛
感
し
た
。
闘
四
段
者
大
会
に
お
て
松
島
七
段
国
大
柔
辺
部
幹
事
を
経
て
顧
問
。

【

個

人

戦

】

ク

小

沼

良

杉

（

同

）

欝
段
別
選
手
墾
＾
会
に
、
「
五
係
各
位
の
温
か
い
『
J

珊
解
に
対
に
口
固
め
一
本
勝
ち
、
大
林
会
生
命
（
い
の
ち
）
あ
る
限
り
▽
第
1
部

（

無

楚

別

▽

第

4
部
(22磁
未
満
）

の
形
j

を
桜
井
牧
太
七
殿
と
訊
し
、
肛
く
感
謝
す
る
。
辺
友
会
長
よ

9
泣
儀
秀
匹
を
技
与
さ
れ
、
尽
さ
ん
柔
の
氾
苔
い
し
心
優
勝
竹
渕
堂
＿
＿
（
竹
渕
工
棠
）
優
勝
黛
智
E
（
三
洋
匹
機
）

抜
し
受
宣
。
平
成
四
年
第
四
十
の
理
事
を
経
て
、
坦
在
相
跛
設
平
成
八
年
四
月
二
十
八
日
全
国
永
遠
（
と
わ
）
に
忘
れ
じ

2
位
桑
原
訊
人
（
幅
田
接
竹
院
）

2
位
武
井
緞
光
（
館
林
潤
防
）

五
回
大
会
に
「
古
式
の
形
」
を
に
就
任
。
寄
判
経
犀
に
つ
い
て
砧
段
者
大
会
出
場

l=＋
回
の
節
愚
作
一
一
を
詠
み
公
営
す
る
。

3
位
庸
沢
健
（
竹
渕
工
業
）

3
位
幸
脇
康
文
（
届
ロ
）

松
凸
七
殿
と
凱
技
し
受
宣
。
司
は
、
昭
和
四
十
八
年

l
-

＿月
S
平

目

に

嘉

納

館

長

よ

り

表

店

状

に

ク

迫

藤

悶

（

l
-

＿洋
匹
機
）

エ
ち
肇
か
ら
も
疇
巖
を
慮
じ
さ
七
る
丹
羽
＾
段

・ツ'

"
I
 

平成8年虔県紅白試合

平
成
八
年
度
群
馬
阻
柔
道
紅

白
試
合
が
九
月
二
十
二
日
、
県

武
道
館
で
憫
催
さ
れ
た
。
一
級

の
部
に
出
均
し
た
八
山
泰
光
が

」
ハ
人
請
ち
の
抜
群
を
し
た
。

▽
1
級
の
部

杢

広

災

}

△

公

仁

ク

0
_△
渠

均

ク

今

｛

孤

碍

欝
密
之
△
人
3

ク

豆
蕊
夫
今
人
）
ク

村
山
刃
人

4_o
ク

百
木
鵞
只
了
△
ク

ク
〇
ー
△
木
村
和
歩

ク

△

唸

山

晃

野
上
幸
司
△
上
3

ク

9l＿
令
〇
ク

窪
充
△
_o々

野
上
興
△
よ
3

ク

坂
本
弘
二
△
上
3

ク

笠
△
人
櫂
叫

i

屑
器
0
ム
ク

，
0
_会
松
井
蘭

ク

0
_△
貪

武

ク

x-x中
い
隆
行

＇
凸
"

星
野
雄
焚
｝
会
松
凸
智

ク

△

人

淡

奮

和

樋
徴
哭

l

人

）

ク

（下）

,
x
-
x茂
木
瑯
粕

＞
初
段
の
部

井
上
立
裕

xー
x
金

井

沙

田
生
甲
＾

O
_仝
桜
井
口
志

ク

X
ー

x
小
林
紬
爾

橋
爪
勝
昭

x-x!!{口
和
良

小
狡
随
虞
△
人
3
出
睾
爾

栗
透
X
ー

X

ク

程
固
菱
人
派
葬

欝

一も

よ

ク

ク

△

人

蘭

置

市
川
嘉

8
_△
ク

ク

x
-
x
t扉
痒
汝

角

薗

人

△

人

益

田

知

丸
山
智
弘
今
上
3

ク

誤
谷
和
彦
xー

X

ク

村
田
煤
幸

xー
x
長
井
祐
太

腐

努

△

よ

3
ユ
十
凪
裕
祐

大
山
英
夫
△
上
3

ク

目

崖

△

人

）

ゥ

晶
視
瀦

0
_△
ク

ク

0
ー
今
石
荘
懸

ク

〇

ー
会

擬

襲

ク

今

人

X
饂
踊
介

球

層

△

人

)

ク

厖
章
x
-
x

+
 

＂料且
i

屠

光

今

人

）

ク

篇

＾

命

公

人

ク

9
4習

臭
友

ク

今

よ

3
庄
典
史

焦
剛
△
_o

ク

躙
江
屯
笑

Y'△
ク

ク

0
_合
幅
届
愕

ク

X
ー

x
四
鼠
（
昭

甍
韮
姦
芸
人
〗
籍
I
U昭

幸
脇
康
文
△
上
3

ク

竹
吉
弘
貨
}
L
1

ク

ク

X

1

x

,

罰

い

樹

X
1
x様
山
大
輔

鈴
一
準
△
ー
〇
小
林
宏
行

珈

口

拓

災

｝

△

ク

ク
△
人
〗
采
襲
稔

永
凶
孝
則
△
人
）
ク

星
野
苔
太

x-x
~
 

竹
吉
弘
樹

3
l合
程

聡

ク

X
—

x

星
野
認
ェ
＾

▽
弐
段
の
部

柴
田
純
興

3
ー
△
小
幡
"
昭

ク

今

怠

藉

一
郎

翼

泰

光

xー

X

ク

• 

県
裏
校
新
人
大
会
男
子
団
体

第
四
十
四
回
眼
店
校
新
人
柔
渋
川

4
l
中
之
条

氾
大
会
の
馬
子
団
体
戦
が
咋
年

m
岡

4
_
1
繭
栖
南

十

一
月
九
日
、
限
武
氾
館
で
開
藤
岡
工

3
ー
1

安
中
実

か
れ
た
。
大
会
は
体

m制
限
な
桐
生

一

5
L
u
桐
生
工

し
の
五
人
戦
で
、
三
十
四
校
が
常
磐

5
人

u
太

田

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
激
突
し
た
。

館

林

3
_
1
富
岡
実

白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
た
四
大
二

4
b
前
橋
工

結
果
、
決
勝
で
は
百
英
と
前
商
商
崎

3
ー
1

甑
川
工

が
対
決
。
副
将
で
先
勝
し
た
育
興
悶

5
ー
0

太
田
東

英
が
大
将
戦
も
制
し
、

2
_
0
殴
川
西

4
ー
1

蒲
撥
四

で
前
商
を
破
っ
て
大
会
二
連
副
太
田
工

4
b
棒

名

を
達
成
。
百
英
は
脊
の
総
体
か
前
姐
四

5
b
沼

田

命
体
戦
三
大
会
巡
続
擬
勝
で
、
▽

3
回
戦

こ
の
日
も
五
戦
失
点
0
と

安

定

白

英

4
_
b
煎
橋
東

し
た
弧
さ
を
見
せ
つ
け
た
。

前

栖

4
ー
l

伊
勢
崎
一

▽1
回
暉
渋
川

3
~
m

岡

利
欝

4
b
烈

爽

盟

一

4
l
藤
岡
工

沼

田

4
i
狂

崎

廂

常

磐

5
L
u
館

林

▽
2
回

戦

邸

崎

1_1
四
大
二

百

英

4
l
0
蘭

一代
表
戦
）

前

璽

4
_1

桐

生

興

阻

5
L
u
渋
川
臨

伊
ェ4b
固

笞

上

前

盤

問

5
人
リ
太
田
工

前

栖

4
ー
1

樹

認

▽

準

々

決

勝

全国教員大会

百

英

5
人
3

前

栖

桐
生

一

5
人
u
殴

川

常

磐

4
_
0
四

崎

前
？
i
興

阻

II外鴫即＂り「 9骨舅'’
桐
生
一

常

磐前
泊

水

山

崎

横

珈

斎

藤
架

原
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(3) 平成9年 1月31日

い
ま
や
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ

カ
国
際
的
に
な
り
‘

―
つ
の
国

だ
け
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
は

な
い
。柔

迫
も
例
外
で
は
な
く
、
国

際
的
に
な
る
と
同
時
に
ス
ポ
ー

ツ
化
し
て
い
る
。
反
岡
、
日
本

伝
柔
辺
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。

事
〇
ア
ト
ラ
ン
ク
オ
リ
ン
ピ
ッ

理
ク
の
欝
恩

平
成
七
年
九
月
に
千
部
で
行

わ
れ
た
批
界
選
手
権
も
、
咋
年

の
ア
ト
ラ
ン
ク
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

”
 

の
試
合
も
、
ま
た
そ
の
密
判
も

道柔

掛

の

柔
近
で
は
考
え
ら
れ
な

県
い
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
毎
年
四
月
に
行
わ
れ
て
い

る
全
日
本
逃
手
櫛
大
会
の
柔
泣

に
も
影
響
が
出
て
い
る
感
が
あ

る
。今

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本

の
メ
ダ
ル
護
印
数
は
少
な
か
っ

鈴木元一

第
七
回
群
馬
瓜
女
子
柔
辺
団

体
優
勝
大
会
が
、
平
成
八
年
十

一
月
十
日
、
群
馬
邸
武
珀
館
で

叫
佃
さ
れ
た
。
試
合
結
果
は
次

の
通
り
。

V
l
囲暉

翡招田
C
O'
と0

屠
B

前
§
b利覇

田
B

星市
Q
乙
よ
易
稲
B

▽

2

回

道

"iimB

柔
腐
崎
市

A
T層田
A

ま
塑
市
？
る
醤
市
A

▽
準
決
勝

A
勢稲
A
涵
涵
ー
ー店

崎
市

ぐ

▽
決
勝

勢
多
郡
A
0ー
人
ゴ
洩
諮
巾
A

伊
勢
崎
市
A
0_
10

前
縞
市
A

た
。
中
で
は
や
は
り
柔
辺
は

一

贋
か
っ
た
。

「
あ
れ
が

「
一
本
j

…
?
」

テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
、
み
ん
な

鵞
く
よ
う
な
鳩
而
が
何
回
か
あ

っ
た
。
全
く
柔
辺
の
技
と
は
息

え
な
い
も
の
、
「
技
あ
り
」
や

「
有
効
」
晶
い
も
の
が
と
ら
れ

て
い
た
。
特
に
、
外
国
人
密
判

口
の
判
問
感
立
が
違
う
の
か
｀

そ
の
寄
判
只
の
下
で
行
う
追
手

の
試
合
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

問
も
な
く
柔
迫
沼
も
カ
ラ
ー

化
さ
れ
た
り
、
抑
え
込
み
二
十

五
秒
以
下
で
「
一
本
」
と
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〇
ア
メ
リ
カ
セ
ミ
ナ
ー

日
本
体
百
協
会
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
忠
名
を
集
め
て
、
咋
年
＝
―

月
二
十
二
日
か
ら
阿
三
十
日
ま

で
、
ア
メ
リ
カ
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

大
学
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

n
の

一

＇ 
I 

県
女
子
団
体
優
勝
大
会

中
学
新
人
大
会女子は昭和がV

た
ル
イ
ス
の
後
の
百
材
衷
叫
録

者
の
バ
レ
ル
選
手
も

一
紹
に
来

て
統
璽
全
暉
し
て
く
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
各
大
学
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
は
立
派
で
あ
る
。
属

内
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
鳩
も
広
く
、

用
具
等
も
新
開
発
の
も
の
が
設

四
さ
れ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
ア

ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前

で
も
あ
り
、
各
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

鳩
と
も
有
名
選
手
と
コ
ー
チ
で

い
っ
ぱ
い
の
状
況
で
活
用
さ
れ

て
い
た
。

日
本
か
ら
も
大
学
の
選
手
な

大
学
で
、
第

一
回
ス
ポ
ー
ツ
セ
ど
、
か
な
り
の
人
数
が
参
加
し

ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
日
本
全
国
て
い
た
。

か
ら
各
競
技
稲
目
の
指
尊
者
五
ブ
ロ
も
ア
マ
も
、
年
寄
り
も

十
七
人
が
参
加
し
た
。
柔
辺
や

子
供
も
国
況
は
な
く
、
ス
ポ
ー

窒
手
、
水
泳
や
ス
キ
ー
な
ど
の
ツ
に
紗
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と

指
尊
者
も
研
修
し
た
。
ヒ
ュ
ー
を
知
ら
さ
れ
た
。
ブ
ロ
も
、
野

ス
ト
ン
大
学
研
修
会
で
は
、
か
球
や
テ
ニ
ス
を
は
じ
め
、
サ
ッ

つ
て
百
2
足
と
走
り
幅
跳
ぴ
で
カ
ー
や
ゴ
ル
フ
や
ポ
ク
シ
ン
グ

批
界
記
録
を
出
し
た
カ
ー
ル
・

な
ど
日
本
人
も
淘
外
で
名
を
馳

ル
イ
ス
を
百
て
た
ト
ム
・
テ
レ
せ
て
い
ゑ
百
が
多
く
な
っ
た
。

ズ
監
密
、
同
監
密
に
．
ー
て
ら
れ
〇
孵
判
口
の
ラ
イ
セ
ン
ス

蘊
10
チ
ー
ム
の
頂
点
に

た
っ
た
前
橋
A
チ
ー
ム

ア
メ
リ
カ
セ
ミ

ナ
ー
で
カ
ー

ル
・
ル
イ
ス

（
手
前
右
）
や

n
ー
チ
の
前
で

公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
代
衷
と

し
て
挨
拶
を
す

る
筆
者
（左
）

第
二
士
＿
＿回
駄
中
学
校
新
人

大
会
が
十
一
月
十
日
、
太
田
市

武
辺
館
で
圃
か
れ
た
。
結
果
は

次
の
通
り
。
男
子
は
、
尾
島
が

前
二
を
破
り
優
勝
。
女
子
は

昭
和
が
前
相
芳
奴
を
下
し
て
栄

冠
を
手
に
し
た
。

【
団
体
】

▽學

謳

勝

屋

a

2
位
前
橋
二

3

位
固
崎
塚
沢
•
佐
波
束

＞李

優

昭

和

2
位
前
稿
芳
四

3
位
前
縞
鎌
な

・謀
崎
塚
沢

口 対
束
北
柔
専
対
抗
戦
が
十
二
川
合
ぬ
背
臼
没
3
生
方
訳
樹

月
日
、
県
武
道
館
で
調
か
れ
た
。
林
辰
徳
引
き
分
け
堤
雄
史

,4Ln群

馬

井

上

洋

成

谷

賓

3
阿
部
健
太
郎

｀
和
引
き
分
け
畏
井
祐
介
帖
佐
尚
友
払
腰
3
大

月

翔

既
也
大
樹
引
き
分
け
斉
謄
陣
広
長
井
秀
幸
払
廣
3
閾
口
純
一

諏
い
崇
後
け
さ
固
3
茫
藤
洋
邦
瀧
戸
博
之
〇
上
四
方
固

吉
杢
＾

輔

引

瓦

紆

辻

太

志

翠

山

田

仁

大
冬
堡
汗
内
股
3

木
村
勝
茂
店
橋
似
次
払
腰
3
和
国
ナ
吟

！
引
き
分
け
茂
木
良
典
岩
下
博
満
引
き
分
け
松
岡
満

製

敦

大

内

梨

3
根
岸
駕
史
神
谷
座
彦

0
小
内
刈
邸
檎
滋
二

晨
引
き
分
け
中
謀
祐
一
郎
石
田
千
春
引
き
分
け
須
藤
真
一

漿
讃
Q
箇
方
固
綿
訂
史
ハ
蔽
翫
睾
〇
合
技
五
十
嵐
製
呵

消
翡
広
性
沿

K
)小
山
武
彦
畑
村
努
引
き
分
け
小
山
勝
由

伊
勢
崎
三
L

に
栄
冠

•

1回
校
団
体
は
興
陽
が
勝
利

辺
は
、
ほ
と
ん
ど
が
寄
判

只
の
主
観
に
よ
っ
て
勝
敗
が
決

め
ら
れ
る
競
技
で
あ
る
。
従
っ

て
密
判
口
技
紺
が
成
組
に
大
き

な
彩
響
を
及
ぽ
す
も
の
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
、
柔
迫
の
布
判
只

は
こ
の
道
の
先
班
を
当
て
て
い

る
。
つ
ま
り
経
験
を
屈

m要
条

件
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

全
柔
連
で
は
、
平
成
一
＿
＿
年
か

ら
、
寄
判

nの
ラ
イ
セ
ン
ス
制

を
採
用
し
て
、

A
、
B
、
C
と

顧
問
と
い
う
格
付
け
を
し
、
登

録
さ
せ
て
い
る
。
毎
年
試
験
が

行
わ
れ
、
白
格
付
与
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

先
日
、
関
柔
辿
で
は
初
め
て

の
B
ラ
イ
セ
ン
ス
密
判

nテ
ス

ト
が
が
実
施
さ
れ
た
。

咋
年
八
月
十

一
日、

一
次
の

学
科
試
験
が
行
わ
れ
、
関
東
各

貼
か
ら
応
硲
し
た
二
十
八
人
が

合
格
し
｀

二
次
の
布
判
実
技
試

験
に
は
各
郎
の
試
験
委
只
（
採

点
者
）
立
ち
会
い
の
も
と
に
、

一
回
目
が
九
月
八
日
に
埼
玉
で

行
わ
れ
た
関
東
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
、

二
回
目
は
九
月
二
十
二
日
に
千
第
十
五
回
松
島
杯
柔
辺
大
会
大
相
省
吾

6
也
◇
同
4
年
▽
輯

翌
で
行
わ
れ
た
女
子
体
重
別
選
が
、
咋
年
九
月
十
五
日
、
伊
勢
机
級
①
塩
谷
勝
也
（
遵
▽
重
狙

手
樅
大
会
、
そ
し
て

l

-

＿回
目
は
崎
市
民
体
百
館
で
開
か
れ
た
。

級
①
益
栖
秀

一
郎
（
宮
）
◇
同
5

今
年
三
月
二
日
に
埼
玉
で
行
わ
◇
幼
生
3
組
永
政
斗
（
笹
◇
年
▽
軽
只
艇
3
永
田
理
奈
（
況
）

れ
る
全
日
本
女
子
凶
束
予
選
大
小
学
1
年
▽
軽
虹
級

e田
凸
哲
▽
重
姐
級
①
小
島
良
祐

68)
◇

会
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。

翌

泣

D
点
紅
級
9
新
井
誠

一

向
6
年
▽
軽
駁
級
3
田
端
剛
屈
）

群
馬
臥
柔
辺
述
皿
か
ら
今
年

(WiI)
◇
詞
2
年
▽
軽
屈
緩
3
岡
▽
爪
駄
級
9
阿
久
tlt延
正
（
況
）

は、

一＿
＿
橋
好
（
六
段
）
、
品
谷
川
田
響
平
（
榔
）
▽

m紐
級

e永
井

◇
中
学
団
体

e伊
勢
崎
第
一＿―

衷（
五
段
）
、
鉗
里
明
宏
（
五
段
）
な
幸

(g)◇
同
3
年
▽
軽
凩
級
中
◇
店
校
団
佐
9
伊
勢
崎
興
囮

の
三
人
が
裳
姻
し
て
い
る
。

e細
貝
泰
佑
（
世

▽
・(Jit緩
3

邸

●●:・…
・・… 
.......................
....
..... .
 

英）
②
佃
姪
更
桐
生

一
）
③
松
村

出
会
爵
員
）
、
流
周
喜

考

▽

86
、
僻
本
一
平
（
饂
繭

霞
）
②
金
井
真
二
（
同
）
③
渡
辺

翌
（
中
之
条
）
、
岩
沼
（
前
橋
商
）

選

日

選
6
手

▽

95
、東
斎
藤
隙
広
（
百
巻

選
黛
田
和
幸
（
同
）
③
野
田
正
司

を
2

（
伊
勢
崎
興
邑
、
成
塚
博
樹
（
同
）

月

t・1強
苔
倫
怒
槻
墨
羹
）

人
10

9
年
②
横
珈
修
一
箭
欝
）
③
習
原

整
（
同
）
、
京
藤
太
（
同
）

【
女
子
】
▽
5
2
＊贔

e欝
由

2
少

貼
柔
辺
少
年
臨
化
選
手
造
考
出
（
前
栖
東
）
②
武
井
踵
辺
深
（
伊

会
が
咋
年
十
月
二
十
六
日
、
貼
勢
崎
興
阻
）
③
山
崎
由
布
子
（
利

武
辺
館
で
開
か
れ
た
。
弧
化
選
板
岡
）
、
野
口
さ
や
か
（
百
英
）
▽

手
陵
の
通
り
。

66
式贔
①
狸
聾
鈴
竿
（
前
栖
瓜
）

【辺
子
】
▽
60
土
級
9
伍
井
祐

②
平
双
久
実
（
伊
勢
崎
興
限
）
③

介
冠
崎
）
②
固
縞
真
栢
（
百
英
）
小
介
麻
芙
（
同
）
、
佐
藤
真
哭
（
利

罹

学

回

、

小

メ

（

邸

備

＿

▽

無

覇

殿

滋

偉

江

崎
）
マ
71
土品
糸
海
孵
公
平
日

（伊
勢
崎
興
邑

沢
群
馬
の
勝
利

9

東
北
柔
専
対
抗
戦

＊
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冒•`

ぐんま 柔道 (4) 

県
柔
這
で
は
相
談
役
を
糠
め
る
山
口
先
生

• 

平
成
八
年
十
一
月
九
日
、
瓜

邸
校
柔
辺
新
人
大
会
の
折
、
武

迫
館
に
お
出
か
け
い
た
だ
い
た

先
生
に
お
時
を
お
伺
い
し
ま
し

た
。
胆
の
う
の
手
硝
を
さ
れ
、

咋
年
＝
一
月
に
追
院
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
す
っ
か
り
紐
庫

を
回
口
さ
れ
て
、
眠
り
の
あ
る

ャ

一

9
E言＿．

-4"|‘
吐
L

芦`ム

声
で
の
楽
し
い
お
話
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
大
正
二
年
十
月
十
六

日
に
多
野
郡
芙
土
旦
村
篠
塚

l

l

-

九
一
ー
一
（
現
在
お
住
ま
い
の
藤

岡
市
篠
塚
＝l

冗
一
ー
一
）
に
父
・

仲
蔵
氏
と
題
・
い
く
さ
ん
f
J

夫

の
輿
（
妹
二
人
）
と
し
て
生

ま
れ
た
。
四
祖
父
・
＿
＿
＿
平
氏
は

気
楽
流
柔
俯
の
目
録
（
有
段
者
）

で
あ
っ
た
。

美
土
里
尋
常

ロ

小
学
校
卒
菜
後
、

貼
立
藤
岡
中
学

校
（
現
・
県
立
藤

岡
四
等
学
校
）
に

進
ん
だ
。
一
年

の
時
に
は
正
課
で
柔
剣
氾
が
あ

っ
た
が
、
二
年
に
な
っ
て
か
ら

は
IE腺
で
も
翻
外
活
動
で
も
柔

道
を
学
ん
だ
。
柔
氾
の
教
師
は

渋
川
の
図

m太
郎
先
生
（
故
人
・

八
段
）
、
そ
の
後
江
の
固
燒
生
＾

郎
先
生
（
故
人
・
七
段
）
で
あ
り
、

藤
岡
匹
等
女
学
校
と
兼
籾
し
て

い
た
蕊
橋
行
一
郎
先
生
（
故
人
・

六
段
）
に
も
粗
尊
を
受
け
た
。
学

校
で
の
奢
中
租
古
や
寒
桁
古
が

思
い
出
さ
れ
る
。
寒
稽
古
綾
は

山
口
智
八
段

先
達

の
あ
し
あ
と

県小学生総体

（上）

＞
 

第
二
十
回
群
馬
瓜
小
学
生
総
▽
中
―
一
級

6
荻

野

正

志

（

新

生

）

和

広

（

新

生

）

◇

小

学

6
年

崎

）

②

永

杢

受

毛

呂

）

③

浅

見

文

①

K
野
真
奈
美
（
二
中
）

合
体
育
大
会
柔
辺
競
技
が
平
成
②
石
井
大
典
（
石
井
）
③
須
田
龍
【
女
子
】
◇
小
学
4
年

▽

軽

飛

級

①

塾

土

奈

緒

（

田

島

）

（

関

）

、

今

井

香

那

（

伊

勢

崎

）

▽

【

甘

楽

郡

大

会

】

八
年
十
月
二
十
日
、
屎
武
道
館
一
（
北
沢
）
、
貪
智
大
（
佐
藤
一
▽
軽
簾
①
漿
愛
（
姦
崎
）
②
細
貝
恵
美
（
域
町
）
③
大
嶋
冴
重
武
級
①
戚
田
康
子
（
桜
井
）
②

3旦-
a
a
4
瓢
ェ4^
〖
◇
小
学
1年
以
下
①
覇
井
敦

で
開
催
さ
れ
た
。
成
組
は
次
の
▽
軽
罵
巌
①
翌
立
＾
輔
（
田
邑
②
相
ノ
山
沙
恵
佳
（
沼
田
）
③
伏
子
（
田

a)、
田
部
井
友
美
（
坦
町
）
欄
口
直
子
（
佐
藤
）
③
茂
木
純
子
子
（
新
犀
小
）
◇
同
2
年
男
子
①

迦
り
。
②
左
貫
圭
一
（
涸
田
）
③
暴
野
鹿
見
知
子
（
吉
岡
）
、
田
辺
其
理
恵
▽
虫
碍
緊
淑
H
全
蛮
泥
（
伊
勢
（
毛
呂
）
、
松
杢
唸
子
（
田
島
）
甘
楽
町
柔
辺
大
会
が
、
咋
年
園
部
佑
樹
（
下
仁
田
小
）
◇
同
3

胃
子
】
◇
公
子
4
年

斑

（

前

橋

）

、

武

田

康

弘

（

富

岡

）

（

吉

岡

）

＞

中

武

級

①

星

野

夏

奈

八

月

十

日

、

町

立

第

二

中

学

校

年

男

子

G
野
口
大
州
（
下
仁
田
小
）

▽
艦
飛
級

e小
幕
（
磁
田
）
▽

m組
級
①
中
沢
幸

一
（
毛
呂
）
（
久
方
）
②
野
口
其
央
（
桜
井
）
③

子

（

新

犀

ー

▽

3
.
4生
3
且
盛
蕊
で
叫
か
れ
た
。
四
S
十
四
磁
の
◇
同
4
年
輿
子
▽
軽
武
級

e赤

黛
刃
和
（
松
沢
）
③
古
川
達
也
②
神
田
公
平
（
藤
岡
）
③

糸

井

伯

屑

由
姫
（
伊
勢
崎
）
、
小
郡
愛
五
早
I
B門
寧

言

舜

示

―
（
小
幡
）
②
佐
藤
友
美
（
富
岡
）
＿
＿
＿
十
五
人
が
出
出
し
、
熱
戦
を
岩
功
太
（
下
仁
田
小
）
＞
重
茸
級

（
伊
勢
崎
）
、
加
藤
祐
介
（
佐
藤
一
人
（
坦
町
）
、
小
い
良
祐
（
況
町
）

美
（
閾
＿
▽

m瓶
級

①

新

井

密

尋

③

新

井

大

雄

（

新

凪

）

、

小
林
和
繰
り
広
げ
た
。
甘
楽
郡
の
柔
氾

e斉
藤
祐
一
（
下
仁
田
小
）
◇
同

▽

中

試

級

爾

蘭

（

北

沢

一

象

百

年

（

新

田

）

②

層

有

加

（

碓

喜

署

長

杯

哉

蕊

瀬

）

▽

5
.
6年
臭
海
大
会
は
十
月
十
日
、
下
仁
田
硲
品
男
る
息
太
（
下
届

②
八
木
邸
将
之
（
北
沢
）
③
中
野
▽
軽
姐
級
①
田
畑
剛
扇
町
）
凪
野
恵
美

(Ill)
、
早
川
恵
美

子

藤

”

遥

（

黒

溢

）

②

武

田

康

弘

（

吉

校

で

開
佃
。
郡
内
の
弧
章
が
集
小
）
◇
同
4
.
5年
女
子
①
笠
叶

斐
（
伊
勢
崎
）
、
平
伍
（
岡
）
▽
②
阿
久
律
継
司
（
伊
勢
崎
）
③
甜
（
邑
楽
）
田
）
③
下
山
真
人
（
一
ノ
当
、
市
ま
り
、
技
を
競
っ
た
。
各
大
会
沙
代
（
下
仁
田
小
）
◇
同
6
年
巽

繋

棋

級

8堂
欝
（
北
沢
）
水
刃
樹
（
下
仁
田
）
、
奥
井
敦
史
◇
小
学
5
年

11
日
り
23日
川

北

大
翁
瀬
一
▽
同
女
柔
宙
佼
粟
は
次
の
迎
り
。
子
①
今
井
庫
仁
（
下
仁
田
小
）
◇

窟
田
和
也
一
芳
双
）
③
野
沢
甜
（
久
方
）
▽
中
紙
級
①
立
田
雅
士

▽

輯

姐

級

①

否

『

佳

菜

（

佐

藤

）

舘

佳

lti
（
新
邑
②
新
井
佐
知
子
【
甘
楽
町

大

会

】

阿

6
年
女
子
〇
互
渥
曾
（
新
因

i

史
（
久
方
）
合
倣
翡
屈
町
）
（
北
沢
歪
有
裕
司
（
佐
藤
）
③
②
田
虚
美
（
松
沢
）
③
箱
田
玲
平
―――
欝

岡

喜

賀

杯

（

同

）

窟

嬰

壁

小

幡

）

余

学

l
年

以

下

紺

翡

小

）

皐

尊

1

呂
屠

斎
姐
級
露
本
は

m（
毛
邑
瀬
谷
隆
宏
（
新
里
）
、
佐
藤
立
逝
奈
（
新
旦
）
、
狩
野
さ
や
か
（
北
橘
）
少
年
柔
辺
剣
辺
大
会
が
咋
年
十
◇
中
学
生
▽
1
年

e凶
飼
9
5

子
（
新
屈
小
）
◇
同
2
.
3年
①
介
（
甘
楽
二
＿
◇
同
紺
子
2
年
①

震
翡
明
（
桐
生
）
箭
ノ

ー

（
富
岡
）
▽
軽

mm級
妥
r
井
限
▽
忠
m
級
會
＾

g香
（
田
島
）

一
月
ー
干
＝
百
、
広
岡
市
立
束
泰
（
南
）
②
製
敬
太
（
同
）
曾
新
井
大
雄
（
新
屎
小
）
◇
同
4
・
固
部
伸
樹
（
下
仁
田
束
）
◇
同
辺

亨
（
藤
岡
）
、
松
島
宜
繁
（
佐
籐
）

l

（
岡
）
②
生
形
紀
光
（
沼
田
）
③
②
竹
内
哭
由
扇
町
）
R
山
口
友
中
学
校
武
氾
鳩
で
IJU
か
れ
た
。
石
真
冠
岡
）
、
小
林
正
弘
（
南
）

5
年
▽
軽
机
級
〇
古
舘
叩
（
新
以
子
3
年

8
笠
枯
薪
ょ
（
下
仁
田
束
）

余

学

5
年
平
野
友
規
（
櫛
田
）
、
田
部
井
庫
枝
（
大
胡
）
、
力
石
桜
子
（
岡
）
▽
器
叫
の
部
の
結
果
は
次
の
通
り
。
▽

2
矢
3
桐
生
習
作
冠
岡
）
②
小
）
▽

mJit級
e田
渕
元
雄
（
小
◇
中
学
女
子

e裡
戸
美
礼
（
下
仁

▽
料
級
絞
喜
（
北
沢
）
人
扇
町
）
▽

m紅
級
①
松
島
正

m瓜
級
①
泊
水
美
和
（
磁
崎
）
②
◇
小
学
生
▽

2
年
以
下
3
佐
竹
内
隠
将
（
岡
）
③
月
田
真
樹
（
店
幡
小
）
◇
同
5
.
6年
女
子
①
古
田
束
）
◇
・
校
紺
子

e社
硲
竺

②
砥
荻
人
（
柴
崎
）
③
新
井
平
弘
（
佐
藤
）
②
春
山
裕
昭
（
佐
藤
）
菜
原
美
樹
（
前
栖
女
子
）
③
平
井
藤
立
也
（
黒
岩
ぷ
福
田
敦
（
小
幡
）
岡
）
、
月
田
祐
棚
（
岡
）
▽
辺
圭
四
館
佳
苗
（
新
因
小
）
◇
中
学
因
子
（
臼
岡
邑
◇

一
般
紺
子
①木一

7

之
（
毛
邑
、
永
木
大
介
（
毛
呂
）
③
阿
久
律
延
正
（
況
町
）
、
田
コ
裕
子
（
沼
田
）
、
小
坂
舞
↓

i

（
沼
田
）
③

l

＿
＿
田
航
平

(m岡
）
｀
新
井
敦
ょ

rPバ
図
9
墓
3
西
①
吉
田
真
矢
(
-
中
）
◇
岡
女
子
広
起
〒
＇仁
田
町
）

持
参
し
た
餅
を
仲
皿
と
睛
り
―
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
大
き
い

い
な
が
ら
火
鉢
を
囲
ん
で
食
ぺ
方
だ
っ
た
。
柔
辺
の
補
弧
巡
勁

た

。

に

氾

坦

で

の

帯

を

引

き

合

っ

て

当
時
、
試
合
は
少
な
く
、
瓜
の
筋
力
弧
化
や
砲
丸
投
げ
、
走

立
中
学
杖
（
当
時
、
中
学
校
は
沼
り
幅
跳
び
、
ス
ク
ー
ト
ダ
ッ
シ

田
、
渋
川
、
富
岡
、
藤
岡
、
麻
ュ
の
瞬
発
力
糞
成
、
さ
ら
に
水

崎
、
前
橋
、
桐
生
、
太
田
、
館
泳
も
し
た
。
鏑
川
を
せ
き
止
め

林
の
九
校
）
の
大
会
が
年
一
回
だ
た
プ
ー
ル
に
は
夏
は
人
々
が
集

け
だ
っ
た
。
リ
ー
グ
戦
で
戦
わ
ま
り
、
売
店
が
出
て
に
ぎ
わ
っ

れ
た
。
五
年
の
時
に
、
前
年
綴
た
。
映
画
会
社
・
松
竹
の
俳
優

勝
の
沼
田
中
学
校
で
試
合
が
行
が
来
て
の
紺
彩
な
ど
も
あ
っ
た
。

わ
れ
、
当
時
邸
中
学
ナ
ン
パ
ー
そ
こ
で
の
水
泳
は
中
学
時
代
、

け

ん

ワ
ン
の
沼
中
の
小
林
祖
と
当
た

っ
た
。
組
ん
で
す
ぐ
、
得
点
の

払
腰
で

一
本
収
っ
た
の
が
印
象

に
残
っ
て
い
る
。

そ
の
餃
、
前
栖
の
武
痣
殿
で

の
昇
段
試
合
に
出
鳩
小
林
君

に
勝
っ
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
て

初
段
を
い
た
だ
い
た
。
中
学
生

の
黒
術
は
少
な
い
時
代
で
あ
り
、

藤
中
で
も
初
め
て
の
初
段
だ
っ

•
』0t
 

体―

は
二
十

t
（
七
十
五
*
n
)

さ

ん

沢
伝
八
（
故
人
・
八
段
）
、
各
肱

源
作
（
故
人
・
七
設
）
の
賭
先
生

に
指
を
受
け
た
。

先
生
の
一
生
を
決
め
る
こ
と

が
起
こ
っ
た
。
東
京
鉄
辺
行
理

周
が
柔
辺
の
強
化
を
始
め
た
時

代
で
あ
り
、
群
馬
へ
来
て
の
対

抗
試
合
が
行
わ
れ
た
。
先
生
も

群
馬
の
選
手
と
し
て
出
鳩
し
た
。

匿
の
腕
を
見
込
ま
れ
て
就
職

の
睛
い
を
受
け
、
九
年
に
上
野

駅
に
就
職
し
た
。
国
鉄
の
現
鳩

ー・・••

互
休
み
中
の
＇
の
よ
う
な
も
は
殆
ど
一
稜
交
替
勤
猫
な
の

の

だ

っ

た

。

で

練

習

の

関

係

も

あ

り

、

そ

の

昭
和
六
年
に
卒
業
し
た
が
、
後
閥
も
な
く
上
野
運
輸
叩
籾
所

就
職
難
の
時
代
で
あ
り
、
家
菜
に
転
勁
し
て
、
激
し
い
練
習
が

（比

・商
業
）
の
手
伝
い
を
し
な
始
ま
っ
た
。
東
鉄
の
辺
場
は
万

が
ら
、
力
四
野
に
あ
っ
た
店
栖
世
橋
（
現
在

・
鉄
氾
博
物
館
）に

宗
盗
七
段
の
辺
坦
に
鎚
晩
瑯
あ
っ
た
が
、
後
に
飯
田
栖
に
移

っ
た
。
七
年
に
二
段
を
取
釘
し
転
し
た
。
師
範
は
三
船
久
蔵
先

た
。

生
（
故
人
・
十
殿
）
だ
っ
た
。
綾

毎
年
、
母
中
桁
古
に
は
煎
栖
に
t
は
等
師
範
学
校
の
橋
本
正
次

の
武
徳
殿
へ
自
転
車
で
通
い
、
郎
先
生
が
師
範
と
な
り
、
四
師

田
中
良
＝
＿
（
故
人
・
八
殿
）
、
灯
の
学
生
全
翌
ぞ
来
て
の
稽
百

東
鉄
柔
迫
部
只
が
邸
師
へ
山
向
九
殿
）
ら
と
の
栢
古
に
明
け
在
れ

い
て
の
桁
古
と
技
を
旧
き
あ
っ
た
。
神
奈
川
貼
警
京
と
の
合
同

た
。
全
国
各
雌
に
あ
る
匹
瑯
局
練
習
も
多
か
．っ
た
。
害
視
庁
と

の
対
抗
試
合
、
さ
ら
に
東
鉄
の
も
試
合
を
し
、
一
勝
一
敗
だ
っ

所
坦
対
抗
試
合
が
行
わ
れ
た
。
た
。

嘗
理
局
対
抗
試
合
の
前
に
は
一
先
生
は
東
京
で
寮
生
活
（
九

か
月
に
わ
た
る
弧
化
合
宿
と
今

S
十
四
年
）
を
し
て
い
た
が
、
県

日
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
内
の
大
会
に
も
出
坦
し
た
。
十

こ
と
が
可
能
な
時
代
で
あ
っ
た
。
一
＿
年
の
明
治
神
宮
大
会
の
凩
予

そ
の
折
、
全
学
辿
と
全
国
鉄
の
選
（
会
坦
は
聰
四
学
狡
・
現
在
の

蒻
試
合
が
企
画
さ
れ
、
早
稲
姐
民
会
館
）
に
出
坦
し
、
綴
臆
し

田
大
学
の
大
隈
晴
幽
で
盛
大
に
た
。
父
は
先
生
に
わ
か
ら
な
い

よ
う
に
臨
で
声

碍

代

躙

行
わ
れ
た
。
宮
城
貼
の
仙
台
公
を
品
に
し
み
て
感
じ
た
。
山
序

会
堂
で
全
寓
城
対
束
鉄
の
親
臼
宗
一
四
壁
故
人
・
元
JI傘
羅
瑯

試
合
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
事
長
・
七
殿
）
と
本
大
会
に
出
坦

た

。

し

た

。

士

――年
に
は
国
民

m神

東
鉄
の
主
将
は
杉
町
仁
市
五
総
動
且
「
全
群
属
柔
氾
戦
士
対

殿
（
沼
田
中
学
の
指
専
に
来
て
い
抗
大
試
合
」
と
銘
打
っ
た
紅
白

た
。
後
に
佐
双
臥
柔
逆
連
盟
会
試
合
が
繭
相
の
武
穂
殿
で
行
わ

邑
で
あ
り
、
後
に
就
職
し
て
き
れ
、
先
生
も
出
鳩
し
た
。
紅
平

た
明
治
大
学
主
将
の
四
田
東
生
の
大
将
は

oom太
郎
五
段
、
白

五
段
（
故
人
）
、
中
央
大
学
主
将
軍
大
将
は
田
島
行
一
五
殿
（
故

の
菊
池
氾
五
段
（
現

・
八
段
）
や
人
・
八
殿
）
だ
っ
た
。

-
＿
＿
船
凹
よ
3
姿

節

雄

五

段

（

現

・

な

号
に
続
く

-- --•••. ＿…•一＿-.
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訥
師
範
遺
訓

柔
立
は
｀
心
の
力
を
趾
も
辞

に
開
す
る
口
で
あ
る
そ
の

修
行
は
攻
撃
防
際
の
練
円
に
lh

っ
て
以
体
＂
神
を
緞
練
＂
し

京
氾
の
神
閾
を
体
閲
す
る
下
で

あ
る
一
玄
つ
し
て
止
に
よ
っ
て

己
を
完
成
し
世
を
補
益
す
る
の

が、

9
屠の目的

で
あ
る 鵬羹鵬襲露麗霞琵霞雲璽

発行所

発行人

〒370

騨馬県 柔 道運盟

大 林 賓 範

編●宣

高崎市中●岡町500
茂願 動

電 鰭 0273(25)8457

入
宣
し
た
悶
士
た
ち
。
右
か
ら
小
山
、
須
藤
、
五
十
嵐
、
横
堀

甫
冑 I 

曾

．． ．
 

旧
名

ー

州
ふ

貝
念
ら
日
此
公
芸

平
成
九
年
底
坦
血
遠
手
権

大
会
兼
関
東
柔
氾
選
手
梱
大
会

瓜
予
選
が
、
平
成
九
年
二
月
九

日

貼
武
迫
館
で
皿
備
さ
れ
た
。

置
勝
は
咋
年
底
に
続
い
て
小

山
遠
手
が
危
な
げ
な
く
群
属
臥

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。
ま

た
、
駄
史
上
＝
＿
人
目
の
邸
狡
逃

手
横
躙
（煎
商
）
が
関
平
大
会
の

出
場
権
を
褐
た
。
成
組
は
次
の

迎
り。▽

1
回
瞑

閾
口
純

一
〇
合
せ
技
板
無
智
教

生
方
和
人
上
四
友
3
渋
谷
善
人

硲

懸

二
〇
払
い
腰
杉
田
茂
俊

含
房
〇
盆
協

宜
m悛一

Q
ぞ

拉

森

由

之

椛
沢
辺
団
袖
約
込0

五
十
蛉
醤

屋
真
一
〇
払
い
腰
山
国
止
和

竹
ヶ
原
人
映
送
際
締〇

小
山
凪
彦

9
-0横

四
方
迫
藤
翌

中
田
板
康
彦
払
い
膝Q

欝治

塞
友
和
小
外
糾
3
村
＾
念
醐
二

中
店
祐

一
朗
〇
野
告
小
畑
順
一

川
品
孝
治
内
股
3
田
口
晶
有

▽

2
回
戦

小
山
勝
由

0
大
外
刈
閾
口
純
一

輿
食
人
オ
孟
只
）
醤
寇
ニ

令
荘
界
〇
級
勢
勝
茂
沓
典

吉
田
俊

一
払
い
腰0

五
十
凪
閉
倫

狙

唇

一
〇
横
四
方
小
山
武
彦

栂

醤

一
〇
注
意
佐
藤
哲
治

村

葛

二

〇

器

箇中
i

凶
祐
一
朗

Ill口
胡
打

0
直

▽
3
回
戦

胤

O
v砒
絃
證
二

今
井
祐
介
上
四
方〇

五
士
銹
倫

裂

真

一
〇
横
四
方
横
堀
條
一

村
登
咆

一朽
木
奥
山
口
砧
打

▽
4
回
瞑

小
Uし
兜
5
0袈
裟
固五

十
．

層

真

一
〇
俯
翠
田
口
基
勺

＞決

小
山
勝
由
〇
大
外
刈
須
瞭
土

横
堀

= 

大
杯
会
長
か
ら
昇
段
証
醤
を
受
け
取
る
萩
原
6
段

行
わ
れ
又
祝
辞
を
述
ぺ
ら
れ
、

昇
段
者
を
代
表
し
て
萩
原
弥
惣

塗
ハ
悠
謝
辞
を
述
べ
た
。

伝
述
式
が
終
わ
り
、
続
け
て
―

新
年
会
に
入
っ
た
。
＾
布
屁
捩
拶

の
後
、
来
安
呪
辞
で
羽
生

m進

顧
問
｀
匹
野
義
平
顧
間
、
巾
村

紀
雄
血
IHJが
挨
拶
さ
れ
、
祝
砧

に
入
っ
た
。
参
加
者
は
九
十

一

名。

平
成
九
年
昇
段
者
証
田
伝
達

式
乖
新
年
会
が
二
月
二
日
、
四

崎
メ
ト
ロ
ポ
リ
ク
ン
ホ
テ
ル
で

叫
仰
さ
ゎ
だ
。

松
本
副
会
長
の
叫
会
立
言
で

始
ま
り•
I
i段
ー
．．．
 

段
の

H
段

行
を
棠
崎
寄
艤
澤
貶
、
パ
段
の

部
新
片
狸
小
比
が
発
よ
し
た
“

▽
六
段
の
部

萩
肛
弥
惣
治
（
前
稿
）
・古
平

to

雄
（
前
檎
）
・中
嶋
岡
雄
（
桐
生
）．

な
林
武
久
（
佐
波
伊
勢
崎
一
剣
拉

和
彦
（
新
田
太
田
）
•

野
氾
夫

（
北
群
属
渋

川
）・大
沢
哲
夫

（
北
群
馬
渋

川
）江
原
教
男

（
群
馬
）
・田
村

修
一
（
吾
妻
）
．

島
田
富
士
男

冠
去
）▽

五
段
の

部
神
林
正
明

（
前
芭

・坂
本

幸
男
（
佐
波
伊

勢
崎
）・江
田
光

夫
（
佐
波
伊
勢

崎
）
・
秋
山
雅
仁

（
甘
楽
富
岡
）
．

辻
野
友
久
（
群
属
）

▽
四
段
の
部

松
沢
箔
百
薬
館
林
）
・
松
井
孝

吉
（
利
根
沼
田
）
．篠
厭

oo（山
m）

▽
参
段
の
部

百
げ
木
敏
犯
（
邑
楽
館
林
）
・徳
珀

扉

（邑
楽
館
林
）

以
上
二
十
名
が
購
氾
館
磁
間

式
（
平
成
九
年

一
月
十

一
日
）
昇

段
で
す
。

大
林
会
長
か
ら

mEg伝
達
が

証
書

IA
達
式

兼

新

年

会

涅
,2
 

‘
‘
、
~

>
贔
定
戦
（
敗
者
但
活
戦
）

II

横
四
方
3
様
堀
修
一

関
口
純
一
〇
仰
坦
邸
栖
堂

一

田
ロ
ヰ
宥
様
四
友
3

"

関
口
純

一
払

い

腰

▽

嘉

決

定

戦

0
五
十
凪
初
血
田
ロ
ヰ
右
〇
朽
杢
回

▽
3
扱

定

戦

（

敗

者

罹

戦

）

園

口

純

一

山
囚
止
和
〇
杢
贈
四
小
山
武
彦

び
の

6
段
昇
殴
者
た
ち

含位

も
関
東
へ

F-

三 二 擾

＂ 位 位勝

心のかよった住いづくり

R糠式血六本木工務店
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炉の美戸師専門学碗

閾馴露置'

ペ
ッ
ト
亭
界
の

g
＿
繹
で
坦
直
す
る
．

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
攣
成
し
ま
す
。
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日高ペットピコネス学観i
匹 027(288)3062

賢

小
山
勝
田
（渋
酉
教
）
五
位
田
口
韮
有
ー
瓜
警
）

紺
翌
一
（
県
警
ー

一
位

s
_＿＿位
迄
の
選
手
は
一――

五
十
眉
雙
）
月
九
日
に
澗
和
で
行
わ
れ
た
閲

横
瓜
修
一
（
前
商
）
束
造
手
権
大
会
に
出
出
。

巴
m'
亙
―
，
厨
’
戸
ら
落
言
戸
立
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平成9年3月31

―-1T否臼．
I
祖．
一`fg-
-Iii廿＿牛八
1
-eJ.• 
1
u
i
曰
丑
＃
区

ぐ んま柔道

県
高
校
新
人
大
会
兼
全
国
予
選

怜
校
新
人
人
＾
＃
苓
旧
絲
校
道
F
櫛
人
会
県
f
道
が
一
月
十
八
．
十
九
日
、
県
武
氾

館
で
皿
か
れ
た
。
個
人
、
団
体
戦
で
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
。
個
人
戦
で
は
、
前
栖
百
英

の
根
庄
郎
史
選
子
が
前
祖
慨
平
の
横
猥
瞑
一
選
手
索
態
平
で
破
り
級
勝
。

団
体
戦
で
も
エ
ー
ス
板
岸
寓
史
選
手
を
擁
す
前
植
百
英
が
二
人
残
し
で
二
年
ぶ
り
の
級

脳
、
特
に
煎
橋
百
英
は
決
勝
ま
で

一
紅
も
大
将
は
試
合
を
し
な
か
っ
た
ほ
ど
今
回
は
実
力

の
違
い
を
見
せ
つ
け
た
。
結
果
は
次
の
遥
り
。

◇
1
-

太
田
東
＿
人
残
太
田
工

息
残
虫
＃
条

渋
川
工

人
残
桐
生
工

渋

川

酉

人

残

安

中

実

館

林

人

残

藤

岡

令―
百

英

人

残

太

旧

東

邸

崎

工

人

残

樹

紐

経

脊

＿

人

残

太

田

沼

旧

迎

3

渋

川

興

阻

＿人
残
巾
之
条

瓜

央

ー

媒

伊

工

勢

多

比

残

3
前
縞
束

猾

エ

残

桐

生

一

常

磐

人

残

戟

川

四

長
野
原

人

残

必

崎

暉

欝
~
t

＿
命
槻
罰

此

二

人

残

前

檎

邸

崎

＿

人

残

利

恨

南

m
岡

＿

人

残

万

坦

榛

名

残

3

前
栖
工

館

林

残

3

前

欝

◇
-

百

芙

人

残

樹

槌

経

8
誤
J
I
I

興

囮

人

残

伊

工

蘭

残

桐

一

常

磐

人

残

屁

野

原

謄

＿

残

比

二

邸

崎

入

残

氾

岡

吼

巽

眉

◇
準

百
i

火

人

残

渋

川

興

囮

腿

3

桐
生

一

常

四

一

人

残

此

二

店

崎

残

〇

前

紹

商

◇
準
決
勝

百

英

一

3
人
残
桐
生
一

常

磐

ー

ム

戻

）

前
縞
商

◇
決
勝

百

英

乙

錢

前

欝

姦

栂

せ

笈

横

堀

諮

田

股

＂

西

野

け

＂

L
 

(2) 

苓
’
4
E
3

回
{
,
血
5
5
0
"
i
5

ぶ
琵
令
．
―
[
亨
臼
岡
竺
二

i〗

見

年

招

叫

薗

公

行

塚

田

純
也
、

IJ林
充
｀
寺

認
寄
判
い
が
、
阻
月
一
日
付
で

町
良
次
、

平
井
激
―
――
栖
好
、

大
林
行
範
会
民
か
ら
委
閾
さ
れ
岡
知
己
、
桜
井
守
、
吉
田
一夫

た

。

▽

佐

波

・
伊
勢
崎

安
沢
謙

総
勢
は
人
rLL名

太
郎
、
田
代
武
昭
、
今
川
匝
明

▽
勢
多
大
藤
忠
昭
、
石
稿

吉
一
、
津
久
井
彦
一
、
成
田
祐

二、

農
元
、
田
子
義
伯
、

小

▽
前
概
井
出
畠
明、

石
0

野
里
明
宏

貞
幸
、
金
因
止
寧
、
椛
沢
博
之
、
▽
甘
楽

・
ロ
岡
碓
井
良

池
田
進
、
新
井
偏
雄
、
小
川
正
一
、
木
硲
弘
元
、
新
井
粧
田

F 

▽
多
野
•
藤
岡
神
田
茂
芹
沢
勝
美

博
木
村
痘
皿
、
否
菩
一
泊
▽
北
群
馬

・
滋
川
佐
藤

▽
写
墨
柴
田
義
彦
、
嬰

'oo夫
、
永
醤
明
、
大
器
呉
、

屈

佐

覇

一

、

鷹

孝

平

▽

群

馬

榊

址

▽

利

帳

・
沼
田
石
沢
祥

▽
高
崎
市
川
正
人
、
今
泉
市
、
大
渕
裕
、
星
野
政
幸
、
堀

八
彦
、
鎌
塚
正
良
、
桜
井
弘
、
江
英
也

茂
原
勁
、
屈
届
吉
二
、
長
谷
川
▽
新
田
・
太
田
木
硲
畠

実、

中
凸
順
三

利

、

根

岸

宏

、

四

栖

進

、

田

部

▽
桐
生
綱
迎
直

t
懇
山
井
坐
司
、
西
烈
謡
、
杢
捻
い

正
明
、
栖
本
幸
夫
、
稲
垣
消
▽
墨
楽

・館
林
越
塚
輝
雄

贋
史
〇
猥
四
方
意
輝
太
横
踊
修
一
〇
払
い
腰
-
•田
知

◇
B
ブ

ロ

ッ

ク

立

花

刃

0
大
外
刈
柴
田
秀
樹

▽
3
回

叫

内

困

攀

〇

内

股

昴

野

雄

介

菓
廊
祖
止
〇
払
い
腰
厖
―
R
似
迫
田
町
希
腕
十
天
〕
松
本
啓
孝

嘉

薗

〇

懲

房

筵

誠

▽

翌

繭

赤
山
品
父
〇
上
四
方
狼
序
大
地
横
堀
修
一
〇
様
四
方
立
花
刃

大
矢
大
作
〇
様
四
方
町
田
佑
介
内
田
裕
昭
佃
差
3
松
本
啓
孝

柳
沢
直
彦

Q
皿

涅
籾
汗
宏
幸
▽
決

勝

仁
木
義
規
〇
払
い
腰
須
田
瑞
穂
板
堀
修
一
〇
総
合
勝
松
本
啓
孝

届
磁
〇
伐
刈
＋

ll-
国リ
＇グ

諮
阻
閲
幸
背
負
奨
3
蒻
爾
恨
拇
史
〇
送
襟
締
栗
原
禎
正

▽

準

々

決

勝

横

掘

修

一

〇

内

股

＂

栗

僧

0
大
外
刈
層
枷
根
提
史
〇
憚
羞
横
堀
修
一

猾
正
行
〇
合
せ
技
大
矢
大
作
◆
女
子
個
人
戦
成
組

欝

屋

〇

佃

産

仁

木

義

規

▽
48キ
ロ
級
決
勝

蕉
坂
卒
背
負
没
3
長
峰
正
樹
櫻
沢
美
幸
大
外
糾
3
松
本
紀
氾

▽

準

決

勝

▽

52キ
ロ
級
決
腕

稟

應

狙
〇
払
い
腰
旅
山
品
t

横
澤
由
只
〇
肌
翠
裟

柳
沢

m彦
0
裂
薗
長
雌
猛
5

武
荘
擦
操

▽

決

勝

▽

56キ
ロ
級
決
勝

器
原
禎
正
〇
薗
方
柳
汎
四
彦
松
本
密
子
費
女
投
3
馬
坦
典
子

V
6
1キ
ロ
級
決
勝

含
~
人

i大
浩
躍
し
た
繭
橋育
英
の
一
◇
C

プ
ロ
ッ
ク

i

>
3
回
叫

育
訳
穂
波
〇
合
せ
技
平
四
久
美

◇
A
プ
ロ

ッ

ク

一

選

手

た

ち

▽
3
回
戦

．．．．
．．．．．．
．．．．
．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．
．．．．．． 
i-
横
醤
一
〇
払
い
瞑
萩
原
成
勝
▽

66キ
ロ
級
決
腋

翡

史

〇

け

さ

固

器

碧

翡

史

a囮
方

侭

備

脊

§

田

知

七

直

璽

全

四

方

荘
士
燒
彦
〇
払
腰
真
塩
良
太

五

十

嵐

秀

彦

立

花

刃

〇

大

外

刈

石

井

即

也

四

植

幹

江

且

禄

一
〇
払
い
腰
笹

Ii―
白
面
汗
ー
横
四

6iUt辺
平

柴

鼠

裔

〇
小
外
刈
小
凶
圏

一

▽
72キ
ロ
級
決
脳

箇

釆

け

さ

固

鷹

人

湘

歪

中

平

堕

忠

A
)凩
野
育
正
内
田
裕
昭
〇
糊
四
方
浅
田
元
煎
井
頂
駆
〇

内

股

黛

巫

美

浅
見
和
之
行
れ
没
3
涼
把
全
姦
＇
幅
川
聡
製

裟
固
3
荒
暉
太
後
藤
造

一
大
外
刈
3
駁

町

雄

介

▽

72キ
ロ
超
級

桜
井
健
川
横
四
友
3
凩
野
百

正

▽

郎

決

勝

迫

tll希
0
行
れ
扱
大
111英
夫
九
心
嵐
智
子
（
商
短
付
瓜
）

幅

田

聡

0
"

関
口
和
良
恨
揺
史
〇
払
い
腰
渡
辺
平
良
谷
瓜
芝
横
四
方

木
村
友
彦
上
四
友
3
斉

藤

太

凩

町
百
花
製
裟
固
3
荒
暉
太

〇
松
杢
脅
孝

▽
準
々
決
勝

▽
決
勝

▽
準
々
脩

根岸が柵煽下す
女子48キロ級は松本紀恵に栄冠

恨

岸

畠

ぃ

山

員

I
I
O様
四

方

黒

沢

＂

畠

ぃ

泊

水

II

O
枷
四

方

金

子

一

位
前
植
百
英

二

位

前
檎
商
菜

三

位
桐
生
一
店

三

位
常
磐
固

r観揖みテレポンカート．Jをピスタ瓢^

ーアジア少罰目極女楓目1111ここ臼力ください一

覗在， tヨタビスク群馬ではポランティア団体

『ATCAJの活動を支撮するたの1ゴ使用済み

テレホンカード』の収畢を行っています.rAT

CA』では主にドイツの震奢を通じてテレホン

カードを亮却し、その収入で匡璽晶、その飽の

撮助物賣を鵬入して、フィリピンなどアジア各

国の少戴民旗支撮を行っています。r筐用済み
ru1Jlu 

テレホンカード頓纂酒動に告機方のこ憎i力を

非ともお願い申 L..t:.Ifます。

1麟資みテレホンカードはこ帆鄭：役立ちます。
●1暉で冒入できる紐...預—人の一年かのUレク代

●1螂で舅入できるもの••マラリア予蒻の菫11135．卿霞

91:Uペ：：シリン鉗肩1，蜘復
’"“”し＊ンカードは. ■-D.. 、tl91のU駈`~Jあ

l•l.t'C'"’‘ ‘"“" ・馳りIi/Iて»...て ‘ "•· T·が1•:l-r. 
カードり-f"<l'i::.1: J: ~ k~lが％t· り • n9W · てポーツ

"W・メ99,9• *n ブう:•下の閏MI:"’：人9l&’

必 (.u見｀のh1•I：て以91"＂1•3 1'． 
『膨蔀紐テレホンカード直畠雷劃甑汗レポンカード・
ポランティ万晨までお胄せくださL,.

トヨタピスタ群馬
rテレホンカード・ポランティア」事覇馬

〒370江崎市緑町4-1-6
TEL0273-64-1717 

いいものだけを枇界から

R Mercedes-Benz 

OPEL@-

鼻厭”'EコJ‘~Eヨ
AMG-Mercedes 

璽GeneralMotors 

ヤナセ群麗
本社／芯崎市小八木町2034-1

TEL02ア3-63-11アア

-50-
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ブ
ロ
ッ

③
飯

塚

荘

太

（

渋

川

）

、

杉

山

直

箭

登

（

塚

沢

）

②

佐

々

木

雄

也

生

）

◇

rnJ4年
▽
欝
朋
沃
屈
岩
木
突
巾
記
（
伊
翌
弓
覇

3
年

態

袖

癸

饂

子（
同
）
糸
町
田
渉
・
毛
昌
磁
②
八
山

人
（
石
原
）
◇
同
2
年
▽
軽
揖
3

（大

胡

）

③

山

本

翔

太

郎

（

撲

沢

）

、

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

泰

光

・

佐

藤

辺

掛

③
釜
g
哲
也・

井
上
迂
仁
（
塚
沢
）
②
小
野
雄
只
木
硲
司
（
澁
川
）
◇
同
4
年

▽

軽

二

十

七

チ

ー

ム

と

中

学

生

が

辺

野

木

町

a歴
『
悠
・
佐
藤
氾
鳩
▽

（
沼
田
）
③
珀
上
克
俊
（
新
田
）
、
迅

3
斤
沢
”
~
函
ヶ
岡
）
②
小
林
女
個
人
戦
の

7

校
合
わ
せ
て
―
―
―
女
子
の
部
＾
プ
ロ
ッ
ク

e
萩
原

機

諒

（

伊

勢

崎

ー

▽

中

汎

①

上

組

（

伊

勢

崎

南

お

圏

孝

太

（

渋

川

）

、

百

八

十

余

名

の

選

手

が

大

会

に

誠

慮

・

新

田

町

②

牧

島

恵

美

・

岩

田
奉
平
（
擦
沢
）
②
岡
田
響
平
（
伊
小
川
卓
限
（
新
田
）
▽
中
れ

e須
挑

み

熱

戦

を

繰

り

広

げ

索

叩

ら

舟

町

9
金
井
裕
美
・
大
泉
北
中
③

南
）
③
内
阻
芝
（
塚
沢
）
、

m井
藤

幻

成

（

大

胡

一

②

須

田

敏

之

し

い

試

合

で

あ

っ

た

。

蕊
栖
智
子
・
野
木
町
▽
女
子
の
部

嬰
（
伊
勢
崎
一
▽
軽

m娯
3
加

（

芳

双

）

③

須

田

雅

帝

一

酒

田

）

、

◆

公

星

の

部

◇

問

蓋

B
プ
ロ
ッ
之
皆
里
畏
・
明
和

嬰
介
（
塚
沢
）
②
木
せ
爺
（
水
大
塚
俊
（
水
上
）
▽
軽
重
飛

eな

CD毛
呂
道
坦
A
②
坦
町
柔
迫
中
②
大
館
麻
子
・
新
田
町
9
押
切

上

不

水

谷

野

雄

司

（

埠

ヶ

岡

）

、

堂

裕

之

（

大

胡

）

②

野

沢

団

史

教

室

屯

征

窃

紺

A
｀
同
B

望
・
佐
藤
辺
坦
③
大
栖
麻
美
・
板

第
八
回
群
馬
瓜
ス
ポ
ー
ツ
少
萩
原
祐
介
（
長
良
）
▽

m訊
①

吉

（

久

方

）

③

八

木

原

将

之

（

大

胡

）

、

◆

虫

芹

H

の
部
◇
個
人
戦
倉
中

醤
柔
追
交
流
大
会
が
平
成
九
ー
田
将
治
＿
簾
）
②
田
且
門
（
新
塩
谷
謄
也
（
況
町
）
▽

m紐
8
松

▽

1
年
生
A
プ
ロ
ッ
ク

e松
（
塁
良
ス
ポ
ー
ツ
少
生
坦
尉

年

二

月

土

ハ

日

、

瓜

武

氾

館

で

生

）

③

中

綽

屯

也

（

坦

町

）

酉

打

繋

（

塚

沢

）

②

武

井

立

明

（

桐

村

和

樹

・

佐

蒻

迫

坦

②
痕
部
広
部
長
田
挫
昇
・
内
田
和
子
記
）

仕
事
と
柔
辺
の
か
た
わ
ら
先
試
合
に
は
屈
臨
の
岩
崎
上
等
兵

生
は
中
央
大
学
専
門
部
法
学
科
に
一
瞬
の
技
で
勝
ち
、
海
で
の

に
学
び
、
士
＿＿
年
に
卒
菜
し
た
。
水
泳
大
会
で
も
擬
勝
す
る
な
ど

十
四
年
、
赤
紙
で
補
充
兵
と
柔
辺
や
そ
の
捕
曲
逃
動
で
培
っ

し
て
召
集
さ
れ
、
千
甜
市
鉄
辺
て
き
た
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
。

第
一
迪
闘
に
配
瓜
さ
れ
た
。

千

十

五

年
、
中
国
の
武
殴
に
あ

臨
の
武
認
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
っ
た
鉄
氾
第

一
連
隊
大
二
大
隊

隊
長
命
令
で
試
合
に
出
場
し
、
に
配
属
さ
れ
た
。
兵
爛
係
だ
っ

a->

っ
た
が
、
上
直
の
「
そ
ん
な
大
き
合
に
出
掛
け
た
。
市
綬
氾
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
の
所
か
ら
指
巧
助
一メ
を
し
て
い
る
。

い
で
友
俯
を
深
め
て
い
る
」
と
先

な
・
糞
っ
て
い
て
は
危
険
だ
」
で
は
江
原
碍
太
郎
七
段
（
故
人
）
、
支
部
対
抗
は
現
在
の
三
ブ
ロ
ッ
ま
た
、
「
58
あ
か
ぎ
国
体
」
の
時
生
は
目
を
細
め
、
「
国
体
に
出
出

と
の
忠
告
で
紺
子
江
に
拾
て
て
茂
木
正
司
六
段
（
故
人
）
、
藤
田
ク
に
分
か
れ
て
の
も
の
で
な
く
、
に
は
柔
辺
観
興
後
扱
会
の
副
会
す
る
こ
と
は
個
人
の
名
門
で
も

き
た
の
だ
っ
た
。
正
植
七
段
、
井
野
翌
七
段
ら
と
各
支
部
横
一
線
で
の
ト
ー
ナ
メ
長
と
な
り
、
永
井
寿
雄
会
品
（
元
あ
り
、
家
族
の
名
門
で
も
あ
る
。

二
十
二
年
に
ヤ
ス
さ
ん
と
結
和
古
を
し
た
。
後
に
膝
岡
市
内
ン
上
ノ
4
fの
試
合
だ
っ
な
貼
接
性
岬
会
会
此
・
八
段
）
を
補
選
手
の
家
族
ぐ
る
み
で
の
応
扱

勾

三
人
の
子
宝（
紺
子
）
に
瓜
に
底
山
湿
久
雄
六
段
（
故
人
）
の
四
十
四
年
に
国
鉄
（
現
在
の
佐
し
た
。

も

且

ら

れ

る

こ
と
も
あ
る
。
順

ま
れ
た
。
＿
＿＿
人
が
中
学
ま
で
柔
城
山
氾
鳩
が
開
設
さ
れ
、
市
武

A)を
退
職
し
た
が
、
屈
扱
の
昭
和
三
十
四
年
の
東
京
で
圃
調
な
勝
利
や
迎
転
勝
利
が
あ
れ

氾
を
し
た
。
末
の
子

・
品
生
君

辺
館
が
廷
汲
さ
れ
る
ま
で
、
こ

二
年
皿
は
山
手
線
の
畑
谷
駅
長
、
仰
さ
れ
た
国
体
で
は
、

一
般
紺
ば
、
力
が
上
で
あ
り
な
が
ら

n

を
藤
岡
苔
京
署
迎
場
で
の
練
習
の
氾
鳩
を
俯
り
て
、
練
習
や
試
そ
の
蘭
の
二
年
間
は
駒
込
駅
辺
子
の
監
曹
と
な
り
、
私
も
選
手
け
る
こ
と
も
あ
る
。
勝
敗
を
越

墨

で

醤

民

の

合

同

爵

大

に

先

生

が

巡

れ

出

し

た

こ

と

も

合

が

行

代

た

。

と

し

て

そ

の

軋

を

咎

K。
と
し
て
先
生
に
f
J

指
尊
い
た
だ
え
た
ド
ラ
マ
が
し
ば
し
ば
見
ら

会
が
行
わ
れ
た
。
家
か
ら
航
空
あ
っ
た
。
前
椙
の
瓜
苔
機
動
隊
辺
坦
で
退
職
後
士
一
年
閥
大
宮
駅
い
た
の
が
懐
か
し
い
息
い
出
で
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
い
つ
も
若

者
が

m
一
杯
、

し
こ
、
"
。
[
い
鯰

先
生
の
こ
れ

若

者

に

声

援

送

り

続

け

t
し

彗

吐

ま
で
の
ス
ポ
ー

征
で
柔
辺
衣
を
送
っ
て
も
ら
い
瓜
内
で
は
、
漉
登
又
吉
八
段
、
荏
胆
笠
先
生
の
拒
叩
を
受
け
た
。
ビ
ル
広
宙
聘
此
と
し
て
鋤
い
た
。

あ

る

。

ツ

界

や

柔

辺

へ

の

只

献

に

対

し

出
坦
し
た
が
、
十
六
年
に
は
偏
永
井
寿
雄
八
段
の
努
力
に
よ
り
‘
=
-
＋
年
に
群
大
学
芸
学
部
体
不
規
則
な
就
男
時
皿
の
仕
事
、
先
生
は
こ
の
十
六
年
叫
欠
て
、
瓜
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
礎

勝
し
、

＿
＿
＿
長
官
（
臨
平
泣
紬
堪

二
十
五
年
柔
珀
ク
ラ
プ
と
柔
氾
百
館
で
行
わ
れ
た
第

一
回
瓜
束
そ
し
て
退
職
扱
士
一
年
皿
の
仕
か
さ
ず
国
体
の
応
扱
に
出
揖
け
邸
教
口
委
只
会
表
杉
、
購
氾
館

立
、
海
軍
位
荘
司
令
官
、
総
領
会
が
一
本
化
し
、
先
生
は
森
戸
匹
対
抗
試
合
（
当
時
は
点
収
り
試
事
に
も
健
庫
を
維
持
で
き
た
の
て
い
る
。
長
表
杉
が
疫
与
さ
れ
て
い
る
。

事
）
寄
賠
の
銀
の
店
を
い
た
だ
書
、
辰
五
郎
五
段
（
故
人
）
の
綾
任
と
合
）
で
は
匹

mの
大
将
と
し
て
出
は
両
親
か
ら
受
け
継
い
だ
頭
紐
「
関
口
孝
義
八
殿
、
森
英
樹
現
在
、
こ
家
底
で
は
三
人
の

罰
に
も
大
き
く
喜
さ
れ
た
。

し
て
、
多
野
支
部
の
支
部
民
に
坦
、
中
村
正
義
六
段
（
故
人
・
七
な
心
此
と
柔
辺
修
行
に
よ
る
と
八
殿
、
松
本
大
五
郎
八
段
、
常
蒜
に
囲
ま
れ
て
晒
耕
雨
脳
の

戦
餃
、
捕
属
と
な
っ
た
が
、
推
さ
れ
、
以
綾
十
四
期
二
十
八
段
）
と
対
戦
し
た
。
こ
ろ
が
大
き
い
と
百
え
よ
う
。

見
和
民
七
殿
、
京
藤
鬼
四
郎
七
悠
々
自
適
の
生
活
と
の
こ
と
、

当
地
の
鉄
辺
建
殴
に
協
力
し
た
年
に
わ
た
り
そ
の
職
を
全
う
し
支
部
是
と
し
て
、
支
部
会
口
瓜
柔
逃
役
只
と
し
て
は
、
「
58
殷
、
原
口
市
七
殿
、
長
谷
金
八
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
先
生
の

の
で
、
比
載
的
自
由
な
待
退
を
た
。
美
土
里
小
学
校
や
藤
岡
市
を
励
ま
し
な
が
ら
の
支
部
対
抗
あ
か
ぎ
国
体
」
前
後
の
昭
担
土
十
七
殿
、
幽
谷
鹿
＿
＿
＿
七
段
、
安
沢
暖
か
さ
が
胸
に
し
み
て
く
る
よ

受
け
、
一
＿
十
一
年
七
月
に
郷
里
警
霰
の
練
習
、
ま
た
支
部
内
の
で
の
慨
勝
が
目
閉
だ
っ
た
が
、
四
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
の
五
謙
太
郎
六
段
と
の
旅
で
あ
り
、
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
担
只
万
鳩
、
中
里
、
上
野
へ
は
バ
ス
ニ
十
八
年
に
は
準
擬
睛
―
-＿十

期
十
年
IiU、
副
会
足
を
隈
任
し
、
群
馬
の
選
手
の
活
躍
に
声
扱
を

の
時
に
阻
を
持
ち
帰
ろ
う
と
思
に
莱
っ
て
巡
回
指
尊
や
昇
級
試
八
年
に
は
念
願
の
領
勝
を
手
に
現
在
は
常
任
相
談
役
と
し
て
四
送
り
、
夜
は
和
ー
．
叫
々
の
語
ら

県スポ少交瀧大会

ち
び
つ
こ
が
得

と

館
林
市
ス
ポ
少
交
流
大
会

第
十
六
回
館
林
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
近
貼
交
流
柔
追
大
会
が

平
成
八
年
十
二
月
八
日
、
館
林

市
城
沼
体
百
館
に
鯰
い
て
開
佃

さ
れ
た
。
群
馬
瓜
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
は
じ
め
砺
木
県
か

ら
も
多
数
の
チ
ー
ム
の
選
手
が

参
加
し
て
の
大
会
と
な
っ
た
。

大
会
は
小
学
生
が
団
体
戦
（
五
人

制
）
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
閉
瓜
の

識
． 

賣
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■デザインや簿記、 OAも学ぶ！ ■海外短期留学もスタート！
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柔
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は
心
砧
の
力
を
駁
も
友
好

に
開
す
る
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そ
の

欝
は
攻
撃
防
票
の
練
門
に
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っ
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を
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嚢
'
,
)

禦
の
神
を
体
捐
す
る
事
で

あ
る
そ
っ
し
て
位
に
よ
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て

己
嘉
成
し
世
を
補
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関
杯
支
部
対
抗
柔
辺
大
会

が
四
l
士
＿
百
、
貼
武
皿
館
で

開
か
れ
た
。
県
内
十
四
支
部
が

実
力
別
一
一
＿
組
で
団
体
戦
を
展
開

し
、
最
姦
レ
ペ
ル
の
A
組
で
北

群
馬
渋
川
支
部
が
栄
冠
を
手
に

し
た
。
全
組
の
中
で
最
も
勝
ち

数
の
多
い
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ

る
関
口
杯
（
総
合
）
は
、
四
戦
四

勝
の
固
崎
支
部
(
B組
）
が
艇
勝
、

準
優
隣
に
一
＿
＿
戦
一
＿
＿勝
の
利
根
沼

田
支
部

(
C組
）
が
輝
い
た
。
全

唇

は

A
組
で
吉
田
一
夫
（
煎
橋

2
一
置

曇

暉
4 「

詈譴 1,9佐

爵
中 ＊ 1嶋慮
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▽
5
段
の
部

篇
一
幸
引
分
け

眉
必
（
千
郎
）

菓
原
蓋
募
け

氾
辺
繁
安
（
東
）

木
び
修
引
分
け

宮
本
降
弘
（
神
奈
川
）

木
芥
治
一
〇
優
勢
勝

欝
之
（
野
森
）

津
久
井
彦
一
引
分
け

和
気
英
機
（
栃
木
）

田
部
汗
赤
司
上
四
方
固
3

尾
星
（
東
京
）

桜
井
良
衛
置
勢
原
）

石
川
文
夫
（
茨
城
）

全
国
高
段
者
大
会

平
成
九
年
庄
全
国
柔
氾
露
段
佐
藤
浩

一
C
優
勢
瞼

省
大
会
が
四
月
二
十
八
日
、
購
羽
屈
毅
（
埼
玉
）

氾
契
盪
場
に
お
て
開
催
さ
れ
醤
元
正
訂
凩
）

た
。
娼
納
行
光
大
会
会
長
の
捩
渡
辺
吉
明
（
神
奈
川
）

拶
の
後
本
大
会
出
場
回
数
―
―
森
下
正
辺
泣
飢
四
方
固

＋
回
の
松
屈

一
郎

七

段

、

＋

上

井

勝

郎

（

千

葉

）

回
の
新
外
笞
ヤ
五
段
ら
が
必

吉
田
光
挺

3
上
四
方
固

膨
さ
れ
た
。
試

合

結

果

は

次

朝

訂

頭

（

東

京

）

の
通
り
。

棚
昂
町
没
X
口
せ
技

四
伸
吾
（
埼
玉
）

寺
島
習
引
分
け

添
田
繁
実
（
東
京
）

原
器
匹
翠
裟
限
）

佐
々
木
広
毅
（
神
奈
川
）

石
井
洋
引
分
け

晏
長
（
福
岡
）

坂
田
和
平
引
分
け

丸
山
泰
漉
（
埼
玉
）

水
野
弘
――
引
分
け9更

山
梨
）

,
＇
 

長
田
金
八
（
島
根
）

▽
6
殷
の
部

佐
藤
臨
引
分
け

宮
隆
（
福
島
）

関
口
杯
支
部
対
抗

支
部
）
、

C
組
で
森
下
弧

屠
宦
牛
爺
）
。

引
分
け

欝
政
盛
（
東
京
）

宏
紐
太
郎
引
分
け

佐
々
潤
（
茨
城
）

本
唇
諧
〇
溺
盈

河
合
優
（
富
山
）

柴
田
義
彦
支
釣
込
呉
3

9
-（千菜）

倣

製

〉

姦
E

し
吉
田
征
雄
（
愛
塑

碓
井
良

一

優
勢
腋
3

息

面

木

）

神
町
茂
博
引
分
け屡

璽
棗
）

82
歳
で
現
役

光
山
武
嘉
7
段

最
多

35
回
出
場

石
墨
ロ
ー

任会

’§97段昇段者祝賀会

直
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表
奮
謝
辞
を
述
ぺ
る
神
成
7
殿

湯どころ6っ
水上温泉

谷川温泉

うのせ温泉

湯桧曽温泉

宝川温泉

湯の小屋温泉
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J11野

三
日
、
群
馬
厄
生
年
金
会
館
で

開
か
れ
た
。
昇
段
者
は
、
椛
澤

博
之
（
前
橋
支
部
）
、
田
中
武

（
佐
波
・
伊
勢
崎
支
部
）
、
石
沢

頼
之
助
（
利
根
・
沼
田
支
部
）
、

神
成
・
公

一
（
甘
楽
富
岡
支
部
）

酋

方

固
3

森
下
警
（
米
国
）

呉
上
四
方
固
3

久
偲
雅
昭
（
東
京
）

▽
7
段
の
部

柴
崎
洋
行
大
外
糾
3

四
暑
（
東
京
）

光
山
武
嘉
引
分
け

中
島
紅
太
郎
（
半
以
）

▽
8
段
の
部

鈴
木
元
一
引
分
け

井
川
正
＿
＿
一
（
京
都
）

丹
羽
文
奥
3
不
戦
勝

相
川
巾
氾

島
田
臼
・

瓜
で
八
士
一
ご
六
か
月
の
今
も
、

小
中
学
生
に
遮
＝
一
回
稽
古
を
つ

ん
で
い
る
そ
う
だ
"

胸
を
突
っ
張
る
中
島
富
太
郎

七
段
（
東
東
）
に
対
し
て
は
、
足

技
か
ら
褐
立
の
内
股
に
持
ち
込

む
庄
暉
も
不
発
で
「
あ
れ
じ
ゃ
勝

「
今
年
で
三
十
五
回
連
続
出
て
な
い
j

と
ポ
ヤ
い
て
い
た
。

岨
で
す
」
と
、
こ
と
も
な
げ
に
言
（
「
近
代
柔
道
」
平
成
9
年
6
月

う
の
は
光
山
武
七
段
。
群
馬
号
か
ら
抜
粋
）
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県
高
校
総
体

」
英
が
興
R
を
下
し
て
優
勝
。
武
井
愛
辺
深
面
国
）
〇
ー
大
塚
加
奈
子
（
常
磐
）

f

涎
薙
喪
常
磐
）
0
_

横
山
忠
成
（
富
岡
）
0
_

速
叫
祖
要
薗
芭

0
ー

▽

準

々
決
勝

白
英
、
懇
ほ
か
、
此
二
、
四
小
灯
麻
美
（
靱
m)
固
屈
幹
江
祠
邑
0
1

佐
藤
騒
天
（
烈
岡
）
蟻
＂
密
史
（
豆
火
）
桑
原
純
（
桐
ー
）
酉
嬰
空
豆
さ

0
ー

崎
、
前
商
、
樹
認
、
常
磐
の
計
▽
3
・

決

定

戦

馬

場

典

子（
常
磐
）

＇

lli
（躾
m)〇
ー

▽

決

勝

長

餐

仙

芝

（

常

竪

0
1

渡
辺

平
碩
認
）

蔽

が
OO東
大
会
へ
出
場
す
る
。
小
介
歴

g
oー
藤
川
耶
紀

▽
3
位
決
定
戦

五
十
嵐
密
子（
商
本
m)
椒
山
由
就

0
ー
磁
杏
芹

l

小
林
案
E
（世一）

山
堕
苧
一郎
（
煎
也
0
ー

賊

罹

羨

の

と

お

り

。

▽

決

勝

大

塚

槻

李

0
ー
＂
磁
典
子
▽

3
位

決

定

戦

◇

86
紅

威

松

屈

器

5

（

煎

也

0
ー

桜

荘

闊

冠

崎

）

【

學

＿

青

0-武
井
愛
姐
5
>
器

五
十
凪
籾
k
)1
佐

藤

兵

美

▽

準

決

勝

角

阻

閃

（

沼

田

）

H
傘
純
（
桐
―)〇
_

膳
i

◇
A
プ

ロ

ッ

ク

◇

悶

塾

益

決

勝

開

襲

0
1

9

▽

訣

勝

屈

品

哉

（

豆

火

）

〇

ー

益

樅

登

盟

）

0
_

雀
因
典
（
懺
）

優

▽

悶

嘉

襲

星

0
ー

念

址

孟

決

勝

贅

盟

〇
ー

璽

憾

薗

屑

卓

（

常

磐

）

醤

裕

一
（
喜

箭

肴

昌

0
ー

薗

臭

羹

）

〇
ー

武

藤

誠

（

型

―

)

〇

_

＞

姻

決

脇

芹

澤

四

昭

（

四

二

）
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覆

酋

山

崎

敬

明
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）

菓

原

禎
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0
ー

▽

弊

暦
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理
V
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新

入

生

が

実

力

を

披

露

由

。

ー

武

藤

誠

叶

0

1

"

"

。1
月

キ
隠
史

0
ー
小
娯
憬
~
＞
悶
勝
胤
槌

0
1
与
唇
「
＞

協

位

9

"ク

4
月
斡

D
I

、
県
高
校
1

J

年

別

大

会

町

田

沙

（

＇

エ

）

2

9
藤
太
屑
0
1

小
蛸
世
喜
0
_

‘‘、暑纂
g

郡
汎
人
（
豆
ぉ
麿
狡
学
年
別
爵
大
会
が
八
木
羹
（
前
）
0
_

篠
崎
悠

0
1
村
瀬
晋
一

戸

塚

佳

人
（
邸
エ
）

力

量

希

勢

彦

（

前

エ

）

〇

ー

四

月

二

十

六

日

、

晟

醤

で

憬

農

（

前

エ

）

◇

71
、

>

決

勝

重

罰

器

之

条

）

開

か

れ

た

。一

年
は
七
階
級
で
贋
咎
薗
0
ー

孟

決

勝

町

田

沙

0
1
小
嶋
甜

l

吝
5

勝

ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
繰
り
広
げ
小
林
広
行
（
桐
一
）
勝
恨
2
之
（
前
）

0
_

◇
哭
細
級

旦

勿

子

屋

太

？

f燒
彦

ら

れ、

二
士

―

＿

人

が

山

場

し

た

▽

決

勝

界

嬰

喜

蚤

勝

女

◇

A
B
決

鷹

七

十

一ギ
a
級

は

、

醤

商

の

勝

梨

質

太

？

八

棗

天

白

輩

（

祁

磐

）

〇

ー

楓

口

呉

喜

9'

体
＞
ぃ
μ
’

日

団
子

ヽ

恨

飯

史

O
I
盈
太
田
凶
之
が
背

R
拉
げ
で
常
磐
◇
65
＊口

級

援

盛

悴

（

世

一）

梱

憫

露

1

（懸
m)

▽
2位
爾

の

翡

払

幸

を

下

し

て

優

勝

し

▽

準

決

勝

▽

決

勝

永

不

進

（

常

磐

）

〇

ー

巾椅
0
ー
五

t撼
裂

た

。
二
、

三

年

翌

麿

l

一）
0
_

勝
掛
芝

ol
良
菰
幸

⑬

男

興

／

備
で
戦
っ
た
。

一色
敏
治
（
誤
西
）
◇
78
＊贔

6
 
年
【
奎
~
】

9

麿

校

腔

爺

関

東

予

選

が

◇

輯

謳

▽

準

決

勝

【
1
年
の
部
＿
村
瀬
墜
一
（
前
商
）
0
_

▽
準
決
勝

成
骨
九
、
十
日
、
屈
醤
館
で
塑
笛
口
（
油
束
）

0
_

◇
60
瓜

絃

震

介

（

四

二
）
面
四
仁
（
龍
）
〇
ー

平
一
叫
か
れ
た
。
刃
子
団
体
戦

は

、

謄

胤

紀

（

炭

）

▽

翌

筋

梅

光

（

常

磐

）

▽
決
勝

芦工嵩'.↑
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B
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ペ贔下女

わ 一 行日東手
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（女子52后級）

． 

▽
決
勝

永
進
0
1
欄
口
品

【2
年
の
部
】

▽
郎
々
塾
勝

群馬綜合ガードシステム

三洋に続いて県内2番目

い且迎光前に内が弘社ム綜
るがえ雄群続 企 訓 社 ・ 株 合 ・，

0得ヂ醤位tヒ‘翌誓邑醤式f嬰
に五を菩
励人監の

ニ は れ に 項 含 ド 社
番 =‘た柔 シの

んの密樺 目~ ..-7道 川....ス群
で部に沢 o洋臥 部崎本テ馬

上

杉

1高崎 lC店 I

腫

口
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ヽ
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第
十
四
匝
イ
ク
リ
ア
ジ
ュ
ニ

ア
国
際
柔
辺
大
会
が
｀
四

月
五
｀
六
日
、
イ
タ
リ
ア

困
シ
エ
ナ
市
に
応
て
叫
佃
さ
れ

た
。
群
屈
恥
か
ら
九
十
五

£
a

級
の
根
岸
駕
史
（
百
巻
九
十
五

勝
＊
a
級
の
斎
繰
隆
弘
（
育
英
）
が
日

本
か
ら
派
迫

IU出
し
、
両
選
手

‘、≫
と
も
縦
勝
を
は
た
し
た
。

優ヵ

•
9
5瓜
寺
ー
阿
吸

ム
租
暉
欝
お
送
巖

パ
リ
ン
（
イ
ク
リ
ア
）

弓隆

蚤

眉

斎
繰
評

g合
勝

バ
ル
デ
ッ
リ
ー
（
イ
ク
リ
ア
）

藤斎

芯

鷹
斎
藤
勝
岱
箇

、
ヒ
チ
ェ
ラ
（
イ
ク
リ
ア
）

史
•
9
5屈磐
嵐

恨
ぷ
笛
〇
横
四
籟

篤

ブ
ッ
シ
（

tリ
ア
）

▽
2
回
戦

薗
火
屡

岸根
ペ
ッ
ト
ニ
ー
（
イ
ク
リ
ア
）

▽
悶
勝

州
似
笛
〇
内
股

デ
・
ド
ナ
（
イ
ク
リ
ア
）

▽
決
鷹

恨

岱

岱

股

ミ
ラ
ペ
ッ
カ
（
イ
ク
リ
ア
）

日

゜
3
 

月
関
東
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

6
雌
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
梱
人

会
幽
東
地
区
大
会
が
三
月
二
日
｀

年

川
口
市
立
体
白
武
辺
セ
ン
タ
ー

，
 

で
皿
催
さ
れ
た
。
群
謁
県
か
ら

成

は
六
選
手
が
出
鳩
゜

平

▽
1
回
戦

欝
ち
は
る
△
人

`
j
 L―

徳

各

羅

蓄

3
 

ぐんま柔道

上層

0-<I
本
四
rtJは
子
（
埼
Ji)

木
村
い
代

0
ー
△

邸
野
攀
（
栃
木
）

▽
2
囲
暉

じ
村
罷
△
人
）

荒
麗
起
江
（
茨
城
）

悩
沢
瑞
駆

0
_

-^
泄
辺
儀
子
（
茨
城
）

荒
井
耶
庫

△
人
）

盛
皐
聡
（
埼
玉）

百
沢
襲

G
'△

厖
山
佳
子（
神
余
川
）

木
村
国
代

0
ー
△

＿
―
-
代
整
夫
（
埼
玉
）

▽
3
回
戦

欝
瑞
恵
△
ら

小
坂
知
巳
（
千
葉
）

吉
沢
穂
波
△
人
3

小
松
崎
弘
子
（
千
姻
）

木
村
閏
代

0
_△

園
田
沙
紐
（
神
奈
川
）

▽
準
々
決
勝

木
村
畠
代

0
_△

小
松
崎
弘
子
（
千
郎）

▽
姻
決
勝

間
東
女
子
選
手
権
に
本
県
か
ら

6
人

ll 

喧

木
村
H
代

△ら
木
屈
虹
転
（
茨
城
）

▽
大
含
皮
組

一
位
木
凩
好
絵
（
茨
城
）

二
位

二
宮
美
紀
（
埼
玉）

三
位
木
村
は
代
（
群
遇

三
位
荒
聘
熙
江
（
茨
城
）

穂
久
貌
華
（
千
郎
）

空
田
法
子
（
千
芭

服

覆

（

孟

）

屈
川
麻
は
（
神
ぺ小川）

翠
原
美
幸
（
埼
玉
）

小
松
崎
弘
子
（
千
郎
）

以
上
十
名
が
四
月
士
――日
に

名
古
厖
市
・
愛
知
県
体
育
館
で
開

か
れ
た
全
日
本
女
子
柔
道
選
手

権
大
会
に
出
出
し
た
。

． 

． 

互
い
の

Iを
た
た
え

． 
. `●’’ ..,,..，＇ 

，．．． 

＂＇ 

* U At 
●●●に二Ufム勺己・ •ヽ· •9 90• ..,. 

,．．． .19● 

，． ...........鼻...,
99999•I•'“ ....... 
-_,.““し

母～11111'>ヽ

イ
タ
リ
名
ン
ユ
一

／
国
際

会
▽
指
名
耶
¥

定
則
総
会
が
四
月
六
｀
叫

接
付
師
会
館
で
開
か
れ
、
百
十

七
人
が
出
席
し
た
。
大
林
会
長

か
ら
引
き
継
ぎ
、
新
会
長
に
角

届
浩
司
氏
が
選
ば
れ
た
。

新
A
哀
の
と
お
り
。

＞

会

長

角

屈

梢

司

▽
副
含
武
宮
務
四

算泊一
小
籾
障
見

中
拉
孝
雄

柳
谷
勝
之

▽

珊

腐

新

猛

茨

郎

▽
副
瑯
事
艇
柴
崎
荏
行

江
原
隈
起

椛
訳
博
之

井
uIH明

山
本
煤
夫

爾
倍

椛
羅

松
沢
登
皿

荘
駐
鯵

金
恨
敏

岸穂
池

m進
大
藤
忠
昭

松
本
邦
夫

新
井
信
雄

＾ 浩
新役員が決定

総
会
の
様
子

平成8年度会長賞は田中武氏（佐波・伊勢

崎支部）・が受賞した。

▽
廓
盤
媒
大
前
立

▽
会
叶
部
伍
伊
藤
利
市

▽
澄
喝
部
品
川
端
義
隙

▽
指
罹
長
塚
田
純
也

▽
普
盈
霞
岡
知
「
J

▽
弧
椒
長

B
屈
吉
二

▽
眉
良
篠
鋤

▽
行
事
部
辰

―-＿
栖
好

▽
女
子
部
品
綱
島
爵

▽
寄
判
部
最
佐
籐
刃
夫

▽
登
録
部
長
石
稿
吉
一

▽
害
農
表
椛
籍
之

▽
大
学
代
表
小
川
正
行

▽
邸
篇
代
表
永
斡
敏
明

>
薗
代
表
千
明
正
樹

▽
迫
坦
巡
代
表
剣
持
和
彦

▽
賽
酋
代
表
越
塚
輝
雄

▽
接
恨
岬
会
代
表
桜
井
弘

▽
ス
ポ
少
代
表

島
田
窪
士

囚
烹

槻

翌

部

長

喜

雙

▽
蕊
崎
支
部
長
井
野
盟

>
桐
隻
隠
煎
裔

▽
佐
波
・
伊
勢
崎
支
部
長

安

沢

書

>
新
田
・
太

m支
部
伍

相
川
地

▽
利
覇
Ill支
部
辰

否
爵
市

▽
邑
楽
・館
林
支
部
長

原
口
市

▽
北
腐
・
渋
川
支
部
長

星野

▽
多
野
・
藤
堕
益
裳

漿
原
博
一
郎

▽
碓
氷
・安
巾
支
部
炎

本
ぶ
法
孝

▽
甘
楽
・富
岡
支
部
長

今
井
孝
造

＞
勢
多
袖
品

律
久
井
彦

一

>
贋
器
醤

量

四

郎

茎

品

支
部
長

柴
田
義

▽
山
田
支
部
伍

鹿
沼
幸
吉

▽

監

事

北

爪

際

雄

福
盈
咀
n

新
後
閑
雌
太
郎

▽
庶
羅
副
部
赳市

川
，

ワゴンな生酒、スポーツ累。
1800エアロ覇璽湯。

溢
I 
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g
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ぶ
訊
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⇒會

式
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株
0

0
1
"
g

卜
温
『
g

-g

<

UlUg

ォ
円
i

士
”
ぷ
”

富
＊
竺
血m

g
 

四
Ill
そ

趾
“
t呻-

駅躙
02

――― 品
i
i

畑
vBI
m
3

9
は

タ
3

-

ス
N

心
悶

?
sFs
s
5
 

R
呻

i

g
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• 

平成9年6月30日 ぐ ん ま 柔道 (4) 

●

-

威
厳
が
漂
う
須
田
7
段

．會•

しヽ

,1
 

披岸も過ぎ、暖かさが感

じられる平成九年＿＿＿月二十

二日、沼田市の臥柔辿・常任

相談設・須田先生を訪ねた。

rnl逆102号（本町迎り）に

而した鉄竹三隋建て（一階は

和菜子店舗、二階はレスト

ラン、三階は出会世の「蹴

木殿」の厖手にあるf缶晏浙

蕊生仁器だに迎えられた。
一―― 

先
須 達
田の

＂信あ

g七あ

c ←上---、 VI 

▽
準
決
勝

毛呂道場に栄冠
全国少年大会県予選

粕
川
末
ス
ポ

C
T
4
 

〇
佐
藤
屈

艇
資
ス
共
34ー

0利
器
心
部

佐
波
束
ス
ポ

l
4
 

〇

喜
四
ス
ポ
▽
準
々
訣
勝

部
阻
恨

to_4

毛
柏
心
掛

3
n
_
0

0
県

武

迎

釦

伊

勢

崎

ス

ポ

應
塁
薮
0
4
l
0城
南
黍
皿
佐
藤
血
投
ゞ

f
o新
川
ス
ポ

平

七

嬰

薗

裟

麿

大

芳

媒

狙

函

川

島

道

揖

〕

4_ー
籐
岡
柔
教

会
群
馬
駄
予
這
が
｀
四
月

0
3ー
2

桐
生
ス
ポ
柴
崎
逆
出
。
~

六
日
、
凩
武
辺
館
で
開
催
下
敬
誼
残

Y
_
1阜
l
ス

ポ

〇

撓

臥

霰

さ
れ
た
。
饂
勝
躾
補
の
毛
呂
道
▽

2
H戦

当
瞭
恩
醤
理
事
・
租
僻
田

六
段
函
・
会
長
）
に
も
i
J

一
緒

し
て
い
た
だ
き
、
先
生
と
利
根

沼
旧
支
部
の
柔
辺
の
服
史
を
楽

し
く
お
皿
か
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。
先
生
の
几
帳
暉
な
仰
脳
ぶ
”

ら
か
、
「
私
の
一
生
J

と
い
う
き

ち
ん
と
幣
珊
さ
れ
た
ノ
ー
ト
を

め
く
り
な
が
ら
の
お
話
で
し
た
。

先
生
は
大
正
七
年
七
月
七
日

に
沼
田
町
東

q
内
八
＝
＿
九

で
父
・
新
太
郎

氏
、
母
・
ト
キ

さ
ん
の
伍
因

と
し
て
生
ま

れ
た
。
姉
二

人
、
妹

一
人、

弟
一
人
の
五

人
兄
弟
だ
っ

た
。
父
が
浚

磁
ケ
岡
ス
ポ

c
r
4
 0111ス

ポ

m
趾
泉

5
L
¥
柚
~
ス
ポ

臥
武
珀
館

1
L
S〇

藤
旧
黍
教

柴
蛉
叫
扱
)
T
2芳

賀
ぃ
日
少
采

北

闘

出

0
_
1〇

招
磁
教

i

で
修
行
し
て
来
て
、
兄
・
野
太

郎
氏
の
「
荒
木
邑
の
分
店
を
開

，
 

業
し
、
浅
草
豆
や
当
時
沼
田
で

最
初
の
酒
菰
の
バ
ン
等
の
製
造
、

臆
姿
を
し
て
い
た
。

沼
田
小
学
狡
五
年
の
時
に
ク

ラ
ブ
活
動
と
し
て
柔
辺
部
が
で

き
、
体
の
大
き
か
っ
た
先
生
は

9め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

招
田
中
学
に
入
学
す
る
と
柔

迫
部
に
入
部
し
た
。
六
年
の
時

の
試
合
で
負
け
、
「
先
生
の
負
け

で
学
狡
も
負
け
た
j

と
馬
鹿
に
さ

れ
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
て
の

璽
部
入
是
っ
た
。

第
五
十
固
迫
友
会
黍
叫
段
別

道
手
枷
大
会
が
三
月
二
十
日
．

棗
・
購
道
館
大
珀
出
で
IJH佃
さ

れ
た
。
万
十
阿
と
い
う
記
念
す

べ
き
大
会
で
段
別
で
の
入
四
秤

が
出
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
が
、

毛
吊
糾
汽
F
T
1佐
藤
叫
出

mぃ
”
心
揖
3
?
l上
班
烈
盃
教

▽
決
勝

毛

11
”
叫
災
3
4
b
I
H
r
I逍
坦

お
汽
）
薗
方
禍

萩

＂開

萩
駁
3

け

さ

固

新

井

茂

木

引

分

け

山

森

也

払

い

腰

店

栖

当
時
、
涸
中
の
柔
氾
教
師
は

藤
本
昇
先
生
（
綾
に
六
段
）
だ
っ

た
。
藤
本
先
生
は
、
当
時
全
国

で
も
な
ら
し
た
広
島
県
・
広
隙
中

学
か
ら
沼
中
に
転
校
し
て
き
た
。

卒
棠
後
、
そ
の
腕
を
見
込
ま
れ

て
沼
中
と
利
憬
峠
雰
校
（
取
・

利
奥
業
）
の
柔
氾
教
師
に

な
っ
た
。
放
課
後
の
練
普
は
約

＝一
時
皿
、
立
ち
抜
に
一
時
間
半
、

復
に
一
時
間
を
当
て
た
。
沼

区
の
合
宿
は
十
日
皿
。
選
手
要

只
十
人
は
、
さ
ら
に
購
辺
館
で

の
十
日
皿
の
合
窟
に
参
加
し
た
。

双

mは
学
校
の
絞
友
会
、
そ

し
て
民
皿
の
打
志
か
ら
な
る
柔

刻
迎
部
後
援
会
の
寄
付
か
ら
当

て
ら
れ
た
。
米
一
俵
（
六
十
＊
口
）

が
約
十
円
の
時
代
に
五
百
円
も

集
ま
っ
た
。
当
時
は
中
学
に
入

学
す
る
と
、
遥
初
に
柔
辺
部
の

ヒ
級
生
が
来
て
、
「
控
皿
は
体
が

Jゞ
ヽ

に

中
の
衷
技
は
瓜
内
で
恐
れ
ら
れ
大
き
い
か
ら
柔
辺
部
」
と
入
部
を
一
本
」
は
あ
っ
た
が
、
技
有
り
一

て

い

た

。

弧

制

、

柔

道

部

の

引

き

抜

き

の

つ

で

は

引

き

分

け

だ

っ

た

。

勝

「
藤
本
先
生
の
辺
技
は
血
か
次
に
剣
迫
部
、
そ
れ
が
終
わ
る
負
は
一
本
取
る
ま
で
繰
り
返
し

っ
た
。
ふ
わ
っ
と
抑
え
ら
れ
て
と
「
好
き
な
こ
と
を
や
れ
」
と
い
延
紙
戦
が
行
わ
れ
た
の
で
、
予

助
け
な
か
っ
た
」
と
先
生
は
訂
う
。
う
よ
う
な
柔
剣
追
凪
艇
先
の
時
選
リ
ー
グ
で
先
生
の
試
合
は
十

藤

本

先

生

発

案

の

町

村

対

抗

を

代

だ

っ

た

。

一

時

頃

終

わ

っ

た

が

、

他

の

二

「
部
会
対
抗
」
と
口
っ
た
が
、
こ
先
生
は
取
眼
り
、
三
年
の
時
プ
ロ
ッ
ク
の
予
選
は
午
後
二

s

の
名
称
は
現
在
も
残
り
、
組
年
に
選
手
艇
只
に
な
り
、
沼
中
は
―
-
＿
時
に
決

mが
つ
く
ほ
ど
の
接

行
わ
れ
て
い
る
。
八
十
仕
の
辺
貼
大
会
で
饂
勝
し
、
明
治
神
宮
戦
だ
っ
た
。

．

坦
で
部
且
八
十
人
の
細
習
で
あ
大
会
に
出
坦
し
た
。
四
年
の
時
、
「
そ
れ
で
私
が
有
利
だ
っ
た
」

り
、
哀
技
は
全
貝
で
で
き
た
が
、
昭
和
九
年
九
月
九
日
、
総
裁
梨
と
先
生
は
謙
遜
す
る
。
こ
の
試

立
ち
技
は
選
手
要
口
の
約
十
人
本
宮
守
正
殿
下
を
迎
え
て
大
日
合
に
は
警
京
の
部
で
田
島
行
一

を
元
立
ち
に
し
て
行
わ
れ
た
。

＇ほ
武
徳
会
群
馬
支
部
武
穂
殿
改
選
手
（
故
人
八
殿
）
、
沿
年
の
部

脱

E
の
重
似
を
負
い
、
新
潤
既

大
に
一
か
月
半
入
院
し
た
。
帰

っ
て
か
ら
は
、
親
に
閲
れ
て
打

ち
込
み
を
し
て
い
た
が
、
微
閑

が
続
く
の
で
利
恨
病
院
に
通
院

し
た
。

瓜
内
で
は
在
秋
二
回
の
昇
段

試
合
が
煎
栖
の
武
撼
殿
で
行
わ

れ
た
が
、
藤
本
先
生
の
許
可
な

＜
鳩
で
き
ず
、
一
級
で
昭
和

十
一
年
に
卒
業
し
た
。

卒
業
後
、
家
業
を
手
伝
っ
て

い
た
が
太
り
だ
し
、
右

mの
負

に
勝
っ

▽

戦

崎

3
4
1
1淘
柔

教

伊
勢
崎
ス
炎3

_
1
陪
心
出

前
橋

道
友
会
段
別
選
手
権

El、
岡

市

武

追

館

で

◇

幼

年

e川
端
り
お
（
北
）
◇

皿
か
れ
た
。

小
学
1
年
▽
軽
只
槌
3
田
島
尚

【刃
子

ー

哉

（

東

）

▽

中

飛

槌

3
古
内
太
一

◇
小
学4
年
▽
軽
（
久

D
泊
~
拭級
3
翌
荘
颯
一
（
悩
）

lit級

e茂
木

飢

太

郎

◇

同

2
年
▽
軽
屈
艇
3
黒
柳
麻

少
年
の
部
で
中
沢
・松
島
紺
翠
（
恥
）

V
m
l
n槌

3
k

美
（
北
）
▽
中
址
艇

3m井
昭
宏

が

括

暉

し

た

。

藤

nU笠
（
佐
）
◇
同
5

（
伊
）
▽
軍
址
縁
9
糸
井
窪
博
（
磁
）

▽

裟

・

部

入

由

矢

溜

藤

祐

介

（

佐

）

◇

同

3
年
▽
軽
紺
級
①
岩
木
佑

小
学
五
年
―
―
荷
巾
沢
辛

一

▽

開

業

松

島

立

太

百

”

)

▽

中

拭

級

①

茂

木

位

太

小
学
ハ
年
忌
松
嶺
仏
繁
（
佐
）
◇
岡
6
年

▽

郎

（

堤

）

＞

勇

試

猿

渥

々

木

雄

軽
爪
艇
3
石

袋

典

也

（

北

）

◇

同

4
年
▽
軽
ば
級

9

召

席

担

燥

巌

小
林
墜
幅
）
＞
中
凪
艇
3
組
藤

阻

磁

吾

◇

巾

学

い

、

。

珀

成

（

北

二

蚤

試

艇

3
町
沢
硝

鴫

、

1
年
▽

餅

澁

里

蘭
（
佐
）

6
生

3
漿
美
和
(
.
)
◇
中
学
史
（
久
）
◇
同
5
年
▽
軽
姐
緑
9

大
会

〗5
[
'・

闘
砕
闘
竺
蒻
闘
競
"
[
月
5
籍
碑

..
f

結

果

．

（

佐

屑

慇

町
131斐

忍

悶

あ

ゆ

み

酋

良

祐

（

悶

）

◇

岡

6
年
▽
軽
駄
級

◇
間
3
年
▽
軽
鼠
操
淋
藤
祁
●
第
十
回
伊
勢
崎
招
待
柔
辺

em畑
剛
（
況
）
▽
中
批
緩

3
エ

包
吝
凩
慇
脱
嬰
（
塚
）
大
会
が
＝
一
月
二
士
＿
＿
日
に
開
か
田
雅
士
（
北
）
▽
爪
駄
緩
3
阿
久

【

女

，

す

】

れ

た

。

三

百

四

十

二

人

が

参

加

律

延

要

辺

）

含
崎
警
以
署
主
佃
の
第
十
◇
公
了
4
生

3
序
出
風
（
佐
）
し
、

m端
剛
（
況
）
が
四
年
連
続

三
回
少
年
f
占氾
大
会
が
六
月
八

◇

M
5生
3
閑
水
愛
（
硲
）
◇
問
の
慨
勝
を
果
た
し
た
。

築
竣
工
記
念
狐
武
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
た
。
柔
道
剣
道
、
弓

迫
等
武
辺
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。

柔
迎
で
は
小
学
校
、
中
学
校
｀

笞

や

一
般
の
部
の
試
合
が
あ

っ
た
。
中
学
の
部
で
、
先
生
は

――
―
名
の
決
勝
リ
ー
グ
で
二
段
の

相
手
二
人
を
紺
意
の
左
跳
腰
で

扱
げ
、
擬
勝
し
た
。
先
生
は
．一

級
だ
っ
た
。
当
時
、
試
合
時
間

は
幽
分
、
「
技
有
り
、
合
わ
せ
て

で
小
野
呈
光
明
選
手
（
七
殿
、
臥

柔
巡
相
談
設
）
ら
が
活
蹄
し
た
。

五
年
の
時
、
明
治
神
寓
大
会
瓜

予
造
の
訣
勝
で
先
生
は
師
範
学

佼
の
大
将
に
勝
ち
、
沼
中
は
本

大
会
に
出
坦
し
た
。
本
大
会
で

先
生
は
二
勝
し
た
が
、
沼
中
は

樹
訊
の
＂
村
中
学
に
敗
れ
た
。

斬
濶
へ
追
征
し
て
の
新
囮
中

学
と
の
試
合
で
先
生
は
右
鎖
骨

が
胸
に
食
い
込
む
右
胸
鎖
関
節

似
も
癒
え
て
き
た
の
で
利
狼
雌

林
学
校
の
指
尊
の
か
た
わ
ら
、

自
分
の
練
習
も
始
め
た
。
十
一

年
に
初
段
、
十
二
年
に
弐
段
、

士

＿一
年
に
は
参
段
に
昇
段
し
た
。

詞
年
｀
白
裔

士

磁
間
（
戦
争
で

丘
似
し
た
兵
士
の
慰
間
）
眼
東
四

対
抗
柔
迫
大
会
に
西
甲
参
段
大

将
と
し
て
出
出
し
、
東

mの
四

段
二
人
を
左
跳
腹
で
扱
げ
た
。

迎
士
会
の
四
段
を
授
与
さ
れ
た

が
、
購
迫
館
の
四
殿
は
十
七
年
、

北
支
に
い
る
時
に
授
与
さ
れ
た
。

十
四
年
に
召
集
さ
れ
、
北
点

の
独
立
証
成
第
十
五
師
団
に
配

屈
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
激
し
い

戦
闘
も
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
危
険

な
目
に
追
わ
ず
、
十
七
年
に
加

国
し
た
。

十
四
年
に
父
•
新
太
郎
氏
の

兄
・
蒋
太
郎
氏
が
亡
く
な
っ
た

の
で
、
先
生
は
明
治
＝
＿
十
四
年

訓
業
の
流
木
屈
菜
子
店
を
網
ぐ

こ
と
に
な
っ
た
。
十
八
年
に
美

和
子
さ
ん
と
結
婚
し
た
。

同
年
の
阻
下
支
部
対
抗
試
合

に
は
川
越
久
・
現
七
殿
と
共
に

出
岨
し
、
利
根
沼
田
支
部
は
擬

勝
し
た
。

毛

一

固

崎

柔

教

伊
勢
崎
ス
ポ
〇

3
b松
沢
辺
出

醤スポ
O
L
nQ

>幽
氾
出

中
沢
、
松
島
が
活
躍

高
崎
警
察
少
年
大
会
で
遍
手
宣
誓
す

る
同
市
柔
道
教
室
の
清
水
美
和
遍
手

次
愕
へ
続
く
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納
師
範
遺
訓

柔
辺
は
・
ヤ
糾
の
力
を
も
“

に
仙
川
す
る
氾
で
あ
る
そ
の

修
fiぱ
攻
撃
防
類
の
練
内
に
111

っ
て
g
体
＂
神
を
皿
練
修

fiし

繋
辺
の
神
髄
を
笠
mす
る
事
で

あ
る
―
ー
う
し
て
址
に
よ
っ
て

己
念
哉
し
世
を
贋
す
る
の

が
．
柔

m修
行
の
究
極
の
目
的

で
あ
る

発行所

発行人

電

編渠室

〒370高崎市中豊岡町500
茂 原 勤
0273(25)8457 話

群馬県柔道連盟

角屋浩司

こ
の
広
皆
様
のi
J
~拳を
肉

て
、
群
馬
叫
柔
氾
巡
盟
第
六
代

の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

与。私が
こ
の
と
こ
ろ
気
に
か
か

っ
て
い
る
こ
と
は
、
柔
道
人
口

が
全
同
的
に
馘
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
で
す
。
群
馬
駁
も
例
外
で

． 
成年男子唐沢、市村、五十嵐、l」＼山、木村の活置爾待

北
辺
競
技
＾
ム
康
第

IL
ト

I
L
M

旧

民

体
育
大
会
県
二
次
遠
考
会
が

七
月
二
十
日
、
県
武
道
館
で

叫
か
れ
た
。
階
級
別
に
白
熱

し
た
試
合
を
展
開
し
、
一
般

昂
子
は
国
体
出
場
者
が
決
定

し
庫
沢
満
利
、
市
村
肌
彦
、

五
十
嵐
芳
夫
、
小
山
勝
由
、

木
村
年
克
の
計
五
人
。
窃
校

は
階
級
別
の
優
勝
者
五
人
（
無

差
別
級
は
け
が
で
故
閃
中
の

根
岸
の
代
わ
り
に
横
堀
）
が
関

束
予
選
に
出
鳩
。
五
位
ま
で

の
入
立
者
が
国
体
の
出
坦
権

を
得
る
。

ー_＿
 

＿
感
叩
”
f＿
▽
翌
＂
級

町
＂
囚
弘
（
佐
披
伊
勢
崎
ー

I
O
 

庸
沢
姻
利
（
図
士
館
大
）

町
田
阻
弘

0
ー森

村
純
弥
而
臭
＿

町

m叫
弘

0
ー

内
野
郁
夫
面
学
大
＿

町
田
Fu弘

I
O

凰
光
（
国
士
館
大
）

由沢屑

0
1

喪
孔
弥

質
闘

0
1

内
野
佃
夫

紅
沢
爵

0
-

5
水
滋
光

＇蜘
0
1

内
野
郁
夫

＇弥
I
O
閑
水
雌
光

内
町
郁
夫

0
_

m
水
義
光

e沢
恩
町
田
匹
弘
8
閑
水

競▽

71賽口緻

市
付
叫
彦
（
東
大
）

0
1
茂
木
以
典
困
警
＿

市
村
肌
彦

0-
田
中
一
敏
（
関
学
大
）

市
村
IuJ彦

0
ー岡

本
滋
U
-上
武
大
）

市
村
肌
彦

0
1

田
村
紀
漑
一
流
遥
信
大
）

茂
木
債

o
l
m巾
一
敏

茂
艮
典

0
1

岡
本
滋
U

茂
木
良
典

O
l
m烈
展

lllttl
一敏

I
O
岡
杢
置

m巾
一
敏

0
_
n
g翠

岡盃
LI

O
I

n

g
平

e村
IDl層
＊

良

恩

岡
本

磁
U▽

86
バ成

五
十
嵐
芳
夫
一
セ

n
ム）

0
1
田
口
基
有
頑
警
）

激
し
く
相
手
に
つ
か
み
か
か
る
遍
手
。
国
体
切
符
か
け
、
気
合
い
は
十
分

は
あ
り
ま
せ
ん
。
邸
因
の
第
一

は
子
供
の
人
数
が
減
っ
て
い
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
子

供
造
が
他
の
球
技
系
の
ス
ポ
ー

ツ
に
流
れ
て
い
く
と
こ
ろ

に
あ
る
と
息
い
ま
す
。

第
二
は
子
供
遠
を
指
尊

す
る
指
尊
者
数
が
少
な
い

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
い
か
に
子
供

に
黍
叫
に
親
し
ん
で
も
ら
う
か
、

こ
れ
は
柔
辺
の
将
来
を
左
右
す

る
重
大
な
皿
幽
で
す
。
す
な
わ

ち
日
本
の
柔
道
の
将
来
は
｀
少

年
柔
辺
の
指
尊
を
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
皆
樟
方
に
次
の
点
を

お
願
い
し
ま
す
。
ど
う
か
柔
道

を
愛
好
す
る
少
年
た
ち
を
大
事

戸
令
ギ’
L
]
」
[
~
·
1
~
]

少
年
柔
道
の
撞
導
奮
に
躙
待
す
る

角
●
津
司

年
柔
道
の
指
導
者
の
力
面
に
か

か
っ
て
い
る
と
申
し
て
も
過
芦

で
な
い
と
忍
い
ま
す
。

学
狡
の
指
導
者
の

m
aの
問

皿
は
そ
の
筋
の
方
々
に
お
願
い

す
る
と
し
て
、
私
は
各
地
の
少

に
し
て
く
だ
さ
い
。
披
ら
の
熱

立
を
引
き
出
し
継
続
す
る
よ
う

工
夫
を
凝
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

少
年
た
ち
が
、
姻
々
と
し
て
柔

氾
教
室
近
鳩
に
か
よ
い
、
家
臨

に
帰
っ
て
今
日
の
練
習
を
ん

で
睛
せ
る
よ
う
な
楽
し
い
裳
阻

気
作
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
も
そ
う
で
す
が
、

「
弧
さ
」
は
後
か
ら
で
も
毀
え
ま

す
が
「
｀

i
さ
」
は
成
人
を
し
た

後
で
は
な
か
な
か
迎
え
ま
せ
ん
。

円
頃
全
く
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

地
域
の
柔
道
を
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
醤
様
方
の
熱
謡
に

深
く
敬
意
を
羨
し
ま
す
。

私
の
群
隅
郎
柔
道
述
盟
の
会

長
と
し
て
の
使
命
は
、
ま
ず
少

年
柔
辺
の
指
匂
者
を
大
切
に
し
、

大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

八
月
十
七
日
｀
両
段
者
試
合

綬
了
綾
に
C
ラ
イ
セ
ン
ス
寄
判

購
密
会
が
行
わ
れ
た
。
教
科
と

し
て
睛
辺
館
柔
辺
試
合
寄
判
斌

定
（
平
成
七
年
改
正
版
）
・
同
靡

9試
合
寄
判
規
定
（
一
九

九
四
年
施
行
版
）
を
位
用
。
躙
在

の
国
際
寄
判
は
実
業
団
・
大

学

・
嚢
の

一
部
で
嬰
れ
て

い
る
。
ま
た
寄
判
の
や
り
方
の

位
新
の
ビ
デ
オ
テ
ー
ブ
も
用
溢

し
た
。
密
判
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心
得
の
ブ
リ
ン

ト
を
佐
藤
男
夫
寄
判
部
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受
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配
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、
質
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に
対
し
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適
切
な
ア
ド
バ
イ
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び
実
技
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で
行
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。
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習
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間
も
約

＝
一
時
皿
、
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た
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県女子体重別選手権大会

県

女

子

体

重

別

選

手

枷

大

会

が

七

月

六

Fl`
前
植
工
姦
柔
迫
場
で
皿
か

れ
た
。
注

nの
Ji+―
―小
口
級
は

前
栖
東
満
の
横
澤
巾
は
が
図
学

大
の
関
根
宜
子
を
破
っ
て
脳

勝
。
確
姻
の
吉
澤
砿
披
ほ
か
各

閉
級
の
上
位
入
筑
者
は
関
東
大

会
へ
出
場
す
る
。

◇
48曹＂級▽
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＇
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病
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1
小
此
＊
裳
去

山
崎
由
布
子

o
l
 ffl宗
律
子

（
関
学
大
） ヽ

技
と
技
が
ぷ
つ
か
り
あ
う
迫
力
溝
点
の
試
合

第
二
十

一
旧
全
国
枚
“

北
氾
大
会
が
．
七
月

ニ
ト

七

Fl(El)
神
奈
川
貼
横
印
奴
市

総
〈
以
広
品
5

（
横
須
賀
ア
リ
ー
ナ
】

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

恥
勢
は
、
こ
こ
数
年
入
質
を

続
け
て
お
り
、
全
国

一
琉

の

地

位

に

あ

る

“

試

合

結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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貼
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nチ
ー
ム
は
、
こ 111E 

こ
十
年

IIUで
、
製
腸
一
同
、
祁

脳
勝

一
同、

三
位
＝
面
、
ペ
ス

ト
8
-＿面
と
常
に
全
国
の
上
位

ヘ
食
い
込
ん
で
い
ま
す
。
＾
7
年

は
、
小
煎
の
調
幣
合
研
で
、
籾

神
面
、
技
術
而
に
お
い
て
上
々

の
仕
上
が
り
を
見
せ
、
ペ
ス
ト

8
入
由
と
い
う
輝
か
し
い
成
紐

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
準
艇
勝
を
し
た
神
奈
川

貼
と
の
試
合
で
は
、
地
元
の
熱

烈
な
応
扱
と
い
う
不
利
な
状
況

で
の
戦
い
で
し
た
が
、
大
将
戦

は
総
合
勝
ち
の
可
能
性
も
あ
り

代
表
戦
に
持
ち
込
め
ぱ
決
勝
に

駒
を
進
め
て
い
た
で
し
ょ
う
。

来
年
以
降
さ
ら
な
る
立
識
の
向

K
が
あ
れ
ぱ
上
位
人
設
の
新
雌

が
期
持
で
き
ま
す
。
今
後
は
若

手
の
宵
成
に
も
十
分
に
力
を
入

れ
て
群
馬
教
良
の
脳
の
彫
さ
を

見
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
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扱
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だ
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柔
辿
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く
御
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上
げ

ま
す
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橋
進
8
旧
犀
大
、
麻
林
餌
哀
｀
内
山
悼
刃
芙
◇
小
学
2
年
子
▽
訊
8
飯
踪
麻
衣
（
桜
井
）
②
原
沢

第
三
位

中
置
祐
希
小
幅
小
5
年

（協

ITI-8合
欝
③
中
野
剛
志
｀
沢
）
R
訟
野
隼
人
③
今
井
約
＊
、
柏
栖
益
也

vrll8八
111泰
光
（
作
堕
②
▽
頸
出

mlKim（
佐
藤
）
②
山
よ
暉
さ
や
か
③
柳
瀬
庫
菜
、
山
田
郁
菜
◇

諏
塚
斑
太
◇
小
学
3
年
▽
輯

3上
瓜
秀
人
▽
史
3新
井
大
舗
(Ul島
）
②
新
井
笥
己
9
カ
石
晋
輔
、
西
村
剛
▽
菜
8
小
倶
密
匹
．乎

島
世
黒
加
▽

m
中
学
3
年

ve岡
田
聟
堡
糾

m)②

但
（
佐
藤
）
②
内
阻
田
禾
滋
棗
・四
石
井
大
典
憶
慨
治
弘
、

g尋
軽
巣
沼
駆
山
雄
大
和
過
②
岡
田
和

e粕
川
め
ぐ
み
（北沢一
②
上
町
あ
ゆ
茂
木
哉
子
貸
切
辺
、
中
訊
覇

II

掘
口
腐
祈
犀
な
年

之
介
、
岡
田
疇
平
▽
中
3
上

m恭
平
輯
巣
＊
社
滅
也
（
石
井
）

e井
野
翔

8
靖
田
踏
志
、
兜
甚
櫂
▽
棗
3

み

g晋
哉
花
疇
巾
村
麿
丈

X
涵

◇

・
ヰ
無
段

v
e
U崇
贔
（
桜
井
）
第
竪
田
屈
臣
小
幡
小
品

の
あ
し
あ
と

日

゜
3
 

月

，
 

年

，
 

成平
前
列
中
央
か
l
-

＿
船
十
殴
、
右
隣
リ
が
須
田
七
殿

VI 

＿—一＿三—-南‘癸'" 
藷裏く行寄こ送ガ 友つ識助なは迪動スラポ＇方麿

のわ査でさポ戦 た 1戦かか激えしマル 1
ははか華れが はれ 1後爽
無戦 さ

多 地 っつ 1戦た ‘ ト ン ル註唇
嬰虚笑喜：雙胃；i多な点且念恩円函9it¢g互負
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るで‘先兵衣を ら に に し 等 ‘Jレマみ仲そほ先
し、 °る た

ょ、ク生には見き気励たの沖のン集 iiiiの つ生‘
テ戦のが

狂因裟爵釦き店反年11i
ノ犯で‘

転届廷mm 叫［合
胄 閂扇；應詞i

二
士
一
年
十
月
、
二
広
の
出
設
の
お
牲
切
り
に
よ
り
三
船
十

征
の
後
に
幸
せ
に
も
故
国
の
地
段
と
大
沢
慶
己
八
段
、
ア
メ
リ

を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
。
家
棠
力
樹
東

iICの
選
手
を
招
き
、
狐

の
か
た
わ
ら
戦
後
の
復
興
を
口
技
会
と
艇
束
平
対
地
元
選
手
の

指
す
地
域
社
会
へ
の
口
献
が
始
対
抗
試
合
を
行
っ
た
。
試
合
は

ま
っ
た
。
沼
Ell市
町
防
団
い
と
―
―
―
十
名
づ
つ
の
選
手
に
よ
る
勝

し
て
一
＿
＿
十
五
年
叫
凪
後
の
二

ち

抜
き
戦
だ
っ
た
。
私
も
出
出

年
皿
は
団
長
を
籾
め
た
。
そ
の
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
相
手

後
、
利
根
洒
田
広
域
洞
防
庁
が
の
長
い
手
足
、
抽
腕
に
よ
る
ゴ

つ
く
ら
れ
る
と
き
に
は
各
雌
城
ツ
ゴ
ツ
し
た
感
触
が
今
も
残
っ

の
給
料
の
格
距
の
問
題
等
々
、
て
い
る
。
夕
方
、
角
凪
泊
司
先

先
生
は
市
良
や
設
且
の

InIに
入
漑
宅
に
寄
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

り
、
両
者
の
滋
見
を

UHき
、
岡
支
那
そ
ぱ
を
f
J

陣
走
に
な
っ
た

者
欝
の
体
制
を
作
り
、
訂
防
が
、
田
舎
行
で
支
那
そ
ば
を
知

民
と
し
て
さ
ら
に
二
年
皿
地
域
ら
な
か
っ
た
私
は
こ
ん
な
う
ま

の
防
災
に
田
献
し
た
。

二
十
五
年
に
雌
柔
道
辿
盟
が

発
足
す
る
と
問
時
に
、
支
部
髭

に
拙
郎
さ
れ
、

二
十
年
皿
利
似

泊

m支
部
の
充
火
発
展
の
先
頭

に
立
っ
た
。
沼
田
市
笞
京
の
道

場
を
伯

mし
て
の
綽
密
を
し
て

き
た
が
、
柔
刻
道
関
係
者
が
集

ま
り
、
寄
付
を
仰
ぎ
、
素
昭
ら

し
い
武
徳
殿
を

l
-

＿
十
年
、
沼
田

市
公
園
内
に
廷
設
し
た
。

三
十
一
年
に
は
熊
登
又
吉
八

Jレ

ヽ

い
も
の
が
批
の
中
に
あ
る
の
か

と
窯
い
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な

9
0
 

＇曽

三
士
一
年
に
は
、
第
十
二
回

関
東
校
柔
迫
大
会
が
こ
の
武

穂
殿
で
叫
佃
さ
れ
る
等
、
県

苔
・
機
動
障
の
辺
場
と
並
ん
で
、

武
穂
殿
は
こ
の
時
代
の
群
馬
柔

追
を
土
台
と
な
っ
て
支
え
た
。

同
年
、
利
恨
商
棠
蕊
校
に
赴
任

し
て
き
た
然
血
教
師
、
佐
々
木

庄
二
郎
先
t
丘
（
故
人
・六
段
）
の
指

導
で
同
校
は
実
力
を
つ
け
、
図

東
大
会
出
坦
の
前
辿
に
な
っ
た
。

＝干
l
-

＿年
に
は
「
fiIIll柔
辺

教
色
が
IJgか
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
が
、

当
時
は
三
百
人
の

ち
び
っ
子
が
集
ま
り
｀
そ
の
中

か
ら
多
く
の
名
選
手
が
生
ま
れ

た
（
昭
和
五
十
九
年
に
文
部
大
臣

表
を
受
滋
）
。

先
生
は
、
元
全
日
本
柔
迫
造

手

権

の

四
醐
敏
郎
八
段
、
猜

熊
功
八
段
、
岡
野
功
六
段
ら
を

招
き
、
冑
少
年
に

一
流
の
技
を

見
せ
｀
桁
古
を
さ
せ
た
。
角
屈

柄
司
・
光
宏
兄
珀
、
石
沢
袢
一
、

星
野
政
幸
、
丸
山
一
文
金
谷

雅
YJ
（
大
相
撲
の
元
関
脇
・栃
赤

城
）
｀
邸
認
叫
珈
江
英
也
、
須

m和
之
、
小
野
塚
弘
、
小
室
昂

顕
湧
ら
が
同
体
に
出
場
し
た
。

石
沢
遥
手
は
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
ア

ー
ド
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て

出
岨
、
団
体
で
金
メ
ダ
ル
を
猥

得
し
、
星
野
政
幸
選
手
は
批
界

サ
ン
ポ
遠
手
椛
大
会
第
二
位
に

入
貿
す
る
な
ど
、
批
界
で
も
活

蹄
し
た
名
選
手
を
叩
出
し
た
。

9月 7日、 県 武 道 館

甘
楽
町
民
大
会

>
僻
爪
級

饂
闊
阻
躙
―甚
血
小
幅
小
旦
｝

塾
鵞

i

松
拇
十
洋
小
柵
小
2
ヰ

m-―
翫
古
館
叩
暫
犀
小
品

笙
閃
皿
飯
塚
麗
研
犀
笞
年

◇
忠
韮
＞
帷
緻

饂
腕
熊
背
，
智

一

m2年

瑯篇

m村
修
伴

二
業

堕

夜

羅

裔

二
度

年

▽
爪
凩
紐

饂
励
邸
＂
悶

二
巾
2
年

墜

醤

こ

・

憎

ー

巾
1
年

習

夜

小

倉

腐

一

巾
1
年

◇
一
級

筐

勝

松

本

紐

郎

謳

覇

芳

和

第
＝元

i,唱［間尉祖［間喜間 8月9日
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加
納
鰤
範
遺
馴

柔
道
は
心
身
の
力
を
最
も

有
効
に
使
用
す
る
道
で
あ

る
そ
の
修
行
は
攻
撃
防

朔
の
練
習
に
由
っ
て
身
体

精
神
を
鍛
練
修
行
し
斯
道

の
神
髄
を
体
得
す
る
事
で

あ
る
さ
う
し
て
始
に
よ

っ
て
己
を
完
成
し
世
を
補

益
す
る
が
柔
道
修
行
の
究

極
の
目
的
で
あ
る
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県民体育大会 一
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市の郁で優勝した箭橋の選手団
羅の部で優勝した勢麦の選手団

▽

決

勝

伊
勢
畷
A

0
ー

①

勢

多

A

回
戦

群

馬

1
ー

2
福

◇

娑

象

一
凰

群

馬

1
ー
①
静

岡 岡

イ
タ
リ
ア
の
柔
道
関
係
者
も

視
察
で
訪
れ
た

ロ
祖
臼
翌
森
l

日
で
3
四岳贔＂^
毎

A
 

は点
二 九大辺馬
13年会団県第
県十が体女八
武 一 平価子回
迅 ： 月 成 膀 柔 群

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

平
成
九
年
度
全
国
高
等
学
校

縮

合

体

＃

大

会

が

八

＂ヒ

11
か

ら

十

日

の

第
三
十
五
回
群
馬
県
民
体
汀

人
＾
夕
秋
季
人
会
北
辺
の
滞

が
ト

-
H
i-Fl
．
限
武
辺

館
で
開
佃
さ
れ
た
。
成
紹
は
次

の
迎
り
。

全の部

▽
1
回
戦

富

岡

③
ー

2

渋

川

桐

生

②
ー

l

太

田

邸

崎

①
ー

0

安

中

▽
二
回
戦

前

檎

⑤
ー

0

富

岡

館

林

1
ー
②

沼

田

鼻
R
_
1
桐

生

窃

崎

③
ー

0

藤

岡

▽
準
器
晦

前

橋

③

1
0
沼

田

鼻
0
ー
③

窃

崎

▽

決

腸

前

橋

③
ー

。

店

崎

全の部
▽
一
回
戦

匹
間

、

京
都

・

城
陽
市
城
~

市
民
体
官
館
で
開
佃
さ
れ
た
。

個
人
戦
軽
址
級
で
は
、
西
野

公
？
が
決
膀
で
、
福
岡
大
牟
田

冑
英
、
天
珊
と
対
職

男
子
団
体
戦
予
選
リ
ー
グ
は

大
会
初
日
、
叫
会
式
に
紐
き
行

わ
れ
前
橋
脊
英
寓
校
は

E
プ
ロ

ッ
ク
に
出
場
し
た
。

天

理

（奈
邑

4
|
0
前
椅
守
英

9
1ー

1箭福
＆

天

狸

3
_
1
好

間

天
理
祁
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
ヘ
出
場

第
五
十
二
回
国
民

体

存

大

会

「
な
み
は

国
彗
峠
"

民
体
屈
で
開
催
さ

館
で
県
民
大
会

と

併

用

し

て

開

や

れ

た

。

讐

れ

た

。
最
近
、
女
子
団
体
↓

6

当
群
黒
話
選
手

で
出
場
す
る
の
が
難
し
い
地
区

,
'
団
は
関
東
ミ
ニ
国
体

＂

っ
て

い

る

り

み

"
5
5
3

▽
一
回

戦

な

印

し

挑

ん

だ

が

、

情

桐

生

③
ー

〇

し

く

も

一
回
戦
で
敗

退
し
た
“
少
年
児
子
無
培
別
級

に
根
岸
遺
手
の
負
出
で
出
出
し

利
根
沼
田

B

▽
二
回
戦

た
横
堀
這
手
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
覇
者
卜
杉
を
内
股
で

．
本

前

需

②
ー

0

桐

生

と
る
人
含
項
を
挙
げ
た
“

9°
ー
③

伊
勢
崎
A

利
需
田
A

不
戦
勝

窟

市

0
ー
②

勢

多

A

▽
準
決
勝

前
橋

0

—

①
伊
勢
崎A

利
鬱
田
A0

ー
②

勢

多

A

▽
――
藍
決
定
戦

前

橋

②

ー

。

利
覇
田
A

優
腸
し
た
勢
多
A
チ
ー
ム

甘

楽

2
ー
③

佐

披

群

馬

③
ー

1

新

田

▽
二
回
戦

多

野

0
ー
③

佐

披

吾

甚

l
ー
③

脂

馬

邑
楽

0

—

⑤
勢
多

群

罵

O
I③
利

根

▽
準
決
勝

佐

波

l
I
②

北
群
馬

勢

多

①
ー

0

利

根

▽

決

勝

服

馬

1
ー
①

勢

多

ノ．、

嚢
の
山
野
と
対
戦
。
序

盤

は

斎

藤

（育
英
）
0

山
野
の
優
勢
で
試
合
が
進
み
、
縦
四
万
固

西
野
は
指
鵡
を
取
ら
れ
な
が
ら
石
川

（心
取
・

残
り

一
分
弱
に
、
出
足
払
い
で
▽
減
点
法
二
回
戦

山
野
を
横
転
さ
せ
有
効
を
獲
得
）
京

藤

引

き

分

け

そ
の
ま
ま
守
り
き
っ
て

置

勢

勝

守

原

一岩
ヂ
・
盛
岡
中
央
）

ち
で
栄
冠
を
晦
互
収
っ
た
。

▽
減
点
法
三
回
戦

貪

誠

京

藤

0
不
戦
膊

▽
減
点
法

一
回

戦

◇

決

謄

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

窃

橋

（襄

＿

（

十
四
人
）

引
工

藤

（冑
森

・
山
田
）

▽

減

羅
二
回
戦

窃

拇

優

伊

藤

（愛
知

・
桜
丘
＿

▽
減
覇

l

＝
回
戦

両

唇

優

鵞
米

山

（山
梨

・
日
航
）

箪
＇
ナ
メ
ン
ト

（＋

一
人
）

▽
一
回
戦

甜

橋

優

勢

晦

e中
村

含
哀
磁

▽
減
点
法

一
回
戦

匹

野

（立
夫
）引

松

原

（愛
知

・
星
城
）

▽

港

蘊
二
回
戦

匹
変
優

吉

田
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相

ー

嵐

羹

―

―

―

位

胃

疇

憂

疇

烈

菫

i

-

9

>

同

重

量

,＇流

v
i

子

巖

交

置

鵬

農

廃

縁

＄

喜

―

-

9

>

同

i

i

v

 

一
位
上
野
嶋

I
①

9̂ 

頂

量

団

一

ー

ー

位

戻

醤

▽
杢
〒
年

9
山
轡
薯
（
吉

中

璽

年

VI

巷
▽
同
ゑ
函
憂
縁
眉

置

鵬

訟

鴫

肱

置
員
呂
墨
縁
①

1
少

二

位

喜

覇

贔

且

9

置
鵬
請
田
學

二
位
闘
楓
裕
＋

三
位
憲
渾
襲
美

(3) 

嘩

― 

ロ
悶
詰
n
U
m
~
目
日
公
芦

幼
稚
圃
児
か
ら
●
校
生
ま
で

松
島
杯
血
瘤
戦

箪
六
晨
島
行
歪
売
＾
会
え
江
小
倶
懸
属
蘊

が
平
感
九
年
孔
月
ヤ
五
日
（
祝
）
、

3
位
濾
中
津
属
（
伊

伊
勢
唖
具
体
育
館
柔
道
場
で
柚
招
棄
黛
〇

覆
さ
れ
た
。
成
績
は
次
の
通
◇
小
字
一
年
の
郵

VI 

§

g

1

9

-
富

▽

響

嚢

盈

霰

将

（

宣

I
I
-堕
＆

小

登

羹

奮

盆
阿
久
沢
霧
吾
（
墳
須
田
懺
（
東
＿

&JIJ本
（

宣

VI

下
山
大
熾
（
宣
量
山
目
爾
（
東
＿

▽

書

簾

＆

羽

墨

盪

＇

（

東

＿

露
疇

i
-患
＆
令
罷
一
遷

，
 

環
一
置
＿
蟻

◇
二
年
の
綿

VI 

菖
困
曇
皐
（
峨

＆

目

墨

羅

貧

3
位
杉
山
麗
一
車
＿

,
ー
-
（
東
）

VI 

優
疇
斬
屈
一
蓮

2
位
鯵
不
”
匹
（
東

3
位
天
笠
盪
〒
（
伊

＇
（
東

◇
一
車

▽
響
嚢

蜃

”
i
-乞

盈

塩

ニ

ー

宣

品
奔
嘉
一
伊
＿

＿＿

I
-玉
VI 

ー
丞
茎
葎
蘊
）

＆
饗
盆
罹
一
伊
＿

3
位
須
田
匠
（
伊
＿

中
墨
雹
一
控

◇
公
爾

>
軽
量
畢I

I禰
足
墨
大
一
遵

品
檀
亮
侮
一
恵

'

（

伊

▽
書
嚢I

i
-遵

2
位
岩
轡
累
（
伊

3
位
今
ー
薯
k

（檀

二
位
石
遷
鑑
〖

>
中
量
縁

置
鵬
井
上
な
苺
ナ

二

位

茂

K
l
K
翠一・

―
―
―
位
加

■萱ナ

VI 

憂
鵬
藝
墨
鷺

二

位

属

織

―
―
―
位
肇
田
書
皐i

-恵

◇
公
至
年

VI 

菖

i
宝）

2
位
中
暫
芝
（
伊

盈
櫨
塵
象
盈
（
逗

仕
喪
哭
（
官

▽
重
覆

1
9
-墳

2
位
富
川
ケ
イ
n
(帽

ぇ

a
_黛
小
墨
士
（
東
）

◇^年
▽
暢
霊
疇

菖
竹
口
賽
ー
選

2
位
須
田
亘
（
伊

3
位
糟
中
蜃
g
（伊）

9
-伊

VI 

量
小
曇
曇
一
羹

＆璽◇ ＆＆菖◇ ＆＆ 
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平成9年12月21日 ぐ ん ま 柔道 (4) 

小野里7段

温
i

小
野
里
光
明
七
段
（
上
）

冠栄こt
 

島金
平
成
九
年
庶
北
群
馬
渋
川
勢

爵
町
村
対
抗
柔
辺
大
会
が
十

一
月―

-+
-
＝
日
、
渋
川
市
武
迫

錮
で
開
か
れ
た
。
結
果
は
以
下

の
通
り
。

◇
一
般
の
部

條

嗜

合

二
位
11北
躙
A
、

――
税

贔

B
、
古
邪

J

◇
裟
の
部

震
勝

n
北
橘
A
、
二
位
11古
玲
J

A
｀
元

i_北
橘

cー
北
椙
D

下
仁
甲
町
偏
腰

甘
楽
郡
柔
道
大
会

甘
楽
郡
柔
辺
大
会
力
平
成
九

年
十
月
十
日
、
甘
楽
町
立
第
二

中
学
校
で
叫
佃
さ
れ
た
。
百
名

近
い
参
加
者
が
集
ま
り
、
辺
拗

い
っ
ば
い
に
ち
ぴ
っ
子
の
元
気

租
が
評
草
わ
た
り
ま
し
た
。

◇
団
体
の
部

阪
勝
上
下
仁
田
町
第
二
位

_

甘
楽
町
第
三
位

iil

◇
個
人
の
部

マ
小
学
l
.2
年
男
女

僅
腸
_
新
井
敦
子
準
僅
勝
11

福
田
知
之
第
三
位
11飯
塚
芽

依

マ
盆
且
坦
祥
級

儀
平
中
野
裕
太
準
僅
勝
11

福

田

敬

第

三
位

11
-l＿田
航

平

・
中
野
滋
矢

▽
雀
一
牽
生
廊
加
級
男
女

醤

1
1
園

部

醤

準

優

勝
1
1

石
井
智
広
第
三
位

11飯
塚

菜
李

・

▽

小

学

墨

縦
膀
1
1
新
井
大
雄
準
優
勝
1
1

田
川
裕
啓
第
三
位
1
1
野
口
大

州

・
土
屎
幽
乎

▽
小
学
話
罪
罹
成

懲
腕
_
古
舘
郁
準
廣
腕
IIEl

越
皮

一

第
一二
位

11中
野
祐

希

・
田
村
和
臣

▽
盆
吾
雰
派
拙
畷

條
勝
1
1
斉
膝
祐

一

準
儀
勝
1
1

赤

岩

功

太

第

一＿＿
位
1
1
片
柳

像
．篇
干
洋

マ
笙
ハ
年
告
平

廣
勝
1
1
田
渕
元
雄
準
艇
勝
1
1

安
藤
恵
太
第
三
位
11野
口
抒

史
•

石
井
政
輝

▽
小
学
六
年
生
女
十

優
勝
1
1
石
卜
沙
代

準
條
勝
1
1

掘
コ
毅
郎

先
達
の
あ
し
あ
と
VlI

墜
九
年
八
月
二
+
[
、
前
匂
の
写
兵
が
飾
ら
れ
た
応
接
一

橋
工
野
球
部
が
平
安
窃
校
に
決
で
、
自
分
史
の
記
録
写
真
や
新

勝
進
出
を
阻
ま
れ
た
口
の
午
後
、
間
の
切
り
抜
き
等
を
見
せ
て
い

国
氾

一
七
号
に
而
し
た
油
禍
市
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し
を
う
か

下
小
出
町
の
小
野
里
工
業
株
式
が
っ
た
。
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

会
社
に
限
柔
巡
相
談
役
の
先
生
い
若
々
し
さ
、
若
い
声
で
の
お

近
く
の
向
町
で
、
父

・
珀
滋
氏
｀

を
訪
ね
た
。
兄
事
な
女
性
の
プ
話
し
で
し
た
。

母

・
さ
わ
さ
ん
の
十
二
人
兄
弟

ロ
ン
ズ
倣
や
先
生
の
ご
長
男

・

先
生
は
明
治
匹
四
年
十
月
＝―

（
男
九
人
、
女
＿一＿
人
）
の
次
男
に

節
司
社
扱
彩
の
モ
ン
プ
ラ
ン
十
日
に
現
佳
広
住
吉
町

一
丁
目
）

産
ま
れ
た
。
体
重
が

一
四
目

-＝-
・
七
五
迎
と
い
う
大
き
な

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。

先
生
は
大
正

一l

-

＿
年
前
檎
中

学
校
に
入
学
し
た
。
柔
道
部
に

入
部
、
小
＆
松
寿
先
生
の
指
郡

の
下
に
放
諜
後
二
時
皿
の
和
古

が
日
諜
だ
っ
た
。
四
年
に
な
る

と
選
手
と
し
て
県
大
会
に
出
拗

し
た
が
、
條
腑
は
沼
田
中
学
｀

>
中
学

一
年
生
男
千

條
勝
1
1
北
村
他

一

準
擾
勝
1
1

魯▽忠
子

一
年

生

李

優
脳
_
古
館
佳
苗
準
仮
腕

II

、ナ
長
杯
少
年
柔
道

第
14回
富
岡
署
紙
杯
少
年
柔

辺
大
会
（
二
十
二
日
、
冨
岡
束

忠
十
校
）

仝
四
体
擬
勝

_m岡
南
中

準
儀
勝
_
｛
凶
岡
中

三
位
1
1
宜

岡
束
中

◇
個
人
▽
小
学
2
年
生
以
下

優
勝
I
新
井
敦
子
（新
屋
2
)▽

阿
3
、
4
年

儀

腑

_
F井
大

雄

（新
｀
凸
4
)
▽
lnl5、
6
年

前
中
は
位
、
翌
年
も
二
位
だ

っ
た
。

＝`」
時
、
沼
中
の
全
盛
時

代
で
あ
り
、
前
中
を
箪
頭
に
打

倒
沼
中
が
各
中
学
の
目
楳
だ
っ

.

』

0f
 瀧

和
謀
等
学
枚
主
他
の
幽
東

大
会
で
は
、
先
生
は
安
厨
中
学

の
佐
疎
茂
選
手
と
対
戦
し
た
が
、

後
に
佐
藤
選
―
-
―
は
前
中
の
柔
辺

北群馬渋 川 勢多
市町村対抗柔道大会

マ

累

二
年
生
女
子

擬
勝
11神
戸
美
礼
準
艇
腑

II

神
戸
明
日
癸

▽
忠
竺

l

＿蚕
李

僅
瞭
曲
部
仲
樹
準
儀
勝
_

熊
井
―
ーJ
史

磁

三
位

n
原
田

醤

1
1
武
田
康
弘
（吉
田

6
_
＿
大
（宜
岡
南
＿

▽
阿
2
年

fi

▽
中
学
1
年

優

眺
_
市
川

t
腑
_
山
飼
磁
齋
（宜
岡
南
）

群
馬
町
柔
道
教
室

岡
富
岡
南
中

団
体
制
す

群
馬
町
柔
道
教
室
が
七

月
十
匹
日
（
月
）
＋
七
日

-
＊
）
、
の
午
後
七
時
か

ら
九
時
ま
で
、
群
馬
町
柔

剣

氾

出

で

開

催

さ

れ
た
a

匹
日
間
の
皆
勁
行
は
以

間
力
滸
せ
ぱ
前
中
柔
辺
部
の
細

密
に
参
加
し
、
後
輩
の
指
祁
と

自
以
の
和
古
を
し
た
。

前
中
の

慇
、
安
部

一
郎
九
段
（
講
迎
釦

眉

羅

＿

は

小

誓

先

即

の
姿
が
見
え
る
と
皆
が
「
ラ
イ
オ

ン
が
来
た
ぞ
」
と
さ
さ
や
き
．
気

を
引
き
し
め
て
布
古
を
し
た
と

届
る
。

っ
て
い
る
。

八
年
の
県
予
の
時
に
は
、

誓
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

試
合
に
出
る
つ
も
り
は
な
く
、

友
人
に
誘
わ
れ
見
に
行
っ
た
。

だ
が
、
急
渥
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
友
人
を
投
げ
て
し

ま
っ
た
と
の
こ
と
。
ハ
ー
レ
ー

ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
で
会
場
に
兼
り

の

25
人
皆
勤

群
馬
町
柔
迫
大
会
が
平
成
九

年
七
月
二
十
七
日

（日
）
群
馬

町
柔
剣
辺
拗
で
開
か
れ
た
。
綬

嬰
は
次
の
逝
り

翻

盆
態
象

脇
要
懇

禅

。

小
学
三
四
年
生
山
芋

覇
奈
紬
4
谷
野
功
司
茂
木
韻
太
郎

粟

司

長

谷

川

和

也

森

田

盆

羅

生

累

嘉

山

野

秀

子

小

谷

野

真

芹

沢

崇

希
木
村
麻
世
茂
木
似
太
郎
小
翌
年
生
玄
十

芹

沢

祟

森

田

羹

野

杢

＾

少

谷

尻

希

一

深
津
行
成
脇
坂
俊
輔
小
笠
ハ
年
生

木

村

美

槌

静

秀

樹

友

松

大

脇

坂

箆
呻

樹

組

藤

史

漉

山

田

悦

子

兜

宇

一
年
生
辺
士
野
鏃

宮
川
将
和
伍
谷
川
直
子
芹
栄
木
際
志

沢

品

＋

＿屡

輔

山

田

敬

有

ー

一名
）

知
幸

•

田
村
修
伴

▽
高
器
の
部

価
腸
1
1
石
井
品
祐
準
優
勝
1
1

黒
沢
福
宜
第
三
位
_
小
実
研

介

・神

戸

宏

小
学
低
学
年
は

脇
坂
奈
津
希
＞

群
馬
町
柔
道
大
会

分
か
は
疲
れ
夕
昧
で
あ
っ
た
も

の
の
未
だ
余
力
を
残
し
、
元
気

ー
監

忍

っ

て

警

迎

え

る

ペ
く
出
番
を
待
っ
て
い
た
。
迎

え
撃
つ
相
手
は
｀
弧
引
の
内
股

を
持
つ
、
勇
猛
果
敢
、
怪
力
無

双
の
名
だ
た
る
小
野
里
光
明
氏

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
も
負
け
じ

と
立
ち
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
二
、

師
範
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
。
先

八

、

年

の

明

治

神
宮
大
会
付
け
た
と
の
こ
と
だ
力
ら
、
き

＿技
を
か
け
て
い
る
中
、
数
分

生
は
初
段
を
取
得
、
昭
和
四
年

（当
時
は
際
年
皿
他
）
冑
年
団
の
っ
と
皆
に
淡
ま
し
が
ら
れ
た
に
に
し
て
弧
引
の
窃
内
股
で
郷
ら

に
卒
業
し
た
。

臥
予
遥
に
優
勝
し
、

二
｛阜
K
二

追
い
な
い
。

れ
て
し
ま
っ
た
。
誠
に
あ
っ
け

四
月
に
上
京
し
、
昼
間
は
家
聾
挙
（
渋
中
卒
）
と
共
に
本
大
先
生
の
柔
辺
に
つ
い
て
欝
な
い
見
事
な

一
本
で
あ
っ
た
。

業
の
手
伝
い
（
本
止
三
年
の
閾
会
に
出
場
し
た
。
五

府

県

の

リ

賃

一
八
段
（
唇
塁
靡
・
四
敵
乍
ら
も
あ
ま
り
に
も
見
事
で

奥
震
災
の
復
興
の
た
め

m澄
ー
グ
戦
、
そ
の
後
は
ト
ー
ナ
メ
澤
政
信
氏
の
父
）
が
『
懐
旧
七
十
あ
っ
た
の
で
、
唯
々
感
心
し
、

氏
は
日
本
橋
に
束
京
出
張
所
を
ン
ト
戦
の
膨
式
で
の
試
合
で
あ
七
年
」
で
次
の
よ
う
に
杏
い
て
い
唖
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

開
設
し
て
い
た
。
寺
院
複
典
工
っ
た
。
秩
父
宮
殿
下
の
御
前
で
る
。

小
野
里
氏
と
の
試
合
は
前
後
を

事
）
、
夜
間
に
は
早
稲
田
邸
等
工
の
試
合
だ
っ
た
。
リ
ー
グ
戦
で
「
昭
和
九
年
、

三
殿
か
ら
囮
段
迎
じ
て
こ
の
対
戦
だ
け
で
あ
る
。

学
校
・
建
築
科
に
学
ぴ
、
建
築

―-＿
勝
し
た
が
、
前
年
庶
儀
勝
者
に
な
る
時
、
秋
季
紅
白
試
合
（勝
後
年
、
氏
は
勲
四
等
瑞
宝
立
を

や
設
計
の
勉
弧
を
し
、
六
年
に
の
福
岡
の
造
手
に
敗
れ
、
決
勝
ち
抜
き
戦
）
に
白
組
の
大
将
と
し
受
立
し
て
い
る
。
翌
十
年

一
月、

よ
母
業
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
め
な
か

っ

て
出
場
し
た
。
苅
実
に
膊
ち
進
両
者
そ
ろ
っ
て
四
段
に
昇
段
し

帰
郷
し
、
社
足
を
助
け
、
時
た
の
が
抽
烈
な
印
と
し
て
残
み
｀
紅
絋
の

一敵
を
郷
り
、
幾
た
の
で
あ
る
」

忠
子
一
年
生

i

土
屋
価
輻

累
二
年
生
―

-＝
蓉
正
孝

菜

二
年生―＇ 

中
学
三
年
生
男
＋

田届一

中
学
年
巧
ナ

槌
＿
．
四

先
生
の
得
点
技
は
足
技
で
崩

し
て
の
右
内
股
だ
っ
た
。

そ
の
頃
の
こ
と
だ
が
弘
辺
館

の
関
口
孝
五
郎
師
範
宛
て
に
巻

紙
に
行
か
れ
た
挑
戦
状
が
送
り

付
け
ら
れ
て
き
た
。
当
時
こ
の

よ
う
な
「
道
場
破
り
」
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
。
ご
子
息
の
林
五
郎

氏
（
媒
柔
逃

・
二
代
会
品
）
は
東

京
在
住
だ
っ
た
の
で
学
五
郎
先

生
の
孫
舒
ナ
（前
中
の
小
屈
先
生

は
孝
五
郎
先
生
の
弟
子
だ
っ
た
）

に
あ
た
る
先
生
が
試
合
を
受
け

て
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
怖
い

も
の
知
ら
ず
の
先
生
は
、
か
す

り
の
対
物
に
羽
織
袴
、
冬
の
こ

と
で
孝
五
郎
先
生
夫
渠
、
家
の

者
＿―-、
四
名
と
火
鉢
を
囲
ん
で

待
っ
た
が
、
つ
い
に
相
手
は
現

れ
な
か
っ
た
（
多
分
、
相
手
は
先

生
の
噂
を
聞
い
て
逃
げ
た
に
違

い
な
い
）
。

同
年
、
天
塁
が
前
橋
へ
の
行

幸
の
折
に
は
、
棒
名
町
の
元
町

長

・
石
井
園
碑
七
段
（
媒
柔
連

・

豆

薪

一
礎
嚢
の
父
）と
天
ゥ

乱
収
り
を
し
た
。

［製進】ガンマ線・電子線・ X線照射
火工品・煙火類
産業廣棄物再生処理

ブール用循珊戸過装

樹脂成型

三菱樹脂（株）・（株）菱晃・東陶機器（株）
京都ダイカスト工業（株）・鐸C製作所
三菱化工機（株）代理店
廷材・ブール(FRP、アルミ、ステンレス）
バスユニット・フィルター・火薬・爆薬
火工品・煙火類

代表取締役社長 富田

本社工場

樋名エ

〒370

悪一郎

市大J＼木町168番地 TEL 0273-61-6101 Ifり
F収 0273-61-6149 

i'370-33群馬鼠群馬瓢撮名町言沢1343番地 TEL0273-74-3445 

群馬県勢多都富士見村小暮2116

電話 027(288)3311

-64-
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加
納
師
範
遺
訓

柔
辺
は
心
身
の

jJを
仕
も

＂
効
に
使
川
す
る
道
で
あ

る
そ
の
修
行
は
攻
撃
防

男
の
綽
習
に

rlr
っ
て
身
体

精
神
を
鍛
練
修
行
し
斯
道

の
神
髄
を
体
得
す
る

tliで

あ
る
さ
う
し
て
品
に
よ

っ
て
己
を
完
成
し
世
を
補

益
す
る
が
柔
道
修
行
の
究

極
の
目
的
で
あ
る

発行所

発行人

電

群馬県柔道連盟

角屋浩司

編集室

〒370高崎市中豊岡町500

茂原勤

言舌 0273(25)8457 

＿
橿
山
智
幸
選
手
一

吉
岡
中
、
東
海
大
相

4
高、

東
海
大
と
柔
道
名
門
校
を
卒

菜
、
今
年
開
警
に
就
職
内
定
。

こ
れ
ま
で
の
戦
組
は
全
日
本

学
生
2
位
、
正
力
杯
国
瞭
柔

道
大
会

100疇
Q

超
級

5
位

須
碑
古

．．
 

テ
ピ
ュ
ー

一小
山
選
手
を
上
四
一

一方
固
め
で
極
め
る

一

一獨
山
選
手
（決
勝
で
＿―

国際柔道遭國試合響

判規定の主な変更点

▽
五
段

佐
瀬
命
（桐
生
）

2
月
1
日
・
高
崎

平
成
十
年
界
段
打
証
害
伝

真
下
務
”
（
北
闘
・渋
川
＿

遠
式

•

新
年
会
が
二
月

邸
檎
厳
（碓
氷・安
中
）

日
午
後
＝一
時
よ
り
邸
崎
ピ
ュ
ー
福
榊
松
二（
群
馬
）

ホ
テ
ル
に
て
開
か
れ
た
。

櫻
井
邑
司
霰
馬
）

県

柔

道

選

手

権

大

会

翁
副
会
廷
の
間
会
の
口
策
函
匹
段

で
始
ま
り
昇
段
者
梵
表
を
四
・五
岡
本
照
塑
佐
波
・伊
勢
崎
＿

篇

窮

合

せ

B111リ
基

布

▽

――
回

戦

段

の

部

を

川

端

征

謡

部

貶

が

読

謝

辞

は

昇

段

者

を

代

表

し

て

五
卜
嵐
猿

0岡
方

紺

唇

IaI
せ
技
田
中
敏
み
上
げ
｀
六
段
の
部
を
新
井
耶
諏
久
井
彦

一
六
段
が
行
っ
た
。

薦

裔

嬰

栄

司

笠

戻

m閑
肴
事
長
が
紹
介
し
た
。（
講
叫
館
鋲

塁

は

羨

活

藤

陪

ご

ギ

鼻

ぷ

四

〇

欝

り

開

式

平

成

十

年

一
月
十

一
日
昇

忠

壁

典

湿

枯

段

磁

罷

広

段

＿

平

成

十

年

群

馬

県

柔

道

選

手

恨

薔

中

藷

一
郎

館

羨

）

社

愛

昇

十

藝

枷
大
会
が

二
月
八
日
群
馬
見
袋

良

戻

福

差

闊

組

茂

査

典

▽

六

段

醤

館

で

聞

か

れ

な

関

東

薗

真

．
9
岡

方

雇

太

須

愕

{-0
ぃ
腰
吉
田
玄

一

吉
田
篠
（
佐
波
・伊
勢
）

翌

椛

原

全

日

本

遠

手

櫛

吉
田
俊

一
〇
倣
差
桑
山
陽
介
中
屈
亨
〇
佃
差
五
十
嵐
芳
犬
新
井
苦
翌
佐
波
・伊
勢
崎
＿

県

代

及

攀

は

、

欝

ぶ

山

、

忠

ヰ

9
ぃ

腰

念

江

界

羅

喜

僅

羨

出
島

誠

蜀

醤

ー
摺
・太
田
）

閾

五

十

過

杉

田

茂

俊

菜

権

0

小
山
武
彦
内
股
泣
閉
智
幸
甜
醐
進
（
新
田
・太
田
＿

▽
一
回

戦

平

正

罪

姿

▽

三
回

戦

原

羅

（多
野
．欝
）

紺

雷

〇
合
せ
技

小
沢
膠
洋
佐
藤
哲
只
淡
裟
固
鈴
杢
届

小
山
膝
田
〇
内
股
田
口
基
有
郡
久
井
彦

一＿
勢
多
＿

醤

載

泰

猿

田

中

i

敏

山

本

忠

上

四

友

出

瓦

誠

土

嵐

招

貰

滅

翌

圭

星

野
尤
旦
勢
多
＿

野
本

栄

司

〇

縦

瞑

万

瀬

下

洋

行

払
い
腰
0
小
山
武

彦

茂

木

良

典

木

窮

治

一
（勢多）

暴

苧

一
郎

高

田

和

辛

上

四

一

福

山

密

幸

、

投

中

凶

亨

泊

亮

窟

扉

馬

）

平
成
十
年
月
日
実
施

一
、
抑
え
込
み
時
間

一
本

25秒

巷り
20

墨、

9

勢
ぞ
ろ
い
し
た
6
殿
昇
段
者

昇
段
者
15
人
に
証
書
伝
達

新

年

会

で

会

長

が

「

柔

道

の

基

本

」

強

調

続
い
て
熊
苓
を
備
し
な

2

一
で
「
礼
丘
空
り
礼
に
終
わ
る
柔

角
屋
会
F

ぷ
は
新
年
の
捩
拶
の
中
道
の
基
本
及
ぴ
辺
飽
」
に
つ
い
て

話
さ
れ
た
。
ま

た
来
買
況
辞
は

椒
燐
惣
泊
｀

仔
野
義
れ
、
山

村
紀
雄
各
顧
皿

が
述
ぺ

ら
れ
、

「
柔
追
精
神
を

広
め
翡

し

日

本
伝
統

の
文

化、

歴
史
を
見

立
し
て
頑
娘
ろ

う
と
」
語
し
た
。

そ
の
後
祝
宴
と

な
り
和
気
あ
い

あ
い
の
中
で
な

か
じ
め
と
な

り
、
鈴
木
元

一

常
仔
相
談
役
の

Ji歳
r.
IlH̀
叩

会
は
中
副
＾
”

長
で
し
め
た
"

．．
 ヽ•

し
―
―
 角

屋
会
長
か
ら

証
書
を
受
け
る

有

効

15
秒
以
上
、
四
眉

幼

果

10

慧
15

秒

実
技
を
交
え
甑

'
, I

[
[
[
[ ＊

向
力
ぃ
＾
＂
う

。
脚
で
挟
ま
れ
な

い
。
上
か
ら
抑
え
る
。

＊
衷
固
め
は
ダ
メ

＊
横
r
面
~
か
ら
の
抑
え
込
み
は

、

尿
上
が
る
こ
と
が
条
兜

五
．
脚
取
り

柔
は
レ
ス
リ
ン
グ
で
は
な
い
。

ル
ー
ル
を
厳
格
に
適

m

六
．
揺
材
例
え
ば
引
込
返
し

n
.,ト
ー
ロ
ー
ル
と
技
巧
を
伴

う
こ
れ
ら
の
技
は
ス

n
ア
を
目

的
と
し
た
も
の
と
兄
な
さ
れ
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い

（国
内
ル
ー
ル

と
同
じ
収

h
磁
に
な
る
）。

▽
が
訟
5

定
戦

田

仕

心

菜

権

1
,
J
.
4
 

,c 

ni.nl脱

悶
誠
合
せ
●

◇
敗
校
現
111
戦

▽

ーー＂り

ヽ

▽

．
訓

戦

田

中

緻

喜

Elll
栴

＂

▽

蒻

鷹

胤

縁

森

寂

欝

嵐

芭
一
息
仏
徽
段
秦
艮
典

m
n

り

i

裕
鐙
上
田
中

一
敏
悩
像
．
払
い
殿
弧

t
•
印
武
彦

捌

i
横
g
i士久
〕5面
~
却
・
5醤
5附
倣
ャ
5
(）
京
藤g閉
ふ
T
R
i
i
g
C
5皿
泣
晦
山
中
島
減

▽

決

腕

窯

藤

太

大

外

刈

0
吉
田
俄

―

▽
-＿一回
戦

小

山

晋

上
叫
友

3
↑
山
押
寺

語

田

悲

注

意

〇

小
山
武
彦

m

外
刈
茂
木
良
典

群罵トヨタ自動車株式会社
横田 英

〒370-004.5 硲烙市東町80番 地 屯話 (027)323 •7 21 1 1ft9 

FAX(027)326-6451 

It桑れ鰭役社長

日

前橋市住吉町二丁目 11 -5 

青木順一

電話027(231) 3707 
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に一ゴ

四

芦
百
E
醤
琴
如
布

’H門’月

梅
山
雄
至

一
店
経
E
)
西
野
＾
会
（
育
英

崖
郎
（
高
商
）

0
有
叙
面

9
醤

幅

小

嶋

拓

也

（

興

賜

＿

山
唖
幸
一郎

（前
商
＿

靖

水

敦

（

前

商

＿

9
ぃ
腰

Q
刃
篇

9
（ヤ

tt-
鵞

介

（窃
崎
）

林
将
由
落
田
）

山
唖
牢
一郎

（前
涸
）

'

,

 

松

蒻

（窃
崎
）

野
田
正
司

一打

器

圃

利

一打

巻

料

給

捏

（前
商
）

印
二
十

回

全

二

慕

学

校

柔

▽

準

々

決

勝

◇

李

個

人

決

勝

威

角

田

則

彦

（利

漿

佐

野

（利

堡

倣

羞

3

佃
差
0

辺

選

手

権

大

会

予

選

が

平

成

十

矢

蹄

蘇

望

暑

▽

48kg級

〇
合

せ

技

原

裕

（群

さ

福

田

欝

（虞

―-）

9
-

打
英
）

叫

H
t
:＇
八

日

蔑

冠

小

輩

一

盆

喜

嬰

＿

岬

勝

問

一（
常
約
）

念

疼

茂

鷹

墨

▽

農

勝

館
で
開
催
さ
れ
た

ぃ
随

潤

稲

共

倣

梁

羞

裕

Q
襲

』

襄

ム

司

（沼
田
＿

i
-
常

整

合

せ

終

酉

繋

翠

ー百
英
）

の
二
年
ぶ
り
の
団
体
戦
決
膊
出
｛
築
墾

g
羞

態

悶

開

扉

着

―

一

皿

匿

森

梨

荻

艇

罹

（伊

エ）

野

間

（興

邑

0
森

刈

場

、

醤

襄

は

咋

年

の

エ

ー

佐

藤

光

払

い

嬰

馨

也

▽

52kg級
｛

羨

襲

一臭

二）

胃

讃

整

（

前
商
）

漿

敦

一邸
崎
＿

駐

“5狂賃
紐

矢

m"Clせ技
小

構

太

楓

欝

戸

厨

固

＝

旱

’

肛

＞

二
回
戦

棗

（前
東
＿

心
＂

i
-窃
崎
）
野
田
正
司

[
g

◇
個
傘
A
プ

ロ

ッ

ク

纂

譲

稔

払

い

腰

尿

船

阻

岩

理

翌

塁

｀

‘

小

林

宏

行

（奥

二）

匹
野
＾
会

（守
英
）

桑
械
碍

（常
磐
）

齋

藤

懇

一

守

巻

茎

固

戦

▽

決

勝

▽

57

贔
‘
,
‘
、
-

'

8

9

棧

Q
差

▽

決

勝

Q
皿
差

栗

器

炭

涎

篇

暑

平

裔

喜

掬

い

奨

製

磁
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部

▽

戟

爪

址

の

部

優
勝
齋
胎
皿
登
（塚
沢
）二
位
価
腑
野
沢
泊
史
（久
方
）二
位

佐
々
木
雄
也三
位
大
竹
顕

•

松
岡
撤
ー
ニ位
林
大
生

・
伍

山
本
翔
太
郎

瀬

茂
明

◇
小

学

五

年

▽

重

址

級

の

部

▽

輯

寓

級

の

部

悩

勝

武

井

立

明

（桐
生
）二
位

優
勝
芹
沢
2
~翁
ヶ
岡＿
二
神
沢
罷
三
位
田
嶋
博
文・松

位
小
川
卓
摩

三
位
古
川
達
嶋
宜
繁

也
・
古
里
其

◇
小
字
六
年

▽

軽

中

＂

楽

の

部

▽

軽

茄

級

の

部

廣

腸

狙

覆

（大
胡
）二
位
艇
腑
天
田
砿
朗
（新
里
＿二
位

小
林
浮

l
-
H
ュ
松
ぬ

一
輝
・大
今
井
智
」
、

三
位

田

凸

翔
・柏

塚

俊

原

秀

人

ヽ

前
商

引
き
分
け
清
水

全
国
高
校
選
手
権
県
予
選

全
国
底
校
選
手
櫛
大
会
群
馬
檎
商
業

ーー＿
位
常
魏
受

・農

大

荒

荘

3
袈
裟
同
め
金
子

県
予
遠
会
（
点
取
り
戦
）
が

二
店

浅

田

〇

横
四
方
固
飯
Q

平
成
九
年
十

一
月

八

日

、

限

武

▽

決

腑

戦

樋

口

0
内

股

町

田

道
で
開
か
れ
た
。

寸

英

横

山

送

足

払

い

栗

原

価
勝
前
霰
育
英
準
儀
膀
前
黒
石

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
女
子
選
手
撞

罰吉澤横四方で
館
+ L,ゞtr.

塁[I込恥．
大塚を破る

れ ― ＊ 女

• 1i予選
t.:干 会 子 県女子選手権兼関

• 

▽
二
回

戦

新

岡

傷

布

里

四

方

固

f

X
せ

技

＿

口

せ

技

▽

準

々

決

膊

大

塚

杏

奈

子

艇

芯

恵

掛

川

扉

子

屈

段

随

四

方

▽

一
．
慨

鷹

縦
四
万
図
3

中

村

久

竿

差

0

:
;
新
岡
倦
杏
旱
優
勢
膀
0

井

上

装

辛

大

塚

杏

蓉

＋

羽

心

怪

＋

優

如

只

）

横
澤
由
沢

屡

松

茫

柑

心

佃

裟

矢

）

新
岡
僅
奮
竿
▽
五

・
在
皿
決
定
戦

武
井
蕊
辺
深
深
井
美
幸

倣

羞
3

井
上
美
幸
〇
内
股
羽
ぬ
條
子

本
登
婁
李
屡
哭

x
#

武
井
雹
似
深
横
四
方
固
〇

武
井
羹
切
深

得

沢

井

上

美

幸

憚

羞

3

▽

準

細

喜

苧

士

―

字

マ

七

・
八
位
決
｛
罷

新
岡
怪

百

ユ

差

像

鶯

武

悲

覇

息
t

'4 

平
双
久
↓

扉

竹
往
H
守
僅

奨
3

...
 
L' 
伽

，

．
 

県
学
生
柔
道
フ
ェ
ス

第
八
回
群
馬
県

圭
柔
辺
f

▽
80kg

s
t
i
v
a
ー
の
団
体
戦
選
手

f
勝
池
沢
品
滋
（上
武
）
準
仮

権
・個
人
選
権
（男
子
・女
子
）
が
勝
那
須
耕
作

―――
位
保
坂
和

平
成
九
年
十

一
月
二
十
＿―-
日

広

・松
岡
瀾

▽
軽
中
＂
出
の
部

（日
）、
県
武
辺
館
に
お
い
て
開
▽

90kg

t
膊

晶

罰

樹

（沼
田
＿二
位

か
れ
た
。

儀

聯

大

月

窃
（上
武

準

飯

須
田
亘

―-＿
位
品
猥
治
弘
・岡

成

級

は

次

の

通

り

腸

斉

藤

紐

一
郎

三
位

若
山
良

村
伯
也

念

ニ
・横
歴
樹

▽
中
此
級
の
部

価

腸

上
武
大
学

A

準

僅

勝

▽

90
kg超

優

膀

佐

藤

司

（石
原
＿二
位

上
武
大
学
B
第
三
位
関
東
学
擾
腸
江
添
和
昭
＿上
武
＿
準
僅

内
田
誠

三
位

店

橋

岱

・須

晨

第

隠

群

馬

姦

勝

阿
部
健
太
郎

三
位
栗
山
閣

田
血

一

◇

個

人

戦

仁

・守
木
隣
夫

▽
軽
煎
＂巫
の
部

▽

70kg

マ
年
の
部

儀

勝

長

瀬

裕

共
ー泣
＿二
位

艇
勝
前
流
其
介
（上
武
）
準
優
優
勝
本
多
阻
子
（群
大
）
準
擾

茂

杢

薔

―-＿
位
田
渕
元
雄
・

勝
伊
藤
洋
邦

――＿
位

西

川
信
腑
深
井
美
幸

＝＿
位
幽
根
t

安
藤
忍
太

也
・時
田
匡
揺

・深
井

▽
放
址
級
の
部

擾

勝

小
ぬ
良
祐
（災
）二
位

糸
井
信
人

＝＿
位
萩
原
唯
広
・

矢
部
哲
也

お
く
や
み

羽
鳥
治
良
松
7
段
（
前
橋
）

県
柔
氾
連
盟
煎
相
談
役
．
参
与
｀
監
事
．
貼
武
氾
館
帥

覇

品

、
炉
雀

g緊
箭
婁
、

I

平
成
10年
3
月
6
日
死
去（
邸
オ
）

墜
10年
3
月
9
日
前
橋
メ
モ
リ
ー
ド
典
礼
会
館
に
て
告

別
式
が
執
り
行
な
わ
れ
た
。

橿
田
耕
平
6
殿
（
佐
波
・
伊
勢
崎
）

昭
和
3
年
9
月
21
日
生

佐
徳
已
翌
需
匹
支
部
品
、
県
柔
迅
抒
及
部
．
幅
田
柔
辺

場
追
辺
上

墜
10年
2
月
26日
死
去

(gオ
）

平
成
10年
2
月
2
8
日
い
せ
さ
き
メ
モ
リ
ー
ド
ホ
ー
ル
に
て

告
別
宅
か
執
り
行
な
わ
れ
た
。

団
体
は
上
武
A

▽
決
勝

〒

ADD 
TEL 
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平成 10年3月30日 ぐ ん ま柔道 (4) 

ル
や
そ
の
他
数
々
の
炊
品
を
も

ら
っ
た
。
激
戦
の
巾
で
の
自
前

の
磁
安
で
あ
っ
た
。

先
生
は
こ
こ
で
終
戦
を
迎
え

た
。
部
隊
本
部
励
窃
と
監
視
哨

覇

（
日
本
人
三
名
と
現
辿
人
六

名
）
が
交
互
だ
っ
た
の
で
、
現
地

人
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
訊
を
マ

ス
タ
ー
し
、
総
戦
後
は
軍
隊
が

解
す
る
ま
で
連
隊
此
付
き
の

戦
と
い
わ
れ
る
こ
の
戦
い
で
船

っ
た
場
所
で
あ
り
、
l
祁
防
衛
雌
訳
を
し
た
。

を
沈
め
ら
れ
た
歌
手
の
藤
111
一

に
次
ぐ
頂
要
地
城
で
．
麻
射
晦

一
．
生
年
し
月
、
故
郷
前
橋

郎
、
訓
本
の
情
隊

一
や
文
士

連
碑
が

三
箇
連
肱
．
そ
の

に
無
併
呼
き
と
が
で
き
た
＂

の
大
毛
壮
＿
ら
は
渾
を
泳
い
だ

叫
罰
5
印
象
は
「
豪

-
）
に
は
十
九
鉱
ほ
の
原
袖
所
の

繋
片
施
殴
や
世
界
的
な
石
袖

メ

他
多
く
の
部
隊
が
駐
屯
し
て
い

二
十
年
に

m滋
社
長
は
、
JL

ー
カ
ー
「オ
イ
ル
シ
ェ
ル
j
`

「
口

た
。
そ
れ
ゆ
え
十
九
年
八
JJ以
年
か
ら
の
小
野
硯
糾
と
い
う
社

イ
ヤ
ル
ダ
ッ
チ
」
の
納
袖
所
が
あ
降
の
敵
の
空
姐
は
敬
し
か
っ
た

5

名
を
小
野

nエ
棠
株
式
＾
豆
ど

十
七
年
二

n十
四
U
は
パ
レ
ン
し
、
機
構
改
革
し
、
戦
後
の
複

パ
ン
に
隊
軍
俗
下
傘
部
隊
が
降
典
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
に
な
っ

下
し
た
＂
心
念

nで
あ
り
、
細
年
た
。
先
生
は
屯
滋
社
此
を
文
え

二

n十
匹
口
に
各
部
隊
か
ら
＿―-

た
。

名
の
選
手
を
選
出
し
て
の
部
隊
昭
和
二
十
九
年
、
前
栂
市
城

対
抗
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
た
e

東
町
に
田
島
迫
拗
＿師
範
は
故
・

先
生
は
防
空
第

一
0
二
連
隊
、
田
過
行

一
八
段
）
が
創
立
さ
れ
る

干
八
百
名
の
な
か
か
ら
選
抜
さ
と
指
祁
者
と
し
て
招
か
れ
、
現

れ
た
。
チ
ー
ム
は
硲
勝
で
き
な
在
も
秘
援
会
屁
と
し
て
隆
行
師

か
っ
た
が
K
位
人
代
し
、
ピ
ー
範
を
女
え
て
い
る
。
ま
た
県
{
9

小野里7段

十二年にくめんと結妍

四年には専粉取締役とな

り、会社の柱として鋤いた

が`十六年七Hに付集され`

千菜県の野戦邸射砲＝＝十

嬰隊本部の布線通紺班（後

に無線通侶班）に入憐した。

撫順を経て奉天にいた昨、

真珠攻撃。日米英は戦争

に突入した。マレー、サイ

ゴン、ハイフォンを阿り、

ジャワ晶上墜パタビア沖渾

先
小達
野 (J)

雷 し
連

晨七 あ

＂支と
夫

連
の
狸
事
・幽
粕
ど
し
て
柔
泣
の
年
）．

uナ
召
士
会
逃
合
会
湖
戦
地
で
の
生
洒
力
綴
ら
れ
て
し
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

振
典
・発
股
に
尽
力
し
た
。

会
屁
一
五
十
七
＼
六
十

一
年
ー

る
。

公
私
共
に
多
忙
な
時
代
で
あ

閾
口
恒
五
郎
氏
匝
柔
述
・
三

等
々
、

二
十
以
上
の
団
体
の
役
さ
ら
に
後
半
に
は
『先
人
を
り
、
先
生
は
早
哀
早
起
き
書
朝

代
＾
烈
0
が
念
此
に
就
任
し
て
か

nと
し
て
地
域
だ
け
で
な
く
．
し
の
ぶ
j
.

『旅
行
記
j

、
一随
箪

――一
時
ご
ろ
起
き
て
執
箪
し
た
と

ら
の
、
総
会
の
折
の
提
口
を
私
全
国
レ
ペ
ル
で
社
会
に
貢
献
し
集
j

、
「
月
ml随
想
」
が
続
く
。
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

も
問
く
こ
と
が
で
き
た
。
会
計

て
き
た
功
労
打
。
そ
の
双
献

れ
ら
は
上
毛
新
聞
等
に
玲
表
さ
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
四
十
年
の

の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
現
在
行
を
認
め
ら
れ
．
紺
綬
褒
卒
四
回
れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
に
も
先
キ
ャ
リ
ア
、
二
年
ほ
ど
前
か
ら

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
形
に
な
っ
（
内
閣
総
理
大
臣
）、
藍
絞
炭
索
生
の
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
た
ク
ラ
プ
を
掘
・
り
な
く
な
っ
た
と

た
の
は
先
生
の
提
口
に
よ
る
も

(IHl
)、
交
迎
功
労
炊

一
緑
卜
字
社
会
観
、
政
治
麒
や
人
生
観
が
の
こ
と
だ
が
、
若
い
頃
は
と
て

の
で
あ
る
。
ま
た
巡
営
面
に
つ

銀
・
同
金
代
（全
日
本
交
通
安
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
つ
も
な
く
追
く
へ
飛
ば
し
た
に

い
て
は
人
材
登
川
と
活
発
化
に
＾
曲
繋
豆
｛
）、
建
股
功
労
代
（建
が
先
生
の
宙
菜
で
渾
ら
れ
て
い
述
い
な
い
。

つ
い
て
歯
に
衣
を
豹
せ
ぬ
適
切
設
大
臣
）
、
園
迎
会
招
待
二
回

る

。「
旅
行
mと
や
「
随
宜
堡
で
初
め
て
私
が
先
生
に
お
会
い

な
悩
J
が
な
さ
れ
た
。

（天

a．絋
狸
大
臣
）等
々
、
県
、
は
物
μ
を
四
寮
す
る
視
点
が
ユ
し
た
の
は
．
か
れ
こ
れ
＝―
卜
年

も
梵
前
中
・薗
砂
否
叫
部
O
B

が
一
献
か
た
む
け
た
時
だ
った。

そ
の
後
も
前
中
・戦

闘

褒

巽

（五
十
九
年
1
現
在
）
と
し
て
｀

」
ま
た
璽
普
B
4嚢

歪
式
に

は
平
成
ヒ
年
に
前
中
・前
西
杢
江

放
証
落
な
巨
人

先
生
は
屯
漑
社
品
の
後
任
と
関
東
、
全
国
的
な
炊
を
受
炊
し
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
開
け
っ
広

げ

部
O
B会
が
発
足
し
て
の
会
品

し
て
、
一
＿干

一
年
第
二
代
取
締
て
い
る

（勲
四
等
瑞
宝
窄
は
訓
で
あ
り
｀
鋭
い
。
読
み
な
が
ら
だ
が
三
十
年
以
上
も
背
か
ら
実

役
社
品
と
な
り
、
六
十

一
年

に

述
）

。

く

す

く

す

笑

っ

て

し

ま

う

も
の
質
的
な
会
品
で
あ
る
）
と
し
て
、

節
司
氏
に
引
き
縮
ぐ
ま
で
の
三

先
生
は
会
社
創
業
六
卜
で
周
も
あ
る
が
、
結
論
に
「
な
る
ほ
ど
」
ご
指
祁
を
い
た
だ
き
衷
在
に
至

十
年
間
、
社
会
へ
の
口
献
と
会
年
を
記
念
し
て
自
叙
伝
「巨
池
と
う
な
ず
い
て
し
ま
う
説
得
力

っ
て
い
る
＂「
況
迷
す
る
衷
代
社

社
の
悔
殿
に
尽
力
し
た
（衷
在
は
を
五
十
年
に
出
版
し
た
。
巨
池
が
あ
る
。「
中
小
企
業
ぐ
ん
ま
」
会
に
お
い
て
正
義
の
実
況
に
向

取
締
役
＾

g-。
と

は

旅
位
が
西
ム
パ
レ
ン
パ
ン
j

に
巡
載
さ
れ
た
「月
皿
随
想
」
で

け
て
人
間
い
か
に
生
き
る
ぺ
き

醤
iii議
を

i

繭

・ヤ．
i

年
の
こ
と
で
あ
る
。
開

tハ
年
は
政
治
と
経
済
の
関
連
｀

H
本

か

」
が
笑
い
を
は
さ
ん
で
、
大
き

（i
-

上
ハ
＼
一二
十
八
年
、
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平成10年度行事予定 口 羊馬県柔道連盟 I

月日 県内行事 1時間会場
4月58叫 肛l杯支棉対抗 IO:00県武道館

12 (B) 総会 15: 00群接会館
25 （土） 高校学年別大会 9: 00県武道館
26 (l:l) （登鎌受付） 10:001 * ....... _.,....................,.............................…•••••……•••••••••••••••••…...................................... .. 

5月16日（土） 高校総体兼関東予選（個人） 9：00 l， 

17 (B） ク （団体） 9: 00 I * 
23 （土） 高校選手権（男個人・女暉） 1 9:00| ク

31 (8) 本綿審査（現3，俄・女=-f) I 9: 00 I ,, 

3l (U) 登録受付 !.. !.9.. ;.. 99...L........ ?. .．．．....．.．.．．.．....．．．．．...．．．............．.．．..........．...．.．．.．．．．．．．.．．.．．......．．.．．. I.．．．．．．．．..．..．．．．．．．．．．．....．．．．．．．. 
6月7日(H) 中学校春季大会（男女団体） 9：00l I， 

13 （土） 篇校選手権（男団体・女個人） 9: 00 I * 
14 18) 中学校春季大会（男女個人） 9: 00 I * 
21 (8) 骸競技会 9: 00 I * 
2l (B) 全国教員大会予選 13: 00 I * 

.......... ~.！．．＂ ＂！ ．阻．“.金園庶通璽l.-K含烹盪．．．．．．．．．．．．…•• •…•9...：...9.9．．登．農姦
7月5日IEl) 国体一次予選 9: 00県武道館

5 (B) 関東女子体重別予選 |9 : 00前I窃
11 （土） 少年他全育成大会 ! 9: 00県武道館
19 (El) 国体二次予選 I 9: 00 I. ~ * 
20 （月） 関東甲信越敲，i大会 '9: 00 I * 
下句 高段者推囲委員会六•七 • J＼段l i未 定 未 定
26 (El) ジュニア（本璽別選手権（男女） 9: 00県武道館
31 （金）中学校総体（男女・団体） 9: oo I * .................................................................................................................................... 

8月lH（士） 中学校総体（男女・個人） I 9: 00 I * 
9 (8) スポーツ少年団大会（団体） 9: 00 I * 
23 (8) 牡：年大会 9: 00 I * 
23 (8) 高段者大会 110:001 ,, 
27 （木） 関東近県席校交流試合 I 9: 00 I * 
28 （金） ク I9: 00 | 1， 

30 (El) 本郁審査（現3・4段・女子） 10: 00 ．．．碩".6甘面"...｝蒻蘇蘇亙".....．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．り．．．：•••OO..I ••••••••••:．．．．．．．．．
13 I日） スポーツ少年目中学生交箇試合 ， 9: 00 I * 
20 (B) 紅白試合 1 10:00・ ク

26 （土） 少年強化選手選考会（男女） 9: 30 I * ....……••21.....（担．．．患埠査紐塵鱚）．．．．．．．．．．．．．． ;.:.. ；．堕．!.........;.......... 
10月18日(B) 小学生総体 1 9: 30 ク

• •ふ••2.3.......（笙．9．畔雄．．……........… ............. .......9.. ；．堡．!.........?........... 
11月1日(H) 県民体育大会 1 10:00 ヶ

3 （火） 中学校新人大会 1 9:30這鵡
14 （土） 高校新人大会
15 (8) 実業団大会

i 9:301県武道館
10: 00, * 

.i 2月2．贔•｛翡••I...？紐昇ぶ；くル..．．．」．．iふ·§盈• .........：．．．．.
6 (B) 東北柔専対抗 l3 :00! ク

．．．．．．．．．翌．＂．．兜．．．．．這．審査叩．：億．．．女子）．．．．．．．．．9．9...：．．堕 ．．．．．．．．．．？．．．．．．．．．
1月16日（土）1全国高校選手権予選（個人） 9 ： 30| ヶ

17 (n） ク （団体）1，:30 1 ク

24 (B) 段別選手権大会 110:00l ク

24 (El) 女子選手権大会 lO:00l ケ
....2万＂テ甘i面＂ ・選挙権天苓＂……•••••:．．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．． ↑．．i.0"： ••四 "..．．．．．．;•…•••••

7 (El) 新年会・昇段祝買会 未 定 未 定
14 (8) スポ少小学生男子交流試合 9: 00県武道館
2l (El) 本綿審査（現3.4段・女子） 10: oo I * 

．．．頑".i甘面i.. ．．．釜國蘇冦預”••••…••••••…..... | ．． ．釈"~..:......... :......... 

14 18) スポ少小学生女子交流試合 9: 00 I * 

{t紐呻 藤田漏弘 会 藤 田 正 植

埼玉県児玉郡上里町大字神保原町1416番地
桐生市境野町6-1438-1ff 0277-43-3134 
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＿
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＄
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績
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＿
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狩
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＞
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縁
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が
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蠣
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績
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六
年
享

と

お

り

柔

道

・

鋼

道

大

会

が

平

成

十

年

▽

小

学

吾

孟

冨

謳

文

学

―

牽

輻

量

疇
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朦

清
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愛

（

高

塁

柾

富

茎

園
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吾

n-
＝
＋
一
日
（
B
-
高
崎
市
憂
慶
和
田
詠
太
（
高
崎
三
位
優
疇
青
歪
蓋
（
注
日
中
＿
＿
翫
宏
壁
化
＝
匿
木
村
麻
抵
峨

!
°
霊
爾
で
柔
道
大
会
が
醗
催
さ
天
田
髯
布
―
―
恒
角
田
芳
一
郎
小
林
大
樹
―
-
＿
位
上
且
笥
杢
羹

利
喜
秦
敦
れ
な
P

ヱ

孟

巌

枷

田

人

志

▽

中

学

一

年

孝

久
互
蓋
1
1
3
0羹
町
柔
道
小
学
四
年
生
か
ら
中
学
＝
＿
年
▽
＇
基

H
曇

蘊

マ

孟

―

牽

婁

嚢

優

疇

清

杢

罰

斤

圃

中

＿

一

配

鮨
暑
擾
）
2
_
1
糞
鷹
告
で
の
大
会
で
参
孤
攀
は

1
1
-佐

●
）
二
位
置
鵬
響
山
裕
明
（
佐
●
＿
二
位
大
崎
饂
菓
―
-
＿
位
小
林
慶
江

日

喪

匿

2
i
9鼠
暑
百
八
士
＝
否
。
感
は
次
の
遍
清
杢
蓄
ー
ー
翫
楓
轡
羹
富
訳
亮
―
―
臣
エ
干
窺
大
井
点
ょ
子

5

>

塁

籐

り

U

出

奮

蓋

量

界

▽

忠

一

享

享

月

詈

星

場

i
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食

盃

量

函

―

歪

繋

緩

畠

冒

9-9二
位
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田
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＿
直
一
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置
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公

U
淳
（
佐
墨
一
翫
芹•
9
-
§

―
―
位
樋
呂
ー
ー
臣
岳
嵐
勇

年

▽

決

鵬

内

世

一

ー

征

井

上

芦

沢

：

I
迦

白

負

一

三

位

閥

口

覆

益

重

霙

l
o
!
,
i
'

黎

9

函

g

第

t^
國

金

薗

少

年

柔

菖

量

霞

月

5
日
全

1
1
1
V
I
>公

H
ハ

竺

曇

羅

＞

忠

一

軍

璽

蘊

菫

”

飯

t-景
-
―
＿
位

叩
道
＊
＊
鳳
予
遭
が
一
＿
石
~
＾
大
會
旦
で
だ
。
鱚
一
迦
烹
＾
介
＿
直
二
位
畠
登
零
蝙
＿
堂
＿
二
位
置
竺
喜
天
和
芹
閾
中
）
一
亙
目
猛
鵞
一

l臣
百
崖

貝
羹
遭
鰭
で
圃
囀
二
十
一

i
―

岳

畢

犀

吉

樫

琶

械

警

易

太

―

-

＿

位

町

田

亮

太

墨

宮

』

や

か

佐藤道場、全国出場I¥
全国少年大会県予選

E
t
i
]
」
]
'
云
歪
苔
m
”
&
-
~

―

183人
の
あ
ふ
れ
る
熱
気

県
柔
遭
遍

る一
h
"

I

i五
貧
羹

道
鱚
で
柔
道
の
普

を
そ

ム
及
に
贔
し
て
い

一
畠
罐
看
り
に
プ

ン
ト
し
た
。

同
量
の
角
塵
浩

9
レ
ゼ

r、
司
皇
は
「
本
県

は
優
芳
な
遷
モ
か

多
い
が
、
こ
れ
も

―― ュ
9
畠

こ
醤
ぢ
で
て

る
か
ら
こ
そ
。

れ
か
ら
も
自
信

劃●
が
§

ー

曇

っ

て

」

と

励

ま
し
た
。

県
内
に
は
小
中

学
を
撞
尊
す
る
道
場
や

軟
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
五
十
七
団
体
あ
る
。
ユ

_
-
＊
ー
ム
は
｀
プ
ル
ゾ
ン

と
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
セ
ッ
ト

で
「
轡
奉
三
の
ロ
ゴ
入
り
。

各
攣
大
会
な
ど
で
着
て
も

ら
う
と
い
う
。

戸

t
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●
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潤
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①
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＿
②
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①
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7
8
争
＂
農
＊
靡
晉
平
薪
泊
）
②

9
-堅

叩
＿
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桜井7段

深
禅
加
奈
絵
（月
夜
野
）
②
原
澤

杯
少
年
大
会
(5
月
24
日
・市

城

ぎ

q千
野
佑
（同
一
▽
中
学
男
子
◇
団
体
▽
男
子
①
北
橘
史
3

孝
枝
（同
一
▽
52
キ
ぷ
沼
田
中
留
美
沼
総
合
体
育
館
＿

1
年
①
神
田
公
平
一藤
岡
西
＿
▽
赤
城
南
史
9
榛
東
中
V
女
子

e

+
（
昭
和
）
▽

56
詑
①
戸
部
綾
子
▽
幼
年
・小
学
1
.2
年
①
萩

同

2
拒
3
呑
山
裕
眠
吉
井
入
野
ー

渋
川
北
中
②
吉
岡
中
③
北
橘
中

（昭
和
＿
②
駆
澤
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一阿
＿
▽
56
原
み
の
り
（
館
林
．

）
＞
同
3
年

▽

向
3‘足
3
登
た
随
一一
藤
岡
東
＿
◇
個
人
▽
小
学
4
年

e田
崎
光

心

束

洸
山
洋
子
（月
夜
匹
②

①

金
井
仁
志
＿館
林
美
園
）
▽
同
▽
也
元
ゃ
木

Y
"棠
紬

＿吉
井

紗

（渋
川
金
ぬ
＿
▽
同
5
年
3
大

材

笈

墨

同
一

4
魯
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介

＿館
林
．

一
▽
中
央
）

竹
顕
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庫
）
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岡
6
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①
渭

＿沼
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▽
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泉
憶
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林
●
喜
回
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•
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▽
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人
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3
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①
萩
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唯
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西
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池
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．
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月
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①
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＿
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B
、
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柑
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柑
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献
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北
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中
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和
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手
●
第
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伊
勢
崎
警
察
署
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第
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回
須
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杯
中
学
生

▽
芍
＂
娯
哭
嶋
位
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梃
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屯
荘
竺

郎

長
杯
少
年
大
会
(5
月
24
日
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学

年
別
大
会
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月
31
日
・沼
田

林
政
幸
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一◇
女
子
▽
団
住
3

●
第
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回
藤
岡
警
察
署
長
民
体
育
館
）

小
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念
講
歯
喉
掛
国
）

沼
田
②
墓
9
哨

池

m▽
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"＂
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少
年
大
会
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2
4
日
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▽
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体

①
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披
束
東
中
②
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◇
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▽

3
年
①
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①
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罰
宿
田
一②
宜
沢
祐
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狂
皿
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③
同
宮
郷
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玉
村
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田
東
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金
占
小
人
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｀
あ
閲知
蜘
了

◇
団
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北
中
②
藤
岡
中
▽
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年
①細
貝
泰
佑
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年

1
0
"
木
1
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武
片
雅k
m
~
n
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＿池
田
＿曾

ッ
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裔

ー
朋

胄

悲

火

中
◇
佃

令

虚

節●＂
琺
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)
>
2狙

＾
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界

一聞

）

▽
56
虻
あ
邪
久
枕
堡

車
）
9

＄
4
泉

羅

塁

（万

拗

町

●

第

14
回
渋
川
警
察
署
笠

②
E
9
野
背
史

新

tu-e生
形
紀

K
蘭

子

＿池

也

靡

紘

吝

5
年

紺

野
叫
内
少
年
大
会
(5
n
J
I
n
・
市
武
光
（沼

m四
）．
沿
111姑
弘
（沼
田

.
t
16
回
輝

林

警

察

山

一藤
岡
市
巨
叫
教
恙
▽
岡
6

泣
館
）

求
）◇
区
も

3
年
田
中
留
及

平
成
10年
4
U
2
5
日
午
前
9

時
｀
小
雨
の
な
か
邸
崎
市
飯
塚

町
の
順
逍
館
・桜
井
道
楊
を
訪
ね

た
。
四
五
郎
先
生
と
ご
氏
刃
・弘

七
段
一県
柔
巡
相
談
役
・県
接
骨

師
会
含
に
た
迎
え
ら
れ
ま
し
た

3

私
は
ラ
フ
な
服
装
で
の
訪
IUlで

し
た
が
｀
先
生
は
背
広
に
ネ
ク

タ
イ
の

IE装
で
待
っ
て
い
て
下

さ
い
ま
し
た
の
で
、
恐
縮
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
か
つ
て
先
生

が
謀
崎
支
部
屁
の
頃
｀
試
で

い
つ
も
お
μ
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
し
、
ま
た
弘
じ
段
と

は
甜
佼
時
代
の
国
体
予
選
で
の

試
合
を
初
め
｀
詳
大
時
代
の
阿

策
と
し
て
｀
今
ま
で
8
回
試
合

を
す
る
な
ど
"
40数
年
来
の
親

友
な
の
で
｀
次
第
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
、
話
が
あ
ら
こ
ち
飛
ぴ
火

し
な
が
ら
、
先
生
の
お
話
し
を

お
叫
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

U

先
生
は
邸
崎
市
で
屈
業
を
党

む
四
方
作
氏
、
と
く
さ
ん
の

3

＜ ` ま 柔道 (4) 

刃
3
ム
の
此
昂
と
し
て
大
缶
Jc

年
一暉
墾

9
H
1
5
円
に
進
生
し

た
。
腕

n少
年
は
思
布
に
憧
れ
、

た
。
巾
内
の
旭
町
に
丸
茂
珀
場

（師
範
は
元
参
謡
院
脳
は
・丸
茂

平
以
氏
の
父
）が
あ
り
、
そ
こ
へ

も
1
々
出
か
け
て
精
古
に
励
ん

↓.
』0f
 先

競
の
田
ぬ
行

一
八
段
、
宜

所
衣

i

八
股
、
石
井
日
雄
し
段
｀

同呻車
の
中
村
正
義
ヒ
段
、
栄
原

伝
そ
郎
七
段
と
の
栢
古
が
息
い

出
さ
れ
る
。

参
段
を
収
得
し
た
時
｀
勤
め

ら
れ
て
刑
窃
官
試
験
を
受
け、

片
岡
4
件
佼
6
年
の
時
に
下
和

I^I

格
つ
中謀吋
、
公

fiと
し
て

111町
の
順
辺
館
・金
片
道
場
に
人

刑
務
竹
．
f11
粉
官
、
鉄
迎
iJは

門
し
た
。
師
範
は
金
井
駁
之
助
柔
泣
修
行
者
に
と
っ
て
花
形
の

先
生
だ
っ
た
。
の
ち
に
上
野
権
職
業
だ
っ
た
。
小
竹
刑
務
所
勁

一
先
生
(-
北
詳
馬
郡
お
巽
・上

務
を
命
じ
ら
れ
、
昭
和
9
年
に

野
泰
司
六
段
の
父
＿
が
狸
陣
と
な
刑
籾
官
と
し
て
の
節

一
歩
を
踏

り
、
固
先
生
に
指
祁
を
受
け

な

み

出
し
た
e

上
取
し
、
鈷
飾
区

当
時
の
稽
古
は

一
年
中
休
み
が
堀
切
の
一

-i
捕
誼
場
に
t比
モ
J

し

な
か
っ
た
。

て
住
込
み
、
＿＿＿
瀧
括
晦
先
生
の

翡
等
小
学
校
｛
ぷ
後
、
先
生
も
と
で
3
年
間
柔
逍
修
行
と
整

は
柳
川
町
の「
袖
送
に
泰
公
に
複
術
の
助
手
と
し
て
鋤
い
た
(-――

出
て
家
計
を
支
え
た
。
黍
Jll
を
捕
先
生
の
娘
硝
六
郎
八
段
(.JC

続
げ
｀
閤

6
年
切
段
に
な
っ

4-u
l灯
席
師
範
）
は
『あ
か

．＿

提

で

審
判
只
を
鋤
め
た
）。

小
守
刑
窃
所
長
、
谷
内
庄
太

郎
氏
は
柔
剣
道
キ
チ
ガ
イ
と
itI

わ
れ
た
ほ
ど
の
人
で
あ
り
、
柔

剣
辺
に
力
を
入
れ
、
柔
辺
の
師

範
は
三
船
久
蔵
八
段
、
師
範
代

は
白
井
、
赤
川
両
六
段
だ
っ
た
。

先
生
は
小
竹
チ
ー
ム
の
先
鋒
と

し
て
全
国
刑
務
官
柔
辺
大
会
に

出
場
し
．
昭
和
9
年
か
ら
3
述

腕
し
た
。ー
1
船
師
範
に

「瞥
の
と
き
の
桜
代
3

そ
れ

と

程
で
も
な
い
力
、
試
合
に
な
る

と
腑

n抽
い
男
だ
」

と
痰
め
ら
れ
た
こ
と
が
弛
い
印

象
し
て
残
っ
て
い
る
。
私
は
弘

“
の
柔
追
か
ら
先
生
の
柔
辺
が

想
で
き
た
。
弘
君
の
得
慈
技

は
右
の
体
裕
と
し
、
大
内
刈
り
｀

左
の
内
股
、
小
内
刈
り
、
評
負

い
投
げ
で
So
伐
の
試
合
場
狭
し

と
相
手
を
翻
弄
し
た
。
そ
し
て

相
手
の
右
内
股
を
透
か
す
技
、

-）
れ
は
絶
妙
だ
っ
た
。
弘
れ
の

―-．
ぷ
心
が
先
生
の
柔
逍
に
訳
な
っ

て
感
じ
ら
れ
た
c

な
お
、
弘
―F

は
群
大
時
代
、
関
東
甲
信
越
＋

会
3
辿
晩
国
体
6
回
出
場
(3

回
ば
レ
ス
リ
ン
グ
で
）`

イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
間
佃
さ
れ
た
ガ
ネ
ホ

（新
興
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
一

で
は
レ
ス
リ
ン
グ
・ミ
ド
ル
級
3

位

の

実
を
も
っ
て
い
る
。

先
生
は
11
年
、
渋
川
市
の
ぬ

崎
恥
江
さ
ん
と
結
婚
。
当
時、

硯
北
群
馬
渋
川
支
部
廷
、
星
野

懃
六
段
の
ご
両
現
は
ri
京
の
深

川
で
米
販
光
を
し
て
し
た
力
‘

屈
江
さ
ん
は
そ
こ
で
手
伝
い
を

し
て
い
た
。
で
も
恋
愛
結
婚
で

は
な
く
、
両
毅
の
決
め
た
結
婚

だ
っ
た
。
星
野
氏
の
屈
｀
い
よ

さ
ん
は
房
江
さ
ん
の
姉
で
あ
り
｀

佐
々
木
竹
比
古
五
段
の
父
、
行

雄
氏
（相
探
の
群
馬
県
湿
完
四
監

仔
と
し
て
国
体
出
場
6
回
）
は
兄

と
、
房
江
さ
ん
一
家
は
柔
道
に

深
い
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
に
な

っ
た
。

腐
刑
窃
所
に
勁
務
し
て
い

た
16年
の
冬
、
市
方
J
地
区
構

外
作
棠
場
建
設
の
た
め
全
国
各

辿
区
か
ら
受
刑
者
が
集
め
ら
れ

た
。
刑
籾
官
に
も
希
銀
調
査
が

行
わ
れ
た
。
外
地
手
当
て
が
つ

く
の
で
先
生
は
応
邸
し
、
マ
ー

シ
ャ
ル
研
島
の
テ
ニ
ア
ン
に
漉

っ
た
。

前
栂
刑
窃
所
か
ら
邸
崎

丑

羅

氏
（ご
子
簗

一
氏
は
取

在

籍

で

接

9
-

も
一

緒
だ
っ
た
。
13年
に
生
ま
れ
た

弘
枯
と
畏
呼
’
骰
い
て
の
別
れ
｀

g4は二人めを妊娠してい
た。9月に無平女の子が生

まれ、先生は広大な太平洋

から名前を考え、『洋孟の

名を送った。テニアンの砂

糖会社には柔逍部があり、

そこで社且の指罪にあたっ

た。テニアン、サイパンで

飛行場を完成、11月に本土

に戻ることができた。

日本の敗戦が色ねくなっ

た昭和20年8月5日、前稿

市は29に蒻われ、市内各

先

四の
五あ
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②
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③
丸
山
洋
子
（
同
）
、
吉

井

▽

6
年
①
大
塚
俊
（水
上
）
②

＿柔
巫

◇
中
学
団
i
e
l
1
胡
城
田
和
秀
（尾
品
＿
②
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学
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ふ
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＿
▽
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学
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藤
忍
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（匹
＿
森
風
土

（水
上
）
③
小
坂
奈
美

中
里
か
お
る
（狛
川
）
②
窃
瀬
ひ
田
康
子
（
窃
崎
塚
沢
）
②
木
昨
尚

◇
女
子
▽
小
学
1
年
敢
曲
宜

＿沼
田
一、
中
屈
悠
兵

阿
＿
▽
1

と
み
（大
胡
＿
＞
小
学
5
.6
径
3
芙
（
吉
岡
）

中
野
由
既
＿西
牧
）
▽
阿
2
年

9
央
3
中
凸
K
-]郎
ー水
k
)②
守

小
林
恭
千
（粕
川
）②
松
村
友
希
一
団
体
】
▽
刃
子
①
箕
郷
（町

瀬
間
JJn奈
一
よ
馬
山
＿
＞
阿
4
年

池

品

一＿
利
iliw
＿
③
生
方
孝
多

（阿
＿
③
IuJ
瀬
巾
i
(laJ
-、
山
口
染

m、
藤
井
｀
鈴
木
、
西
山
、
武

3
な
藤
み
ほ
（小
坂
）

（

利
市
東
）、
今

成

飯
（昭
和
）

呑
（大
胡
＿

井
＿

e吊
い
▽
女
壬
3
苅
崎
片
岡

●
第

30
回
利
根
沼
田
小
学

●

大

胡

警

察

署

官

内

少

年

●

第

22
回
屎
中
学
校
春
季

一泊
水
、
↑
岡
、
大
塚
）
G
冒
爺

生
学
年
別
大
会
一7
日
沼
田
小
大
会
(7
n
・粕
川
中
体
介
館
な
大
会

(
7
、
13
日
・印
武
辺
館
）
芳
双

所
で
火
の
手
が
上
が
っ
た
。
先

生
は
監
房
の
鍵
を
開
け
、
受
刑

者
に「俺

に
つ

い
て
来
い
」

と
安
全
な
場
所
へ
巡
れ
出
そ

う
と
し
た
が
、
至
近
距
離
に
落

ち
た
爆
那
の
破
片
を
右
足
に
受

け
、
倒
れ
た
。
受
刑
者
は
先
生

を
囲
み
、
す
ぐ
に
応
怠
手
当
て

を
し
た
。

「誰
泣
弗
泊
さ
な
か
った」

と
先
生
は
紐
る
。
こ
の
悩
を

見
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、

今
で
も
是
さ

15七
ン
チ
ほ

ど
の
深
い
仰

に
な
っ
て
い

罪
る
。
大
き
な
破
片
を
摘
出
し
た

が
｀
そ
の
後
も
茄
み
が
続
き
、

一
年
後
再
底
の
手
術
で
小
片
を

摘
出
し
た
先
生
は
立
つ
こ
と
が

で
き
ず
、
自
ら
退
職
し
た
。
加

日
、
飯
塚
町
の
自
宅
か
ら
6
キ

口
離
れ
た
榛
名
町
本
郷
の
『土
岐

屋
へ
嚢
が
リ
ヤ
カ
ー
を
引

き
、
小
学
校

一
年
生
の
弘
君
が

そ
の
後
を
押
し
、
化
瞬
し
た
傷

J
の
ガ
ー
ゼ
交
換
に
遥
っ
た
。

外科
．
 

内科
．
 

整形外科
機

ぉまかせ下さい
l 

械

．
 

備
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加
納
師
範
遣
訓

柔
道
は
・
心
身
の
力
を
駄
も

有
効
に
使
用
す
る
道
で
あ

る
そ
の
修
行
は
攻
撃
防

界
の
練
習
に
由
っ
て
身
体

精
神
を
鍛
綽
修
行
し
斯
辺

の
神
髄
を
体
得
す
る
事
で

あ
る
さ
う
し
て
是
に
よ

っ
て
己
を
完
成
し
匪
を
補

益
す
る
が
柔
道
修
行
の
究

饂
の
目
的
で
あ
る

発行所

発行人

群馬県柔道連盟
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話 027(325)8457

高
段
者
大
会

県民スポーツ祭壮年柔道大会も開催

¢・E
 

出
場
選
手
勢
ぞ
ろ
い

B
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準

県
紅
白
試
合
で
抜
群

木
戸
弘
志

0
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津
義
雄
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＂
罷

ク

新
井
淳
司
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分
け
“
井
銀
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0
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ふ
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浅

兄
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横

澤
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0
m
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勝
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田
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裕
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六
段
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岡
田
友
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勤
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八
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岡
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〇
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太
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▽
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生コンクリー

設業
ト販売

本 社甘楽郡下仁田町川井 196-2
生コン工場 甘楽郡下仁田町川井 106-2 
営業所高崎市I＼千代町 2-3-11

匹 (0274)82-3285（代）
ff(0 2 7 4) 8 2 -4 4 4 5 (ft) 
匹 (0273)27-2359

夢隅りない建築美を求めて……

建築工事・左官工事・石工事・内外装吹付工事・リフォーム

西瀾工業株式会社
!10273(62)6234（代） FAX:0273(62)6462

-74-
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前列左から杉田、田中、港、森村、後列左から堀江コーチ、茂木、
坂上、田口、柴崎団長

呼
湯．
 

＇ 

ー， ｀
 

1119オ． 

平成10年5月27日～6月58
( 5 月30・日～ 5 月31 8 シジッロ市民体育館）

シジッロ国際柔道トーナメント

群
馬
県
選
手
団

雙

柴

崎

洋

行

（柔
述
副
理
事
廷
）

署

堀

江

器

也

（
利
根
教
育
事
務
所
）

鑽易
志
空
蘊

蒜
工
将
田
口
非
有

（群
馬
炉
必

）

李
73

贔
港

飢

一
郎

（榛
条

l,

#
13
且

田
中
利
明

＿桐
生
市
窃
校
教
込

男ナ
81

晶
杉
田
茂
像

＿鵡
澁
窄ンタ
ー一

翌
81

贔
坂
上
侶
之

（関
束
学
園
大
学
4
年
）

男十
90

巖
茂
木
正
彰

（関
東
学
園
大
学
3
年
）

翌
66

畠
森
村
純
弥

（関
東
学
園
大
学
3
年
）

［男子トーナメント覇］

066kg級森村蒻弥（関東学園大学） 成績準優勝
1回戦森村純弥 0小内刈り X CHO（クロアチア）
醗膳 〇 優勢勝ち X REVELLI （イタリア）
決勝 x 反lill負け 0CHOMARO（イクリア）

◇73kg級田中利明（桐生南高校教員）成績優勝
2回戦田中吊lllJI0背負い投げ X PROIEITI （イタリア）
i農決罷 Q X MENICONI（イタリア）
決勝 0 X 栂慎一郎（日本）

◇73kg級湯慎一郎・（榛名高校教員）成績準優勝

1回戦港慎一郎 〇 袖釣り込み腰 X TARTAGIA（イタリア）
2回戦 〇 即IJ勝ち X COVARIN（イタリア）
i農決勝 〇 総合勝ち X LOVI（イ クリア）
決 勝 x秤負い投げ 0 田中利朋（日本）

日
.50:,．ローマ空捲発訟，OO

（ウンブリア州柔道協会長ジュゼッペ・グイドツィ
ー氏、大会実行委員長アルベルト・アラミニ氏、
中澤グイリアさんの出週えを受ける。
巌中澤グイリアさんは、吾妻出身で上毛薔開社イ
クリア特派員中沢昭患氏の奥様）

16:00-11:00 シジッロ市民体育館で練習。
線習後槌元女子校生とバレーポールの
交流試合を行う。

9 :oo 榮崎洋行団長・悟慎一郎先生は、渋JII市と姉
妹都市であるホリーニョ市へ表敬訪問。
中澤昭鷺氏、熊田さん（通翫）同行 ・

16:30 シジッロ市民体育餓でクロアチア選手団
（ジュニア）と合同練習

⑳:OO シジッロ市民体育館練習場にてレセプション
（バーティー）
シジッロ市民体育儲で練習。
シジッロ市役所表敬蒻r11，。
開会式式典は外目招待選手団毎に正面に
蔓列氏、団長及び監督選手が紹介される方法で
非常に篇単。親豆席は満員（約500人）
開会式後、柴崎洋行団長・裾慎一郎先生は、ア
ルペルト・アラスミ道場等に表敬肪問をする。
中沢昭憲氏熊田さん同行。
その他の選手は試合観戟。
シジッロ市民体育館に出発。
携傭体操
試合開始
試合終了
閉会式はジュニア・威人の各階級の1位ー3位
までの表絡とクラブ罰対抗戦（団体）の表彫を行う。

6/1. 9 :oo ホテル玄関集合後ローマ市内観光。
熊田さん同行。

10:40 ローマ空悔発→12:10ニース空捲着14:30ニ
ース空港祭→16:00パリシャ］レルドゴール空裾着

19:30 ブロンパス道場にて親善線習。
各自の得意技を伝授する。その後乱取りを行う。

6/3 終日、高屋さんの案内でバリ市内観光

程

5(28 

5” 

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
杉
田
選
手

（左
＿

田

川

上

上

杉
杉

坂
坂

級

戦

戦

戦

勝

級

戦

戦

級

戦

罷

勝

瀑

開

勝
淮
決

kg
国
回
回

kg
回
圃

kg
回
決

ok
決

8
1
1
2

3
決

8
1
l
2
9
0
1
雄
決
冶

◇

◇

◇
 

田口
田口

木
木

茂
茂

茂俊（県埋蔵文化調査センター） 成績導優勝

茂俊 〇 優勢勝ち X SABELLA ROBERTO:イクリア）
〇 体藷とし X FORTUNA TI MARIO(イタリア）

〇 背負い投げ X GRILLI RICCARDO（イタリア）
x 返し技 Q COCCO YMBRE（イクリア）

信之（関東学園大学）成績 2回戦敗退
信之 〇 合わせ枝 X BUCCIALI WALTER（イタリア）

x 横四方固め X NGUE!胤TABRUNo(カメルーン）

基有（群馬県警）成績優鳥
心9.1：有 〇 反則勝ち X SAMIR • SAJI (ドイツ）

〇 縦四方固め X MARIANI（ドイ ツ）
〇 優勢勝ち x 茂木正彰(El本）

正影（関東学園大学） 成績準優勝
正慇 〇 払い腰 X CROCERI（イタリア）

x 優勢負け 0 田口 基有（日本）

群
馬
県
柔
道
連
盟
派
遣
選
手
団
報
告

第

4
回
A
V
I
S
ト
ロ
フ
ィ
ー

国
際
柔
道
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

．．
 

叩09 :30 
11:00 
1s:oo 

5/31 8 :oo 
8:20 
9 :30 
13:00 

6(). 

を
も
た
ら
し
た
。
何
百
年

と
い
う
レ
ン
ガ
造
り
の
家

が
多
く
、
鉄
骨
を
家
に
入

れ
る
等
と
い
う
地
磁
対
策

が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
大
き
な
被
諏
晏
出
し
て

し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
ぃ

琶
籍
闘
――

入
っ
て
お
り
被
害
の
状
況

も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

市
北
さ
ん
は
30歳
か
ら

市
是
を
さ
れ
て
い
る
と
の

CJ

-
）
と
で
あ
り
イ
タ
リ
ア
で

L
f

は
若
い
人
が
市
長
や
識
貝

4

[a.
―
 

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

’
r

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

翌

部
紙
や
課
長
は

一
般
市

間
[
[
一

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
．
市
貶
に
と

っ
て
は
大
変
な
の
は
、
市

役
所
の
前
に
大
き
な
広
場

が
あ
り
｀
市
民
が
行
政
に

不
満
を
持
つ
と
市
役
所
前

の
厖
に
集
ま
り
K
き
生
で
一
し
て
シ
ジ
ッ
ロ
市
民
が
が
ん

非
難
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

ば
っ
て
い
る
と
い
う
姿
を
枇

た
。

界
の
人
々
に
伝
え
た
い
と
い

国
際
大
会
を
開
備
を
す
る

う
こ
と
で
国
隙
大
会
を
開
佃

こ
と
に
よ
り
地
澁
の
復
興
に
対
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

試
合
前
の
綽
習
や
体
拙
に

非
常
に
兵
面
口
に
収
り
糾
む

と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。
レ

ペ
ル
も
甜
く
、
特
に
、
ク
ロ

ア
チ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
の
選
手
の

レ
ペ
ル
の
甜
さ
に
は
鳶
か
さ

れ
た
。
こ
れ
も
柔
辺
を
行
う

其
而
目
な
姿
勢
か
・
く
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

翠
，
芸
舟
四
忌
迄

5
月
3
0
H
11
時
に
シ
ジ

ッ

ロ
市
役
所
カ
テ
ィ
ア
・マ
リ
ア

ー
ニ
市
品
を
表
敬
訪
問
し
た
。

選
手
団
の
服
装
は
、
背
広
・プ

レ
ザ
ー
に
ネ
ク
タ
イ
と
し
た
。

市
長
さ
ん
は
35
歳
の
美
人
の
女

性
で
日
本
選
手
団
の
訪
間
を
大

変
喜
ん
で
市
役
所
内
を
案
内
し

て
く
れ
た
。

シ
ジ
ッ
ロ
市
で
は
咋
年
の

9
月
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
位

の
地

I
が
あ
り
、
相
当
な
被
で
・

"
 

•• 1̀
"
{
 一r

た
。
昨
年
は
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ

ー
の
世
界
大

d
』

.
1

を
圃
佃
し
た

そ
う
で
あ
る
。

レ
ベ
ル
に
つ
い
て

シ
ジ
ッ
ロ
町
長
を
麦
敬
訪
問

（開
催
埠
）
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0
熊
田
さ
ん

中
澤
昭
盛
氏
の
元
で
ガ
イ

0
ウ
ン
ブ
リ
ア
州
柔
道
協

い
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
ド
と
し
て
慟
い
て
い
ま
す
。
イ

会
長
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ

・
グ
イ
ド

り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
タ
リ
ア
に
は
サ
ッ
カ
ー
の
コ
ー

ツ
ィ
ー
氏

た
。

チ
学
を
馳
皿
に
き
て
い
る
と
の

ロ
ー
マ
空
海
の
出
迎
え
が

0
中
澤
昭
憲
氏

こ
と
で
し
た
。
ロ
ー
マ
の
ホ
テ

ら
自
家
用
で
の
送
迎
や
群
馬
吾
痰
町
出
身
で
一R
県
議
会
ル
で
お
風
呂
の
お
湯
が
で
な
か

簾

団

の

宿

に

一
緒
に
泊
ま
識
只
中
澤
梢
ー
氏
の
次
男
で
在

っ
た
と
き
フ
ロ
ン
ト
と
一
生
懸

っ
て
い
た
だ
き
観
光
に
も
付
き
住
17年
の
上
毛
新
皿
イ
タ
リ
ア
命
に
お
湯
が
で
る
よ
う
に
対
応

合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
な
特
遜
以
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
の
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ラ
ン
ス
大

0
大
会
実
行
委
員
長
ア
ル

会
の
関
係
で
忙
し
い
中
に
群
馬

0
高
塵
さ
ん

ペ
ル
ト
・
ア
ラ
ミ
ニ
氏

県
還
孟
宏
の
通
訳
と
し
て
き
て
元
窃
校
の
美
術
の
教
只
で

大
会
の
運
営
の
か
た
わ
ら
い
た
だ
き
、
試
合
の
，
批
話
や
あ
っ
た
が
、
ご
主
人
と

一
紺
に

群
掲
揖
挙
嬰
ロ
ー
マ
窟
爾
逮
孟
山
の
身
の
回
り
の
世
話
を

（ご
こ
人
も
元
高
校
の
美
術
の

に
迎
在
に
き
て
い
た
だ
い
た
り
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し

群
昴
舶
輩
団
と
食
平
を

一
緒

た

。

に
取
る
な
ど
、
忙
し
い
中
い
ろ
柴
崎
団
長
さ
ん
と
は
旧
知

い
ろ
な
こ
と
に
配
磁
し
て
い
た
の
間
柄
で
大
変
お
世
行
に
な
り

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
｀
大
会
が
ま
し
た
。

終
わ
っ
て
疲
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
9
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
・

嬰
運
転
し
、

4
時
間
以
上
か

け
て
ロ
ー
マ
ま
で
ジ
ュ
ゼ
ッ

ペ
・・グ
イ
ド
ツ
ィ
ー
氏
と

一
緒

に
群
馬
県
逍
手
団
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

柴
崎
団
長
さ
ん
と
は
旧
知

の
間
柄
で
、
家
族
で
お
付
き
合

フ
ォ
リ
ー
ニ
ョ
市
長
を
霙
敬
訪
問
。
左
か
灌
遍
手
、

柴
崎
回
長
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
長
、
市
長

団
長
柴
崎
洋
行

0
中
澤
グ
ィ
リ
ア
さ
ん

こ

の

座

群
馬
貼
柔
●
叫
連

（中
澤
昭
憲
氏
の
奥
様
）
盟
の
役
只
と
し
て
参
加
さ
せ
て

イ
タ
リ
ア
人
で
は
あ
る
が
、

い
た
だ
き
、出
発
に
際
し
て
は
、

日
本
随
が
堪
能
で
日
本
の
女
性
角
届
消
司
会
是
か
ら
団
且

一
同

よ
り
呂
2

本
的
な
而
を
持
っ
て
激
励
を
い
た
だ
き
、
試
合
で
は

い
ま
す
。
優
し
い
人
柄
で
、

丁
各
遣
手
好
成
績
を
あ
げ
全

U
無

寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
事
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
関
係

の
皆
さ
ま
に
肛
く
お
礼
を
申
し

・ー。
f
 

上
げ
ま
す
。

シ
ジ
ッ
ロ
市
に
お
い
て
は
、

市
延
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
地

元
の
皆
様
に
歓
迎
を
い
た
だ
き

群
馬
県
柔
泣
巡
盟
と
し
て
柔
追

を
は
じ
め
同
際
交
流
が
で
き
、

イ
タ
リ
ア
の
文
化
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
団
U
一
同
一
生
の
思

い
出
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。滞

在
中
は
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
会

長
、
ア
ル
ベ
ル
ト
ア
ラ
ミ
ニ
氏
、

通
訳
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
た

中
沢
昭
滋
氏
、
奥
さ
ん
の
ベ
リ

ア
さ
ん
、
厄
く
感
謝
甲
し
上
げ

ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
た
め
、
エ
ア
フ
ラ
ン
ス
の

ス
ト
ラ
イ
キ
に
追
い
、
予
定
が

大
き
く
変
更
に
な
り
ト
ラ
プ
ル

が
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
リ
で
の

プ
ロ
パ
ン
ス
道
場
で
の
柔
道
も

で
き
今
回
二
か
国
で
柔
道
交
流

庶
華
＇
'
令
一

教
只
で
あ

っ
た
。一

ノ
リ
に
住

み
つ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で

I
 

0
 

1
 柴

崎
団
長
さ
ん
が
患
立
し

て
い
る
方
で
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

0
プ
ロ
ン
パ
ス
氏

フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ペ

ル
ビ

リ
エ
ー
市
に
あ
る
プ
ロ
ン
バ
ス

道
場
の
辺
場
主
で
あ
り
、
柴
崎

団
長
さ
ん
は
何
回
か
道
塙
に
伺

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
大

変
に
歓
迎
を
し
て
い
た
だ
き
タ

讐
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

「
第
四
回
A
V
I
S
ト
ロ
フ
ィ
ー

国
際
柔
道
大
会
に
出
蠣
し
て
」

が
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に
、
お
祉
話
に
な

っ
た
多
く
の
関
係
者
の
告
様
に

瞑
く
感
園
を
巾
し
上
げ
る
と
共

に
、
群
馬
貼
ぶ
秀
鑓
盟
と
し
て

ぜ
ひ
参
加
を
紬
続
し
て
頂
く
こ

と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

田
口

有
（
群
馬
閑
警
）

今
回
私
は
90
は
以
下
級
に

出
場
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
各
階
級
で
良
い

成
紹
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

私
は
こ
の
試
合
で
感
じ
た

の
は
、
「
柔
辺
」
は
肌
界
の

『

J
U
D
o』
で
あ
る
こ
と
。

日
本
柔
辺
と
述
い
ポ
イ
ン
ト
柔

道
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
パ
ワ

ー
柔
辺
で
あ
る
こ
と
で
す
。

私
は
こ
の
経
験
を
今
後
の

璽
に
生
か
し
蘭
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

滲

一
郎

（
榛
名
高
校
教

――

今
回
参
加
し
て
特
に
抽
＜

成
℃
た
こ
と
を
い
く
つ
か
挙
げ

て
み
た
い
。

1
、
日
本
の
柔
道
の
立
場
が
●

い
か
に
海
外
に
お
い
て
弛
く
支

持
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
。
（
特
に
「
思
想
」

的
な
，
．
で
す
が
、

ど
う
転
ん
で
も
お
か

味
に
お
い
て
。）

し
く
な
い
厳
し
い
大
会
と
な
り

2
、
経
牧
規
梃
が
小
さ
く
て
も
、
ま
し
た
。
大
会
に
参
加
で
き
た

抽
い
巌
が
あ
れ
ば
国
際
大
会
事
を
心
よ
り
恣
庸
致
し
ま
す
。

の
よ
う
な
大
事
栗
も
実
現
で
き

る
と
い
う
こ
と
。

杉

田

茂

俊

何
よ
り
も
｀
地
元
の
人
達
と
気
（
県
填
蔵
文
化
調
査
セ
ン
タ
ー
）

持
ち
の
面
で

―
つ
に
な
っ
て
柔
一
＿
回
目
の
イ
タ
リ
ア
追
征

堕
を
で
き
た
小
が
舷
大
の
収
槻
で
し
た
が
、
試
合
は
前
回

（一

で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
こ
咋
年
）
よ
り
も
レ
ベ
ル
が
上
っ

の
よ
う
な
ぷ
昭
ら
し
い
機
会
を
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

与
み
緩
し
て
下
さ
っ
た
多
く

一
回
戦
で
苦
戦
の
末
判
定
勝
ち

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
を
収
め
た
こ
と
か
ら
も
云
え
る

す
。

と
思
い
ま
す
。
二
回
戦
、
準
決

勝
は
、
i

本
勝
ち
を
収
め
る
こ

田
中

利
明

と
が
で
き
ま
し
た
。

（桐
生
南
高
校
敦
員
）
決
勝
は
私
に
と
っ
て
不
本

私
自
身
、
初
め
て
の
国
際
立
な

一
本
貨
と
な
っ
て
L
ま
い

試
合
で
不
安
る
介
の
大
＾
を
な
ま
し
た
が
国
際
大
会
の
決
勝
戟

り
ま
し
た
。

で
試
合
が
出
来
た
こ
と
は
と
て

上
抒
と
パ
ワ
ー
で
勝
る
外
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

国
人
選
手
は
、
拙
特
な
弯
形
ス

タ
イ
ル
で
予
想
の
つ
か
な
い
攻

撃
が
特
徴
で
あ
り
。
頭
で
は
理

陪
し
な
が
ら
も
ペ
ー
ス
を
つ
か

む
の
に
時
間
が
掛
か
り
ま
し

た
。
結
果
的
に

「擾
壁
と
い

、2
梃
回
の
成
米
を
の
こ
せ
た
訳

7
｀
坂
上

償

之

（関
東
学
園
泰
4
年
）

大
会
に
出
楊
し
私
が

一
番

感
じ
た
事
は
、
外
国
人
は
何
が

何
で
も
勝
ち
に
く
る
と
い
う
事

で
す
。
H
本
の
柔
珀
は

i

本
勝

外
国
選
手
回
と
記
念
撮
影

． 

与
狙
う
が
、
外
国
人
は
ポ
イ
ま
す
n

そ
し
て
機
＾
頑
”
あ
れ
ば

ン
ト
を
稼
い
で
判
定
に
持
ち
込
も
う

一
度
、
こ
の
大
会
に
出
場

む
と
い
っ
た
柔
辺
が
目
に
付
き
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。
現
在
、
国
際
ル
ー
ル

が
主
流
に
な
っ
て
き
て
お
り
日
森
村

純
弥

本
も
こ
の
よ
う
な
柔
逍
を
し
な
（
閥
東
学
園
大
学
3
年）

け
れ
ば
勝
て
な
い
時
代
だ
と
思
私
は
、
ま
す
試
合
の
雰
即

い
ま
し
た
。
私
自
坊
こ
の
沢
重
気
に
の
み
込
ま
れ
て
い
た
。
国

な
経
験
を
今
後
の
柔
珀
生
活
に
際
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
が
｀
そ
れ
以
上
に
、
期
待
に
応

す
。

え
る
と
い
う
圧
力
が
あ
っ
た
。

わ
た
し
の
相
手
は
、
み
ん
な
自

茂
木
正
彰

分
よ
り
も
一

、
二
階
級
上
に
見

（閻
東
学
回
大
学
3
年
）
え
た
。
ま
た
、
晦
判
貝
は
と
て

こ
の
大
会
に
は
、
各
国
か
も
い
い
加
減
で
、
決
し
て
公
平

ら
様
々
な
選
手
が
参
加
し
て
お
な
都
判
を
し
て
い
る
と
は
訂
え

り
、
柔
近
の
広
ま
り
を
抽
く
感
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
試
＾

li、

じ
ま
し
た
。
外
囲
人
選
手
は
体
初
戦
か
ら
苦
戦
だ
っ
た
。
相
手

漿
良
く
力
も
抽
い
の
で
、
試
が
力
が
あ
る
選
手
だ
っ
た
の
で

合
の
と
き
に
は
大
変
苦
労
さ
せ
技
も
か
け
ら
れ
ず
、
ま
た
、
技

ら
れ
ま
し
た
。
結
果
的
に
試
合
を
か
げ
て
も
、
す
ぐ
試
合
を
止

に
勝
つ
こ
と
は
で
き
ま
し
た
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
自
分

が、

外
国
人
選
手
と
試
合
を
す
の
思
っ
た
通
り
の
柔
泣
が
で
き

る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
さ
せ
な
い
状
態
だ
った。

ら
れ
ま
し
た
。

結

果
は
準
條
勝
と
い
う
成

こ
の
大
会
を
迎
じ
て
、
紹
に
終
わ
っ
た
が
、
自
分
と
し

様
々
な
平
を
学
ぴ
、
た
く
さ
ん

て
は
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
ま

の
沢
軍
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
た
、
慨
会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し

で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
て
み
た
い
。

後
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

r

=

 

五

月

七

よ

り

ブ

月

首
ま
で
の
十
日
間
と
い
う
期

叫

イ
タ
リ
ア
の
シ
ジ
ッ
ロ
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
「
第
4
回
A

V
I
Sト
ロ
フ
ィ
ー
国
際
柔
辺

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
に
参
加
い
た

し
ま
し
て
、
外
国
の
地
で
外
国

の
選
手
と
試
4
晏
す
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
低
勝
し
た
選
手
、

準
條
勝
の
選
手
、
入
れ
で
き
な

か
っ
た
湿
ヂ
と
い
ま
す
が
、
各

鑽
と
も
試
合
以
ヒ
の
も
の
を

肌
で
感
じ
、
今
後
の
柔
辺
を
し

て
い
く
上
で
、
こ
の
国
降
大
会

に
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
が
大

変
な
財
産
と
な
っ
た
と
思
い
ま

す
cま

た
、
外
国
の
人
々
の
柔

逍
に
対
す
る
姿
勢
や
考
え
方
に

触
れ
た
こ
と
が
｀
群
馬
県
の
柔

雁
倍
し
て
柔
珀
を
指
屈

す
る
上
で
、
各
自
の
考
そ
“
に

大
き
な
彩
評
を
与
た
た
と
息
い

ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
国
際
大
会

に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
得
た

こ
と
を
指
耶
者
と
し
て
広
く
後

蔀
の
町
成
に
尽
力
し
た
い
と
息

い
ま
す
。

砒
後
に
、
こ
の
国
際
大
会

参
加
に
つ
き
ま
し
て
、
群
馬
県

靡
連
盟
会
廷
角
届
浩
司
先

生
、
理
醤
新
井
爬
次
郎
先
生
、

欝

事

誌

闊

屠

、
関

東
学
園
大
学
薩
墨
に
は

準
備
段
階
か
ら
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
邸
く
御
礼
申
し

ヒ
げ
ま
す
。
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出場選手勢ぞろい

第
四
十
五
回
群
馬
県
柔
辺
◇
盆
1
年

鳩
連
合
会
柔
氾
大
会
が
ル
H
バ

▽

軽

批

級

e、
板
檎
抒
一剣

日
、
県
武
辺
館
で
開
か

れ

な

持

一②
下
山
大
地
（福
IIl
)③
付

上
裕
・
苧
（
佐
藤
一
片
上
大
地
釜

成
績
は
次
の
通
り
。

泉
）

貪

必

部

▽

重

批

楼

3
飯
田
将
彦
一剣

◇

幼

年

持

一
②
小
俣
飛
111

届
rn＿
曾

▽

縣

鈷

魯

籠

i

-

i

（福

應

以

（北

沢

涵

嵐

（福
田
＿

邑

霞

翡

＿北
沢
）
③
森

村

◇

小

学

2
年

敏
也

（福
田
）
・岡
本
康
宏
（福
▽
軽
批
級
①
佐
々
木
拓
也

田

）

（

北

沢

一

②

大

沢

秀

紀

（田
島
）

▽
應
渾
級
3-P部
賑
（松
沢
）

③
粟
原
良
輔
（
剣
持
）
・渡
部
成

②
小
島
和
故
（松
沢
）
③
佐

藤

雌

（松
村
）

協

（松
沢
一・岡
田
拓
庖
（稲
田
＿

▽
中
址
級
①
板
橋
政
博
（佐

▽
中
娯

g
g
"闊
光
雄
（福

▽

軽

俎

檄

U
耶

FU四．

（松
佐
々
木
脊
織
（神
i

出
）・
小
俣
否

m)②
柴
崎
龍
太
（柴
崎
一
③
内
沢
）
②
塚
越
磁
正
一茂
原
）
③
末

滋

（福
旧
）

山
幽
平
（福

田

）

広

全

民

＿

it-

▽
箪
虻
級
①
粕
川
め
ぐ
み

▽
軽
将
．
lJl
級
①
町
田
究
太
▽
煎
批
檄

3
亦
川
正
利
（岡
＿
（
北
沢
一
②
中
村
脱
子
（田
島
＿

（佐
藤
）
②
浅
行
啓
之
（田
島
ー
②
茂
＊
学
治
（剣
持
一
③
天
Ell
③
上
野
あ
ゆ
み

（神
宮
）
．掘
口

③
中
村
糊
久
（柴
崎
）
．界

隆

哲

司

（桜
井
）・柿
沼
は
人
（田
ぬ
＿

恭
花
ー桜
井
＿

行
（福
田
）

◇

成
年
2
段
①
八
IJJ清
網

◇

小

学

4
年

e野
尻
遥
（佐

斎

茄

級
①
松
村
和
樹
（佐

（佐
藤
一
②
凶
村
辰
男
（岡
）
③

藤
）②
堀
地
奈
促
子
（北
沢
）③

藤
）
②
堀
口
他
太
（田
島
）
③
屈
阿
部
健

一
（
須
藤
一
春
山
泉
（
福
田
）
・藤
井
彩
（
岡
）

井
貨
将
（桜
井
）・難
波
峻
伍
一宝

◇

成

年

3
段
①
椛
沢
”
樹
◇
小
学
5
年

呆
）

（

岡
一
②
規
岡
賑
共
剣
持
一
③

▽
軽
批
縁

3
松
山
樹
墨
佐

藤
一
＠
武
井
将
（福
田
一＠
羽

竺

◇

成

年

桜

井

太

郎

（桜
井
）
・斉
藤
将
登
藤
一
②
角
旧
あ
ゆ
み

（北
沢
一
③

餓

（福
田
＿
良
谷
川
航
太
（返

▽

無

段

①
杯
仙
太
郎
（佐
世

（憚
m
)

K
野
籾
子
＿北
沢
）
・福
田
愛
実

Jtl
)

②

矢
部
隊
志
（剣
持
）
③
甜

栂

◆

な

お

部

（福
田
）

▽
軽
煎
＂
咄
級

①
笛
木
怜
（田

秀

規

祠

持

◇

幼

児

①
瀬
戸
唯
（北
沢
）

▽
重
依
級
①
定
形
美
希
（田

店
）
②
大
塚
匠
（松
沢
一
③
人

見

◇

硲

校

甥

眠

②
今
川
美
紅
（福
田
）
③
小

野

島
）②
角
田
彩
香
（福
田
一③
飯

大
輔
（
北
沢
）
・戸

所

司

（

松

村

）

▽

軽

＂爪奨

3
国
原
大
（佐
藤
一

裳
去
（松
沢
）・佐
膝
佳

x（松
沢
）

塚
杢
哭
桜
井
）
・山
口
逸
杏
（北

菜
＂
咄
模

3醤
11
裔

（佐

R
岱
脳
逆
佐
藤
一
③
杉
沢
博
◇
小
学
i
年

沢

）

蔵
一②
鈴

腐

太

（剣
持
）
③
小

文

（岡
＿・村
田
硲
・
辛
（福
田
）

①

幣
安
の
き
郎
（松

む

◇

小

学

6
年
①
富
川
ケ
イ

息

（松
沢
）．
m口
雄
太
（岡
）

▽
中
＂
咄
級

①
水
嶋
宏
則
（福

◇

小

学

2
年

n
(福
田
）②
富
安
結
花
（佐
藤
一

◇

盆

3
年

田

）②
楽
原
良
太
（福
田
）
③
加
▽
軽
加
衆
求
林
蕗
美
（佐

③
佐
々
木
ダ
イ
ア
ネ

（幅

▽
軽
紐
褪
3
岡
田
智
英
（田

・

i
a
水
箭
昭

一茂
原
）
・カ
石
晋
輔
藤
一
②
内
山
佳
涛
美
（神
宮
）
③
田
＿
・小
砂
士
明
（福
田
）

岳
＿
②
膝
川
裕

i

―-（
福
田
）
③
石
一

▽
輯
n

Q
川
端
将
平
（北

▽

軽

虻

4-
Q
小
林
追
弘
（北

（

岡

＿

壬

古

良

莉
奈
（福
田
）
・西
村
恵
◇
中
学
1
年

巖

平

（桜
井
）
・福

田

嬰

（福

一沢
）
②
内
藤
武
蔵
（田
＆
③
手
沢
）
②
箱
田
雄

i-（棗

）

e,一▽
軽
将
盈
吊
篠
崎
悠
（佐

美

（巌

）

▽
輯
批
ホ
哭
崎
翡
（佐

田
＿

蘭

雙

桜

井

）．靡

裔

（松

井

智
大
＿
佐
膝
＿
鳥

羞

藤

一

国

一

柴
崎
）
③
岡

田

瑞

▽

祁

巖

濯

鵞

（松

藤

一
②
城
FHあ
ゆ
み
（
佐
藤
一
③

▽
中
批
楼
盪戸
康
太
（北
一沢
）

藤
）
下

t
-EF
I
島
）

沢
）
②籠
需

（福
E
U)③
根
吉
田
菜
々
圭
誓

＿•井
上
か

沢
一②
森
田

一
成
（宝
・姐
）
③
班

▽

中

址

模

3
天

m俊
祐
（佐

▽

中

拙

級

①
須

胤
i

（北
菜
＂
硲
翠
米
屈
拓
也

（福
岸
菜
耶
（福
田
）
・田
船
紗
耶
香
よ
子
（佐
藤
）

固

界

一廣

＿
靡

癸

（松

脳

）
②
下
平
腐
屑
＿
③
屈

沢

＿

魯
欝

弘

（佐
籐
）
鵞
5EEi蜃
醤

祐

＿柴
崎
＿

曾

（
北
沢
）

▽
覇
患
萩
原
里
紗
（山

村
）

田
浩
樹
（福
田
）
・石
原
聡
維
（
北
良
丞
記
＿
柴
崎
）

田
浩
志
（
松
沢
）・斉
藤
泰
光
（田

◇

小

学

3
年

氏

）の
朗
田
紀
子
（剣
巷
③
丸

▽
軽
重
砒
級
①
飯
塚
雄
人
沢
）

▽
軽
重
＂
血
級

①
井
野
翔
平
島
）

▽
軽
品
級
①
秋
山
藍
里
（佐

本

文
＿須
藤
一・引
田
聟
丈
須
堡

（桜
井
）
②
原
俊
弘
（桜
井
）
③

▽
軽
重
屈
級
①
箔
水
亨
倫

（福
田
一
②

m島
祟
広
（須
廊
）

◇

成

年

初

段

藤

一
②
山

亜

美

（北
沢
）

③

◇

忠
午
2
年

＊
は

一
（松
沢
）・
須
藤

一希

（佐
藤
）
②荻
原
健
（佐
脳
）
③
③
中
野
克
也
（北
沢
）・
山本
何

ー
・
'
~

.

▽
臀
．
品
釆
逼
化
余
緒
(I
F
I

屑

＿

今
川
桃
ば
（福
田
）
．屈

（松

也

（岡
＿

b・

S
i

島
＿

璽

墨

醤

③
戸

、

部

撃

（松
沢
）．欝

罷

（松

▽
祁
盗
吊
営
城
充
（松
村
）

沢
）

▽
煎
屈
級
①
武
田
康
弘
（佐

令

沢
）

曾
月
友
成
瑠
（
田
島
）

要

斎

繭

省

儒

登

（佐

藤

）

鵞
醤
幸
（
田
島
）曾

一

層

（松
沢
）
・中
野
剛
志
（松
藤
一
②
佐
々
木
雄
也
（北
沢
一
③

栖
佑
輔
（田
島
）
・山
森
和
祀
(EEi.

一言

1
↑
▽
重
＂
紙
系
巌
田
泰
子

（桜

村
）

板
檎
僻
夫
（佐
藤
）
・山
本
翔
太

一島
）

L

、
-
井
）
②
前
田
紘
子
（田

a＿③
閾

余

学

4
年

郎

（佐
藤
）

◇

累

2
年

？

一

根

漿

ー郁
也
・菊

池

覧
（幅

fll-

冒

1

9

一
▽
粋
巫
飛
粗
幽
薔
m
-

▽
軽
紙
級
①
井
上
既
仁
（佐

◇

小

学

6
年

一

◇

中
学
3
年
①
岩
井
さ
や

-
7

か
（田
品
）
鵞
屡
―
桜
井
ー

"
~

-
9

原
裕
子
（
北
沢
）・
柳
瀬
恵

＂
且
｀

ー沢『"""＂麟、一

＿喜

＿
孝
太
（
関
・平
伍
（
岡
）

▽
中
磁
模
紺
崎
泰
仏
一
茂

~
＿

美
（
田
島）

▽
中
址
級
①
上
田
恭
平
（
佐

▽

中

址

景

談

（佐
藤
＿
一
恩

②

田
祐
司
（
佐
iiM)③
河
一

遡

②
下
田
直
人
（北
沢
）
③
岡

②
塩
原
和
美
（
北
沢
）
③
竹
沢
＾
品
芥
（須
藤
）
・下
平
友
衷
（石
＿

i

．

◇
窃
校
女
子
①
矢
野
勝
芙

鼠

箪

（福
田
）
・飯
田
腿
彦
（剣

経

太
（福
田
）・尾

万

楠

（岡
）
＿井
）

．

＿

茂
原
）②
悲
な
お
こ
（佐
藤
）

持
）

▽
輯
煎
洪
級
①
介
堂
皓
行

一

＞
煎
沿
奨
淑
山
裕
昭
（
佐

・

③
岩
井
理
恵
（佐
藤
一
・奥
原
有

▽
軽
重
砒
級
①
土
子
竜
生

（北
沢
一
②
桑
原
正
人
（
剣
持
）

藤一
②
松
氾
正
弘
（佐

藤

）

③

神

．

一
佳
理
（
須
藤
）

（佐
藤
一
②
柏
苓
（
田
島
）
③
板
③
八
木
原
将
之
（北
沢
）
・下
田
沢
雄
大
（
田
島
）
・原
田

一
輝
（

佐

◇

一

殷
女
子

倉
正
義
（
北
沢
）
・今
井
将
光
和
瞬
（北
沢
）

藤
一

▽
初
段
3
岡
村
香
織
（佐籐）

目

斎

址

娯

松

嶋

宜

絡

（

佐

◇

庶

子

3
年

②
岡
村
沙
織
（佐
籐
）
③
諾

m

斎
姑
級
①
加
蔵
大
介（佐
蕨

＿
②進
藤
沢
之
（田
B
)③
小
▽
軽
駄
級
①
白
品
純
一
（佐
芙
鈴
（
松
沢

）・伊
藤
美
如
怯
~
菰

遇
②
田
農
（
桜
井
）鵞

貫

沢

陣

之

（北
沢
一宮

籍

（松

蔽

一覧

撼

箭

（松
沢
）
③
瞬

＂

田

＿

爪
陽
平
（桜
井
）・奈
臭
，
叫
＿柴

欝

（福
田
）・中
村
賑

（松
沢
）

村
）

余

学

5
年

一

◇
中
学
1
年

崎

＿

第

45
回
群
馬
県
柔
道
場
連
合
会
柔
道
大
会

挨拶する鎖持和彦会長
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桜井7段

． 

高
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

第
十
七
回
露
崎
市
ス
ポ
ー
◇
4
学

一年
▽
軽
1

巫
級
①

ツ
少
年
団
柔
道
大
会
が

五
大
沢
秀
紀
（
田
島
）
▽
軽
中
拭

月
十
七
日
高
崎
市
武
道
館

①
佐
々
木
拓
也
（
北
沢
）
▽
中

で
開
か
れ
た
。
小
学

一
年
か
ら
品
級
3
笛
木
怜
（
田
島
）
▽
重

忠
笙
年
ま
で
の
男
ナ
女
子
炊
緩

3
m杢
品
四
（塚
沢）

の
各
ク
ラ
ス
に
て
行
い
参
加
チ
◇
小
学
三
年
▽
軽
祉
級
①

ー
ム
は
前
檎
、
寓
崎
、
太
田
、
岩
下
恭
介
（
新
田
一
▽
中
試
級

群
馬
町
の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

①
松
村
辰
雄
（石
原
＿
▽
頂
紐

の
参
加
で
行
わ
れ
た
。

級
①
杉
山
直
人
（石
原
＿

9
次
の
通
り
◇
小
学
四
年
▽
経
＂
砥
級

①

會

享

の

部

井

上

沢

仁

（塚
沢
）
軽
中
＂
楽

3

◇
小
学
一
年
▽
軽
祉
級
①
上
田
恭
平
（塚
沢
一
▽
中
底
級

鈴
木
利
典
（
新
田
）
マ
i

級
①
土
子
弯
生
（
塚
沢
一
▽

i
~

泉

林

脱

布

（

新

田

）

媛

3
吉
田
将
田
（
石
原
＿

昭
和
23
年、

柔
道
賠
複
術

試
験
を
受
け
た
。
i

一蒲
逍
場
で

の
経
験
が
生
き
、
合
格
。
接
廿

院
を
開
業
し
た
。
そ
の
後
、
近

隣
の
若
者
に
睛
わ
れ
て
柔
辺
場

を
開
設
し
た
。
物
骰
を
壊
し
、

＇

に

薫

芥

欝

の

労

働
を
提
供
し
、
順
辺
釦
金
井
逍

場
と
内
部
が
阿
じ
作
り
の
道
場

が
28
年
10
月
1
日
に
完
成
し

ーー。
f
 ス

ポ
ー
ツ
を
し
た
く
て
も

施
波
の
な
か

っ
た
時
代
で
あ

り
、
牙
少
年
が
集
ま
り
、
道
場

は
郷
夜
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
弘

君
、
次
男
の
毅
君
も
門
下
生
に

交
じ
り
修
行
し
た
。
鷹
術
師
と

い
わ
れ
た
持
田
功
選
手
を
は
じ

め、

4
干
名

の
若
者
が
こ

こ
で
修
行
し

た
。
県
下
道

場
対
抗
試
合

で
は

30
、
33

年
に
條
勝
、
3
2年
準
擾
勝
。
全

国
少
年
練
成
大
会
で
は
小
学

生
・中
学
生
の
部
で
優
腑
4
回、

準
置
勝
2
回、

3
位

3
回
と

◇
小
学
五
年
▽
軽
祉
級
竹

i
和
彦
（
宝
泉
）
▽
軽
中
茄
①

天
田
俊
祐
（
塚
沢
）
▽
中
品
級

佐
々
木
雄
也
（
北
沢
）
▽
軍
泣

§

贋

ュ

（

欝

）

◇
小
学
六
年
▽
軽
批
級
①

芹
沢
楽
（扱
ヶ
岡
ー
マ
軽
中
址

①
須
藤
靖
成
（北
沢
）
▽
中
址

魯
棠
陪
行
（
北
沢
）
▽
重

砧
翠
W
訟
忠
位
（塚
沢
）

◇
中
学

一
年
▽
縣
批
級
①

新
井
大
輔
（田
島
）
▽
軽
中
姑

①

田

ff-
（北
沢
）
▽
中
益

砥
成
田
康
弘
（
塚
沢
）
▽

「群
馬
の
桜
井
道
場
＿
の
名
を

全
国
に
高
か
せ
た
a
関
束
大
会
、

県
内
各
種
大
会
の
成
紹
に
つ
い

て
は
紙
而
の
都
合
で
割
袋
す
る

ヵ5

巣
密
出
薪
紀
（
田
島
）
峯
崎
麻
未
（
新
田
＿
▽
t

◇
中
学
二
年
▽
軽
址
級
①

①
野
尻
遥
（
塚
沢
）

靡

聡

一槌
ヶ
岡
ー
▽
軽
中
址
◇
小
学
五
年
▽
軽
尿
級
①

①

田
祐
司
（塚
沢
）
▽
中
批
秋
山
樹
里
（
塚
沢
一
▽
軍
址
級

I
-

（宝
泉
）
▽
頂
①
蛋
紫
黍
＿
田
島
）

＂

層

裕

昭

（塚
沢
）

◇

小
学
六
年
▽
軽
址
級
①

◇
中
学
三
年
▽
軽
品
級
①

黙
柳
祥
子
（北
沢
）
▽
煎
址
級

白
ぬ
純

l

（塚
沢
一
▽
軽
中
品

①
泊
水
愛
（石
原
）

①
香
啓
之
（
田
凸
）
▽

中

品

◇

中

学

一
年
▽
軽
抵
級
①

魯
田
亮
太
（
塚
沢
）
▽
重
黒
崎
悩
子
（
田

a)▽
中
最
級

9
蘭
（
塚
沢
）
①
大
崎
佳
菜
（
塚
沢
）
▽
重
泣

tTの
部

緑

3哨
杢
表
和
（
石
原
）

◇
小
学

一
年
①
吉
田

l

-

＿

葵

◇

中
学
二
年
▽
経
品
級
①

子

（

石

原

）

松

本

聡

子

（

田

島

）

▽

軍

紐

級

◇
小
学
二
年
▽
軽
址
級
①

e樋
口
翫
子
（塚
沢
）

小
林
蹄
美
（塚
沢
）
▽
重
址
級
◇
中
学
三
年
▽
軽
批
級
①

①

贄

文

石

原

）

藤
川
友
美
（堤
ヶ
岡
）
▽
中
址

◇
小
学
三
年
▽
経
1

班
級
①
級
①
若
井
さ
や
か
（田
島
）
▽

秋
山
藍
里
（塚
沢
）
▽
重
「
ふ
汲
証
巌

3
卿
瀬
忠
．
（田
島
）

①
川
め
ぐ
み
（
北
沢
）

◇
小
学
四
年
▽
軽

級
①に

秀匝儀力：
・中． 勝

＂埠

冒〗
‘
 

し

柔
連
副
会
丑
も
参
加
し
て
の
親

復
合
が
始
ま
っ
た
。
下
仁
田

チ
ー
ム
は
名
産
の
こ
ん
に
ゃ
く

を
、
石
井
チ
ー
ム
は
名
産
の
里

見
梨
を
｀
桜
井
チ
ー
ム
は
伐
岡

の
福
だ
る
ま
を
持
ち
寄
っ
て
交

換
し
た
こ
と
か
ら
、
誰
言
う
こ

と
な
く
『
こ
ん
に
ゃ
く
大
会
j

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

年
々
参
加
チ
ー
ム
が
増
え
、
源

年
の
「桜
井
道
拗
創
立
30周
年

記
念
大
会
」
に
は
21
チ
ー
ム
、

眼iを退職した54年に
市内並榎町に分院を開設、

そこで患者の治税のかたわ

ら醤の人々からの復に

のる生活が続いた。しかし、

奥・房江さんが8年間の
闘病生活の後、平成3年に

お亡くなりになると、若く

してお亡くなくなりになっ

た洋子ちゃんのことも思い

出され、以後は職業を離れ`

家で生活するようになっ

先

四の
五あ

塁七あ

松
村
和
樹
、
中
3
璽
霰
制
す

新井大雄君（新屋小）

小学5.、6年で優勝

甘
楽
町
大
会

甘
楽
町
柔
辺
大
会
が
八

月
l

―ご
口
、
六

歳

か

ら

＋

五
歳
（
中
学
生
）
ま
で
の
選
手

の
参
加
で
甘
楽
町
立
第
二
中
学

扉

で

開
か
れ
た
。

成
鍛
は
次
の
通
り

▽
小
学

一
年
生
以
万

3
古

市
和
成
（新
届
小
）
②
中
村
健

作
（
福
島
幼
稚
園
）
③
田
村
奨

（小
幡
小
）

マ
小
学

一
年
生
重
祉
級
①

＿―-
田
墜
広
（
冨
岡
西
小
）
②
田

渕
寛
次
郎
（
小
幡
小
）
③
井
上

和
也
（小
幡
小
）
①
黒
澤
奨
（小

幡
小
）

マ
小
学
二
年
生
①
金
井
僅

樹
（小
幡
小
）
6
福
田
知
之
（小

幡
小
）
③
中
村
亮
介
（福
島
小
）

マ
小
学
三
年
生
①
新
井
敦

子
（
新
屋
小
）
②
福
田
―
-
（
福
凸

小
）
③
植
原
大
明
（
新
一
小
）
④

田
（
小
幡
小
）

と
な
っ
た
栃
天
品
関
は
2
代
目
咲
僻
の
先
生
に
し
て
は
と
思
う
五
八
九
名
が
参
加
し
た
。
柔
巡
た
。
ま
た
、
本
院
は
接
骨
師

匪
ム
右
の

9
。

が
、
よ
ほ
ど
の
5
猫
を
味
わ
っ

や
滸
蕩
渾
否
＾
王
土
催
の
大
会
が
会
・会
是
職
で
多
忙
な
弘
君
を

先
生
は
柔
逃
．窃
崎
支
部
長
た
に
迅
い
な
い
。

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
支
え
て
孫
の
太
郎
君
が
治
釈
に

と
し
て
4
2
年
ま
で

8
年
圃

地

域

市

民
武
辺
館
建
設
で
は
中
大
会
は
10
回
で
都
を
閉
じ
た
当
た
っ
て
い
る
。

の
柔
辺
発
展
に
貢
献
し
た
。

心
と
な
っ
て
活
動
し
、
そ
の
完
が
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
数
で
も
日
本
先
生
は
広
い
花
境
の
四
季

民
生
委
只
と
し
て
も
地
域
成
を
見
て
紐
只
生
活
を
終
え
ー
を
誇
る
大
き
な
大
会
と
し
て
折
々
の
花
を
眺
め
、
悠
々
自
適

の
発
展
、
福
祉
向
上
に
尽
力
し
た
。

月
刊
誌
「近
代
柔
道
』
に
郷
年
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。
部

て
き
た
の
で
、
周
囲
か
ら
推
さ

51
年
、
試
合
が
少
な
く
、

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
先
屋
に
は
政
治
家
の
先
輩
、
元
総

れ
て
ゼ
忠
跳
『
市
議
会
議
員
に
腕
試
し
が
で
き
な
い
少
年
の
た
生
は
大
会
会
長
と
し
て
、
弘
師
理
大
臣
・福
田
赳
男
氏
と
の
写

出
馬
し
た
。以
後
3
期
捻
ヰ
叫

め
に
下
仁
因
森
坦
教
室
の
木
荘
範
や
桜
井
辺
場
有
段
者
会
を
率
其
や
福
田
氏
の
曲
、
表
彰
状
や

ー

や

市

5ム
捻
品
匹
弘
元
五
段
か
ら
試
合
の
話
が
も
い
て
釆
配
を
ふ
る
い
、
ベ
ー
ス
感
謝
状
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
全

ー

、

食

蒻

凡

ち

上

が

り

．
棒
名
町
の
石
井
辺
ポ
ー
ル
・マ
ガ
ジ
ン
社
と
上
毛
固
豆
緊
盃
巽
会
、
関
東
市
識

と
し
て
市
発
展
の
た
め
奔
走
し
場
（師
範
は
石
ザ
衛

一
六
段
・臥

新

＇
社
が
こ
れ
を
後
援
し
た
。

令
歴
お
表
彩
状
、
体
行
の
血

i

盈
興
に
閾
し
て
の
県
教
百
安

只
会
表
彩
、
長
期
間
の
民
生
委

只
と
し
て
瞑
生
大
臣
の
感
謝

状
、
県
知
事
の
感
謝
状
等
々
、

先
生
の
社
会
へ
の
口
献
が
語
ら

れ
て
い
る
。

弘
君
か
ら
「う
ち
の
父
は
歳

を
と
っ
た
よ
」
と
圃
い
て
の
訪

問
で
し
た
が
、
若
い
頃
か
ら
鍛

え
た
身
体
は
昔
と
変
わ
ら
ず
、

人
を
魅
惑
す
る
笑
顔
も
背
と
同

じ
。
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
ご
健

▽
小
学
四
年
生
①
桐
生
幸

長
（
小
幡
小
）
②
福
田
敬
（
小
幡

小
＿
③
中
野
竜
矢
（小
幡
小
）
④

＿―-
田
航
平
（
宜
岡
匹
小
）

▽
小
学
四
・五
年
生
男
女
①

福
田
愛
（福
品
小
）宜
岡
兆
（小

幡
小
）・椿

屠

ー祁
柚
小
）
②

黒
澤
翼
（
小
幡
小
）

▽
小
学
五
・六
年
男
子
①
新

井
大
雄
（
新
屋
小
一
②
松
捕
干

洋
（
小
幡
小
）
③
裡
課
勲
（
小
幡

小
）
①
糧
田
俊
介
（小
幡
小
＿
⑤

i
＿小
幡
小
）

▽
中
学
生
軽
批
級
①
田
村

修
伴
（甘
楽
二
中
）
②
古
館
佳

苗
＿甘
楽

一
中
）
③
田
村
梢
和

（甘
楽
二
中
）

▽
中
学
生
重
品
級
①
市
川

沢
大
（宜
岡
南
中
）
②
羽
島
聡

＿
甘
楽

一
中
）
③
田
渕
元
雄
（甘

楽
二
中）

康
な
先
生
に
、
と
て
も
年
齢
に

は
見
え
な
い
若
々
し
さ
を
感

じ
、
お
会
い
で
き
た
こ
と
を
大

変
郎
し
く
思
い
ま
し
た
。先
生
、

益
々
お
元
気
で
1
・

帰
り
迫
、
昔
の
あ
れ
こ
れ

が
思
い
出
さ
れ
た
。
若
い
頃
窃

崎
で
試
合
が
あ
っ
た
折
、
弘
君

か
ら
誘
わ
れ
、
仲
間
と
お
邪
虞

し
た
。
先
生
と
奥
様
の
笑
顔
に

迎
え
ら
れ
、
夕
飯
を
ご
醜
走
に

な
っ
た
。
な
ん
と
肉
丼
で
あ
っ

た
。
肉
な
ど
見
た
こ
と
も
な
か

っ
た
私
に
は
、
こ
れ
は
美
味
か

っ
た
e

県
秤
機
動
隊
道
場
で
の

讐
で
私
が
へ
ば
っ
た
後
も
弘

君
は
ず
っ
と
稽
古
を
続
け
る
の

で
、
そ
の
ス
タ
ミ
ナ
に
感
心
し

て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
秘
密
を

そ
の
時
知
っ
た
の
だ
っ
た
。

＿韓
告
＿

桜
井
七
段
を
取
材
で
肪
皿

し
た
の
は
、
4
月

25EL
そ
の

彼
7
月
10
日
、
自
宅
で
死
去
さ

れ
ま
し
た
。
13
日
、
下
之
城
プ

リ
エ
ッ
セ
武
内
に
て
艮
男

・
弘

氏
を
喪
主
に
告
別
式
が
執
’
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
御
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

． 
．
 ユニフォームの

やる気
わくわく

ヽ

-78-

． 




